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まえがき

学長阿部正和

東京慈恵会医科大学は，創立百年を記念して大学の教育・研究年報の刊行をはじめました。

この度， 1983年（昭和58年）版，つまり昭和58年4月から昭和 59年 3月までの大学における

歩みをまとめた第 3号の完成をみました。まことに喜びに堪えません。原稿を執筆して下さった

教授各位，編集委員長の酒井敏夫教授をはじめ編集の実務に関係された皆様の御苦労に対して深

い感謝と敬意を表します。

この教育・研究年報の意義を考えてみましょう。各講座および研究施設における過去 1年間の

業績を取りまとめることもさることながら，大学に籍を置く者一人一人が， この年報を積極的に

利用して，自分自身が推進している研究を他の人に知ってもらうとともに，他の講座や研究施設

の中で現に行なわれている研究課題を理解するところに， この年報の意義を見い出すべきであり

ましょう。

過去 1年間の研究概要が，前年度と殆ど変わらないということはあり得ません。提出して頂い

た原稿の中に，それに近いものがあったことを耳にしました。もし，そうであるとすれば大変残

念なことであります。教育も研究も常に前進しているはずであります。いや前進させなければな

らないのが医育機関に職を奉ずるものの勤めでもあります。その進歩の足取りを示してくれるの

がこの年報であります。大学というところは，教育と研究の進展を記録に残し， これを学の内外

に広く周知させ，第 3者からの批判があれば，それに対して謙虚に耳を傾け，そして反省し，次

の躍進への基礎とすべきところであります。

「過去を振り返ることは将来に対して責任を担うことである」。これはローマ法王が，かって来

日された 1981年（昭和 56年） 2月25日，広島市で宜言された平和アヒ゜ールの中で， しばしば発

言された言葉であります。今こそ，この言葉をよく噛み締めて，私たちの大学の 1年の成果を振

り返り，それを基礎にして将来を展望することが， これからの大学の躍進のために必要でありま

しょう。

進学課程，専門課程の基礎および臨床医学講座，さらに研究施設，特設診療科目に在籍するす

べての教員が， この年報を通じてお互いの教育・研究の現況を知り合い，それによって相互の交

流が生まれ，ひいては共同研究体制が効果的にできて行くならばまことに嬉しいことである， と

いうのが私の心からの願いでもあります。

この年報は，全国の医学教育機関に届けられます。私たちの大学における教育・研究内容を第

三者の方々にも知って頂き，よい意味での御意見，御示唆および御批判を頂きたいと考えており

ます。

本学における教員のすべてが，この年報を十二分に活用され，年報のもつ意義を生かされるよ

う希望いたします。

1984年（昭和 59年） 9月



凡 例

●各教室・研究室にお願いした研究の年間報告については，残念ながら，その頁数を制限せざる

を得なかった。

研究概要については， 3,200字内外。

研究業績については，

I 原著論文 30編以内

II 総 説 10編以内

III 学会発表 20編以内

IV 著 書 5冊以内

V その他 5編以内 以上とした。

●教室スクッフの氏名と専攻研究領域の欄は専任講師以上とした。従って，教授，助教授も専任

者のみとした。

●表紙にある 1983は昭和 58年度（昭和 58年 4月より昭和 59年 3月まで）を意味しているが，昭

和 58年と誤られる可能性もあるので，まぎらわしいときには年号を入れた。

●雑誌名の略記，文中の外国語単語の大文字，小文字，等については一定にすることができなかっ

た。

●索引の項で，各教室，各研究室の略名を下記の通りとした。

第1解剖学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1解〕
第2解剖学 〔2解〕
第 3 解剖学：．．：．．•．:：．. ： ：．. : : :.. ：．．： : :．. ：．.．.．. ： ： : :.．．.．．: ： :．.〔3解〕

: ~ :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~ ~ !; 
医化学 〔医化〕
栄養学::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::〔栄養〕

第1薬理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 l薬〕
第2薬理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2薬〕
第1• 第2病理学..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔病理〕
第1細菌学
第2細菌学：： ： ： ：．．．．： ： ： ：．．：．．：．．： ： ：．．：．．： ： ： ： ：．．： ： ：．．：．．： ： 

〔1細〕
〔2細〕

衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 衛〕
公衆衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔公衛〕
法医学 〔法医〕
寄生虫；：：：：：：：：：：□:：：：：：：：：：：：：：：：：．．：：：：：：：：〔寄生〕
臨床検査医学・・・・・・・・・・・・..…....…・・・・・・・・・〔臨検〕
等 1 内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔1内〕

第2内科学::：：：：：：：：：：：:：：：：：:：：：：：：：：：:：：：:：:〔2内〕第3内科学 〔3内〕

第4内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔4内〕
青戸分院内科学 〔青内〕
第三分院内科学：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：・・〔分内〕

精神神経科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..…・・・・・・・・・〔精神〕

;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~,J;:; 
放射線医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 放〕□芯：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：雷t;
第三分院外科学…•・・・・・・・..…••・・・・・・・・•…〔分外〕
整形外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔整形〕
脳神経外科学·…......…•....……•• • •…•・〔脳外〕

ご芯：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：悶：］

第1産婦人科学：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：・・〔1産〕第2産婦人科学 〔2産〕

泌尿器科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 泌〕
眼科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 眼〕
耳鼻咽喉科学…·…••…•.....…•…••…·・・〔耳鼻〕

麻酔科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔麻酔〕
リハビリテーション科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔リハ〕
歯科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 歯〕
附属研究部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔附研〕
共同利用研究部…······…••…..・・・・·…·・・〔共研〕
実験動物運営委員会……………………〔動委〕
宇宙医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔宇宙〕
医用エンジニアリング…・ •…•…...…•・・〔ME〕
体力医学·・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔体力〕
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学 事報 告

教学委員長 石川栄世

1. 本学の沿革

明治 14年 5月 1日高木兼寛先生が京橋区鎗屋町

11番地に成医会講習所を開設して西欧の医学を教

授した。これが本学のはじめである。

明治 24年 9月 7日に東京慈恵医院医学校が設立

許可され，同36年6月，私立東京慈恵医院医学専

門学校となった。我が国で，最初に認可された私立

医学専門学校である。

大正 10年 10月 19日旧学制の大学令により東京

慈恵会医科大学への昇格が許可された。

終戦後，私立学校法が施行され，財団法人東京慈

恵会医科大学は，昭和 26年 3月法人名が学校法人慈

恵大学と改められ，翌 27年 4月学制改革により新制

の大学となった。

昭和 31年 3月 1日大学院医学研究科博士課程の

設置が認可された。

昭和 35年 1月 20日に医学進学課程の設置が認可

され校舎を調布市国領に建設し，同年 4月より進学

課程の教育がはじまった。

本学は，高木兼寛先生が成医会講習所を開設して

から昭和 55年をもって建学創立 100年を迎え記念

行事が盛大に挙行された。同年 5月創設縁りの地，中

央区銀座 4丁目（当時の京橋区鎗屋町 11番地）に本

学発祥之地の記念碑が建立され，更に百年史が編纂

刊行された。

また，創立 100年記念事業の一環として進学課程

内に樋口体育館が新築され，水泳フ゜ールも新設され

た。専門課程には研究棟として大学 2号館が 56年 9

月に新築落成した。

2. 歴代校長並びに学長は次の通りである。

初代校長高木兼寛明治 14年 5月就任

第二代校長実 吉 安 純

初代学長金杉 英 五 郎

第二代学長高木 喜 寛

第三代学長永山 武 美

第四代学長寺田正中

第五代学長矢崎 芳 夫

第六代学長樋ロ一成

第七代学長名取證二

第八代学長阿部正和昭和 57年 12月就任

3. 卒業者

本年度卒業試験に合格して医学士の称号を認可さ

れ，卒業証書を授与された者は「木村方之」以下 117

名で，男子 105名，女子 12名である。明治 14年，本

学創立以来の卒業者総数は 9,921名となる。

4. 教職員並びに学生数

現在の教員・研究者数は専門課程 1,680名，進学

課程 42名である。その内訳は

専門課程において

名誉教授 13名

教授 76名

助教授 78名

講師 356名

助手 802名

専 攻 生 61名

研 究 生 101名

医員 193名

進学課程において

教授 9名

助教授 4名

講師 26名

助手 3名

一般職員は 2,687名，以上教職員総計は， 4,409名

である。

昭和 58年度学生数は大学院学生 88名，専門課程

学生 507名，進学課程学生 246名，総計 841名であ

る。

5. 教授，助教授の委嘱

昭和 58年度における教授，助教授の委嘱は次の通

りである。

教授委嘱

益 田 昭 吾 第 2細菌学

定員外教授委嘱
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磯貝行秀 第 3内科学

米本恭三 リハビリテーション科

客員教授委嘱

鈴木文夫

松葉 健

森 彪

助教授委嘱

第 1内科学

整形外科学

小児科学

橋本信也 第 3内科学

石本二見男 第 2内科学

上野博嗣 整形外科学

衛藤義勝 小 児 科 学

定員外助教授委嘱

山口吉康 第 2外科学

川 上 憲 司 放射線医学

中 塚 喬 之 第 4内科学

助教授（派遣中）委嘱

林 敬之 放射線医学

昭和 59年 1月 1日付で米国マサチューセッツ工

科大学生物学部およびがん研究所正教授，文化功労

者，利根川 進氏に客員教授の称号を贈った。

6. 慈大賞基礎賞，臨床賞

慈大賞は成績最優秀学生に毎卒業時に授与される

賞で，前年度まで 40名に授与され，本年度は「木村

方之」に授与された。基礎賞および臨床賞は茎礎お

よび臨床の各成績最優秀の学生に卒業時に授与され

る賞で，前年度までに 93名に授与され，本年度，基

礎賞は「権 五徹」に，臨床賞は「木村方之」「須原

哲也」に授与された。

また，同窓会賞は「相澤久美子」に授与された。

7. 進学課程

昭和 58年度第 23回修了式が挙行され，佐治 恵

以下 107名は専門課程に進学した。

成績最優秀者，佐治 恵に教養賞，勝部芳樹に同

窓会賞，本田雅子に父兄会賞が授与された。

8. 大学院修了者

本年度の大学院修了者は 20名で，大学院設置以来

現在までの修了者は 420名である。

9. 学 位 受 領 者

昭和 58年 4月以降の学位受領者は大学院修了者

を含め 96名で，本学において現在までに医学博士の

学位を授与された総数は 4,152名である。

10. 解剖体数

昭和 58年 4月以降の解剖体数は，病理解剖 494

体，司法解剖と行政解剖を合わせた法医解剖 179体，

学生教育の教材として系統解剖 49体，計 722体で，

現在まで本学取扱総数は， 18,553体である。

11. 附属病院

大正 11年 2月 1日，東京病院が本学の附属病院と

なった。その後昭和 21年 7月，青戸分院が葛飾区

青戸に開設され，翌 22年 4月には東京慈恵会医院が

貸与されて附属病院となり，昭和 27年 1月には都下

狛江の第三病院が本学附属病院第三分院となった。

附属病院の増改築については，本院の第 1号館，第

3号館が増改築されたあと，昭和 43年 3月に附属病

院本館が完成した。

なお，昭和 57年 10月より大学前棟東側半部に附

属病院新館の新築施工が開始され，現在継続中であ

る。

本院の病床数は現在 938床である。

分院では青戸分院が本館の落成に次いで，昭和 49

年 12月に別館が落成した。青戸分院の現在の病院数

は 343床である。

第三分院は，本館の新築に始まり昭和 53年 1月に

別館が，続いて昭和 56年 9月に中央棟が増築落成し

た。病床数は現在 539床である。

したがって現在本院，分院合わせて総病床数は

1,820床である。

大学附属病院初代院長は高木喜寛教授である。現

在の附属病院院長は丸毛英二教授である。

以上を以て学事関係一般の報告とする。
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カリキュラムの変遷と現状

進学課 程

現行のカリキュラムは，昭和 52年度から実施され

てきた。特長とするところは，人文・社会系だけに

単位制を導入した学年制で運用され，単位制部分の

人文・社会系は選択必修 20単位以上の履修を義務づ

け，他学よりそれぞれ下記の諸教授に依頼して特徴

ある講義が行われることである。

昭和 58年度人文系：

哲 学（幾徳工業大学助教授，伊藤一美）

心理学（文京女子短期大学教授，辰見敏夫）

歴 史（青山学院大学文学部教授，気賀健生）

文化人類学（帝京大学法学部教授，渡辺直経）

人文地理学（日本大学文理学部教授，澤田 清）

昭和 58年度社会系：

社会学（早稲田大学文学部教授，外木典夫）

進学課程長 久 志 本 常 孝

社会思想史（早稲田大学教育学部教授，松田 寛）

社会保障論（早稲田大学政経学部教授，安藤哲吉）

経済学（東洋大学経済学部教授，菊浦重雄）

さらにもう一点特徴をあげれば，一般教養演習で

ある。 2年次で 1単位ではあるが，専任講師以上の全

教員がそれぞれ独自のテーマを掲げて行うもので，

形式はゼミナール，講義，実験，原書講読，論文作

成等さまざまではあるが，学問的充実感に満ちた成

果を学生に期待するものである。

勿論， このカリキュラムにも改善の余地なしとし

えないので，新津恒良教授を委員長とし，守永敏夫，

野本浩智，戸沢満智子の各教授，および丹羽宗弘助

教授を委員とするカリキュラム委員会で，鋭意改善

策を検討している。
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専門課程

現代社会に対応できる良医を育成するには，専門

課程 4年という期間はあまりにも短すぎる。医学教

育にたずさわるものぱ，誰しもそう思うし，そのた

め卒後研修がもうけられたのであろう。しかしなが

ら，現実には， この期間内での教育が要求されてい

るので，医学教育全体がみなおされ， これに対応す

べくカリキュラムを中心に改菩が計られたのであ

る。

本学では，数年問にわたる検討と準備期問を経て，

昭和 54年 (1979)に新カリキュラムが誕生した。今

年の 3月 (59年 3月）で丁度 5年になる。開始当初

の，教える側と学ぶ側の当惑もうすらぎ，ある程度

の方向性を保ちつつ進んでいる。これで一応

flexibilityのある枠組ができたので当分は小修正を

加えながら進むことになろう。

昭和 58年度専門課程講義予定表および実習概要

の改訂事項： 1)教育内容の表示について各科，各学

年とも「一般目標」，「学習上の注意」，「評価方法」，

および「教授ユニット」を統一した。 2) 出席調査

制度に伴う決定事項，注意事項，各学年の科目別取

扱方法などを詳しく記載した。 3)専 1,2, 3年の 9

月の試験期日を数日おくらせた。 10月の体育週問を

なくし， 10日から 15日の間に成医会，愛宕祭，高木

兼寛先生記念日などが入る。 4)専 3年の 12月の進

級試験の前に 3日間の休みをおき， 1月の進級試験

と後期臨床実習の間に 2日間の休み（成人の日振替

休日を入れて 4日問）をおいた。 5)専4年の総合講

義の試験日を 9月2日とした。 6)専4年の特別講

義を卒業試験前の 11月28,29日から， 10月3,4日

に移し，卒業試験前の休みの期間を以前より長くし

た。 7)内科学臨床講義については，一般目標，学習

上の注意，評価方法を一括し，各内科についての特

徴的な学習上の注意を，それぞれの科の場所に示し

た。 8)総合講義についても共通の一般目標，学習上

の注意，評価方法を記載した。 9)専 3年前期臨床実

習の全体の実習目標，学習上の注意，期間および所

要時間，グループの学生数とローテーションの仕方，

評価方法を記載し，各科の実習の指針，実習場所，実

習内容と方法などの記載法を統一した。 10)専 3年

教学委員長 石川栄世

の後期臨床実習は全日制（月，火，木は9時10分より

17時まで，水，金，土は9時10分より 12時）にきり

かえた。

カリキュラム特別検討会：第 2回カリキュラム特

別検討会が昭和 58年 7月26日（火）， 27日（水）の

午後それぞれ 4時問にわたって開催された。多数

の教員が参加し，熱心な発表と討議がおこなわれた。

とりあげたテーマは次の通りである：

I. 基礎医学と臨床医学との関連

(1) 連携講義の現状と改善方法

(2) 臨床系から基礎系へ望むもの

(3) 基礎系からの解答

II. Teacher trainingをめぐって

(1) 慈恵医大における teachertraining（その

1) 

(2) 教える自由（筑波大医学専門学群・外科，堀

原ー教授）

(3) 自治医大における教員教育（自治医大・薬

理曽我部博文教授）

(4) 慈恵医大における teachertraining（その

2) 

III. 慈恵医大の卒前教育の到達目標

(1) 基礎医学教育のめざすもの

(2) 臨床医学教育のめざすもの

(3) 目標到達の評価

(4) 医師国家試験との対応

(5) 慈恵医大における卒前教育の目標

この検討会を通じて，それなりの成果があげられ

た。また，それと同時に今後検討すべき多くの課題

が提供された。

（編集部より） 教学委員長小机弘之教授は昭和

58年 8月 15日逝去された。昭和 58年 4月 1日

より学生部長松田 誠教授が教学委員長事務代

行を行っていたが，逝去に伴い教学委員長をあ

らたに選出することになり，教授会での選挙に

より昭和 58年 9月26日付にて石川栄世教授が

教学委員長に就任された。
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専門課程授業科目および授業時間数一覧

59. 3. 31 

｀ ナ年

1 年 2 年 3 年 4 年 授 授

469111  4 6 9 10 11 I 2 4 6 9 9 10 11 11 12 1 4 6 7 9 業
業

月月 月 月 月 月月月月月月月 月月月月月月月月月 月月月月 時

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 時 間
5711123  5710111223  6 7 10 11 12 2 6 7 11 
月月 月 月 月 月月月月月月月 月月 月月 月 月 月月 月

間
配

6 6 8 4 6 6644442  !021341216  7 5 2 10 
分

週週 週 週 週 週 週 週 週 週 週 週 週週週週週週週週週 週 週 週 週 数 率

講義 27 36 63 
解 剖 学 263 6 1 

実習 72 48 64 16 200 

講義 9 9 12 30 
組織学．発生学 132 3 1 

実習 30 24 32 16 102 

講義 36 36 48 24 144 
生 理 学 200 4.7 

実習 56 56 

講義 36 36 48 120 
医 化 学 176 4.1 

実習 56 56 

溝義 12 6 27 18 18 6 6 93 
微 生 物 学 153 3.6 

実習 60 60 

講義 12 27 18 18 12 12 12 111 
病 理 学 225 5 2 

実習 24 18 24 16 16 16 114 

溝義 27 18 18 12 12 6 93 
薬 理 学 153 3 6 

実習 60 60 

講義 18 9 9 6 6 6 54 
衛 生 呼子 86 2 0 

実習 16 16 32 

溝義 9 9 6 6 6 10 4 20 70 
公衆衛生労 94 2.2 

見学 24 24 

講義 18 9 ， 36 
寄 生 虫 学 48 I I 

実習 12 12 

溝義 18 9 9 6 6 6 54 
法 医 学 82 I 9 

実習 12 16 28 

内分泌学 講義 9 12 12 9 42 42 I 0 

応用1局所解剖',t講義 12 12 

解剖学|x線解剖学
30 0 7 

講義 18 18 

神経科学 講義 6 6 6 18 18 0.4 

免 疫 学 議 義 9 6 6 6 6 3 36 36 0.8 

グループ研條 実習 24 20 10 24 16 94 94 2 2 

自己研條 実習 12 12 12 0 3 

埠義 108 126 132 54 174 90 99 60 60 48 6 3 10 4 20 994 

計 実習 114 96 172 98 24 138 72 48 48 16 826 1.844 43.0 

見学 24 24 

合 計 222 222 304 152 198 228 195 108 108 64 6 3 10 4 20 1,844 1,844 43 0 
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専門課程授業科目およぴ授業時間数一覧
59. 3. 31 

｀ -
1 年 2 年 3 年 4 年 授 授

4 6 9 11 I I I 4 6 9 10 11 1 2 4 6 9 9 10 11 11 12 1 4 6 7 9 業
業

月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月 月月月月 時
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 時 間
5 7 11 12 3 月5 7 10 11 12 2 3 6 7 10 11 12 2 6 7 11 
月月月月月 月月月月月月 月月 月月 月 月 月月 月

間
配

6684 週6 週6 週6 4 4 4 4 2  1021341216  7 5 2 10 
分

週週週週 週 週 週 週 週 週週週週週週週週週 週 週 週 週 数 率

講義 36 42 21 55 11 5 5 15 20 6 12 6 19 14 20 4 40 326.5 
内 科 心千 ． 14 48 

565.5 13 3 
実習 53 41 12 71 239.0 

講義 27 12 12 51.0 
内科診断学 75 0 1 7 

実習 12 12 24.0 

議蓑 12 6 20 4 2 12 16 2 4 4 4 4 90.0 
小児科学 182 5 4.3 

実習 7 18 19 5 13.5 6 28.5 92.5 

講義 15 3 3 9 18 3 6 3 60 0 
精神科学 92.0 2.1 

実習 3.5 6 6.5 4.5 2 9.5 32 0 

講義 20 4 2 6 14 2 4 2 54.0 
皮膚科学 86 0 2.0 

実習 3.5 6 6.5 4.5 2 9.5 32 0 

講義 12 14 7 15 3 I 5 4.5 57.0 
放射線医学 96.5 2.2 

実習 2 2 7 6 6.5 4 5 2 9.5 39.5 

講義 30 15 35 7 3.5 10 5 6 3.5 7 3 9 14 10 153.5 
外 科 学 303.0 7.1 

実習 7 30 32 5 22 5 10 47 5 149 5 

講蓑 12 12 12 6 3 45 0 
外科総論 45 0 1.0 

実習

議義 15 3 1 5 4.5 6 1.5 3 1.5 36.0 
脳 神経外科学

3.5 
68.0 I 6 

実習 6 6 5 4.5 2 9.5 32.0 

講義 9 6 3 1.5 19 5 
心臓外科学

3 5 
51 5 1.2 

実習 6 6.5 4.5 2 9.5 32.0 

講義 8 4 20 4 2 6 8 2 54.0 
整形 外科 学

3.5 
86.0 2.0 

実習 6 6 5 4 5 2 9 5 32.0 

講蓑 15 3 I 5 19.5 
形成 外科 学

3.5 
51 5 1 2 

実習 6 6.5 4.5 2 9.5 32 O 

議義 12 6 35 7 3.5 10.5 14 1.5 3 6 98.5 
産帰人科学 191 0 4 4 

実習 7 18 19 5 13 5 6お5 92.5 

議義 20 7 3.5 6 8 3.5 4 2 54.0 
泌尿 器科 学 86 0 2.0 

実習 3.5 6 6.5 4.5 2 9.5 32 0 

講義 20 4 2 6 8 2 8 4 54.0 
1111. 科 呼子 86.0 2.0 

実習 3 5 6 6.5 4.5 2 9.5 32.0 

講義 30 6 I 5 4 5 6 1 5 3 1.5 54 0 
耳 鼻咽喉科学 86.0 2.0 

実習 3 5 6 6.5 4.5 2 9.5 32.0 

講義 8 8 15 3 1.5 35.5 
麻 酔科学 67 5 1 6 

実習 3.5 6 6.5 4 5 2 9.5 32.0 

講義 12 14 3 15 44 0 
臨床検査医学 55.0 1.3 

実習 2 2 7 11 0 

講義 27 24 24 72 146 73 345 69 34.5 1035 130 お，5 57 28 5 28 28 20 8 60 1,306 
計 2,274 53 0 

実習 16 16 .84 180 196 140 56 280 968 

合 計 切 40 40 72 146 73 345 69 34.5 1035 130 28 5 57 112.: 208 224 160 64 340 2,274 2,274 53 0 

・専 3年前期臨床実習 (4月～12月）をまとめて掲載
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専門課程授業科目およぴ授業時間数一覧
59. 3. 31 

三三 1 年 2 年 3 年 4 年 授 授

469111  46910111 2  4699101111121  4 6 7 9 業
業

月月月月月 月月月月月月月 月月月月月月月月月 月月月月 時
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 時 間
5711123  5710111223  6 7 10 11 12 2 6 7 11 
月月月月月 月月月月月月月 月月 月月 月 月 月月 月

間
食

6 6 8 4 6 6644442  1021341216  7 週5 2 JO 
分

週週週週週 週遇週週週週週 週週週週週週週週週 週 週週 数 率

栄 養 学讀蓑 8 4 8 4 24.0 24.0 0 5 

病理示説 講義 14 10 4 20 48 0 48.0 11 

歯 科 学講義 2 4 2 11 19 0 19,0 0.4 

総 臨床遺伝学 講義 12 12.0 

合 臨床薬理学 讀蓑 14 14.0 

医ニ用アエリ ンンジグ

54.0 1.3 
講 議義 8 8 0 

義 自 由 課 題 讀蓑 6 10 4 20 0 

特別講義 講義 12 12.0 12 0 0 3 

施設見学 見学 l8 l8.0 18.0 0.4 

讀義 8 6 12 6 23 42 20 8 32 157.0 

計 実習 175.0 4 I 

見学 18 18.0 

合 計 8 6 12 6 23 42 20 8 50 175 0 175.0 4・ I 

講義 108 126 132 54 174 90 126 84 84 120 152 76 345 69 34 5 1035 138 34 5 69 34 5 51 70 50 20 112 2,457 2,457 57.2 

合 計 実習 114 96 172 98 24 138 72 64 64 16 84 180 196 140 56 280 1,794 1,794 41. 7 

見学 24 18 42 42 0 I 

総 計 222 222 304 152 198 228 222 148 148 136 152 76 345 69 34 5 1035 138 34 5 69 ll8.! 231 266 190 76 380 4,293 4,293 100 
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図書館の年間報告

大学附属図書館

図書館長 望 月 幸 夫

図書館長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（付属図書館助教授）

1. 年度実績

1) 蔵書冊数

単 行 書 雑 誌 年間増減
年度末総数

和 洋 和 洋 増 減

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

36,511 33,813 40,987 58,336 169,647 5,767 60 

カレント芸士
"'じ

和 I 洋

種 種

967 I 860 

2) 図書購入費及び製本費

単行書購入費 I 雑誌購入費 計
製 本 費

金額 1 冊数

円

16,037,770 
円円

44,562,230 I 60,600,000 
円

5,849,900 
冊

3,372 

3) 図書館利用状況

館外貸出冊数
相互利用件数 複写サービス

貸 借 件 数 枚 数

文献検索
サービス

冊

41,719 27,998 2,487 66,683 526,710 
件

1,298 

4) 主要な側面

(1) 入館者数が過去最高の 212,358人を記録。日

本医学図書館協会の昭和 57年度の統計から，本学の

入館者数は全国の医学系図書館で最も多いことが容

易に推測される。

(2) 館外貸出冊数が 41,719冊となり，昨年度に比

較し 6.1%の増。

(3) 複写作業を委託している跨慈恵実業との協

議により，昭和 58年 10月 1日から複写料金（学内）

1枚 30円を 20円に改訂。昨年度比 11.2%の増。

(4) 文献検索サービスは，昭和 56年度 1,168件，

57年度 1,206件， 58年度 1,293件と処理量の着実な

増加を示している。

2. 主な調査・研究

(1) 図書館サインシステムの改善

昨年度の予備調脊に基づき，図書館利用をわかり

やすくするための種々の案内表示板を考究し，仮作

-8-



成した。

(2) 購入外国雑誌の再評価

今日の出版物の高騰に対する図書予算の有効使用

を目的とし，その利用度， 1主題内での購入誌数，言

語，世界的な利用度 CJournal Citation Reportsに

よる）などを総合的に分析し， 16誌を昭和 59年より

中止することにした。

(3) 著作

裏田和夫（共著）「医学文献の探しかた一医学研究

者のためのわかりやすいガイトー」第 21回日本医学

会総会改訂増補第 2版．日本医書出版協会．昭和 58

年． 149P. 

3. 「医学情報センター」発足のための実際的準備

図書館と標本館との一元化を行ない得るとの回答

を提案書としてまとめ，大学へ報告し，大学はこれ

に対して基本的諒承を示した（昭和 57年 11月）。

昭和 58年度は，新機構の組織，運営および名称に

関して大学と事務局とで協議を重ね，昭和 59年 4月

1日より「医学情報センター」としての 1つの管理機

構のもとに図書館と標本館とが包含されることに

なった。

なお，これを期に中央写真室と史料室もこの新機

構に含め，さらに全体の連絡・調整を行なう総務室

を新設する。従って，旧名称は業務部門名として「医

学情報センター図書館」「医学情報センクー標本館」

…のように使用する。

進学課程図書館

現図書館長は教授藤城敏幸，職員は司書 2名，事

務員 l名。

運営は教員から選出された 5名の運営委員で構成

される図書館運営委員会と，進学課程学生から選ば

れる 8名の学生図害委員を加えた図書委員会の 2つ

の委員会で行われる。

1. 蔵書構成（昭和 59年 3月31日現在）

1) 図書所蔵数 42,176冊

和 33,214冊 (78.7%)

洋 8,962冊 (21.2%)

2) 雑誌所蔵種類数 175種

和 108種 (61.7%)

洋 67種 (38.2%)

3) 年間図書受入数 1,361冊

和 1,218冊 (89.4%)

洋 143冊 (10.5%)

4) 年間雑誌受入数 95種

和 77種 (81.0%)

洋 18種 (18.9%)

2. 図書購入予算 6,743,970円

使用額 6,743,905円

進学課程長 久 志 本 常 孝

図書 4,781,825円 (70.9%)

雑誌 1,962,080円 (29.0%)

3. 製本費予算 840,000円

使用額 (153冊） 252,590円 (30.0%)

4. 図書館利用状況

l) 年間館外貸出数

教職員

学生

2) 館外複写依頼数

他大学へ複写依頼

2,168冊

406冊 (18.7%)

1,762冊 (81.2%)

159件

79件 (49.6%)

医学情報センクーヘ複写依頼

80件 (50.3%)

5. 書庫の増築

現在の図書館建物は，昭和 40年 7月に落成したも

のである。当時の蔵書数からみて，可不足のないも

のであったが，その後の蔵書数増加のため手狭にな

り，本館内に分室を設けて急場をしのぐ状況にあっ

た。この程，書庫の増築計画が軌道に乗り， 311.227

m3, 6万冊の収蔵を目標とする書庫が実現される運

びとなった。
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大学附属標本館の年間報告

標本館長 望月幸夫

標本館長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（附属図書館助教授）

1. 実物標本

1) 教育用標本整備

昭和 58年度から教育用標本整備委員会（委員長小

林昭夫教授）より当館が整備作業を引き継ぐことと

なった。

(1) 標本室の整備

プレパラート標本を学習するための顕微鏡 (3人

用ディスカッション］台，実体 2台）を設置。人体

胴体標本（解剖学教室提供）6体について，明瞭な観

察を可能とするためアクリル製ホルマリン槽を製

作。

(2) 整備作業

標本の新規作製および観察が不便な容器の液浸標

本についてプラスチック容器へ変換 (161点）。教育

的観点から標本が不足している主題領域における追

加補充。個々の標本について写図による解説を付す

ことを整備の 1つの柱とし，第 3解剖学教室が中心

となり開始。

(3) 標本テーマ展示・リーフレットの刊行

「解剖学教育研究標本一その見方と利用法ー」を第

3解剖学教室により実施。これに伴い解説リーフ

レット MedicalExhibition, No. 3を刊行。
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2) 標本陳列数（マクロ標本のみ）

室 名 標本の種類

液浸標本

鋳型・乾燥標本

バック標本

教育用標本室
包理標本

（旧総展示室） 法医学標本

生薬標本

医動物標本

樋口卵巣腫瘍
コレクション

液浸標本

鋳型・乾燥標本

標本供覧室
歴代教授剖検

模 型
疾患装具モデル

四肢立体モデル

モデル標本室 発生学モデル

（旧スライド室） 人体模型モデル

合 計

3) 新規標本製作数

アクリルプラスチック液浸標本

標本展示ケース

修理標本

ムロ 計

2. 視聴覚資料・機器

l) 所蔵資料数

資 料 所蔵点数

ビデオカセット・テープ 252本

スライド・テープ付 68本
カセット・テープ 12本
16mmフィルム 612本・

スライド 267組

トーキースライド 45組

問答用トーキースライド 18組

レントゲンフィルム透し図集 32冊

医学図譜集 8冊

＊使用不能の 1本廃棄

点数

794 

237 

6 

15 

28 

229 

501 

318 

88 

6 

71 

11 

56 

13 

52 

7 

2,432 

143 

3 

15 

161 

年間増加
件数

72本

0本

0本

56本

26組

0組

0組

8冊

8冊



2) 所蔵機器数

機 器

ビデオ装置

スライドプロジェククー

スライドビュアー

8mm映写機

16mm映写機

トーキースライド映写機

問答用トーキースライド映写機

HITAC•MINI コンピューク

単眼顕微鏡

双眼顕微鏡

ディスカッション顕微鏡

実体顕微鏡

スクリーン

シャーカステン

手術器具

所蔵点数

5台

8 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

25 

5 

3 

2 

2 

4 

7教室

年間増加
件数

2 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜1 

2 

1 

3 

゜

3. 秋の総合展示

11月 1日より 14日にわたり，高木会館ロビーに

おいて，「免疫学の臨床応用」（コーディネータ：第

3内科学 橋本信也助教授）と「糖尿病の診断と治

療」（コーディネータ：第 3内科学 池田義雄講師）

を実施。

4. 医学教育用標本利用による学習効果の評

価に関する研究

昭和 56•57 年度医学教育振興財団研究助成ならび

に昭和 57年度本学共同研究費補助により，寄生虫学

小林昭夫教授を研究班長として実施され（昭和 58年

度継続），昭和 58年 12月に報告書を刊行した。標本

館は報告書の編集事務を担当。
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生涯教育センターの年間報告

1. 運営委員会

委員長：小林 建ー（センター長，麻酔科学教授）

委 員：嶋田甚五郎（第 2内科学講師）

高橋宜肝（第 2外科学講師）

国府田守雄（同窓）

田中直樹（教授専任理事）

小森 亮（教授専任理事）

2. 教材と施設

教育用ビデオは 67本増，計 196本である。主なも

のはイリノイ診断学， リハビリテーション・ナーシ

ングテクニック（昭 33卒寄贈），超音波検査の手引，

核磁気共鳴 (NMR)映像法等である。

プロジェクター1台，複写器 1台を設備した。

3. 会員の利用

1) 59年 3月末の登録者は 179名（港区医師会 43

名），延利用者は 530名で，この 1年間は，それぞれ

45名 (7名）， 265名である。

2) テレフォンサービス利用件数は 112件，月平

均 10件である。 58年 7月から録音テープによる

サービスを始めた。テーマは第 1回は「境界域高血

圧について」，「生涯教育センターのご案内」，第 2回

は「HBs抗原陽性について」である。

3) 中国医科大学副教授韓樹剌氏（昭和 20年まで

本学に在学）が研修のため来日され，仮眠室を利用

された。

4) 昭和 18年卒同窓 50名がセンターを見学され

た。

センター長 小林建一

4. 活動

1) 58年 8月 13日第 4回夏季セミナー「腎疾患

の診断と治療の進歩」宮原 正教授司会の下に行な

われた。参加者は 99名であった。

2) 夏季セミナーおよび 58年 10月 8日の同窓会

支部長会議で，センターについての会員の意識調査

を中心にアンケートを行なった。

3) センターで 10日間以上自己研修され，かつ生

涯教育委員会で認めた者に認定証を交付することに

なった。これに伴い， 59年 3月 1日付で研修認定証

発行内規が制定され，生涯教育センター規定が一部

改訂された。

4) 会員の要望もあり，昭和 59年 1月より毎月第

2土曜日は午後 6時まで開館することを試験的に開

始した。

5) 同窓会有志による，「生涯教育センターの利用

を考える会」が発足し， 59年 3月 10日に生涯教育セ

ンター側委員と会員 7名が第 1回会合をもった。第

2回以降は特定の題をもって講習を行なう予定であ

る。

6) 昭和 58年 7月 19日， 20日に行なわれた第 15

回日本医学教育学会で，本学生涯教育委員会から，

「本学生涯教育センターの 1年を振り返り，今後を考

える」と題する発表をした（口演，小林建ー）。

7) 医学情報センター標本館主催の総合展示「糖

尿病の診断と治療」を，引き続きセンターで展示し

た。

8) その他

小林建ー：医学と生涯教育ーその考え方，実際．

大学時報． 32(170):100-103 (1983) 
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東京慈恵会医科大学雑誌の年間報告

編集委員長：松田 誠（医化学教授）

紺集幹事：宮原 正（第 2内科学教授）

藍沢茂雄（第 2病理学教授）

編集委員：磯貝行秀（第 3内科学教授）

寺島 芳輝（第 1産嫌人科学助教授）

伊坪喜八郎（第 1外科学助教授）

佐々木三男（精神神経科学助教授）

益田 昭吾（第 2細菌学教授）

清水 英佑（公衆衛生学助教授）

馬詰 良樹（第 1生理学助教授）

（昭和 59年 3月31日現在）

編集委員長 松田 誠

外科学 10編，皮膚科学 6編，解剖学 4編，小児科学，

産婦人科学，精神神経科学，放射線医学が各 2編，薬

理学，麻酔科学，法医学，医化学，公衆衛生学が各

1編という状況であった。

3. 欧文誌名の記載

本誌は海外の医療機関にも発送している為，論文

の出典を明確にすることを目的に，本誌の欧文名で

ある “TokyoJikeikai Medical Journal"を本文中，

英文抄録の最後に挿入することとなった。

4. キーワードの付与と投稿規定の改訂

1. 雑誌の編集と発行状況 前年度より検討されてきたキーワード（英語）の

昭和 58年度は，第 98巻を編集，刊行した。 1-6号 付与に関して，検討の結果， IndexMedicusのシソー

まで隔月 15日付で発行し，各号 1,500部，全刊行部 ラス（用語集）である MedicalSubject Headings 

数は 9,000部総頁数は 1,192頁であった。刊行さ (MeSH)を参考にして， 5語程度付与することと

れた各号は会員及び国内・外の関連機関へ配布した。 なった。これにともない投稿規定を一部改訂した。第

99巻 1号より実施している。
2. 投稿状況

本年度の投稿総数は 84編であり， うち原著は 73 5. 第 100回成医会総会の補冊の刊行

編， CPC3編成医会総会特別講演 1編，同宿題報 昭和 58年 10月 13,14日に開催された第 100回

告2編，支部例会抄録 4編，成医会総会学術講演要 成医会総会記念講演 (3編）およびシンポジウム (13

旨1編であった。 セッション）の抄録を内容とした補冊を発行するこ

原著について所属教室分野でみると内科学 40編， ととなった（刊行予定：昭和 59年 11月）。
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Jikeikai Medical Journalの年間報告

編集委員長：石川 栄世（第 1病理学教授）

編集委員：林 伸一（栄養学教授）

小林建ー（麻酔科学教授）

前川 喜平（小児科学教授）

望月 幸夫（放射線医学教授）

酒井敏夫（第 2生理学教授）

桜井健司（第 1外科学教授）

吉村正蔵（第 4内科学教授）

裏田 和夫（附属図書館助教授）

（昭和 59年 3月31日現在）

1. 雑誌の編集と発行状況

昭和 58年度は JikeikaiMedical Journal (JMJ) 

第30巻を 1-4号，サプルメント 1号を発行，各号の

発行部数は 1,000部であった。本誌に掲載された論

文は BiologicalAbstracts, Chemical Abstracts, 

Excerpta Medicaおよび医学中央雑誌などの各索

引・抄録誌に収載された。

2. 投稿状況

JMJの投稿総数 (1-4号）は 45編であり，昨年度

の40編を上回る。また総頁数は 433頁であり，各号

平均頁数は約 108頁になる。

著者の所属教室分野別でみると，医化学 4編，共

利研 7編，薬理学 5編，生理学 5編，解剖学 3編，内

科学 7編，外科学 4編，産婦人科学 3編，病理学，公

編集委員長 石川栄世

衆衛生学，栄養学，放射線医学，眼科学，泌尿器科

学，小児科学各 1編という状況であった。

また第 30巻サプルメント（増刊号）は，文部省科

学研究費補助金による総合研究｀＇興奮収縮連関にお

ける内部膜系の活性化の生理学的研究＂ （研究代表

者：第 2生理学教室酒井敏夫教授）を内容とするも

のであった。

3. キーワードの付与と投稿規定の改訂

前年度より検討されてきたキーワードの付与の件

に関して，本誌編集委員会で検討の結果， Index

Medicusのシソーラス（用語集）である Medical

Subject Headings (MeSH)を参考にして 5語程度

付与することを決定した。これにともない投稿規定

を一部改訂した。

4. 雑誌の寄贈・交換

本編集委員会では JMJ刊行の目的の 1つとして，

本学における各教室の研究・業績を国内・外に紹介

し，海外の研究，業績の情報を入手するために交換

および寄贈を行なっている。現在，世界各国の大学

医学部，研究所，医学情報機関，医師会など，約 500

カ所に発送しており，配布先の機関誌との交換が成

立しているものは 176カ所である（昭和 59年 3月

31日現在）。
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講座，研究部および研究室の主要研究業績

講座（リハビリテーション科，歯科を含む）

基礎医学

第 1 解剖学

教 授： 徳留 三俊 脈管学（リンパ系）・形質人

類学

助教授：合志徳久 骨代謝の組織化学・脈管学

（リンパ系）

講師：小杉一夫 脈管学（リンパ系）・筋学（筋

の変異）

研究概要

I. リンパ系に関する研究

1. 胸郭内リンパ節の好発部位及びその出現頻度

は動物種により異なる。従来当教室では比較解剖学

的見地より種々の哺乳類の肺のリンバ管系について

検索を進めて来た。本年は既報のトガリネズミ，モ

グラに続き，スンクス及びマウスの肺のリンパ管系

について調査した。

1) マウスの肺所属リンパ節は上気管気管支リン

パ節と上前縦隔リンパ節である。右肺からのリンパ

管は直接或いは上気気管支リンパ節を経て右上前縦

隔リンパ節に注ぐ。また本リンパ節の輸出管は右静

脈角附近に開く。左肺からのリンパ管は直接左上前

縦隔リンパ節に注ぎ，その輸出管は左静脈角附近に

開く。

スンクスの両肺からのリンパ管は互いに合流して

気管気管支リンパ管網を作る。このリンパ管網より

発するリンパ管が所属リンパ節に注ぐ形態により 2

型に大別される。即ち， I型は主に左右の内側上前

縦隔リンパ節に，一部は右外側上前縦隔リンパ節に

注ぐもの(16例）， II型は主に左内側上前縦隔リンパ

節に注ぐもの (4例），他に気管気管支リンパ管網の

形成が顕著でないもの (1例）等がみられた。なお，

左右の内側上前縦隔リンパ節間に交通リンパ管が 1

型に 6例， II型に 3例みられた。

これまでに観察した哺乳類の内，動物系統樹の基

幹とみられる食虫類（トガリネズミ，スンクス，モ

グラ）について比較検討すると次の如くである。即

ち，モグラ，コウモリにては上気管気管支リンバ節，

ツバイにては上気管気管支リンパ節の外に更に，気

管労リンパ節，大気脈弓リンパ節の 2種が肺の所属

リンパ節に加わる。一方トガリネズミ，スンクスで

はこれらのリンパ節があるべき部位に粗なリンパ管

網（気管気管支リンパ管網）がみられるのみである。

リンパ管の流注関係をみると，哺乳類では下等なも

のでも左肺からのリンパ管が右側に流れる傾向が強

いのに対し，モグラでは同様の傾向が認められるが，

トガリネズミ，スンクスではこの傾向は顕著ではな

い。また肺リンパ系に関与する所属リンパ節は動物

の進化と共にその出現部位及びその数が増加し，流

注経路も複雑となる。

2) ヒト肺リンパ系の流注経路を閾明にするため

に各種哺乳類の夫れについて調査し，その分化の過

程を検索し， ヒトの夫れと比較検討した。さらに追

加して使用した資料は，イヌ (17例），ネコ (2例），

サル (1例）， ヒト胎児 (46例）等であるが， これ等

を要約すると哺乳類は下等のものより高等へとその

分化が進むに従ってその肺の所属リンパ節の種類及

び数を増加し，その間のリンパ管の流注経路も複雑

となり，左右同側性のリンパの流れの外に，下等の

ものでは通常左肺よりのリンパ管が右側方へ流れる

傾向を認める一方，右肺よりのものが左上前縦隔リ

ンパ節に注ぐ経路も認められた（スンクス，ハムス

クー）。ヒト胎児には通常認められる同側性の流注経

路の外に一般に認められる左肺より右側方への流れ

と， これとは逆に右肺より左側方へのいくつかの新

流注経路を新たに追加した。

2. ヒト胎児リンパ節とその後毛細管細静脈の分

化に関する研究の概要は次の通りである。即ち， 5～8

カ月のヒト胎児の顎下及び巣径リンパ節の組織学的

構造を，後毛細管細静脈(P.C.V.)の分化と関連して

発生学的に研究したものである。 P.C.V.の内皮より

漏出したリンバ球は実質内に入り，所謂 per-

ivenular sheathを形成する。リンバ節の甚本的構造

は6~7カ月胎児リンパ節で確立され， P.C.V.しまこ

の時期に二次小節の周囲に多く出現し，その内皮細

胞は丈が高く，核は卵円形乃至円形を呈し，成熟し

た形態を示す。 8カ月胎児リンパ節は実質内にリン
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パ球が密にみられること等の所見と併せて考慮する

と， P.C.V.の出現ぱリンパ小節の分化と密接な関係

を有することが明らかである。

3. 膝関節腔よりの吸収路に関する研究：関節滑

膜は滑膜表層細胞とその下層の滑膜下層とから成っ

ている。滑膜表層細胞は微細形態的に， A細胞， B 

細胞及び中間型細胞とに区別される。表層細胞の

細胞膜には中性域 ATPase活性が局在する。この活

性しま，滑膜での吸収を阻害する NaFゃ4℃-incuba-

tionに感受性を示す。一方，関節腔に墨粒子を注入

すると表層細胞は活発に墨粒子を phagocyteする。

以上の知見ぱ，滑膜の吸収機構に表層細胞細胞膜の

ATPaseが何らかの機能を有している可能性を示

している。

II. 骨代謝の組織化学的研究

当教室では従来より骨組織でのフォスファターゼ

活性の局在について検索を続けている。本年度は，破

骨細胞ライソソームにおける中性域及びアルカリ域

でのヒ゜口燐酸分解酵素 (PPiase)活性，骨芽細胞細

胞膜でのアテノシン三燐酸分解酵素 (ATPase)活

性，骨構成細胞に対する活性型ビタミン D3の作用

について検索を進めた。すでに破骨細胞のライソ

ソームに pH7.2でATPを水解する酵素活性が局

在することを電顕組織化学的に示している。 ATP

の代わりにアデノシンニ燐酸 (ADP)やチアミンピ

ロ燐酸 (TPP)を基質に用いると中性域で破骨細胞

ライソソームに活性が証明された。この活性は 2価

腸イオンに非依存性でフッ化ナトリウム (NaF)に

よって阻害される。レバミソールやLーシステインに

は感受性を示さない。これらの知見は Korhonenet 

al. (1977)のPPiaseに関する生化学的知見に一致

し，酸性域だけでなく中性域での PPiase活性が破

骨細胞のライソソームに局在することを明らかにし

た。固定法を改良すると，破骨細胞の ruffledborder 

にも中性域及びアルカリ域の PPiase活性が局在す

ることが示された。以上の事実から，破骨細胞のラ

イソソームは酸性域，中性域，アルカリ域の PPiase

を持ち， ruffledborderを介し骨表面に放出し，骨表

面を被っているピロ燐酸（石灰化阻害因子）を水解

することにより，骨の成長及び remodelingに関与

すると考えられる。

骨芽細胞の細胞膜の ATPase活性は固定・脱灰に

感受性が強く，従来の長時間固定 (2時間）・浸潤脱

灰（数日～数週間）法では容易に失活する。そこで，

固定・脱灰を可及的速やかに行う為，新たに灌流脱

灰法を考案し，今まで検出が困難であった Ca

-ATPase活性について検索した。その結果，アルカ

リフォスファターゼとは異なる Ca-ATPase活性

(pH 7.4)が骨芽細胞の lateralmembrane i~局在す

ることを示した。

ヒタミン D3の骨に対する作用は，生化学的には

多くの研究が行われているが，電顕的検索は少ない

ようである。そこで我々は，未処置ラットに活性型

ビタミ ‘/D,(la-(OH)-D,)を 1週間投与し， ビタ

ミン D3の骨構成細胞の微細形態への作用を観察し

た。骨芽細胞のゴルジ装置の発達， ゴルシ域での微

小空胞の集積以外に，破骨細胞のゴルジ装置の賦活

化，核膜あるいは粗面小胞体から直接由来する微小

空胞の増加，ライソソーム顆粒の集積等がみられた。

現在，組織化学的検索を行っている。

III. 肉眼解剖学的分野

遺体から得られる肉眼解剖学的分野の研究は，①

前腕伸筋の変異，②上腕二頭筋過剰頭の研究，③

副撓側手根伸筋の一例とその意義，④顎二腹筋の

変異と支配神経との関係，⑤腸管回転異常例や各

種の奇形を有する双胎児例の剖検等が行われ，学会

発表及び原著論文として報告された。

1) 前腕伸筋に関しては， これまでにサルの深指

伸筋の他に， ヒトの示指伸筋，短指伸筋，長及び短

母指伸筋，長撓側手根伸筋の報告がなされてきた。本

年度は短撓側手根伸筋，尺側手根伸筋，小指伸筋の

変異が研究され，以上をまとめて＂ヒト前腕伸筋の

変異と分化＂と題してカナダで催された Xlth

International Congress of Anthropological and 

Ethnological Scienceで報告された。その大要は各

筋における各種の変異型を標準型のものと何らかの

破格を有する破格型とに分け，その種類と頻度から

前腕伸筋の分化の程度を推察したものである。即ち，

変異の種類の少ない筋（例えば尺側手根伸筋）や，変

異の頻度が低い筋（例えば長母指伸筋）は系統発生

学的には安定していると思われる。また自家所見及

び系統発生学的な知見を総合して次の結論が導かれ

た。即ち，多くの場合，筋の変異は分化過程の過去

の型（先祖返り）を示唆する。例えば①短母指伸

筋欠如の際の長母指外転筋等からの代用腱の存在，

②長母指伸筋や示指伸筋における M.ext. pollicis 

et indicisの出現，③示指伸筋における第三中手骨

への副腱の存在，④小指伸筋における第四基節骨

への副腱の存在，⑤長撓側手根伸筋における第三

中手骨への副腱の存在，⑥短撓側手根伸筋におけ

る第二中手骨への副腱の存在，⑦長及び短撓側手

根伸筋の筋腹癒合例の存在等が挙げられる。また，他
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方，時には筋の変異は，筋がまだ分化過程にあって，

更に分化することを示唆する。例えば，①撓側手根

伸筋の長・短癒合型から現在多数を占める長・短分

離型，更に M.ext. carpi rad. accessoriusの出現す

る型へ，②小指伸筋が第四，第五基節骨への分離型

から第五基節骨への単腱型へ移行する事が示唆され

る。

上腕二頭筋過剰頭は時に見られる破格で，手長猿

では結節中隔頭が常在すると言われているが

(Gronroas, 1903)， これがヒトでの第三頭に相当す

ると考えられている。本研究では 197体 394肢のう

ち41体 54肢にみられ，過剰頭の起始と付着，両側

性か片側性，第四頭の有無，過剰頭の発逹状況等を

調脊した。副撓側手根伸筋は 197体中 1体 2肢にみ

られたが，長及び短撓側手根伸筋の間に独立して存

在し，その付着腱は第一中手骨に付着していた。こ

の筋の記載は本邦ではみられない様で，稀な例と思

われる。

2) 顎二腹筋は前腹を三叉神経，後腹を顔面神経

により支配されるが，両腹の他に舌下神経を受ける

小筋束が加わる例，中間腱が不明瞭で前腹が三叉及

び顔面神経を受ける例，後腹が舌咽神経からの小枝

を受ける例を認めた。発生学的には，三叉神経は第

一鯉弓，顔面神経は第二鯉弓，舌咽神経は第三鯉弓，

舌下神経は後頭部体節由来の筋を支配する故，顎ニ

腹筋が単に二つの由来よりなるだけでなく， これら

異なる由来を持つ隣接部分が付加される可能性が推

測される。

3) 腸管回転異常例は 64歳の男性にみられたも

ので，所謂無回転症 (90度回転症）に属するが， 64

歳まで生存し通過障害を起こさなかった例である。

各種の奇形を併有した双胎児の剖検では共通の奇形

として腹壁披裂，脊椎披裂，単一胴動脈等が挙げら

れ，他に肺葉形成不全，横隔膜の部分欠損，腹部型

心臓脱出，萎縮嚢胞腎，拡大尿管，腸管回転異常，鎖

肛，母指の多指，先天性股関節脱臼等がみられた。

研究業績

I. 原著論文

1. リンパ系に関する研究

1)小杉一夫，佐々木幸弘，楠本英二，早川敏之，合志徳

久，徳留三俊：ヒトのリンパ節における後毛細管細静

脈の発生学的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
659-669 (1983) 

2. 組織化学的分野

1) Goshi, N. and Fukushima, 0. : The histochemical 
properties of the neutral pyrophosphatase activity 

in lysosomes of osteoclasts. Acta Histochem. 

Cytochem. 16 : 31-40 (1983) 

2) Fukushima, 0. and Goshi, N. : Neutral ATP 

-hydrolyzing enzyme activity on the plasma mem-

brane of osteoclasts. Acta Histochem. Cytochem. 
16: 216-222 (1983) 

3) Kusumoto, E.: The nature of ATP-hydrolyzing 

activity in various organelles of osteoclasts. Jikei-

kai Med. J. 30: 393-406 (1983) 

4) Fukushima, 0.: The neutral adenosine triphos-
phatase activity in the synovial lining cells. Jikei-

kai Med. J. 30: 407-413 (1983) 

3. 肉眼解剖学的分野

1)小杉一夫，福島 統，徳留省悟，佐々木幸弘，早川敏

之，合志徳久，徳留三俊：多種の奇形を合併する双胎児

の例．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:670-680 (1983) 

2)小杉一夫，佐々木幸弘，国府田稔，福島 統，早）1|敏

之，合志徳久，徳留三俊，影山幾男，金子洋子，竹内修

二，加藤 征：腸管の回転異常の一例．東京慈恵会医科

大学雑誌． 99: 1-4 (1983) 

III. 学会発表

1. リンパ系に関する研究

l)早川敏之，徳留三俊：哺乳類の肺リンパ系に関する

比較解剖学的研究． 1.マウスに関する知見．第 88回日

本解剖学会総会． 4月．大阪．

2)徳留三俊： （特別講演）肺リンパ系の比較解剖学的研

究．第 12回九州リンパ系談話会． 6月．福岡．

3)早川敏之，徳留三俊：哺乳類肺リンパ管系，特に胸管

との関連についての比較解剖学的研究．第 11回関東甲

伯越リンパ系研究会． 6月．東京．

4)福島 統，合志徳久，徳留三俊：滑膜の吸収に関する

組織化学的研究．第 11回関東甲信越リンパ系研究会． 6

月．東京．

5)早川敏之，福島 統，合志徳久，徳留三俊：スンクス

肺リンパ系について（第 2報）．第 67回日本解剖学会関

東地方会． 10月．横浜．

6) Hayakawa, T. and Tokudome, M.: The compar-

ative anatomical study of the lymphatic system of 

the lung in mammals. 2. Finding on insectivora. 9th 

International Congress of Lymphology. 10月． Tel

Aviv. 

2. 組織化学的分野

1)合志徳久，福島 統，徳留三俊：骨構成細胞におげる

アルカリ性ヒ゜ロフォスファクーゼ活性の局在．第 88回

日本解剖学会総会． 4月．大阪．

2)福島統，合志徳久：骨芽細胞の細胞膜における

Mg-ATPaseとCa-ATPaseの局在．第 1回日本骨代

謝学会． 7月．東京．

3)合志徳久，福島 統：骨構成細胞に対するビクミン

D, (la(OH)Dりの作用の電子顕微鏡的観察．第 1回

日本骨代謝学会． 7月．東京．

4)合志徳久，福島 統： （シンボジウム）骨代謝とカル

シウム．第 100回成医会総会． 10月．東京．
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5)合志徳久，福島 統：骨構成細胞における TPPase
活性の局在．第 24回日本組織細胞化学会総会． 10月．

名古屋．

3. 肉眼解剖学的分野

1)小杉一夫，徳留三俊：前腕伸筋の変異に関する研究．

6.短撓側手根伸筋．第 88回日本解剖学会総会． 4月．

大阪．

2)国府田稔，影山幾男，福島 統，徳留三俊：顎二腹筋

膜の神経支配について．第88回日本解剖学会総会． 4

月．大阪．

3)小杉一夫，徳留三俊：前腕伸筋の変異に関する研究．

7．尺側手根伸筋及び小指伸筋について．第 66回日本解

剖学会関東地方会． 6月．新潟．

4) Kosugi, K., Goshi, N. and Tokudome, M.: The 
relation of differentiation and variation in human 
forearm extensor muscles. Xlth International 
Congress of Anthropological and Ethnological Sci-
ences. 8月． Vancouver.

5)小杉一夫，国府田稔，徳留三俊：前腕伸筋の変異に関

する研究． 8.副撓側手根伸筋の一例について．第 37回

日本人類学会． 日本民族学会連合大会． 9月．長野．

6)小杉一夫，国府田稔，徳留三俊：上腕二頭筋過剰頭に

関する研究．第 100回成医会総会． 10月．東京．

7)小杉一夫，国府田稔，徳留三俊：上腕二頭筋における

過剰頭の解剖学的研究．第 67回日本解剖学会関東地方

会． 10月．横浜．

4. その他の分野

1)小林昭夫，藍沢茂雄，高津光洋，合志徳久：標本館展

示標本利用による学習とその効果について．第 15回日

本医学教育学会総会． 7月．京都．

第 2 解剖学

教授：吉村不二夫 脳下垂体細胞学

助教授：石川 博 脳下垂体前葉のクローン細

胞・組織培養・ヒト下垂体

研究概要

I. 下垂体前葉細胞の免疫組織化学的研究

当教室では光顕レベルの免疫染色と電子顕微鏡レ

ベルの preー及び post-embedding免疫染色を行い，

別に光顕と電顕レベルの観察を，隣接するエポ‘ノ切

片上で行う，いわゆる superimposition法を用いて，

今までに多くのホルモン産出細胞の同定と微細構造

に関する研究を行なってきた。更に，上記の形態所

見の定量化を行ない，各ホルモン産出細胞の機能状

態に応ずる形態的特徴を，光顕，電顕レベルで研究

した。

1. 小胞星 (FS)細胞

抗ウシ S-100タンパク血清を用い， FS細胞の生

後発生を免疫組織化学的に追求した。生後発生的研

究から， S-100タンパク含有 FS細胞は口腐由来の

ラトケ氏嚢の内面を被う周辺層細胞から分化し， FS

細胞は gonadotrophsと何らかの機能的関連がある

ことが示唆された。さらにラット以外にも， ヒトを

含め各種哺乳動物の下垂体前葉に存在する S-100

タンパク陽性細胞が同じ細胞であるか否かを検索し

たところ，凡ての哺乳動物においては同じ細胞では

ないことが知られた。特にヤギにおいては GH細胞

が S-100抗体強陽性， PRL細胞及び TSH細胞が弱

陽性であった。このことは FS細胞が他のホルモン

分泌細胞の幹細胞であることを示唆する。

2. Gonadotrophs 

ラットにおける性周期各期，去勢 estrogen

-progestrone処理 LH-RH投与群， HCG投与群，

inhibin投与群，及び連続発情ー交尾過排卵のナキウ

サギ交尾群における LH及び FSH抗体に対する免

疫染色性の変化を顕微分光測光計 (MMSP)で定量

的に測定し，同じ細胞の分泌顆粒直径を電顕写真の

上で測定し，さらに血中および下垂体中の LHと

FSH含量を RIAで測定した。ラット（正常）には細

胞内ホルモン含量の差に基づく免疫染色性の違いを

示す 2タイプの gonadotrophsが存在し， proestrus

午前には強染色性細胞が 80%を占め， LHサージ後

(proestrus午後）には弱染色細胞が 80%を占める。

すなわち，全 gonadotrophsが同調してホルモン分

泌にたずさわるのではない事が知られた。 proteinA
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-goldを用いた電顕レベルの免疫組織化学により，

proestrus午前の gonadotrophsでは比較的小さな

分泌顆粒と細胞某質に LHが存在することが判断

した。全実験群において， MMSPで測定した免疫染

色の吸光度，下垂体中の gonadotropin含量および

分泌顆粒の体積指標値は，ほぼ平行的に変化するこ

とが明らかになった。従って，下重体 LH,FSH含

量とその抗血清に対する染色性は平衡すること，

gonadotrophsのgonadotropin合成，貯蔵，分泌に

伴って，ホルモンを含有する分泌顆粒の大きさと数

が変化すること，すなわち，ホルモン分泌が盛んな

時には顆粒は小さく且つ少なくなり，貯蔵時には大

きく且つ多くなる事が知られた。

3. プロラクチン (PRL)細胞

ラットの PRL細胞は，巨大な不整形の分泌顆粒

を持つ細胞が唯一の型と見倣されていたが，小さい

球状の分泌顆粒をもつ球状細胞も存在することが隣

接切片法によって証明された。他の多くの哺乳動物

では球状顆粒だけが存在するので，巨大不整形顆粒

は必ずしも PRL細胞の同定基準とはならないこと

が知られた。ラットにおける PRL細胞に種々の亜

型が存在するのは何に起因するのかを調べるため，

雌雄差，生後発生，ステロイドホルモン投与，

estrogen阻害剤投与によって PRL細胞の亜型の数

が推移するか否かを検索した。 estrogen投与によっ

て巨大不整顆粒が増加し， estrogen阻害剤で小顆粒

が増加することを知った。また幼若動物(30日以前）

には小顆粒の亜型が多く，あまり性差がないこと，ま

た雌には不整巨大分泌顆粒をもつ型が多いが，雄で

は反対に小顆粒性が多いことなどを考え，血中，下

垂体中の PRL濃度と比較することによって， PRL

細胞は，小顆粒性細胞→小・中混合顆粒性細胞→大

顆粒・巨大不整顆粒細胞の順に移行することが想定

され，それには主として生体内の estrogen量が調節

していることが考えられた。又，各種哺乳動物 PRL

細胞について，比較形態学的研究を行った。出現頻

度に性差あるものは，ラットとナキウサギであり，細

胞の形状に特徴があるものはイヌとヒト，細胞集団

を形成するものはヤギとナキウサギであった。

4. 下垂体前葉細胞の分裂とその定量的研究

ラット下垂体前葉の生活環を調べるため，生後発

生，去勢後の前葉細胞を，各種ホルモン抗体を用い

た免疫染色で同定して調べた。その結果，生後間も

ない時期では， ACTH,TSH細胞と抗体不染性細胞

の分裂能が高く， 日令が進むにつれて PRL,GH細

胞に分裂能が高くなること，さらに去勢により

gonadotrophsの分裂能が高まるのに反し， PRL細

胞のそれが低下することが明らかとなった。

5・ ホルモン分泌機樺に関する形態学的研究

前葉細胞の膜系の代謝は， stimulus-secretion

couplingにおいて重要な役割を荷なっている。ウシ

脳より prostaglandinD2 (PGD2) synthetaseを抽

出精製後に抗体を作成し，免疫組織化学的にウシ下

垂体前葉細胞の染色性を検索した。その結果，多く

のLHとPRL細胞と若干の GH細胞に陽性であっ

た。このことから， PGD2がホルモン合成・放出のバ

ランス制御に関与していることが推定された。

II. ヒト下垂体前葉細胞の形態学

ヒト下垂体腫瘍ならびに慢性アルコール中毒者の

下垂体について，免疫組織化学的手法を用いて研究

し，特に脳外科との共同研究において GHとPRL

が同一分泌顆粒中に含まれる腫瘍例を初めて報告し

た。

1. ヒト下垂体GH• PRL産生腫瘍

従来，ヒト下垂体 GH•PRL 産生腫瘍については，

GH細胞と PRL細胞が腫瘍中に混在する例の多い

事が報告されている。最近， 1個の腫癌細胞が GHと

PRLを同時に含有する例が東海大グループにより

報告されたが，我々は Superimposition法ならびに

超薄隣接切片法による免疫組織化学を用いて，初め

て GH•PRL が同一細胞内のしかも同一分泌顆粒中

に同時に存在する腫瘍例をみつけて報告した。これ

は腫瘍ならびに下垂体前葉細胞の発生・分化を研究

する上に大変貴重な症例である。

2. 慢性アルコール中毒者下垂体前葉細胞の定量

的研究

病理的かつ検案調書からも慢性アルコール中毒と

診断された者の下垂体前葉を連続切片とし，免疫組

織化学的に染色し細胞定量を行なった。さらに肝臓

における蛋白合成に対する GHの影響を uc
-leucineの蛋白への取込みを指標に計測した。その

結果，慢性アルコール中毒者の前葉では acidophil

の増加が著明であるが，その原因は GH細胞と PRL

細胞が増加することが原因であることが判明した。

また慢性アルコール中毒者の肝臓では，蛋白を合成

するために正常者より多くの GHを必要とするこ

とも明らかになった。

III. ラット下垂体前葉クローン細胞を用いての細

胞分化の研究

1. gonadotroph分化に対する視床下部 GnRH

の作用

Stem cellから gonadotrophがいかに分化するか
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について，ラットのラトケ嚢上皮由来である 2A8株

細胞を用いて研究した。その結果， stem eel]が

gonadotrophへと分化する initiatorは視床下部の

GnRHではなく，血中に存在する未知因子の作用で

stem eel]のあるものが GnRHに対するリセプター

を持つ（すなわち gonadotrophに分化した）ように

なり，ついで GnRHがこの細胞に作用して細胞の成

熟と効率のよい gonadotropinの産生をうながす。

分化した gonadotrophはまず LHasubunitを合成

し，ついで LH/Jsubunitが合成されることも明らか

になった。

IV. ヒト膵島株の樹立とその応用

第 3内科との共同研究である。ヒト胎児膵ならび

に成人膵より， Singlecell plating feeder layer法

を用いてインスリン産生細胞株，グルカゴン産生細

胞株，ソマトスクチン産生細胞株を別々に樹立した。

現在，各株細胞を用いて paracrine様ホルモン分泌

調節機構について共同研究中である。

V. ヒト卵巣ならびに子宮腫瘍由来株を用いての

研究

deiomyosarcoma cell lineならびに endometrial

adenocarcinoma cell lineを用いて， これら細胞が

持つ estrogenreceptor, progesterone receptorに

ついて研究した。さらに卵巣腫瘍より granulosa

cell lineを樹立し，そのホルモン産生について詳し

く分析した。詳細は論文を参照されたい。

VI. 学会理事長

教授吉村は昭和 57年 4月より昭和 59年 3月まで

の 2年間， 日本解剖学会理事長を務めた。

研究業績

I. 原著論文

1) Shirasawa, N., Kihara, H., Yamaguchi, S. and 

Yoshimura, F. : Pituitary folliculo-stellate cells im-

munostained with S-100 protein antiserum in post-
natal, castrated and thyro.idectomized rats. Cell 

Tissue Res. 231: 235-249 (1983) 

2) Shirasawa, N., Yoshimura, F., Miyashita, E., 

Sumi, Y., Yashiro, T. and Suzuki, T.: Quanti・

fication of immunohistochemical model sections. 

Cellular & Molecular Biology 29: 327-329 (1983) 
3) Sakuma, S., Shirasawa, N. and Yoshimura, F.: A 

histometrical study of immunocytochemically 

identified mitotic adenohypophysial cells in im-

mature and mature castrated rats. J. Endocrinol. 

100: 323-328 (1984) 

4) Ishikawa, H., Nogami, H., Kamio, M. and Suzuki, 

T.: Immunocytochemical studies of mixed human 

somatotrophic and lactotrophic pituitary adenoma. 

Jikeikai Med. J. 30: 151-169 (1983) 

5) Ishikawa, H., Nogami, H., Kamio, M. and Suzuki, 

T.: Single secretory granules contain both GH and 
prolactin in pituitary mixed type of adenoma. 

Virchows Arch. Pathol. Anat. 399: 221-226 (1983) 

6) Takanashi, R. and Ishikawa, H. : Increased 

acidophils of the hypophysis in liver cirrhosis. 

Acta Pathol. Jpn. 34: 67-75 (1984) 

7)石川 博：脳発達に伴う培養下垂体前葉細胞の分化

（第 15回神経解剖懇話会）．解剖学雑誌． 58:634-637 
(1983) 

8)松葉育郎，阿部正和，石川 博：ヒト膵島細胞株の樹

立法．病態生理 3:219-222 (1984) 
9) Ishiwata, I., Ishiwata, C. and Ishikawa, H. : 

Effects of sex-steroid hormones on growth and 

hormone receptor levels of human uterine 

leiomyosarcoma cells in vitro. Asia-Oceania J. 
Obstet. Gynaecol. 9: 207-215 (1983) 

10) Ishiwata, I.. Ishiwata, C., Soma, M., Arai, J. and 

Ishikawa, H. : Establishment of human endometrial 

adenocarcinoma cell line containing estradiol-17/3 

and progesterone receptors. Gynecologic On-

cology. 17: 281-290 (1984) 

11) Ishiwata, I., Ishiwata, C., Soma, M., Kobayashi, 

N. and Ishikawa, H.: Establishment and character-

ization of an estrogen-producing human ovarian 

granulosa tumor cell line. J. Nat. Cancer Inst. 72 : 
789-800 (1984) 

12)石川 博吉村不二夫：「体液」問脳下垂体後葉の形

態学． 日本臨床時増刊号． 41:350-366 (1983) 

III. 学会発表

l)野上晴雄：ラットプロラクチン細胞の微細構造の

性差とその分別発現の機構．第 88回日本解剖学会総

会． 4月．大阪．〔解剖学雑誌． 58:346 (1983)〕

2) 白沢信行，山口俊平：各種哺乳動物下垂体の小胞星

細胞と S-100蛋白質に関する免疫組織化学的研究．第

88回日本解剖学会総会． 4月．大阪．〔解剖学雑誌． 58:
347 (1983)〕

3)中村富美男，鈴木善祐，吉村不二夫：過剰排卵動物

「ナキウサギ」ゴナドトロピソ分泌細胞の免疫組織化学

的研究．第 88回日本解剖学会総会． 4月．大阪．〔解剖

学雑誌 58:344 (1983) J 

4)石川 博：ヒト下垂体 S-100蛋白含有細胞の生前

ならびに生後発生（免疫組織化学的研究）．第 88回日本

解剖学会総会． 4月．大阪．〔解剖学雑誌． 58:
348 (1983)] 

5)野上晴雄，小沢ー史，吉村不二夫：哺乳類のプロラク

チン細胞の免疫組織化学．第 8回日本比較内分泌学会

大会． 5月．広島．

6)石川 博：ヒト下垂体細胞の発生と分化（免疫組織
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化学的研究） 1. ACTH関連ペプクイド含有細胞に

ついて．第 66回日本解剖学会関東地方会． 6月．新渇．

〔解剖学雑誌． 59:62 (1983)) 
7)中村富美男：ナキウサギ下垂体の免疫組織化学的研

究．第 8回下垂体研究者の集い． 7月．盛岡．

8)山口俊平：下垂体前葉細胞におけるプロスタグラン

ジンの存在．第 8回下垂体研究者の集い． 7月．盛岡．

9)白沢信行：ヤギの下垂体 S-100腸性細胞について．

第8回下垂体研究者の集い． 7月．盛岡．

10)石川 博： （シンポジウム）慢性アルコール中毒者下

垂体の免疫組織化学研究．第 8回下垂体研究者の集い．

7月．盛岡．

11)島田 貴，石川 博，吉村不二夫：器官培養中の下垂

体前葉における線毛細胞の出現について．第 67回日本

解剖学会関東地方会． 10月．横浜．〔解剖学雑誌． 59:
220 (1984)〕

12)中村富美男，吉村不二夫：雌ナキウサギ下垂体前葉

細胞の免疫組織化学的研究．第 67回日本解剖学会関東

地方会． 10月．横浜．〔解剖学雑誌． 59:221 (1984)〕
13)石川博： （シンポシウム）培養法による下垂体

ACTH細胞の分化とホルモン分泌機序に関する研究．

第 100回成医会総会． 10月．東京．

IV. 著書

l)野上睛雄，吉村不二夫：プロラクチン分泌細胞の項

分担執筆．倉智敬一編：プロラクチン一その甚礎と臨

床．南山堂． 46-64(1984) 
2) Yoshimura, F., Nakamura, F., Nogami, H. and 

Suzuki. K.: Characteristics of rat pituitary gona-

dotrophs. in Endocrine correlates of reproduction. 

Edit. Ochiai, K. et al. : Japan Sci. Soc. Press, 

Tokyo/Springer-Verlag. Berlin. 41-58 (1984) 

3)石川 博：ソマトスタチンレセプタ．馬場茂明，戸部

隆吉編：レセプクの生物学ーホルモンレセプタ．臨床

検査 MOOKNo.15分担，金原出版． 22-34 (1983) 

4)松葉育郎，石川 博：膵島細胞株とその応用の項分

担執筆．小坂樹徳編：糖尿病学．診断と治療社．

1-27 (1983) 

v.その他

石川博水口弘司．紫芝良昌寺本明：視床下部

ー下垂体ー最近の話題と prolactinomaClinical N eur-

oscience. 2: 356-370 (1984) 

第 3 解剖学

教授：徳留三俊 （第 1解剖学と兼任）

助教授：加藤 征 解剖学（脈管学）・人類学

研究概要

I. 日本人腕神経叢について

解剖学実習に際し，腕神経叢を詳細に観察するこ

とは学生にとっては非常に難解である。しかしその

層構造を理解することは人体解剖を理解し，人体の

構造を把握する上で欠くべからざるところである。

そこで当教室では解剖学教育法の研究と腕神経叢

の研究を兼ね，数年来学生に課題として与え，スケッ

チを続けて来ている。

実習に際し，ほとんど助言を与えない学生の描く

腕神経叢は一般の教科書に記載されたごく模式的な

図しか画かれない。腕神経叢と鎖骨下動脈，鎖骨下

静脈の層構造にいたっては完全に理解出来ていな

し、

こ゚れに対して指導し，助言を与え，学生と共に実

習体の腕神経叢とスケッチを見比べながら教育指導

を行うと，図は非常に複雑で変化に富んだ構造にな

り，学生自身驚愕し人体構造の複雑さに目を見張る

ものがある。また， この様にして得た図は腕神経叢

観察デークとして充分耐えうるものである。

実習教育法の研究と解剖学の末梢神経分野の研究

として活用する。

II. 慈恵医大学生の体格の研究

昭和 52年にグループ研修が教育に取り入れられ，

第 3解剖学教室では生体観察と生体計測を採用し，

学生の指導に当たって来た。この授業の中で教員が

学生の生体計測を実施し，毎年専門課程 l年の体格

の貴重な資料を得ている。

生体計測は一時期盛んに実施され数多くの業績が

あり，教室の業績の中にも実に沢山の文献が認めら

れる。文部省の学校保健統計調査報告も身長，体重，

胸囲については 1900年以降 (1946年座高が追加さ

る）続けて刊行されている。しかし従来同報告に見

られた大学生の項目は最近になって削除された。

従って大学生の体格については伺い知ることが出来

ない。このような現状から医学蔀専門課程 1年生の

体格について，身長，胸骨上縁高，恥骨結合上縁高，

右肩峰高，右中指尖高，右上前腸骨棘高，幅径，矢

状径，頭部諸径及び示数を算出した諸項目について

今後も計測を継続して実施する。そのデータを比較
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研究する。

III. 日本人胎児動脈系の鋳型解剖学的研究

鋳型解剖学的研究ぱ慈恵医大解剖学教室の伝統的

研究である。鋳型材料は専らセルロイドを用いてき

たが，最近はこれに加えてテクノビートを用いた鋳

型も加えられ，鋳型標本も多彩になってきた。

従来から観察を続けている日本人胎児動脈系につ

いて，本年は大動脈高の胎令による成長につき観察

し，また腹大動脈の臓側枝である腹腔動脈，上腸間

膜動脈，下腸問膜動脈および腎動脈の発出部の位置

をも併せて観察した。

大動脈高は大動脈弓上縁と腹大動脈の最下点すな

わち左右総腸骨動脈分岐点下縁までの長さを求め

た。臓側枝はこの最下点からの各枝間の距離を求め

分岐高とした。大動脈の高さは加令と共に増加し，腹

大動脈の臓側枝の分岐高も加令と共に増加してい

る。大動脈長は 5カ月胎児男 46.9士1.29mm（以下同

じ），女 45.4±1.06,6カ月男 57.9士l.23,女58.5士

l. 28, 7カ月男 71.6士1.53, 女 71.2士2.09, 8カ月

男80.8士2.34,女83.5士l.79, 9カ月男 79.3士5.46,

女87.8士2.61, 10カ月男 90.3士4.69, 女 101.9士

4.54である。出生間近の胎児ではやや女児の方が裔

い傾向がある。

日本人胎児動脈系について，その分岐形態や分岐

位置などについて動脈の加令的変化の観察を進める

と共に統計学的に考察を続けている。

IV. 日本人骨の研究

l. 現代日本人骨

当教室で長年月かけて晒浄して得られた日本人骨

格は日本に於いて貴重な資料として注目されてい

る。これらは森田 茂前主任教授の「関東地方人頭

蓋の人類学的研究」の他に数多くの論文として発表

されている。それらのほとんどが関東地方人の代表

値として参考文献に挙げられ学会で注目されてき

た。本年は高橋 良名誉教授が日本人頭蓋の鼻中隔

について観察をされ， ョーロッパ人，類人猿と比較

し，鼻中隔弯曲の成因を解明するための研究に頭蓋

が用いられた。

この様に未だ新しい研究に応用される現代日本人

骨格の整備を目指すことも怠ってはならないし，新

しく晒浄し最近の日本人骨格を資料として備える必

要がある。

2. 江戸時代人骨

昨年度発掘した長岡藩主牧野家人骨のうち頭蓋と

大腿骨について詳細な計測と観察を行い，貴重な

データが得られた。

まず，長骨からその推定身長を見てみると

Peasonの式では， 4代忠寿 (40歳） 156.7cm（以下

同じ）， 5代忠周(50歳）154.8,6代忠敬(19歳）164.6,

7代忠利 (20歳） 166.8, 8代忠寛 (25歳） 163.8, 9 

代忠精 (70歳） 154.6, 9代長子忠鎮 (20歳） 148.4, 

10代忠雅 (58歳） 154.1, 11代忠恭 (54歳）藤井の

式で 149.9であった。家系図では 6代， 7代， 11代

は養子で直系ではなく， 6・7代は異母兄弟であるこ

とから身長においても近似した値を示している。ま

た，江戸時代庶民男子の平均身長が 157cmである

ことから， 6•7•8 代はかなり高身長であったのに対

して，他の 6人はいずれも平均を下まわっている。特

に9代長子と 11代は 148.4cmと149.9cmであり，

かなり低身長であった。

更に大腿骨中央部矢状径，横径，周径および上横

径は他の江戸時代人，現代関東地方人より小さな値

を示し，徳川将軍と似かよった形質が認められた。頭

蓋においては 6・7代の計測値は近似しており，舌下

神経管の二分が見られ，形質的によく似ている。

この様な継続した世代の人骨を研究出来ることは

他に類がなく，非常に興味深いもので，他の部位の

骨についても比較研究を続ける。

V. ヒト微細血管鋳型標本の走査電子顕微鏡的観

察

微細血管の形態は肉眼・顕微鏡両解剖学から追求

されているもののその立体的構築を正しく把握する

ことは非常に困難である。そこで走査型電子顕微鏡

(SEM)の低倍率の写真がこの分野での研究を比較

的容易なものにした。

当教室ではアクリル樹脂鋳型標本を作製し，その

微細血管の構築を観察しているが， ヒト脳血管の微

細血管の鋳型に見られる＜びれの現象について追求

した。本年はラットおよびウサギについて脳血管拡

張剤を用いたものと通常の固定をした脳血管の組織

をSEMで観察した。脳血管拡張剤（ペリジヒツ）は

脳血管の平滑筋に作用し，血管を拡張するものであ

ることから同剤を用いたラットおよびウサギ脳血管

像では弁様構造や丘状構造が明確に認識出来た。こ

れらの隆起した構造が鋳型ではくびれとしてとらえ

られる。この様な脳血管分岐部の形態と分布形態を

さらに追求していく。

VI. その他

医学情報センター，標本館運営委員会の要請によ

りテーマ展示「解剖学教育研究標本一その見方と利

用法ー」と題して標本展示を行った。
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貴重な標本も充分な知識を持たないで見学しても

ほとんど無意味なものになってしまう。そこで標本 第； 1 生；理里学：

の持つ意味などの解説をつけ展示し，標本をわかり

やすくした。 教授：増田 允 環境生理学・体力医学

研究業績

I. 原著論文

1)金子洋子，倉田和久，楠本英二，竹内修二，影山幾男，

加藤 征：日本人下腿の動脈系の解剖学的研究．東京

慈恵会医科大学雑誌． 98(4): 457-463 0983) 

2)島厚司，松崎浩，加藤征：骨性視神経管管腔の

計測． 日本眼科紀要． 35(2): 367-373 0984) 

III. 学会発表

1)加藤 征，徳留三俊：東京都台東区下車坂町出土の

江戸時代人頭蓋について．第 88回日本解剖学会総会． 4

月．高槻．

2) 島厚司，松崎浩，加藤征：骨性視神経管管腔の

計測．第 53回九州眼科学会． 5月．博多．

3)金子洋子，加藤 征，徳留三俊：ヒト脳血管鋳型標本

の走査電顕的観察（第 4報）．第 66回日本解剖学会関東

地方会． 6月．新渥．

4)加藤征，竹内修二，影山幾男，松本健，徳留三俊：

港区三田済海寺長岡藩主牧野家の墓所発掘について．

第37回日本人類学会・日本民族学会連合大会． 9月．松

本．

5)加藤征，竹内修二，影山幾男，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の頭蓋について．第 37回

日本人類学会・日本民族学会連合大会． 9月．松本．

6)竹内修二，加藤 征，徳留三俊：モアレ法による頭蓋

後頭部の観察ーその 3-．第 37回日本人類学会・日本

民族学会連合大会． 9月．松本．

7)横田邦信，斉藤宣彦，阿部正和，古里征国，高木敬三，

山下広，石川栄世，金子洋子，加藤征，徳留三俊：

ヒト心筋内微小血管構築の走査電子顕微鏡 (SEM)的

観察一血管鋳型法を用いて一．第 24回日本脈管学会総

会． 10月．和歌山．

8)加藤 征：発育期の体力の問題点ー解剖学の立場か

ら一．第 100回成医会総会． 10月．東京．

IV. 著書

1)加藤 征：関節の主な骨・運動・筋・神経一覧の項分

担執箪．清水正ー監修：柔整学基礎編ー観察と固定ー．

不昧堂出版． 27-36 (1983) 

2)加藤 征：遺骨の項分担執筆．港区済海寺遺跡調査

団：港区三田済海寺長岡藩主牧野家墓所発掘調査概

報．東京都港区教育委員会． 14-17.写真 7-11(1983)

V. その他

1)加藤 征，竹内修二，金子洋子，影山幾男，徳留三俊：

解剖学教育研究標本一その見方と利用法ー．東京慈恵

会医科大学附属標本館．（1984)

助教授：馬詰良樹 筋生理学・体力医学

研究概要

I. 環境生理学に関する研究

1. 水中棲息動物の生理的特性に関する研究

アフリカツメガエルは水中棲息で，体長約 8cm,

後肢のあしゆびに黒い瓜があることでこの名があ

る。側線を持つ。大気中でも活発に移動するが，跳

躍は不能である。水中という低重量環境に棲息して

いることに着目し，陸生のヒキガエルとの比較によ

り，その生理的特性を検討した。

ツメガエルの肺は， ヒキガエルに比べて，肺胞は

著しく低形成で，血液量も少なく， ヒキガエルのよ

うな絨毛様の構造はみられない。肺呼吸の役割は低

いものと推定される。対照的に皮膚の真皮層に多量

の血管を有し，また後肢の水かきはあしゆびの先ま

で発達し，血管を有し，皮膚呼吸の発達を示唆して

いる。なお皮膚には粘液腺が多数存在する。

赤血球はともに有核であるが， ツメガエルの赤血

球は長軸，短軸ともヒキガエルより長く大形である。

ツメガエルで赤血球数は 27-28万／mm3,ヘモグロ

ビンの含有量は約 15g/dlであった。

筋電顕像では，横紋像，筋節長に差はみられない。

白筋に属する縫工筋では，筋原線維間にミトコンド

リア，グリコーゲン顆粒が存在し，横行小管系 (T

—管）と両側の小胞体 (SR) の発達が著しい。前胚骨

筋では多数の脂肪滴の存在が目立つ。ツメガエルで

は骨格筋に多量のエネルギー源を保有していること

を示している。

ツメガエルの筋肉では結合組織が少なく，単一筋

線維をとりやすい。縫エ筋の skinnedfiberを用い

て，細胞膜と細胞内部の並行弾性系を比較してみる

と， ヒキガエルとツメガエルで内部弾性系に差はな

いが，細胞膜弾性はツメガエルが弱い。これは低重

量環境のため支持組織が少なくてすんでいることを

示している。

次にツメガエルを陸生のウ、ンガエルの排腹筋と心

筋の代謝特性にどのような関係があるか検討した。

排腹筋の GOT活性は， ツメガエルの方が高かった

が (p<0.01)，心筋では両者に有意の差はなかった。

排腹筋の CPK活性は，ツメガエルの方が高いが

(p<0.01)，心筋での CPK活性は，排腹筋のそれと

比較し，それぞれ前者で一73%，後者でー91%と低
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かった。排腹筋の cytochromeoxidase (cyto ox)活

性はツメガエルの方が高いが，心筋ではウシガエル

の方が高い。ウ、ンガエルの心筋の cytoox活性は排

腹筋のそれより 300%以上も高かった。 LDH活性

は両者に差はなかったが，心筋における活性は，両

者とも排腹筋のそれより低かった。 Isozymeとして

は，排腹筋でウシガエルで陰極側に 2本， ツメガエ

ルでは腸極に近づくにつれ，低活性になる 6本のバ

ンドがみられた。心筋の isozymeでは陽極側が高値

で， ウシガエルに 3本， ツメガエルに 6本のバンド

がみられた。排腹筋の水分量はウシガエルの方が有

意に高値であった。

次にツメガエルを大気中に 6.5日間暴露した場合

の代謝特性を検討した。この場合皮膚の乾燥を防ぐ

程度の水は与えられた。 GOT活性は水中のそれよ

り排腹筋で十62%，心筋で十45%の高値を示した。

CPK活性は GOT活性と同様であったが，心筋の増

加率は，排腹筋の増加率より大であった。 LDH活性

は大気暴露により排腹筋で増加し，心筋で低下した。

LDHisozymeは両筋とも変わらなかった。 cytoox 

活性は大気暴露により，排腹筋で低下し，心筋でも

低下の傾向にあった。排腹筋の水分量は増加の傾向

にあった。

以上の結果から水生と陸生のカエルの間には大き

な代謝特性の差のあることが明らかになった。これ

が圧のせいか，酸素のせいか，水のためか現在不明

であるが，同じ Xenopusでも水中から大気中に環境

を変えてやると筋の代謝系が大きくかわることがわ

かった。

II. 筋生理学に関する研究

1. 弛緩スキンドファイバーの側方弾性に関する

研究

スキンドファイバーの側方弾性性質に寄与する因

子の 1つにフィラメント間の反発力が考えられる。

この反発力を変化させるであろう環境条件下で

radial stiffness (K)を求めた。①イオン強度 (rI

2) 0.25-0.06 M の範囲ではKは変化しなかった。rI

2=0.03では収縮し， Kが増加した。低 r/2で幅は減

少し，裔 r/2で増加した。② pH6-8の範囲で幅

は可逆的に変化した。 pH6までゆるやかに減少し，

それ以下で急激に減少した。 pH6以下の変化は不可

逆的であった。 X線赤道反射強度は減少した。これ

はlattice構造が乱れたためであろう。 pH6ではK

は約 1/3に減少した。③ Mg2+0.2-30 mMで幅を

観察した。 lOmM以上で細くなりだし 30mMで

95%になった。 30mMMg2十でKはpH6と同程度
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に減少した。

pH 6と30mMg2十下でKは小で，それは幅が小に

なるほど顕著になる。この条件下で filamentcharge 

が減少し反発力が減少することで説明できる。

2. スキンドファイバー内弾性要素の局在に関す

る研究

骨格筋線維内に弾性要素が存在することは古くか

ら示唆されてきたが，その局在と役割については不

明確な点が多い。そこで我々は，弾性要素の局在と

役割を明らかにするため， AとIフィラメント (Af,

Ifと略す）の溶解に伴う静止張力の減少と光回折線

強度等を測定し，電顕観察も行った。

まず， ウシガエル半腱様筋から分離した脱鞘筋線

維の一端を張力計に，他端をマニュプレーターに固

定する。そして筋線維にレーザー光を当て，得られ

た光回折線強度はホトマル等で測定する。溶液条件

は 90-540KC!又 300-600KI, IMg2+, 4 MgATP, 

4 EGT A, 10 PIPES (mM), pH 7.0, 21℃，筋節長

L=2.7-5.0 μmである。

次のような結果が得られた。 KC!濃度を上げる

と， Af は溶解し，静止張力は減少した。 L~3.5μm 

のとき，光回折線強度から見積もった Afの長さと

静止張力の減少の割合はほぼ比例した。 L=3μmの

とき， Afの長さが 0.4μm以下になると静止張力の

著しい減少が見られた。これらのことから，弾性要

素は Af上に一様に結合しているが， L=3μmのと

きAfの端の方に結合している弾性要素はたるんで

いると考えられる。さらに， Afの溶解後， Ifを溶か

しても静止張力はほとんど減少しなかった。これと

電気光学効果の結果（馬詰，藤目）から， Afに弾性

要素はほとんど結合していないと思われる。また，

AfとIfの溶解後， L=5μmでは静止張力は大きい

が， L~4µm では，ほとんど 0 になった。これらの

ことから， Z と Z を結ぶ弾性要素があり， L~4µm

ではたるんでいると考えられる。さらに， この考え

を支持する電顕写真を得ることができた。

III. 体力医学に関する研究

1. 単一運動単位における筋興奮伝導速度に関す

る研究

従来より，単一運動単位の筋における興奮伝導速

度に対する種々の影響因子について検討を加えてい

る。

現在，活動電位が連続的に発火しているとき，そ

の放電間隔に対する興奮伝導速度の依存性について

観察している。

興奮伝導速度は放電間隔が短くなるにつれその速



度を増した。伝導速度と放電間隔の関係は logV= 

kt+a (V:伝導速度， t:放電間隔 t,a:定数）なる

関係にあった。

伝導速度の放電問隔依存性は種々の負荷により変

化した。すなわち，血流を止めた場合，および筋疲

労時には放電間隔依存性が消失した。また，筋温を

低下させた場合，上式にあてはまる関係がなくなり，

放電間隔が短くなるにしたがって，伝導速度が減少

する結果が得られた。

以上の結果は，従来より isolateされた実験系で

得られた成績と定性的に一致した。したがって伝導

速度の放電間隔依存性は筋興帝性膜の supernor-

mal phaseを表現していることを示唆した。

2. X—線回折法による発育期骨格筋に関する研

究

筋収縮張力の決定因子の 1つとしてフィラメント

間距離（格子問隔）があげられる。この格子間隔の

変化が，生後発育期の張力増加の 1要因となりうる

かを明らかにするために X—線回折法を用いて検討

した。実験材料には， 2週間令から 12週間令の ICR

系のマウス（雄）の長趾伸筋 (EDL)を用いた。 X

ー線源には，回転対陰極型発生装置(RU-200,理学電

機）を用いた。

格子間隔 (d1,0)の全測定値の平均は， 35.4nm 

(N=33)，最高値の 3週令が， 36.1nm,最低値の 6

週齢が， 35.0nmであった。各週令問の格子問隅に有

意な差を認めることができなかった。フィラメント

間距離は， フィラメント間の静電反発力， Vander 

Waal力および細胞骨格の弾性などにより決定され

ると考えられる。今回の結果は，生後発育期におい

て構成タンパク質の組成変化などが， これらの因子

を変化せしめることはないことを示唆する。さらに，

生後発育期の筋力増加の決定因子に， フィラメント

間距離の変化を考慮する必要はないと考えたい。
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第 2 生理学

教授：酒井敏夫 骨格筋の興奮収縮連関

助教授：栗原 敏 心筋の興奮収縮連関

研究概要

I. 筋生理学に関する研究

1) 骨格筋の収縮に関する研究

骨格筋細胞内の Ca廿定量は収縮—弛緩機構を解明

する上で必須の条件であり，我々しま Ca廿感受性タン

パク，ェクオリンを用いて，興奮収縮連関機構解明

を研究主題としてきた。本年は，ェクオリンによる

細胞内 Caサの定量法を用いて，筋細胞における

Ca廿遊離機構を検討した。

筋小胞体からの Ca廿遊離の一機構として，筋細胞

膜の興奮に続いて，筋小胞体周囲の Ca廿濃度が上昇

して C的自身が Ca廿遊離を誘起するという機構

（C的 誘 発 性 Ca廿遊離）が知られており，この機構

が生理的に働いているか否かを検討した。 Ca廿遊離

を生筋の単一筋線維で，繰り返し再現性よくおこす

手段として，低濃度カフェインで処理した筋を急冷

18℃から 4℃)すると生じる急冷拘縮を用いた。あ

らかじめ，細胞内にニクオリンを圧注入したカエル

骨格筋単一筋線維を低濃度カフェインで処理した

後急冷すると細胞内 C記の増加による光信号と，

それに続く張力発生がみられた。張力は細胞内 Ca++

が約 lμMに達すると発生し， 3μMではほぽ最大

に達した。その後更に細胞内 Ca++iま増加して， 10

μMに達した。張力が最大に達した後も増加する

Ca++ iま，プロカインで抑制されることから， Ca廿誘

発性 Ca廿遊離によるものと考えられた。この機構

は，筋小胞体の Ca廿取込み能が低温下で抑制され且

っ，カフェインが存在するという条件下で生じるも

ので，単牧縮発生時のピーク Ca廿濃度と考えられて

いる 2μMよりも更に高い濃度に細胞内 Caサが達

しないと生じない。また， Caサの遊離速度も，同じ

温度の単牧縮発生時の Ca廿遊離速度よりも遅いた

め， C紅 誘 発 性 Caサ遊離は生理的条件下ではほと

んど1動いていないものと考えられた。

筋小胞体からの Ca遊離は， Ca廿拮抗薬の D600で

処 理した後高 k十液で低温下で処理すると抑制さ

れることが知られているので，ニカルジピン，ベラ

パミル， D60。の筋小胞体からの Caサ遊離に対する

作用を検討した。これらの薬物は，全て， 18℃にお

ける低濃度カフェインによる細胞内 Ca廿増加を促

進した。また，急冷拘縮発生時の細胞内 Ca廿増加に

対しても促進的に働いた。このような Ca廿拮抗薬の

作用は，細胞外 Caサを除外しても観察されるので，

細胞内における Ca廿誘発性 Ca井遊離を， Ca廿拮抗

薬が促進するものと考えられる。他方，これらの

C紅拮抗薬は，単牧縮発生時の Ca廿transientに対

して強い増強作用はなく，むしろ抑制的に作用する

ので，単牧縮発生時には， Caサ誘発性 Ca廿遊離機構

にほとんど働いていないものと考えられた。

カフェインは単牧縮を増強するが，この時には

Ca廿 transientのヒ゜ーク増強はほとんど見られず，

単牧縮発生時には， Ca廿誘発性 Ca廿遊離機構にほ

とんど働いていないものと考えられた。

カフェインは単牧縮を増強するが，この時には

Ca廿 transientのピーク増強はほとんど見られず，

単牧縮を誘発する前の細胞内 Ca廿濃度増加が，カ

フェインの単牧縮増強に重要であることがわかっ

た。このことぱ，カフェインが存在していても，単

牧縮発生時には， C的誘発性 Ca廿遊離をおこすほ

ど，筋小胞体周囲の Ca廿濃度は増加しないという説

を支持する。

2) ラット心室筋に対するカフェインの作用

右心室から摘出した乳頭筋に対するカフェインの

作用を検討する目的で，ニクオリンを 30-100箇の

細胞内に注入し，細胞内 Ca廿と牧縮張力を同時測定

した。 0.5-5mMカフェインは心筋に拘縮をひき起

こしたが，このカフェイン拘縮は低 Na十，又は高 K+

液中で増強され，カフェインの連続投与によって抑

制された。カフェインにより静止電位は変化しな

かったが，活動電位のプラトー相は延長した。また，

単牧縮張力は， 0.5-5mMカフェインによって抑制

されたが， Ca廿 transientは低濃度カフェインで増

強され，高濃度 (l-5mM)で抑制された。これら

のことから，カフェインは細胞内 Caサストアから

Caサを遊離させ，ストア内 Caサを滅少させること

が考えられる。またカフェインが直接，牧縮タンパ

ク系の C町感受性を変化させることの示唆を得た。

II. 体力医学に関する研究

l) 不整脈発生誘因としての遊離脂肪酸の作用機

構に関する研究

モルモット摘出心臓をランゲンドルフ法にて灌

流大動脈起始部より心電図を記録し，オレイン酸

添加すると P-R間隔が次第に延長する。灌流を続け

ると第 II度 A-Vブロックを経て，第 III度 A-Vブ

ロックヘ移行する。この時の第 II度 A-Vブロック

発現時間はオレイン酸の濃度と負の相関関係が成立

した。
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洞結節に対するオレイン酸の効果は，心拍数減少

であり，微小電極による自発活動電位の測定では不

整脈電位並びに興奮頻度の低下が認められた。加算

による His束心電図でも， P-R時間の延長は血中遊

離脂肪酸濃度により変動し， A-H時間に有意な延長

が生じることを認めた。

遊離脂肪酸による興奮伝導系の抑制は主として房

室結節部で生ずるものと考えられる。

2) 発育期の体力に関する基礎的研究

昭和 39年～56年度までの 18年間にわたる形態

的変化，並びに発育発達の速度変化の諸要因を考慮

し，背筋力の推移を推計学的に検討した。

昭和 48年， 49年頃より背筋力の低下が著しく，高

学年(16, 17歳）は，その集団が 10歳児の時必ずし

も他の年度に比べ低値を示さず，むしろ高値を示し

ていた。

17歳の値と各年齢時の値との回帰分析を測定年

次別に行うと，背筋力において係数が「負」を示す

年齢が存在し，さらに 15~16歳になって初めてその

値が 17歳の値と統計学的有意性を示すことを認め

た。背筋力の評価に対する適切性の確立を企図し，研

究をすすめている。

III. グルコース電極の作製と応用

比較的安価で簡単なグルコース電極を開発し，さ

らに生体現象への応用を試みた。市販の酸素電極の

表面にグルコース酸化酵素 (Glucose Oxydase, 

GOD)を固定化したアセチル・セルロース膜を付着

し，さらに透析膜でおおうとグルコース電極となる。

この電極は，微分値測定では 13mMまで，電流値検

出では lOmMまで直線的で，アルブミンや脂肪酸

の妨害を受けない。

モルモットの摘出心臓をランゲンドルフ法により

クイロード液で灌流し，灌流液中のグルコース濃度

を上記の電極で連続的にモニターした。グルコース

電極の出力は 2時間にわたり士120nA（士80mM

グルコース）の範囲で安定しており，インシュリン

(2 I.U./1)による灌流液中グルコース濃度減少 (5.9

mM→ 5.3mM)を連続的に追跡測定した。このグル

コース濃度は， ソモギーネルソン法による値と良い

一致を示した。

IV. 疾患筋筋小胞体膜の機能分類に関する考察

筋構成内部膜としての筋小胞体膜は筋牧縮・弛緩

機構の過程でその引き金となる Ca廿の遊離•取込み

能を持つ重要な部位である。一般に筋ジストロ

フィー症筋ではこの筋小胞体膜の Ca廿調節能が低

下しているといわれる。しかし， この原因について

は筋自身に成因があるのか，神経又は筋接合部にお

ける神経筋伝達系機能の低下に在るかの判定は明確

でない。

そこで，温血動物や各種ヒト筋疾患筋からの筋小

胞体膜を分離し，その Ca廿取込み能を比較検討し

た。

実験結果から，各疾患の筋小胞体膜の Caサ取込み

能を甚本的な 4つのパクーンに分類してみた。この

分類に関してカフェインの作用も有効な手段となる

示唆が認められた。

研究業績

I. 原著論文

1. 筋生理学に関する研究

1) Sakai, T. and Nishijima, H.: Changes in the 

amount of Ca-uptake and protein and lipid compo-

sitions on sarcoplasmic reticulum from denervated 

rat and dystrophic chicken muscles. Muscular 
Dystrophy : Biomedical Aspects (Ebashi, S. & 

Ozawa, E. eds). Japan Sci. Soc. Press., Tokyo. 177 
-183 (1983) 

2) Kurihara, S., Konishi, M. and Sakai, T.: Intracel-

lular Ca++transients in rapid cooling contracture of 

single skeletal muscle fibres. Proceedings of Inter-

national Union of Physiological Sciences. 15: 153 

(1983) 

3) Kurihara, S., Konishi, M. and Sakai, T.: Intracel-
lular Ca++transient in rapid cooling contracture of 

single skeletal muscle fibres. J. Physiol. Soc. 
Japan. 45(8.9) ; 506 (1983) 

4) Kurihara, S. and Konishi, M. : Measurement of 

intracellular Ca transients in cardiac muscle with 

aequorin. J. Mo!. Cell. Cardiol. 15(5, suppl.) (1983) 

5) Konishi, M., Kurihara, S. and Sakai, T.: Caffeine 

action on intracellar Ca++transients in rat 

ventricular muscle. Proceeding of International 
Union of Physiological Sciences. 15: 153 (1983) 

6) Konishi, M., Kurihara, S. and Sakai, T.: Role of 

voltage dependent Na-Ca exchange mechanism for 

Ca accumulation in the store site of the guinea pig 

ventricular muscle. J. Mo!. Cell. Cardiol. 15 (5, 
suppl.) (1983) 

7) Kurihara, S., Konishi, M. and Sakai, T. : Changes 
in [Ca2+]; induced by rapid cooling of single 

skeletal muscle fibres treated with low concentra-

tion of caffeine. In : Contractile Mechanism In 

Muscle. Ed. by G.H. Pollack Z.H. Sugi. 565-568 
(1984) 

8) Kurihara, S., Okamoto, M., Konishi, M. and 

Sakai, T.: Tension development in rapid cooling 
contracture of skeletal muscle fibres. Jikeikai 

Med. J. 30 (suppl.): 17-22 (1984) 

- 27 -



9)酒井敏夫：骨格筋には Ca-inducedCa releaseは存

在しないのか？昭和 57年，昭和 58年度文部省科学研

究費研究成果報告書． 1-19(1984) 
10) Cachelin, A.B., De Peyer, J.E., Kokubun, S. and 
Reuter, H.: Ca+I-channel modulation by 8 

-bromocyclic AMP in cultured heart cells. 

Nature. 304(5925): 462-464 (1983) 

11) Cachelin, A.B., De Peyer, J.E., Kokubun, S. and 

Reuter, H. : Sodium Channels in cultured cardiac 

cells. J. Physiol. 340: 389-401 (1983) 

12)酒井敏夫，栗原敏，小西真人： Rapid Cooling 

Contractureの収縮機序．筋収縮機序の生物物理学（清

水班），昭和 56,57, 58年度科学研究費補助金研究成果

報告書 33-39(1983) 

2. 筋ジストロフィ関係の研究

1) Nishijima, H. and Sakai, T.: Effect to procaine 

on the Ca-uptake mechanism on the sarcoplasmic 

reticulum membrane. J. Physiol. Soc. Japan. 45(8 
-9) : 506 (1983) 

2) Ogino, Y., Takahashi, A. and Nishijima, H.: 

Developmental changes in the function of fragment-

ed sarcoplasmic reticulum from skeletal muscle of 
rat. Jikeikai Med. J. 30(3) : 335-345 (1983) 

3) Nagano, T., Imai, T. and Nishijima, N.: Experi-

mental study on regeneration of denervated muscle. 

Transactions of the VIII international congress of 

Plastic and Reconstructive Surgery. 63-35 (1983) 

4)酒井敏夫，原田邦彦，小林啓三：運動時及び運動後に

対する糖の効果 蕪糖の生体におよぼす影響の研究．

庶糖研究会． 10-18(1983) 

5)酒井敏夫，栗原 敏，西島博明，小西真人，小林啓三：

ジストロフィーハムスクーの心臓機能と骨格筋々小胞

体の Ca取り込み能に関する研究．筋の発生と分化に

関する基礎的研究（江橋班）．昭和 57年度研究報告書厚

生省神経疾患研究委託費． 76(1983) 

6)杉本千寿子，影山浩次，蓼 英和，谷藤泰正，雨宮光

比古，酒井聰ー，島田和哉，西島博明：二卵性双生児の

一方にみられた悪性高熱症の一例．悪性高熱研究の進

歩． 4: 99-104 (1983) 

7)佐野新一郎，今井孝行，長野哲也，児島忠雄，西島博

明： Rat坐骨神経における EntrapmentN europathy 

の基礎的研究．日本形成外科学会誌． 3(5) : 

678-679 (1983) 

8)西島博明，高橋 明，酒井敏夫：加齢に伴う骨格筋内

部膜機能の変化．第 38回日本体力医学会大会予稿集．

263 (1983) 

3. 体力医学に関する研究

1)酒井敏夫，栗原 敏，小林啓三，渡辺雅之：不整脈発

生誘因としての血中遊離脂肪酸の作用機構に関する研

究．デサントスボーツ科学． 4:20-34 (1983) 

2)小林啓三，酒井敏夫：脂肪代謝の改善を目的とした

運動療法とその問題点．体力科学． 32(4) : 162-163 
(1983) 

3)小林啓三，小西真人，栗原 敏，酒井敏夫：不整脈発

生誘因としての遊離脂肪酸の作用機構に関する研究．

第 38回日本体力医学会大会予稿集． 298(1983) 

4)小西真人，栗原敏，小林啓三，川村武，酒井敏夫：

心疾患モデルハムスクーにおける心機能の検討一高頻

度刺激，アドレナリンの作用．第 38回日本体力医学会

大会予稿集． 297(1983) 

4. グルコース・セ‘ノサの開発に関する研究

1) Yoshiura, M., Iriyama, K., Konishi, M., 

Kawamura, T. and Konishi, S.: Very rapid and 

simple method for preparing a glucose sensor of 

good quality. Analyst. March: 419 (1983) 
2) Konishi, M., Kawamura, T., Yoshiura, M., 

Iriyama, K., Kurihara, S., Sakai, T., Matsuda, M. 

and Nagano, M. : Improved enzyme sensor for 

glucose. Jikeikai Med. J. 30: 59-64 (1983) 

5. 振動誘発指屈反射に関する研究

1) Homma, I. and Shibuya, M. : Reinforcement of 

tonic vibration reflex and exteroceptive vibration 

-induced flexion relfex in finger flexion muscles by 

forced respiration. Neuroscience Letters. 38: 41 
-44 (1983) 

III. 学会発表

1)栗原敏小西真人，川村武，酒井敏夫：蛙骨格筋

における急冷拘縮の Ca++transient第 60回日本生理

学会． 4月．大阪．

2)西島博明，酒井敏夫：骨格筋筋小胞体膜 Ca遊離機

構における procaineの作用機序．第 60回日本生理学

会大会． 4月．大阪．

3)小林啓三，酒井敏夫： （シンボジウム）脂質代謝の改

善を目的とした運動療法とその問題点．第 34周年記念

日本体力医学会． 4月．大阪．

4)小林啓三，酒井敏夫：発育期の体力に関する基礎的

研究•発育期小児の筋力と体格．文部省特定研究（代表

小野三嗣）班会議． 7月．小松．

5)栗原 敏，小林啓三，小西真人，富沢直子：発育期

ラットに対する遊泳負荷と心臓内カテコールアミンの

変動．文部省特定研究（代表小野三嗣）班会議． 7月．

東京．

6)栗原敏：心筋の牧縮・弛緩と calciumtransient. 

ME学会専門別研究会． 8月．順天堂大学．

7) Kurihara, S., Konishi, M. and Sakai, T.: Intracel-

lular Ca++and cooling contracture. Satellite 

symposium of the 29th International Union of 

Physiological Sciences. 8月． Sidney.

8) Konishi. M., Kurihara, S. and Sakai, T.: Caffeine 

action on intracellular Ca++transient in Rat 

ventricular muscle. (Poster). The 29th Interna-

tional Congress (!UPS). 8月． Sidney.
9) Kurihara, S., Konishi, M. and Sakai, T.: Intracel-

lular Ca++transients in rapid cooling contracture of 

frog single skeletal muscle fibres. (Poster). 8月．

Sidney. 

10)小西真人，栗原敏，小林啓三，川村武，酒井敏夫：

心疾患モデルハムスターにおける心機能の検討一高頻
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度剌激，アドレナリンの作用ー．第 38回日本体力医学

会総会． 9月．前橋．

11)小林啓三，小西真人，栗原 敏，酒井敏夫：不整脈発

生誘囚としての遊離脂肪酸の作用機構に関する研究．

第38回日本体力医学会総会． 9月．前橋．

12)小林康孝，酒井敏夫：運動時の呼吸性不整脈の発現

様式とトレーニング．第 38回日本体力医学会総会． 9

月．前橋．

13)西島博明，裔橋 明，酒井敏夫：加齢に伴う骨格筋内

部膜機能の変化．第 38回日本体力医学総会． 9月．前

橋．

14)原田邦彦，酒井敏夫：ラット骨格筋の毛細血管と長

期中等度運動鍛練について．第 38回日本体力医学会総

会． 9月．前橋．

15)碓井外幸，酒井敏夫：ステップテスト指数の日内変

動及び年問変動．第 38回日本体力医学会総会． 9月．前

橋．

16)小西真人，栗原 敏： （シンボシウム） ［生体におけ

るカルシウムの役割と調節機構］筋における Caサの役

割と作用機序．第 100回成医会記念． 10月．東京．

17)栗原 敏： （シンポジウム）エクオリンによる心筋細

胞内 Ca-tt-transientの測定．第 4回国際心臓研究会日

本部会． 11月．福岡．

18)小西真人，栗原 敏，酒井敏夫：モルモット心室筋の

細胞内ストア Caサに対する膜電位依存性 Na-Ca交

換機構の役割．第 4回国際心臓研究会日本部会． 11月．

福岡．

19)栗原 敏，小西真人，酒井敏夫：蛙骨格筋急冷牧縮時

の細胞内 Caサの定量化，筋内部膜の活性化，心筋，平

滑筋の牧縮調節．合同班会議（文部省科学研究費総合

研究A). 11月．岡崎

20)酒井畝夫，西島博明：筋ジストロフィ一様患者より

の筋生検分離筋小胞体における Ca-uptakeについて．

筋の発生と分化に関する基礎研究（厚生省特定研究）班

会議． 12月．東京．

21)栗原敏小西真人，酒井敏夫：骨格筋の興奮牧縮連

関に対する C釘拮抗剤の作用．生体運動の合同班会議

（文部省科学研究費総合研究A). 1月．東京．

IV. 著 書

1)浦本政三郎，内山孝一，名取證二，酒井敏夫編著：日

本生理学教室史 上巻．日本生理学会・日本生理学教室

史編集委員会． 日本生理学会．（1983).

医化学

教授：松田 誠 中枢神経における抑制機構

の生化学的研究

助教授：栗岡 晋 GABAレセプターの研究

講師：小林孝彰 興奮膜の裏打構造の研究

研究概要

I. ピタミン B6代謝の調節機構に関する研究

ビタミ‘/B6 （以下 B6)には 6型すなわち pyri-

doxine (PN), pyridoxal (PL), pyridoxamine 

(PM), pyridoxine phosphate (PNP), Pyrinoxal 

phosphate (PLP), pyridoxamine phosphate 

(PMP)があるが，体内ではそれらは互いに移行し

合っている。この中で PLPはアミノ酸代謝，とくに

生理活性アミン（ド ーノヽミン/ ノルアドレナリン，セ

ロトニンなど）の生成に関与する補酵素として神経

組織ではとくに重要である。そのために PLPの神

経組織内濃度は活性アミン濃度と相関し，アミン濃

度が上昇すると下降し，反対に下降すると上昇する

という合目的性をもっている。この研究の目的は，こ

のような PLP濃度の調節がどのような機序によっ

て調節されているかを解明することである。

遊離型 B6つまり PN,PL, PMは B.kinaseに

よってそれぞれリン酸型つまり PNP,PLP, PMP 

に変わり， PNP, PMPはさらに oxiaseによって

PLPに変化する。我々は，血中，脳中 PLの濃度が，

PNのそれにくらべ 10~20倍も高く， B6kinaseの

KmもPLの方が小さいことから， PNから PNPを

経て PLPに成るとする従来の説とことなり， PLか

ら直接 PLPになるのが生理経路であろうと推定し

ている。脳蛋白と [3H]PNをインキュベートした

後，結合[aH]を追跡して，ある蛋白分画に[3H]PL

を結合していることが分かった。このことは， [aH]

PNは [3H]PLとなり，生成 [3H]PLを特異的に結

合する蛋白の存在することを示している。この PL

結合蛋白の諸性質を現在検討中であるが，恥 kinase

が作用する甚質として， この蛋白に結合した PLを

優先的に選び， リン酸化して PLPにするのではな

いかと考えている。

II. 伝達物質ッ—アミノ酪酸 (GABA) に関する研究

現在， GABAは中枢神経における抑制伝達物質と

して知られている。 GABAが postsynapticneurone 

に抑制をかけるためには，まず神経終末で合成され

放出されねばならない。また放出 GABAの一部は
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神経終末で再吸収され，そこで分解されるはずであ

る。 GABAの産生酵素はグルタミン酸脱炭酸酵素

(GAD)であり，分解酵素は GABAトランスアミ

ナーゼであることはすでに知られている。

このような意味で神経終末内 GABAの存在様式

についての研究は，その抑制機構を知る上で重要で

ある。教室の研究はグルクミン酸から生成したばか

りのGABAと再吸収されたGABAとはそのpoo]を

異にし，放出される GABAは新しくグルタミン酸

から合成されたものであることを明らかにした。再

吸収された GABAは放出 poo]よりも，分解のため

のpoo]に入り，そこで分解を受けるものと考えられ

る。この分解 poolとして現在，神経終末内ミトコン

ドリアを想定している。

GADはPLP酵素であり，その活性は B6欠乏で

低下するのみならず，遺伝的にも後述のように低下

する場合がある。恥欠乏時には神経終末内の PLP

の減少から，同酵素の活性低下をきたし，その結果，

GABA量の減少， さらには放出 GABA量の減少と

いう連鎮反応で動物に異常興奮をおこすことはここ

数年来報告してきたところである。恥依存症の痙蛮

もこのような機序によることは明らかであろうと思

われる。

一方， この GAD活性は遺伝的疾患において著明

に減少することが知られている。例えば Huntin-

gton氏舞踏病では錐体外路系の神経核における

GAD活性の低下と，これにともなう GABAの減少

がその症状発現のかなめになっていると考えられて

いる。グルクミン酸ないし GABAの投与は血液脳

関門のため無効であるので，何か GAD系以外の新

しい GABA量の回復法が望まれている。当教室で

は 4-aminobutyraldehyde CABAL)がGABAの

prodrugになりうるのではないかと考えて研究を進

めてきた。 [3H]ABALを合成し，これをマウスに注

射する追跡実験から， ABALは血液脳関門を容易に

通過し，脳組織ですみやかに GABAに変化するこ

とを見出だした。また GABAは神経終末において

も産生されており，刺激に応じて放出されることを

証明できた。今後，動物にカイニン酸を投与して，実

験的 Huntington症をおこさせ，これに対する

ABALの治療効果を生化学的に追求する予定にし

てし、る。

神経終末からの GABAの放出機序についても分

子レベルでの研究を続けている。このため教室では，

従来行ってきた神経終末断片（シナプトゾーム）を

用いた実験成果を基礎にして，本年から， reseal

synaptosome membrane (RSM)を用いて，更に詳

細な解析を行うことにした（この RSMとは，単離さ

れたシナプトゾーム膜から，再び閉じた系にしたも

ので，同時に GABAその他をこの閉鎖系に入れこ

むことによって，放出機構をしらべることができ

る）。 RSMを高濃度 K+で脱分極するとアラキドン

酸が一過性に出現し，これと同調して GABAの放

出がみられた。この際 Ca2十の添加は不要であった。

また，このアラキドン酸は膜のリン脂質とくに

phosphatidylcholineから由来することも明らかに

された。intactなシナプトゾームでは（昨年報告した

ように）脱分極時のアラキドン酸の遊離， GABAの

放出には calciumion (Ca2+）が必須であり，アラキ

ドン酸は，、ンナプトゾームベジクルの phos-

phatidylinositolから由来するので，この RSMから

のアラキドン酸の遊離は Ca2十に依存しない phos-

pholipase Aがシナプトゾーム膜に局在し，脱分極

によって活性化されるのではないかと考えている。

神経終末から放出された GABAが後シナプス膜

に働くための実体は GABAレセプクーであろう。

教室ではこのレセプクーの精製を永年続けている

が，まだ単離するには至っていない。ただ精製中に

見出だされた GABAレセプターの溶存 CO2による

活性化の機構が若干明らかになった。それによると，

CO2がGABAレセプクーを活性化する siteは，従

来知られているバルビッレートが結合し，活性化す

るsiteとは別であるという。いずれにしろ，この

CO2の活性化現象はてんかん患者にみられる＂過呼

吸発作＂（血液 CO2の減少に平行しておこる）と密接

な関係があると思われるので，色々な角度からさら

に詳細に研究する必要がある。

III. 眼の生化学的研究

視神経はもちろんであるが網膜も神経組織であ

り， しかもその細胞構築が単純であるため，生化学

的研究のよい材料になる。また神経組織ではないが，

その単純性において水晶体におよぶものはなく， こ

れまた生化学的研究には好適なものである。現在，水

野講師を中心として眼科教室との共同研究の形で研

究を進めている。 1つは網膜の GABAergic neuron 

の研究であるが， とり込ませた [3H]GABAの放出

がグルタミン酸やアスパラギン酸（いずれも伝達物

質と考えられつつある）によって影響されること並

びにその機構について報告してきた。最近注目され

ている substancePがやはり網膜に存在するので，

この物質の網膜における意義， とくに GABAergic 

neuronに対する影響を検討している。予備的な実験

であるが， GABA放出を増強するようである。網膜
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での substancePの役割を解く 1つの手掛かりにな

ると思われる。視神経については， ミエリン形成の

マーカー酵素である 2',3'—環状ヌクレオチドリン酸

水解酵素 (CNPase)活性と神経炎との関係が追求

された。実験的アレルギー性脳炎やアクリルアミド

神経炎のとき，神経系でのこの酵素活性が有意に減

少した。

レーザーラマ｀ノ分光法による水晶体の研究も興味

深く進展しつつあるが，水晶体の白濁化と老化現象

との問で，水のバンドやチロシンのバンドで大きな

差がみとめられ， ラマン分光学的に区別がつけられ

るようになった。このことは，眼科臨床における診

断用マーカーとして有用と考えられる。

IV. 生体膜機能と細胞骨格の相関に関する研究

神経細胞を含めて多くの細胞に含まれている蛋白

の中で，量が多くその性質がかなり明らかになって

きたものに微小管とよばれる管状線維を構成する蛋

白（チューブリン）がある。微小管は一般に繊毛，細

胞分裂装置，神経軸索流などの運動性の原動力と考

えられている。しかしチューブリンにはその他に生

体の膜系と結合したものが相当あり， とくに神経組

織では神経細胞膜の興奮性と関連づけようとする傾

向がある。教室では松本 元ら（工業技術院，電子

技術研）との共同研究のもとに神経細胞膜の裏打ち

構造としての微小管の諸機能を探索しつつある。イ

カの神経軸索をとり出し，その中を Ca2十を含む（微

小管はこわされる）生理的溶液で灌流すると，膜の

興奮性は消失することはよく知られている。ところ

が灌流液にチ ュー リン チューブリンーチロシン

ーリガーゼ， ATPなどを添加すると興奮性は回復

し， したがって活動電位も現われてくることを見出

だした。この発見は興奮性膜の機能にチューブリン

が関与していることを示したもので極めて興味があ

る。

そこで微小管とイカ軸索膜とを直接つないでいる

蛋白質の精製を試みた。この蛋白質は，分子量が 26

万であり，長さ約 1,000nmで，形はマッチ棒状で

あった。さらにこのマッチ棒状の頭で軸索膜，他端

で微小管と結合していた。その他細胞膜と微小管と

をつなぐ実体としては，間にアクチン繊維を介する

ものもあり，その場合には，微小管結合蛋白質 lお

よび 2（ともに神経組織にのみ存在），あるいは 320

k蛋白質（各種組織に存在）とよばれる成分が関与

していることがわかった。今後，細胞膜の興奮時に

おいて，これら蛋白質がどのように作動するのか調

べていく予定である。

研究業績

I. 原著論文

1. ピタミ‘/B6代謝の調節機構に関する研究

l)松田 誠：ビクミン B,の結合蛋白質について．ビ

タミン， 58:123-124 (1984) 

2. 伝達物質 yーアミノ酪酸 (GABA)に関する研

究

1) Kurioka, S., Hori, S., Matsuda, M. and Okubo, 

A.: Solubilization of GABA receptor. Neuro-

chem. Res. 8 : 821 (1983) 

2) Sugahara, M., Kurioka, S. and Matsuda, M. : 4 

-Aminobutyraldehyde as a prodrug of GABA. 

Neurochem. Res. 8: 823 (1983) 

3) Hori, S., Kurioka, S. and Matsuda, M. : CO2 can 

activate GABA receptor. J. N eurochem. 41 
(suppl.) : S113 (1983) 

4) Kurioka, S., Okubo, A., Hori, S. and Matsuda, 

M. : An improved method for solubilization and 

purification of GABA receptor. J. Neurochem. 41 

(suppl.) : S113 (1983) 

5) Hori, S., Kurioka, S. and Matsuda, M. : Effects of 
Na+ and HCO, -/CO2 on y-aminobutyric acid rece-

ptor binding in synaptic membranes. Jikeikai 

Med. J. 30 : 429-433 (1983) 

6) Sugahara, M., Asakura, T. and Matsuda, M. : 

Conversion of 4-aminobutyraldehyde to functional 

y-aminobutyric acid in nerve terminals. Jikeikai 

Med. J. 31: 1-6 (1984) 

7) Matsuda, M., Kuwahara, T. and Sugahara, M.: 

Depressive action of 4-aminobutyraldehyde as a 

precursor of y-aminobutyric acid. Biochem. Phar-

macol. 33: 1369-1372 (1984) 

8)桑原徹男：中枢神経機能におよぽす yーアミノ酪酸

(GABA)およびその誘導体の影響 [II]動物の自発運

動に対する 4ーアミノブチルアルデヒドの抑制作用に

ついて．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:480-485(1983) 

9)堀誠治，栗岡晋，松田誠： GABA receptor 

complexのCO2認識部位の検討．神経化学．22:177-

179 (1983) 

10)朝倉正，松田 誠： GABA放出機構におけるアラ

キドン酸の関与．神経化学． 22:147-149 (1983) 

3. 眼の生化学的研究

1) Mizuno, A., Miyazaki, H., Matsushima, S. and 

Kamada, Y.: Slow axonal transport from the 

degenerated rat retina by kainic acid. Jikeikai 

Med. J. 30: 135-142 (1983) 

2) Ozaki, Y., Mizuno, A., Itoh, K., Yoshiura, M., 

Iwamoto, T. and lriyama, K.: Raman spectros-

copic study of age-related structural changes in the 

lens proteins of an intact mouse lens. Biochem. 22 : 
6254-6259 (1983) 

3) Kamada, Y., Mizuno, A., Miyazaki, H., Tsuneo-

ka, H. and Matsuda, M. : Effect of glutamic acid, 

-31-



kainic acid and aspartic acid on GABA release 

from rat retina degenerated by kainic acid. Jap. J. 
Ophthalmol. 28: 57-61 (1984) 

4) Mizuno, A., Ozaki, Y., Itoh, K., Matsushima, S. 

and Iriyama, K. : Raman spectroscopic evidence for 

the microenvironmental change of some tyrosine 

residues of lens proteins in cold cataract. Bio-

chem. Biophys. Res. Comm. 119: 989-994 (1984) 

4. 生体膜機能と細胞骨格の相関に関する研究

1) Tsukita, S., Tsukita, S., Kobayashi, T. and 

Matsumoto, G. : A high molecular weight protein in 

axoplasm underlying excitable membrane of squid 

giant axon. Biomedical Res. 4: 615-618 (1983) 

II. 総 説

l)尾崎幸洋，水野有武：生体科学へのラマン散乱の応

用 II. 白内障研究への応用．化学の領域． 140（増刊） ： 

101-105 (1983) 

2)松田 誠：痙拿の動物モデル実験と生化学的背景．

代謝． 21:667-675 0984) 

III. 学会発表

1) Hori, S., Kurioka, S. and Matsuda, M. : A 

regulatory effect of CO, on GABA receptor com-

plex and its recognizing sites. International sym-

posium on "Neurotransmitter Receptor Regulation, 

Interactions and Coupling to Effectors". Oct. Hiro-

shima. 
2) Kurosu, Y., Ishioka, N., Isobe, T., Okuyama, T., 

Kurioka, S. and Matsuda, M.: Purification of 

GABA-modulin like protein from bovine brain. 

International symposium on "Neurotransmitter 

Receptor Regulation, Internations and Coupling to 

Effectors". Oct. Hiroshima. 

3)松田 誠，菅原雅一，山田千代子：脳における 4ーア
ミノブチルデヒドよりの伝達物質ァーアミノ酪酸への

変化．ビタミ‘/B研究委員会． 6月．東京．［ビタミン．

57 : 544 (1983)] 

4)水野有武，松島新吾，尾崎幸洋，伊藤紘一：レーザー

ラマン分光学；水晶体の老化．第 22回白内障研究会， 7

月．東京．

5)栗岡晋，木戸充，堀誠治：可容化 GABA受容

体の高分子化．第 56回日本生化学会大会． 9月．福岡．

［生化学． 55:714 0983) J 

6)黒須泰行，門尾利彦，石岡憲明，磯辺俊明，奥山典生，

栗岡晋，松田誠：ウシ脳 GABA王ジュリンの分

離精製．第 56回日本生化学会大会． 9月．福岡．［生化

学． 55:711 0983) J 
7)朝倉正，松田 誠：シナプトゾームよりの GABA

放出におけるアラキドン酸の関与．第 56回日本生化学

会総会． 9月．福岡．［生化学． 55:711 0983)] 

8)小林孝彰：微小管結合蛋白質 1の性質．第 56回日本

生化学会大会.9 月•福岡．［生化学． 55: 10500983) J 
9)菅原雅ー，朝倉正，松田誠： 4-Aminobutyralde-

hydeより伝達物質 yーアミノ酪酸の生成．第 56回日本

生化学会大会． 9月．福岡［生化学． 55:no 0983) J 
10)堀誠治： （シンポジウム） GABA受容体と CO2.

第 100回成医会総会． 10月．東京．

11)朝倉正，松田 誠： （シンポジウム）神経伝達物質

の放出とカルシウムイオ｀ノ．第 100回成医会総会． 10

月．東京．

12)小林孝彰，月田早智子，月田承一郎，松本 元：イカ

軸索膜の 260K, 255 Kクンパク質と細胞骨格．日本生

物物理学会第 21回年会． 10月．岐阜．［生物物理． 23:
S132 (1983) J 

13)月田早智子，月田承一郎，小林孝彰，松本 元：ャ

リイカ軸索形質膜直下の細胞質の分子構築． 日本生物

物理学会第 21回年会． 10月．岐阜．［生物物理， 23:
S133 (1983) J 

14)小林孝彰，月田早智子，月田承一郎，松本 元，山本

菩雄：イカ巨大軸索膜の高分子量細胞骨格クンパク質

一精製した分子の電顕観察および軸索内分布． 日本動

物学会第 54回大会． 10月．松山．［動物学雑誌． 92:
566 (1983)] 

15)馬淵一誠小林孝彰，細谷浩史，月田早智子，月田承

一郎：アクチンをゲル化するウニ卵の 95kdタンパク

質． 日本動物学会第 54回大会． 10月．松山．［勤物学

雑誌． 92:567 (1983) J 

16)真智真子，松島新吾，水野有武：実験的神経炎と

CNPase.第 21回日本神経眼科学会． 10月．倉敷

17)今井由美子，水野有武，堀内二彦：赤外吸収スペクト

ルによる石灰化上皮腫の分析．第 49回日本中部眼科学

会． 11月．岐阜．

18)水野有武，松島新吾，尾崎幸洋，入山啓治，伊藤紘一：

レーザーラマン分光学による ColdCataractの研究．

第 4回国際眼研究会議日本部会． 12月．京都．

19)松島新吾，真智直子，水野有武：実験的アレルギー性

神経炎の病理組織と CNPase活性．第 4回国際眼研究

会議日本部会． 12月．京都．

20)水野有武，尾崎幸洋，松島新吾，伊藤紘一：水晶体の

老化と白濁化ーレーザーラマン分光法による知見．第

10回水晶体研究会． 1月．東京．

IV. 著書

1) Kobayashi, T.: Tyrosinated tubulin necessary 

for maintenance of membrane excitability in squid 

giant axon. (Edited by Donald C. Chang, Ichiji 

Tasaki, William J. Adelman, Jr., and H. Richard 

Leuchtag) Structure and Function in Excitable 

Cells. Plenum Publishing Co. 471-483 (1983) 

- 32 -



栄養学

教授：林 伸一 栄養学・代謝調節

研究概要

I. オルニチン脱炭酸酵素の調節機序に関する研究

ボリアミン合成の律速酵素であるオルニチン脱炭

酸酵素 (ODC)は約 15分の半減期で迅速な代謝回転

を営み各種の増殖剌激に反応して顕著な誘導（量的

増加）がみられることから，細胞増殖の鋭敏な指標

として用いられることが多い。しかし本酵素の細胞

内含量が極微で純化が困難であったため，その調節

の分子機序はほとんど解明されていなかった。当教

室ではラット肝より ODCを純化することに成功

し， ODC調節機序解明への先鞭をつけたが，本年度

はODCの合成機構と分解機構の両面において解析

を進めた。

まず，チオアセタミド投与による肝 ODCの誘導

が酵素量の増加によるかどうかを明らかにするた

め， ODC蛋白量を免疫滴定法により Abso(酵素活

性を半分沈降させるに要する抗体量）として測定し

た。その結果，チオアセタミド投与前の対照ラット

肝に酵素活性を示さない ODC蛋白がかなりの量に

存在すること，そのためチオアセタミド処理によっ

て酵素活性は 100倍以上に増加するのに対し酵素量

は5倍の増加に留まることが判った。さらに，昨年

度に千葉大学との共同研究で開発した方法を用いて

肝の遊離ポリソームに結合した ODC-mRNA活性

を解析した。その結果，第 1にチオアセタミド投与

前の対照ラット肝には ODC活性がほとんど検出さ

れないにもかかわらず相当量の mRNA活性が存在

することがみいだされた。前述のようにこの時点で

不活性の ODC蛋白が存在することと考えあわせる

と，対照ラット肝では ODC合成がある程度進行し

ているがなんらかの機構でそのほとんどが不活性化

されるものと考えられる。不活性化の機構はまだ不

明であるが，後述のようにアンチザイムとの複合体

形成が少なくともその一部を担当している可能性が

強し ‘o

ODC-mRNA活性解析によって得られた第 2の

知見として，チオアセタミド投与によって mRNA

活性が ODC活性に先行して増加し，投与後 13.5時

間で約 5倍増加してピークに達するが， このピーク

は酵素活性のピークより数時問先行することが判っ

た。この事実から，チオアセタミド処理による ODC

誘導にはポリソームに結合する ODC-mRNA活性

の増加が関与するが，それに加えるに，翻訳の促進

がとくに酵素誘導の極期の附近で発現するものと推

定される。 mRNA活性の増加が遺伝子転写の促進

にもとず <mRNA量の増加によるかどうかは，今

後 cDNAを用いて ODC-mRNA量を測定すること

によって確かめる必要がある。なお，チオアセタミ

ドによる ODC誘導の過程において ODCの半減期

には変化がみとめられなかった。

ODCに特有の調節機序として，アンチザイムの役

割が注目されている。これは ODCの酵素反応生成

物プトレッシンによって誘導される蛋白質であっ

て， ODCに特異的に結合してこれを失活させる。プ

トレッシンをラットに注射すると，肝 ODC活性は 1

時間以内に消失し，その後にアンチザイム活性の誘

導がみられる。当教室ではこれまでの研究によって，

ODCーアンチザイム複合体に作用して活性 ODCを

置換的に遊離させる新しい調節蛋白質アンチザイ

ム・インヒビターが肝に存在することをみいだし，こ

の因子を用いて不活性の ODCーアンチザイム複合体

を定量する方法を開発した。本年度は，シフルオロ

メチルオルニチン (DFMO)で不可逆的に失活させ

たODCを用いる簡便な複合体定量法を新しく開発

し，これらの方法によって ODC調節におけるアン

チザイムの役割を追求した。

プトレッシン投与後には，蛋白合成阻害剤ヽンクロ

ヘキシミド投与後にみられるよりもさらに迅速な

ODC活性消失がみられるが，これにアンチザイムが

関与することは ODC消失後にみられる遊離アンチ

ザイム活性の出現，｀ンクロヘキシミドの併用による

プトレッシン効果の消失などの根拠からほぼ問違い

ないと思われる。しかし，プトレッシン投与後の肝

には ODCーアンチザイム複合体は少量しか検出され

ず，また初代培蓑細胞の系でも同様の観察がなされ

た。これらの事実は， ODCーアンチザイム複合体が細

胞内できわめて不安定であることを示唆する。そこ

で，肝癌由来の HTC細胞およびその ODC安定化

変異株である HMOA細胞を用いて ODC,アンチザ

イム，および複合体の動態を解析した。その結果，い

ずれの培養細胞でもプトレッシンを添加しない生理

的条件下に相当量の複合体が存在し，とくに HMOA

細胞では大量に存在することがみいだされた。その

細胞内レベルは ODC活性の変動にややおくれて変

動し，とくに ODC活性の降下時に増加した。プト

レッシンを培地に添加すると，複合体の量はさらに

増加したのち減少するが，遊離の ODC活性と複合

体中の ODC量との和，すなわち全 ODC量はシクロ

ヘキシミド添加後よりもプトレッシン添加後の方が
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より迅速に減少した。すなわち，プトレッシンは

ODCの分解を促進することが示された。

これらの結果から， ODCはアンチザイムとの複合

体形成を経由して分解されるという作業仮説を私共

は提唱している。アンチザイムは細胞内プトレッシ

ン濃度に応じて誘導形成されるが，蛋白合成阻害剤

存在下における ODC分解を説明するためにはアン

チザイムのリサイクルを考える必要がある。つまり，

アンチザイムが触媒的に ODC分解を促進するもの

と推定している。この仮説に従えば， HMOA細胞で

は複合体の分解の遅延によって ODCの安定化がも

たらされたと理解されるのである。

一方， ODC合成に対するプトレッシンの効果につ

いては現在検討中であるが，もし合成を阻害しない

とすればアンチザイムを介するプトレッシンの分解

促進効果はさらに顕著なものであるはずである。い

ずれにせよ， この系は現在ほとんど不明のまま残さ

れている酵素分解の調節機構の解明に貴重な突破ロ

となる可能性がある。アンチザイムの役割を実証し

てゆくためにはアンチザイムの純化と抗体作製が必

要であるが，昨年度に作製したモノクローナル抗

ODC抗体を用いるアフィニティークロマトグラ

フィーによってアンチザイムを高度精製しうること

が判ったので， これを利用してモノクロナール抗ア

ンチザイム抗体を作製しようとしている。一方，マ

ウス腎ではアンチザイムが形成されないと報告さ

れ， ODC調節におけるアンチザイムの役割の普遍性

に疑義が提出されている。私共はまず，マウス腎

ODCとラット肝 ODCは試験管内でラット肝ある

いはマウス肝由来のアンチザイムによってまった＜

同様に阻害されることを確かめた。さらに，プトレッ

シン投与によってマウス腎にも遊離のアンチザイム

が形成されることを示唆する成績を得た。今後，マ

ウス腎における ODCーアンチザイム複合体の解析を

も行ない， ODCの調節機構が普遍的であるのかそれ

とも臓器特異的であるのかの問題を解決したい。

重の普通食マウスに比して体脂肪含量が多く，非肥

満性肥満の状態になることが確かめられた。この結

果から，脂肪食肥満は過食がその 1次原因ではなく，

体内における脂肪沈着冗進が 1次原因であり， した

がって J.Mayerの分類では代謝性肥満の範疇に属

すべぎものであると結論した。この結果を肥満の予

防と治療の見地からみれが，カロリー制限のみでな

＜脂肪の制限が重要と思われる。

肥満に関連して luxusconsumption,すなわち過

剰エネルギーを熱として放散させる能力がヒトや高

等動物に備わっているかどうかが興味深い問題点で

ある。このような能力については長く否定的見解が

優勢であったが，最近肯定的見解が復活し，これを

遂行する器官として褐色脂肪組織が注目されてい

る。当教室では昨年にひきつづきゴールドチオグル

コース肥満マウスにおける褐色脂肪組織の変化を解

析し，飽食中枢破壊がこの組織の食餌誘導熱産生機

能に及ぼす影響を明らかにしようとしている。一方，

呼吸分析法によってヒトの基礎代謝を測定し，過食

および減食の影響を調べている。その結果，過食に

よって体重が増加しつつある時期には基礎代謝が大

巾に充進し，反対に減食によって体重が減少しつつ

ある時期には基礎代謝が減少する傾向を観察した。

これは luxusconsumptionの存在を支持する成績と

理解される。

大豆蛋白質の血漿コレステロール低下作用の機序

については，昨年度にひきつづき小腸通過時間短縮

効果および糞への中性および酸性ステロール排泄ヘ

の影響に的を絞って検討を行っている。

III. その他

教授林 伸ーは，昨年度にひきつづき昭和 58年度

文部省科学研究費補助金総会研究 IA)「細胞の増殖，

分化，およびがん化の過程におけるポリアミンの役

割と代謝調節機構」の研究代表者となった。また，昭

和 59年 1月24,25日の両日，本研究班主催による

ボリアミンシンポジウムを本学で開催し，その世話

II. 肥満の実験的研究 人となった。

実験動物を高脂肪食で飼育すると肥満する。従来， また，教授林 伸ーは昭和 58年度日本医師会医学

脂肪食肥満は美味による過食がその 1次原因であ 研究助成費を受賞した。

り， したがって調節性肥満の範疇に属するとされて

いた。当教室では， ラットを高脂肪食で飼育すると

非肥満性肥満の状態を呈するものが多いことからこ

の定説を疑問を持ち，本年度はマウスを用いて高脂

肪食の制限給餌実験を行った。その結果，制限給餌

によって体重増加に軽度制限を加えても， 30%ある

いは 50％脂肪食で飼育されたマウスは対照の同体
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第 1 薬理学

を行った。 Calmodulin阻害薬である W-7, chlor-

promazine, trifluoperazine等は ACTH及びCa廿

単独による GC産生促進作用を抑制した。また

教授：松葉三千夫 ACTHの作用機構に関す chlorpromazineは ACTHによる細胞内 Chol

る研究 ester減少を抑制した。この結果は ACTHの作用発

助教授：川村将弘 同上 現にぱ Ca++-calmodulin系が Cholesteraseを活性

講師：柳橋和利 同上 化し，脂肪顆粒からの Chol遊離を促進する過程が

研究概要

I. ACTHの作用機序に関する研究

1. 細胞下レベルでの実験

副腎皮質細胞における糖質コルチコイド (GC)産

生の律速段階は， mitochondria(Mit)内膜に局在す

るCytochrome P450 secにより進行する choles-

terol (Chol)側鎖切断反応 (SCC)である。したがっ

てウシ副腎皮質 Mitを分離して実験を行っている。

Mit外からの Cholの供給のない実験系において，

NADPH generating systemで十分星の NADPH

産生が維持された内在性 cho]からの pregnenolone

(J-P)産生及び内在性 chol量を測定した。この実

験系では 45-P産生速度は急速に減衰し短時間で

Chol secは停止する。この 45-P産生速度の急激

な減衰は基質 Cho]の減少に由来するものと考えら

れる。このことは， 45-P産生が停止した時点で，生

体膜を自由に通過することの出来る 25-hydroxy

cho]を基質として添加すると再び 45-P産生が開

始することから判断できる。また 45-P産生停止し

た段階で Cho]を添加しても Mitにおける 45-P産

生は開始しない。一方分離した Mit内膜を用いて内

在性 Cholょりの 45-P産生を測定すると，やはり

45-P産生速度は急速に衰える。しかしながら Mit

内膜の場合． 45-P産生が停止した段階で Cholを添

加すると 45-P産生反応が再び進行するようにな

る。このことは Mit外膜から内膜への Cho]の移動

は容易ではないことを示しており，この Mit外膜か

ら内膜への Cholの移行が Cholsecの進行に重要

な意味を持つことを示唆している。

2. 遊離副腎皮質細胞を用いた実験

1) ACTHのGC産生促進作用発現には Mitへ

の基質 Cho]の供給が重要な過程の 1つと考えられ

る。したがって細胞内 Cholester pool（脂肪顆粒が

その主たるものである）からの Cho]の遊離過程に

作用する CholesteraseとACTHの関係は無視で

きない。一方私達ぱ ACTHの細胞内情報伝逹物質

として Caサを主張して来た。そこで副腎皮質細胞に

おける Cholesterase活性化に対する Calmodulin

の参画を想定しウシ副腎皮質遊離細胞を用いて実験

参画している可能性を示唆している。

2) 副腎皮質細胞での Chol供給系は，前述の

Chol esteraseによる Cholesterの加水分解以外に，

血液中リポ蛋白一lysosome系を介する供給と，細胞

内Cholのdenovo合成等がある。ハムスター副腎

皮質細胞は，細胞内に脂肪顆粒を全く持たず

lysosomeが非常によく発達しており，ラットやウシ

と比較して特徴的な構造を持っている。先にラット，

ウシにおいて ACTHのGC産生促進作用に対して

Chol生合成阻害薬は全く影響を与えないことから

ACTHの作用発現には Cholde novo合成は関与し

ていないと考えられたがハムスターにおいても短時

問(1時間迄）の incubation実験では Cho]生合成阻

害薬は全く ACTHの作用に影響しなかった。一方，

W-7はラット，ウシ副腎皮質細胞において， ACTH

の作用を完全に抑制したが，ハムスターでは， W-7

はほとんど阻害効果を示さなかった。しかしながら

蛋白合成阻害薬 Cycloheximide(CH)はラット，ウ

、ンの場合はもちろん，ハムスター副腎細胞における

ACTHの作用も完全に抑制した。この結果は，

ACTHのCa-++-Calmodulin系を介する Cholester 

の加水分解促進過程は本質的な ACTHの作用点と

は言えず， ACTHによる CH感受性蛋白 (Ster-

oidogenic protein (SP)）の生合成促進が最も重要

であることを示唆する。

3. In vivo実験

ACTHのGC産生促進発現に SPが最も重要な

役割をはたしている事が考えられるが，その作用点

を知るために以下の実験を行った。各種処置ラット

の副腎 Mitを分離し内外膜を分画各分画の Chol

含有量を測定した。 Cholsec阻害薬である amino-

glutethimide前処置ラットに ACTHを投与すると

副腎 MitにCholが貯溜するが外膜よりも内膜に多

＜蓄積する。しかしながら CH前処置ラットでは

ACTHにより副腎 MitにCholが貯溜するのは明

白であるが， AGの場合と逆に Cholは内膜には増え

ず，外膜にとどまっていた。この結果は SPの作用点

はMit外膜から内膜への Chol移送促進であること

を示唆している。

4. 初代培養ウシ副腎皮質細胞を用いた実験
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前年度版で，初代培養副腎皮質細胞特に培養 2日

目の細胞は GC産生調節機構を知る上で良い tool

となる可能性について述べた。私逹は ACTHの作

用発現には cAMPよりも Ca++の方が重要な役割り

を果たしていると考えているが， ACTHは同時に

Ca廿—influx 促進作用と cAMP 産生促進作用を持つ

為に Ca++！ま未だ全面的な支持をうるにいたってい

ない。そこで cAMP産生促進作用を持たないで

Ca王 influx促進作用のみを持つ薬物で GC産生促

進作用を発現するものがあれば Ca廿の役割がより

明確になると考え以下の実験を行った。 cAMP産生

促進作用を持たず Ca++-influx促進作用を発現する

ものの代表は acetylcholine(ACh)である。初代培

養 2日目のウシ副腎皮質細胞において， AChは

ACTHに比し弱いが， GC産生促進作用を発現す

る。この AChの作用はムスカリン受容体を介する

反応で，細胞外液中に Caサが存在しないと全く発現

しない。そして C的存在下での AChの作用は

EGTA, La++,Verapamil等の添加により抑制され

る。この AChの作用は，細胞外液申の Mg++

(adenylate cyclase活性に必須の 2価イオン）を除

去した場合でも発現する為，この ACh作用は

cAMP産生とは連関しないで C記のみで発現する

と考えられる。すなわち ACTH作用における Ca++

の重要性が確認された。

研究業績

I. 原著論文

1) Uzawa, S., Amamoto, T. and Yanagibashi, K.: 
Ca2+ as "second messenger" in corticoidogenic 

action of ACTH : Ca2+ -channels on adrenocortical 

cell membranes. Jikeikai Med. J. 30(2) : 143 
(1983) 

2) Sekimoto, T., Nakamichi, N., Hanyu, J., Uzawa, 

S., Amamoto, T., Yonezawa, Y., Tsurui, M., Ish-

iwatari, S., lmagawa, N., Tanaka, Y., Tomita, C. 

and Matsuba, M. : A possible regulatory role of 

Ca •- calmodulin system in cellular cholesterol 

ester hydrolysis in the steroidogenic response to 

ACTH in bovine adrenocortical cells. Endocrinol, 

Japon.30(2): 199 (1983) 

3) Khoo, J.C., Yamamoto, M., Kawamura, M. and 

Steinberg, D.: Hormone-sensitive lipase system 

and insulin stimulation of protein phosphatase 

activities in 3T3-Ll adipocytes. The adipocyte 

and obesity : Cellular and Molecular Mechanisms. 

225-233 (1983) 

4) Ohno. Y., Yanagibashi, K., Yonezawa, Y., Ish-

iwatari, S. and Matsuba, M. : A possible role of 

"Steroidogenic factor" in the corticoidogenic 

response to ACTH : Effect of ACTH, cyclohex-

imide and aminoglutetimide on the content of cho-

lesterol in the outer and inner mitochondrial mem-

brane of rat adrenal cortex. Endocrinol. Japon. 30 

(3) : 335 (1983) 

5) Amamoto, T., Tsurui, M. and Yanagibashi, K.: 

Steroidogenic utilization of 25-hydroxy-cholesterol 

in bovine adrenocortical mitochondria and <lisper-

sed cells. Jikeikai Med. J. 30(4) : 361 (1983) 

6) Tsurui, M., Ohno, Y. and Yanagibashi, K.: Effect 

of cycloheximide and aminoglutethimide pretreat-

ment on the cholesterol~cytochrome P450scc asso-
ciation induced by ACTH in rat adrenocortical 

mitochondria. Jikeikai Med. J. 30(4): 367 (1983) 

7) Ishiwatari, S., Tanaka, Y. and Imagawa, N.: 

Study on the regulation of mitochondrial cor-

ticoidogenesis: Effect of calcium ion on the side 

-chain cleavage of hydroxysterols in adrenocortical 

mitochondria. Jikeikai Med. J. 31(1): 127 (1984) 

8) N akamichi, N. : Studies on "Nonspecific 

Ca2+ -channel" in isolated bovine adrenocortical 

cells using the primary culture system. Jikeikai 

Med. J. 31(1) : 135 (1984) 

9) N akamichi, N., Noguchi, A., Hanyu, J., 

Amamoto, T., Ishiwatari, S., Tanaka, Y., Tomita, 

C., Kawamura, M. and Matsuba. M. : Study on the 

mechanism of ACTH : Experiment in primary 

monolayer cultured bovine adrenocortical cells. 

Jap. J. Pharmacol. 33 (suppl.) : 262 (1983) 

10) Ohno, Y., Sekimoto, T.. Ozawa, S., Tsurui, M. 

and Yonezawa, Y., Imagawa, N., Yanagibashi, K. 

and Matsuba, M. : Mechanism of ACTH action: 

Intracellular flux of cholesterol during ACTH-in-

duced corticoidogenesis. Japan J. Pharmacol. 33 
(suppl.) : 131 (1983) 

11)羽生仁，大野裕治，関本健人，鶴井雅，米沢芳子，

今川信行，柳橋和利，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究：副腎皮質ミトコンドリア内コレステ

ロールの移動． 日内分泌誌． 59(4): 482 0983) 

12)宇沢俊一，中道昇，野口昭文，天本貴，石渡静ー，

田中芳明，冨田千代美，川村将弘，松葉三千夫： ACTH
のSecondmessengerとしての Ca2十：副腎皮質細胞

膜の Ca2+-channel. 日内分泌誌． 59(4): 481 (1983) 

13)川村将弘，中道 昇，今川信行，田中芳明，冨田千代

美，松葉三千夫：初代培養副腎皮質細胞における ster-

oidogenesisに対する adrenalineの作用．日薬理誌．

82(6) : 167 (1983) 

III. 学会発表

1)羽生仁，大野裕治．関本健人，鶴井雅，米沢芳子，

今川信行，柳橋和利，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究：副腎皮質ミトコンドリア内コレステ

ロールの移動．第 56回日本内分泌学会総会． 5月．大

阪．

37 -



2)宇沢俊一，中道昇，野口昭文，天本 貴，石渡静一，

田中芳明，冨田千代美，川村将弘，松葉三千夫： ACTH
のSecondMessengerとしての Ca2十：副腎皮質細胞

細胞膜の Ca2+-Channel. 第56回日本内分泌学会総

会． 5月．大阪．

3)川村将弘，中道 昇，今川信行，田中芳明，冨田千代

美松葉三千夫：初代培養副腎皮質細胞における Ster-
oido-genesisに対する adrenalineの作用．第 68回日

本薬理学会関東部会． 6月．静岡．

4)岩城隆昌，大野裕治，関本健人，中道 昇，野口昭文，

柳橋和利，川村将弘，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究，ハムスクーにおける ACTHの副腎皮

質ホルモン産生促進機構．第 18回実験動物学会． 8月．

神戸．

5)大野裕治，柳橋和利，松葉三千夫：内分泌細胞におけ

るカルシウムの役割．第 100回成医会総会． 10月．東

京．
6)川村将弘，中道 昇，松葉三千夫：初代培養副腎皮質

細胞を用いたステロイドホルモ｀／産生調節機構の研

究．第 100回成医会総会． 10月．東京．

7)辻 和男：医療におけるマイコンの活用，ワードプ

ロセッサ．第 100回成医会総会． 10月．東京．

8)川村将弘，中道 昇，今川信行，田中芳明，冨田千代

美，松葉三千夫：培養副腎皮質細胞を用いた Ster-
oidogenesis調節機構に関する研究 (II)adrenalineの

作用．第 69回日本薬理学会関東部会． 10月．東京．

9)辻 和男，松葉三千夫，木下重博：光電透過式指光プ

レチスモグラムから得られた信号処理の一例．第4回

メディカルマイコンクラブ． 11月．東京．

10)野口昭文，大野裕治，辻和男，岩城隆昌，鶴井雅，

米沢芳子，松葉三千夫： ACTHの作用機構に関する研

究： Corticoidogenesisの基質 cholesterol供給系につ

いて．第 57回日本薬理学会総会． 3月．京都．

11)川村将弘，中道 昇，関本健人，今川信行，田中芳明，

冨田千代美，松葉三千夫：培養副腎皮質細胞を用いて

のSteroidogenesis調節機構に関する研究 (3): 

Acethylcholineの作用．第 57回日本楽理学会総会． 3

月．京都．

第 2 薬理学

教授：福原武彦 呼吸及び循環の中枢性調節

研究概要

に関する生理学ならびに薬

理学，中毒学

I. 呼吸・循環の中枢性調節に関する生理学ならび

に薬理学的研究

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構とくに呼吸リ

ズム形成神経機構の生理・薬理に関する研究

呼吸中枢は呼吸リズム形成神経機構を基幹サブセ

ンクーとして，呼吸中枢のその他の生理機能それぞ

れに対応する数個のサブセンクーから構成される複

合中枢であって，呼吸調節系の統合過程及び呼吸の

中枢性調節において中心的役割を演ずる統御神経機

構である。

呼吸生理学における重要課題である呼吸中枢内に

おける呼吸リズム成立機序ならびに呼吸調節の中枢

内統合機序に関する神経生理学的研究及び薬物の呼

吸中枢直接作用の機序に関する神経薬理学的研究を

行った。

近年，呼吸リズム形成機序の候補の 1つとして注

目されている呼吸リズム形成機序研究において重要

な意味をもつ持続性吸息(apneusis)の発現における

背側呼吸ニューロン群 (dorsalrespiratory group, 

DRG)の役割について Koepchenら（ベルリン自由

大学生理学教室）と協同研究を行った。 DRGの局所

破壊，局所冷却実験の結果， DRGは正常呼吸リズム

の形成において一次的役割をもたないことが明らか

となった。

呼吸中枢神経機構の主要構成要素である呼吸性

ニューロンの正確な同定，脳幹における局在を明ら

かにし，その神経生理学的性質を検討することは呼

吸リズム形成神経機構のニューロン回路及び呼吸リ

ズム成立機序追究の前提として呼吸の中枢生理・薬

理研究推進のための重要研究課題である。当教室に

おいて開発，標準化された相関分析を用いる新しい

呼吸性ニューロン同定法によって，脳幹の橋および

延髄網様体に局在する呼吸性ニューロンを同定し

た。呼吸性ニューロンの自発性周期的発射活動の定

常性の度合を示す自己相関係数及び放電群周期の変

動係数の値は広い分布を示し，両係数の間には負の

相関が認められ，小さい放電群周期の変動係数と大

きい自己相関係数をもつ自発発射活動の安定度の高

し、 9例のニューロン（吸息性 4例，呼息性 5例）は
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すべて延龍網様体外側部に局在していた。呼吸性

ニューロンの自発活動の安定度とバルビツール酸誘

導体による抑制作用の強度との関係をみると，安定

度の低いニューロンにおける本薬物の抑制作用は高

度であり，これに比べて高安定性のニューロンでの

抑制作用は有意に軽度であった。中枢抑制薬に対す

る感受性と自発発射安定性との対応が認められるこ

とは，上にのべた延髄で見いだされた9例の呼吸性

ニューロンが正常呼吸リズム形成神経機構の基幹神

経要素となる primaryrespiratory neuron群の構

成要素の有力候補であることを支持する成績と考え

られる。

呼吸性ニューロンの周期性放電群の変動係数は長

い周期をもつ係数の周期性変動を示し， この周期は

動脈血圧の第 3級動揺波の周期にほぽ一致してい

た。これは中枢神経系におけるリズム性活動の周期

の多様性を示唆する新知見である。

Cyclopyrrolone骨格をふくむ特異な化学構造を

もつ新しい抗不安薬の 1つである zopicloneの橋中

央部での脳幹横切断前後における横隔および腎交感

神経活動におよぽす影響を検討し， zopicloneの呼

吸・循環機能の中枢性抑制作用の主要な作用部位が

下部脳幹にあることを明らかにした。

2. 呼吸反射の中枢内統合機序の生理・薬理に関

する研究

肺伸張受容器からの反射求心路を経由する神経入

カの受容，統合の中枢機序および薬物の影響を検討

した。ウサギの迷走及び上喉頭神経第一枝 Aa,Ap, 

凡線維群求心性電気剌激頻度を段階的に低頻度か

ら高頻度に変化させると横隔，舌下及び顔面神経遠

心活動の呼吸性放電群の発射パターンには初期に促

進ついで抑制性変化が現われ，刺激効果の反転（頻

度効果）がおこる。刺激効果の反転を起こす刺激頻

度（境界頻度）は 10-160Hzの範囲にある。

呼吸反射の中枢内統合機構の神経回路に関する神

経薬理学的研究の一環として， benzodiazepine系薬

物の diazepamおよび cyclopyrrolone系薬物の

zopicloneおよび suricloneの頻度効果に及ぼす作

用態度を検討した。 3薬物はいずれも境界頻度の低

下を起こし，肺伸張受容器からの反射性求心入力の

中枢内受容および統合過程を抑制することが明らか

となった。

呼吸興奮と鎮咳作用を合わせもつ fominoben

(3'-chloro-2'-[N-methyl-N (morpholino-car-

bony!) methyl]-aminomethyl]benzanilide, PB 89) 

及びその主要な代謝産物 PB88 (N -(2-amino-6 

-chlorobenzyl)-N -methy卜glycine-morpholide)

は頻度効果の抑制作用と呼吸性ニューロンのスパイ

ク発射活動の安定性を上昇させる興奮性作用をあわ

せもつことを明らかにした。

パワースペクトル分析によりイヌにおける咳反射

発現時の横隔神経において特定の周波数帯域(2-100

Hz)が特異的に増加する事実が示され， さらにこの

帯域成分およびパワースペクトルの他の帯域成分に

対する脳内神経伝達物質の有力な候補物質である

serotonin及び特異的麻薬拮抗薬 naloxoneの作用

を検討し，両薬物がそれぞれ咳反射に対し促進およ

び抑制作用を有することを示した。この成績は，今

後の鎮咳薬の中枢作用の機序とくに脳内神経伝達物

質との関連追究の重要な足場となる。

3. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

交感性血管収縮神経線維群から成る腎交感神経の

遠心性活動は脳幹の循環中枢からの神経性出力であ

り，その解析によって中枢活動の動態を正確に把握

しうる。

網様体ニューロンと腎交感神経活動について相互

相関及び一次回帰相関分析の併用による定量的解析

法を用いて心臓・血管運動性ニューロンを同定した。

心・血管性ニューロンの相関係数値，一次回帰の相

関係数値は，広い範囲を示し，それぞれのニューロ

どの循環中枢内における機能の多様性の存在を確か

めた。麦角アルカロイド dihyd roergotamineの

ニューロ‘／作用を検討し，心・血管性ニューロンの

機能抑制に基づいて腎交感神経活動の totalpower 

の減少が本薬物の中枢性血圧下降作用の主要な機序

と考えられることを明らかにした。

ウサギの横隔ー，腎交感ー，頸部交感ー，頸部迷走神

経，及び脳神経（顔面ー，舌下神経）活動に発現する

呼吸リズム活動の周期と位相の自発性変動の程度を

パワースペクトル分析及び相関分析法により比較検

討した。変動の程度は腎交感神経活動において最も

高度で，頸部交感および迷走神経と脳神経では中等

度，横隔神経活動において最も軽度であった。この

結果は交感，副交感神経による循環調節に相性成分

が存在し， しかも，その位相は環境条件に応じて動

的に変化していることを示している。腎交感神経活

動の変動の程度は頸部交感神経活動のそれより大で

あり交感神経活動の地域差が認められた。さらにこ

の事実は脳幹内の交感神経中枢と呼吸中枢間の機能

的結合は副交感神経中枢と呼吸中枢間のそれよりも

不安定であることを示唆する。また，脳幹内の周期

性発振能力をもつ神経回路相互の間に密接な動的機

能的連関があるものと考えられる。
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横隔神経活動および腎交感神経活動に対する

clonidineとthiamylalの抑制作用を比較するとcloni-

dineは腎交感神経活動を強く抑制し， thiamylal

は横隔神経活動を強く抑制した。

4. 中毒学， とくに化学物質の中枢神経毒性に関

する研究

中枢神経系を主たる標的臓器とするハロゲン化炭

化水素 (CCI.)の急性中枢神経毒性及びその中枢直

接作用の基本様式について神経薬理学的立場から追

究し； CCIいまネコの呼吸中枢及び循環中枢神経機構

に対する直接的抑制作用を有することを示した。さ

らに脳幹の横切断前後における脳波，横隔ー，腎交感

神経活動電位についての相関分析において CCl4に

よるそれぞれの電位の自己及び相互相関係数の増

大， リズム性変動の周期の延長を認め，四塩化炭素

は脳幹部から大脳新皮質への呼吸性及び血圧第 3級

動揺性リズムの上行性伝播投射経路に対する直接作

用を有することを明らかにした。以上の成績は四塩

化炭素の中枢毒性に関する中毒学，産業衛生及び環

境科学的研究推進のための基礎知見となる。

5 筋ジストロフィー症治療薬 (E-64)の開発に

関する研究

Calcium-activated neutral protease (CANP)活

性の特異的阻害作用をもっ E-64(N -[N -(L-3 

-trans-carboxyoxiran-2-carbonyl)-L-leucy I] 

-agmatine)及びその類縁体 (E-64-c,E-64-d)は

進行性筋ジストロフィー症に対する治療薬の有力候

補と期待され， 1979年以降各種動物におけるその有

効性，安全性，薬効及び一般薬理作用，詳細な薬動

力学的解析を含む吸収，体内運命に関する基礎的総

合的研究が進められつつある。また， 1983年以降に

はE-64-dの経口用製剤を用いて第 1相試験，つい

で，臨床第 2相試験が進められつつある。

E-64-dの一般薬理作用についてミオパチーモデ

ル動物の一種，筋ジストロフィーハムスクー (BIO

14.6系）における有効量の約 100倍で，臨床試験に

おける適用量の 200倍の用量になる最高適用量の影

響を詳細に検討した。ウサギの脳波の自発活動およ

び誘発反応，呼吸，循環機能に適用直後，一過性の

軽度の変化が発現するが，高度，かつ，持続的変化

は認められなかった。ハムスターの諸種摘出臓器慄

本（心房，腸管，横隔膜・横隔神経標本，輸精管）に

10-3 g/ml以下の濃度の E-64-dは認むべき作用を

及ぼさなかった。

II. その他

1) 教授福原武彦は昭和 58年 2月25日に本学高
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木会館講堂で開催された東京慈恵会医科大学学外共

同研究費補助研究課題「ガス交換の調節機構に関す

る基礎的研究」研究会議の世話人となった。

2) 教授福原武彦は昭和 58年 10月 19日及び昭

和 59年 3月 9日に東京都内で開催された第 2及び

第 3回呼吸調節研究会の世話人となった。

3) 教授福原武彦は昭和 59年 3月 20日～24日，

西ベルリンにおいて開催された第 19回国際自律神

経学会 (19. International Congress of Neur-

ovegetative Research)の国際組織委員をつとめた。
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助教授：真柄直郎 人体病理学，特に血液学

講師：柿本伸一 人体病理学，特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：古里征国 人体病理学，電顕を使用し

た細胞病理学・泌尿生殖器

系の病理

講師：下田忠和 人体病理学，特に軟部腫癌

および胃腸系の病理

講師：徳田忠昭 人体病理学，特に肝の病理

講師：河上牧夫 人体病理学，特に肝の病理

講師：高崎 捷 人体病理学，特に網内系の

病理

研究概要

I. 糸球体腎炎に関する研究

lgAが大量にメサンギウムに沈着する紫斑病性腎

炎と lgA腎炎との異同について研究してきたが，成

人の紫斑病性腎炎 12例と lgA腎炎 382例につき比

較観察し若干の差を認め，両者は区別して follow

-upすべきである。今後も lgA腎炎から分離すべき

疾患につき研究をすすめる方針である。

腎炎発症後 4カ月以上の長期に残存する hump

をもつ症例につき検討している。対象は 2757生検例

中の 47例であり， mumpsなど感染後糸球体腎炎に

多い。今後追跡調査を行なうことが必要である。

現在メサンギウムに lgM沈着を来たす腎炎が問

題となっているが，今回は NSを伴う症例につき検

討した。その結果， lgM沈着態度は MCNSとFGS

との間に大きな相異はみられなかった。 NSを伴わ

ない lgM陽性腎炎あるいは腎炎群の存在は，我々の

生検例では殆ど見ることが出来なかった。

II. 泌尿生殖器疾患に関する研究

泌尿生殖器領域における免疫組織化学の応用につ

いて教室に於ける研究内容を含めて解説した。特に

いわゆる PAP法， ABC法を用いたパラフィン包
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埋腎生検材料の酵素免疫組織化学的検索は直接法

にない利点が数多くあり， 10年前のブロックにも応

用できることを述べた。多くの腫瘍随伴抗原 inter-

mediate filamentsを用いた研究は腫瘍の鑑別診断

や，その組織発生の検討に用いられている。性腺胚

細胞腫瘍で hCG陽性細胞がセミノーマを始め多く

のものに認められる。 ABH血液型抗原やレクチン

を腫瘍の悪性度の gradingに用いることができる。

レクチンは抗原とはなり得ないが，ペルオキシダー

ゼ標識レクチンが特異的な組織親和性をもつことを

利用して腎癌などの組織発生や gradingに用いる

ことができる。これらの詳細については第 100回成

医会特別講演にて述べたところである。

1. 腎癌に関する研究

腎癌の取扱い規約の作製に携わり，出版の運びと

なったが， これまでに集められた腎癌 250例余りを

規約に従って分類をしなおしている。特に遠位尿細

管由来の腎癌が少数例ながら存在していることを遠

位尿細管マーカー陽性例より確認することが出来

た。

長期透析患者に腎癌の発生率が高い。長期透析腎

の組織学的検討の結果，腺腫，尿細管上皮の過形成

など進行性病変が 35％も認められた。 4年以上の透

析例ではこの比が 80%にも達する。長期透析患者の

管理の上で合併症として腎癌を考慮する必要があ

る。

その他腎癌に関する研究は多方面から目下進行中

である。

2. 前立腺病理の研究

l) 前立腺核内 nuclearbodyの invivo, in vitro 

での動向についての研究

前年度より引き続いて行なわれているが，結果の

一部は昨年度の成医会総会のシンポジウムにて発表

し，一部は現在投稿中である。

2) 最近の日本人の前立腺潜伏癌の研究

昨年度より当教室で行なわれた全ての解剖例を対

象として症例を調査中であるが，現在までに約 160

例が集められている。潜伏癌の頻度は約 15%であり

(40歳以上），前葉部分の発症が多い事が判明した。

発生部位は今までの報告には見られなかった特徴

で，今後の検討を要する課題と思われた。

3. 乳癌に関する研究

y-GTPは，乳腺組織においては導管上皮細胞膜

のみにみられ，筋上皮細胞には見られない。しかし

乳腺癌，線維腺腫では導管上皮細胞ばかりでなく，筋

上皮細胞の細胞質内にびまん性にその活性をみる。

その結果では，乳頭状腺管癌で約半数の導管上皮細

胞と同じ活性を示し，髄様腺管癌ではその活性は殆

ど見られなかった。硬癌および上記の癌で浸潤した

部の癌細胞の多くは筋上皮細胞類似の 'Y-GTP活性

態度を示した。また同時に収縮蛋白の 1つであるア

クチンの細胞内局在も，硬癌では散在性に見られた。

これらのことより乳癌の中に筋上皮細胞様性格を示

すものがあり，乳癌細胞の分化の多様性をうかがわ

すと考えられた。

III. 軟部腫瘍に関する研究

1， 血管性腫瘍

免疫組織化学的に細胞性格に検討を加えた。内皮

細胞のマーカーとして FactorVIII R•A, 外皮細胞

マーカーとして細胞骨格である desmin,および細

胞内細線維の actinの局在をみた。その他間葉系細

胞の細胞骨格としての vimentinの局在もみた。そ

の結果，内皮腫は高度の内皮様細胞への分化を示し

た腫瘍と考えられるが，外皮腫では外皮様細胞への

分化は一部でみられるものの，殆どの腫癌細胞は未

分化間葉系細胞と考えられた。さらに外皮腫におけ

る豊富な血管網の中に腫瘍性血管と思われる所見も

得られており，今後なおこの点につき詳細な解析を

行なう。

毛細血管の angiogenesisの1つの型として内皮

細胞質内空胞形成を伴うものが知られているが，空

胞形成機序およびその詳細な形態学的特徴はよく知

られていない。血管腫の電顕的連続切片法による立

体構築で探究してきたが， 1個の内皮細胞に於ける

細胞質内空胞形成の事実を捕捉し，その超微形態的

立体像を組みあげる事に成功した。空胞周囲の細胞

質内には豊富な約 10nmのmicrofilamentsが存在

し，抗ビメンチンモノクロナール抗体による染色結

果からこれらの microfilamentsがビメンチンであ

る可能性が強く示唆された。又空胞形成過程とそれ

に引き続く内皮細胞の sproutにビメンチンが重要

な役割を果たしていることが同時に示唆された。

2. 悪性線維性組織球腫 (MFH)について

MFHでは多数の腫瘍細胞にライソゾーム酵素と

アルカリフォスファターゼ (Al-P)の強い活性がみ

られた。これに対し良性線維性組織球腫では Al-P

活性が陰性であった。このことは MFHの中に血管

性腫瘍への分化を示すものがあると考えられた。さ

らに他の肉腫でも MFH類似像が出現することが

多く， ときにその鑑別は困難である。これらの点よ

りMFHは多分化能を有する未分化間葉系腫癌で，

その種々な分化段階で多彩な組織像と酵素組織化学

的態度を示すと考えられた。
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3. 末梢神経性悪性腫瘍 (Malignant Schwan-

noma) 

Malignant Schwannoma (MS)の形態像の解析

と免疫組織化学的に S-100蛋白， neurofilament

(68K, ZOOK), Neuron specific enolase (NSE)を用

いてその細胞性格をみた。

MSは紡錘形細胞の密度が粗な細胞束と密な細胞

束よりなり． これらの細胞束が曲走と不規則な交錯

を示していた。細胞密度の粗な部分では S-100陽性

細胞が多数出現し，密な部分では散在性にみるのみ

であった。 MSの中には類上皮細胞， ganglionlike 

cellおよび小円形細胞の出現をみるものがあり，こ

れらの細胞の中に NSE,neurofilament阻性を示す

ものが存在した。以上より MSはSchwanncellへ

の分化を示すものが大部分であるが，中に神経細胞

への分化を示すものがあり，多分化能を有する多彩

な組織像を呈する可能性がある。

IV. 消化管に関する研究

1. 胃癌の組織発生

前年に引き続き微小胃癌を用いて，連続切片再構

築法による胃癌発生母地について検討した。その結

果，未分化癌も増殖中枢帯より発生することがほぼ

確認された。増殖中枢帯で癌化した細胞は①既存

腺上皮の置換，②既存腺上皮を裏打ちするように

2層構造を示す，③増殖中枢帯よりの出芽，分岐，

④腸上皮および胃固有腺の異常分岐，その吻合部よ

りの印環細胞の脱落がみられた。これらの結果， と

きに増殖中枢帯以下の正常腺管が消失する現象がみ

られ，癌の粘膜内進展の手がかりとなりうると考え

られる。これらにつき更に多数例を用いて今後検討

する。

2. 微小並びに小胃癌の臨床病理学的検討

1cm以下の微小胃癌 126病変を検討すると多く

は分化型腺癌が ul(-）であった。これらの分布は胃

角部を中心として幽門部に多くみられた。この中で

Sm以下浸潤例が約 20%に認められ，このことは微

小粘膜内病変のまま進行胃癌になっていく可能性を

示唆するものと考えられた。特に ul(-）癌で 1cm

を境として，その頻度が減少する事実がみられるこ

とは， 1cm前後で Sm以下浸潤を来たした癌が急速

に深部浸潤巣が大きくなって見かけ上大きい進行癌

に移行する可能性が考えられた。

以上の事から微小胃癌の解析は進行胃癌への進展

を知る上で璽要であり，今後充分な検討を加える。

3. 消化管内分泌細胞癌の研究

消化管におけるカルチノイド様形態を示した腫瘍

の臨床病理学，免疫組織学的検討を行った。その結

果， これらは何れも Grimelius陽性であるが，カル

チノイドと異なり細胞配列が不規則で，細胞異型，核

異型が著明であった。約半数は手術時に肝転移を来

たしていた。腫瘍細胞内ホルモンの局在は somatos-

tatin, gastrin, calcitonin等が多くみられ，その他の

a-fetoprotein, CEAをみる例もあった。さらに上皮

細胞マーカーである secretarycomponentは殆ど

の例に， cytokeratinもほぽ全例にみられた。以上よ

り本腫瘍は内分泌細胞と腺上皮両者の性格を備えた

腫瘍であり，胃癌細胞の多分化能を示唆するものと

考えられた。

4. 唾液腺腫瘍

唾液腺腫瘍 317例の統計的分析を行い，特に多形

性腺腫 222例について組織型と予後の関係を中心と

して考察を行った。現在さらに症例を増やして， こ

れまでに報告した基底細胞腺腫，淡明細胞腫瘍にひ

き続き単形性腺腫として腺リンパ腫につき研究を進

めている。

V. 肝に関する研究

1. 肝線維化

慢性肝炎の特徴的組織像の 1つである炎症性細胞

浸潤を伴う門脈域の線維性拡大について主要な役割

を演じていると考えられている浸潤リンパ球の動態

を組織化学的に検討を行っている。

2. 骨髄移植に伴う肝傷害

骨髄移植後裔率に発生を見る肝内胆管傷害につい

て連続切片による傷害像の 3次元的展開と組織化学

的方法によりその病像の解析を試みている。

VI. 薬剤投与による組織変化

l. 薬剤による腎傷害の臨床病理学的ならびに実

験的研究

大学附属病院に発生する過敏反応型，および量依

存型の薬剤性腎傷害の症例を内科，小児科，病理が

共同して研究を進めている。とくに小児科領域での

抗けいれん剤ならびに内科領域での抗生剤，非ステ

ロイド系消炎剤は，臨床的にそれぞれネフローゼ症

候群と間質性腎炎をまねくことが知られているが，

その腎での形態変化の発生機序については不明の点

が多く，またその病態の免疫系への関与が議論され

ている。今回の研究は，第 1にこれらの薬剤投与に

より腎傷害を発症した人体例につき，小児科，内科

では起因薬剤と腎傷害に至る付加的因子を臨床的に

検討し，病理では臨床像と腎病変との関連を追求す

る。第 2に，動物実験により薬剤性腎傷害の発生機
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序を解明し，検査所見と病理形態との経時的な対応

を調べる。第 3に，薬剤過敏症準備状態を臨床的に

予知する手法を開発し，腎傷害発症の予防に役立て

ることを目的とし， これまでに人体例についての解

析を終えた。

2. 薬剤投与による組織変化

人体例（妊婦子宮頸部組織）ならびに動物実験例

（燐脂質蓄積症）における甚質内 lysosomeの局在を

電顕酵素化学的に追跡した。またプロスタグランデ

イン (PGs)投与による lysosome遊出に対する効果

の判断を超微形態計測を用いて解析した。その結果，

人体例においては PGE2が子宮頸部内 myo

-fibrocyteから lysosomeを遊出させ，遊出された

lysosomeが同部問質内の基質ならびに collagen線

維を融解して子宮頸部の軟化に関与することが疑わ

れた。動物実験例では， PGsのlysosome遊出効果が

phospholipidの蓄積した lysosomeにも効果を及ぽ

し，それにより全身の燐脂質蓄積症が改善すること

を確認した。

VII. リンパ網内系組織に関する検討

好中球における y-GTP活性について検討し，あ

わせて骨髄性白血病における本酵素活性を検索し

た。未治療期の骨髄性白血病腫瘍細胞では，酵素活

性は著明に低下し，末梢血中に出現する形態学的に

成熟した好中球でも正常成熟好中球に比し， y-GTP

活性の著明な低下及び消失を認めた。一方，治療後

の寛解期では，骨髄及び末梢血好中球で， y-GTP活

性の回復を認めた。 y-GTPは，グルタチオン代謝に

かかわる酵素であり，グルタチオン代謝の充進が好

中球食作用に重要なかかわりをもっ HMP回路を

尤進すると言われていることから，骨髄性白血病腫

瘍細胞における y-GTP活性の低下は，白血病にお

ける好中球の食作用の低下，あるいは白血病態にお

ける易感染とのかかわりが示唆される。

VIII. 川崎病の病理

川崎病剖検例の急性期～慢性期相における諸臓器

変化を検討した結果は次の如くである。

1. 川崎病は全身諸組織における急性滲出炎を本

態とする類感染性病態である。

2. 川崎病血管病変は上記の病態の推移の中で発

現せる諸臓器門部の血管 involvementに外ならな

し、

3゚. 外膜より波及せる炎症は中膜筋離解を生ぜし

め，急性の血管拡張に至るが，内膜肥厚はこれに伴

う水力学的 2次変化である。

IX. 剖検材料の情報電算化に関する研究

日本の剖検症例の記録をまとめた剖検輯報は

1974年以降電算化されている。そのデータを用いた

各種の病理解剖統計を行っているが，特に膠原病

(SLE, PSSなど）については副病変との関連につい

て詳細な解析を行っている。
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1) Fukunaga, M. : Enzyme histochemical study on 

malignant fibrous histiocytoma with reference to 

vascular tumors and fibrous histiocytic tumors. 

Jikeikai Med. J. 30: 415-428 (1983) 

2)下田忠和，山下 広，石川栄世，姥山勇二：軟部悪性

腫癌の肉眼的特徴と組織像．臨床整形． 18:823-830 

(1983) 

3) Sekiguchi, M., Asanuma, K., Satomura, T., Fuku・

shima, H., Fujii, G., Shimoda, T. and Ishikawa, E.: 

A cultured cell line established in vitro from human 

osteosarcoma. Japan J. Exp. Med. 53: 289-292 
(1983) 

4. 消化管に関する研究

1)高橋日出雄，下田忠和，池上雅博，石川栄世：同時性
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大腸多発癌の臨床と病理．癌の臨床． 29:817-822 
(1983) 

2) Shimoda, T., Tanoue, S., Ikegami, M. and Ishik-

awa, E. : A histopathological study of diffuse hyper-

plasia of gastric argyrophil cells. Acta Pathol. 

Jpn. 6: 1259-1267 (1983) 

3)佐野寿昭，桧沢一夫，下田忠和：カルチノイドおよび

類縁腫癌におけるペプチノイドホルモンの局在一組織

学的免疫組織化学的検討ー．病理と臨床． 1: 1315-
1328 (1983) 

4) Tanoue, S., Shimoda, T., Suzuki, M., Fujii, Y. and 

Ishikawa, E. : Anaplastic carcinoma of the esopha・

gus. Acta Pa tho!. Jpn. 33 : 831-841 (1983) 

5)山崎雅彦，中野貞生，横田広子，下田忠和： 8ヶ月経

過観察し得た表層型悪性リンパ腫の 1例．胃と腸． 18:
1097-1102 (1983) 

6)長崎勇二，島田 明，安藤博，中村浩一，田J:昭観，

下田忠和：大腸原発のびまん性浸潤癌の 1例．胃と腸．

18: 537-542 (1984) 

7)東郷実元，下田忠和他： Glucagon産生性直腸カル

チノイドの 1例．癌の臨床． 29:369-374 (1983) 

8)中野貞生，下田忠和：自然治癒したと考えられる腸

結核の 1例．胃と腸． 18:987-992 (1983) 

9)白川正順，藍沢茂雄：唾液腺腫瘍の臨床病理学的研

究ー多形性腺腫の組織型と予後との関係を中心に一．

歯科ジャーナル． 19(1): 95-104 0984) 

5. 肝に関する研究

1)田中 貢，海原純子，羽野寛，下田忠和，石川栄世：

肝腺維化の病理一形態学的展望と進展に関する考察

-．最新医学． 38:1065-1073 (1983) 

2)田中貢，海原純子，下田忠和，高木敬三，高崎悽．

斉藤 香，石川栄世：肝芽腫の組織化学的研究一組織

分類と成人肝細胞癌との比較検討ー．病理と臨床． 1:
1057-1064 (1983) 

6. 薬剤投与による組織変化

1) Joh., K. Riede. U.N. and Zahradnik H.P.: The 

effect of prostaglandins on the lysosomal function 

in the cervix uteri. Archives of Gynecology. 234: 

1-16 (1983) 

2)城 謙輔：プロスクグランディン E2,F2.の人体例．

動物実験例におけるライソソーム遊出効果．炎症．

3(4) : 493-494 0983) 

3)栗山 哲，蓮沼桂司，舘野純生，浜崎智仁，中沢了ー，

磯田和雄，穴戸英雄，大岩孝司．浜口欣ー：抗腫瘍剤に

よりメサンギウムの融解状変化 (Mesangiolysis)をき

たしたと考えられる一症例．腎と透析． 16(3): 

345-350 (1984) 

4)城謙介，浜口欣ー，山口裕，猪股出，藍沢茂雄：

抗てんかん薬長期投与中に発症したネフローゼ症候

群． 日病会誌． 72(1983) 

7. リンパ網内系組織に関する検討

1) Umihara, J,, Tanaka, M., Tanaka, H., Saito, K. 

and Ishikawa, E. : Hodgkin's disease; a histo-

chemical study with special emphasis on the char-

acter of Hodgkin's cell and Reed-Sternberg cell. 

Acta Pathol. Jpn. 33: 751-759 (1983) 

2)海原純子，高崎愧，田中貢，石川栄世：骨髄性白

血病の y-GTP活性に関する細胞化学的検討． 日本網

内系学会会誌． 23:92 (1983) 
3) Tanaka, H., Takasaki, S., Sakata, A., Muroya, 

T., Suzuki, T. and Ishikawa, E.: Lymphocyte Sub-
sets in the White Pulp of Human Spleen in Normal 

and Diseased Cases. Acta Pathol. Jpn. 34(2) : 251 
-270 (1984) 

4)石川栄世，田中寿子，柿本伸一，高崎 傭：木村病

ー好酸球性リンパ炉胞様構造増生性肉芽腫．病理と臨

床． 1: 1549-1556 (1983) 

9. 剖検材料の情報電算化に関する研究

1)藍沢茂雄，浦野順文，馬場謙介：剖検輯報による

PSS症例検索．厚生省特定疾患，難病の疫学調査研究

班．昭和 58年度研究業績報告書． 265-269(1983) 

2)藍沢茂雄，浦野順文，馬場謙介：剖検輯報による

SLE症例検索 (2)，厚生省特定疾患．難病の疫学調査

班，昭和 58年度研究業績報告書． 271-277(1983) 

3)浦野順文，福島 徹，北村新三，藍沢茂雄，馬場謙介：

剖検輯報からみた老年化傾向と難病．厚生省特定疾患．

難病の疫学調査班，昭和 58年度研究業績報告書．

251-263 (1983) 

10. その他

1)落合幸勝，小林信一，臼井信男，神田龍一，鈴木正章，

山下廣：高 Na血症と脳腫瘍．小児科診療． 47(2): 

235-246 (1984) 

2)高木寛，韓南奎，元山幹雄，原正忠，小原一夫，

小原誠，盛本正男，吉村正蔵，半沢隆，伊坪喜八郎，

古里征国，鈴木正章：比較的短期間に肺野腫瘤影の出

現した気管支性嚢胞の 1手術例．日本胸部臨床．

42(11) : 958-962 (1983) 

3)加藤光敏，永野允，酒井聡ー，河上牧夫，羽野寛，

磯部敬： plasmapheresisを行った原発性アミロイ

ドーシスの 1例．東京慈恵会医科大学雑誌． 98(6):

1184-1190 (1983) 

4)福永謙，横井茂夫，山下広：右内斜視， 0距吐，歩

行障害にて発症した症例．小児神経学の進歩． 12:
120-140 (1983) 

II. 総説

l)藍沢茂雄：泌尿生殖器領域における免疫組織化学の

応用．東京慈恵会医科大学雑誌． 99:147-168 0984) 
2)古里征国：卵巣と睾丸の比較検討ー特に胚細胞腫瘍

に関して一．病理と臨床． 2(3): 329-336 0984) 

3)田中貢，高木敬三，池上雅博，海原純子，石川栄世：

産婿人科領域における外科材料の取扱い．産婦人科の

実際． 32:1267-1274 0983) 

III. 学会発表

l. 糸球体腎炎に関する研究

l)山口 裕，羽根靖之，保科真美，伊藤克己：ネフロー

ゼ症候群を伴う紫斑病性腎炎と IgA腎炎との比較研

究．第 19回日本小児腎臓病研究会． 6月．東京．
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2)猪股 出，鈴木正章，千葉諭，藍沢茂雄，浜口欣ー，

大越英毅：長期残存する humpをもつ症例について．

第20回日本腎臓学会総会． 10月．京都．

3)浜口欣ー，穴戸英雄，舘野純生，山口 裕，猪股 出，

藍沢茂雄，美田誠二，酒井 紀： IgMがメサンギウム

にビマン性沈着を呈する微少変化ネフローゼ症候群の

検討．［日腎誌． 25(5): 486 0983) J 
4)山口 裕，高橋公太，水口 潤，八木沢隆，渕之上昌

平，本田 宏，合谷信行，中沢速和，光野貫ー，寺岡慧，

東間 紘，伊藤克己，吉田美喜子，阿岸鉄三，太田和夫：

移植腎病理組織ワークショップ ’'CyclosporinA使用

例における一移植腎病理所見＂．第 17回腎移植臨床検

討会． 3月．金沢．

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究

1)藍沢茂雄： （特別講演）泌尿生殖器領域における免疫

組織化学の応用．第 100回成医会総会． 10月．東京．

2)鈴木正章，猪股 出，千葉諭，古里征国，藍沢茂雄：

透析腎に腎癌の合併をみた 2例．第 72回日本病理学会

総会． 4月．大阪．

3)大越英毅，丹野秀樹，佐々木秀貴，高坂 哲，和田鉄

郎，高橋知宏，猪股 出，藍沢茂雄：腎結核に合併した

腎細胞癌の一例．第 100回成医会総会． 10月．東京．［東

京慈恵会医科大学雑誌． 98(1983)] 

4)大西啓郎，増田富士男，荒井由和，仲田浄次郎，鈴木

正是，町田豊平，古里征国，藍沢茂雄：第 71回日本泌

尿器科学会総会． 4月．大阪．

5)古里征国： （シンボジウム）ホルモン産生培養細胞の

基礎と臨床：ヒト前立腺上皮細胞の超微形態学的変化

ー特に invivo, in vitroにおける nuclearbodyの動向

について一．第 100回成医会総会． 10月．東京．

6)古里征国： （シンボジウム）本学に於ける癌の研究，

泌尿生殖器系を代表して．第 100回成医会総会． 10月．

東京．

7)古里征国，和田哲郎，城 謙輔，下田忠和，藍沢茂雄，

石川栄世：未分化組織型を呈する前立腺癌の免疫組織

学的研究．第 42回日本癌学会総会． 4月．名古屋．

8)藤井康広，下田忠和，田中 貢，高木数三，石川栄世：

ヒト乳癌の y-GTP活性からみた組織化学的分化傾向

に関する研究．名古屋．［第 42回日本癌学会総会記事．

42: 335 (1983)] 

9)鈴木良二，山口 裕，藍沢茂雄，田代和也，大石幸彦，

町田豊平： mappingによる膀脱腫瘍の病理組織学的

検討．第 71匝日本泌尿器科学会総会． 4月．大阪．

3. 軟部腫癌に関する研究

1)下田忠和，福永真治，松能久雄，古里征国，山下 広，

石川栄世，向井万起男：血管性腫瘍の免疫組織化学的

検討．名古屋．［第 42回日本癌学会総会記事． 42:
340 (1983)] 

2)古里征国，山下広，高崎愧，福永真治，石川栄世：

血管性腫瘍の 2次および 3次元的電顕観察；第 1報，

毛細血管腫．第 72回日本病理学会総会． 4月．大阪．

3)横田邦信，高木敬三，古里征国，石川栄世： Juvenile

Hemangiomaの血管新生に関する 2次および 3次元

的超微形態学的観察．第 9回微小循環研究者のつどい．

2月．東京．

4)松能久雄，下田忠和，池上雅博，柿本伸一，石川栄世：

神経肉腫の組織学的および免疫組織化学的検討．名古

屋．［第 42回日本癌学会総会記事． 42:338 (1983)] 

5)里村俊彰．城子康子，関口守正，藤井源七郎．下田忠

和石川栄世：肺転移を伴う骨肉腫の実験モデル．名古

屋［第 42回日本癌学会総会記事． 42:420 (1983)] 

4. 消化管に関する研究

1)池上雅博，田上昭観，浜口欣ー，高木敬三，下田忠和，

石川栄世： a-fetoprotein,gastrin産生性胃カルチノ

イド 2例．大阪．［日病会誌． 12:282 0983) J 
2)佐野寿昭，香川貞子，広瀬隆則，桧沢一夫，斉藤晴比

古，下田忠和：カルチノイドおよび類縁疾患における

ペプクイドホルモンの局在．名古屋．［日本癌学会総会

記事． 42: 333 0983) l 
3)下田忠和，池上雅博，藤井康広，柿本伸一，石川栄世，

佐野寿昭：直腸カルチノイド 32例の臨床病理学的お

よび免疫組織学的検討．大阪．［日病会誌． 72:
268 (1983)] 

4)田上昭観，池上雅博下田忠和，石川栄世：連続切片

による微小胃癌の組織発生．大阪．［日病会誌． 72:
279 (1983)] 

5. 肝に関する研究

1)本間定，筋野甫，山崎一信，蓮村哲，永森静志，

亀田治男，高木敬三，向井万起男：ヒト粘液産生性胆管

癌の培養細胞株の樹立とその性状．肝臓． 24(5): 

569 (1983) 

2)石川栄世：ヒト薬剤性肝障害（胆汁うっ滞例）の肝組

織所見の推移．粗谷斑々会議（特定研究 1「毒性発現機

構に関する基礎的研究」）． 12月．東京．

6. 薬剤投与による組織変化

1)城謙輔，山口裕，猪股出，藍沢茂雄，浜口欣ー：

各種腎疾患における Mesangiolysisの形態学的観察．

10月．京都．［日本腎臓学会総会誌． 26.l 
2)藍沢茂雄他学内共同研究者：莱剤による腎傷害の臨

床病理学的研究．第 100回成医会総会． 10月．東京．［東

京慈恵会医科大学雑誌． 980983) l 
3)城謙輔： MethA Tumorに対するエンドトキシ

ンの壊死効果についての経時的形態学的解析． 10月．

名古屋．［日本癌学会総会誌． 42(1983)] 

7. リンパ網内系組織に関する検討

1)海原純子，高崎愧，田中貢，石川栄世：骨髄性白

血病の y-GTP活性に関する細胞化学的検討．第 23回

日本網内系学会総会． 5月．福島．

2)高崎愧：牌臓に結節性病変を呈した atypical

malignant histiocytosis.第23回日本網内系学会． 5

月．福島．［日網会誌． 23:90 (1983)] 

8. 川崎病の病理

l)河上牧夫，千葉諭，酒田昭彦，高木敬芝，山下広，

石川栄世：川崎病における血管炎の性格付けと諸臓器

炎との関連． 日本心臓財団川崎病原因究明委員会班会

議 6月．東京．

2)河上牧夫，羽野 寛，松本武四郎：川崎病の病理．慈

大成医会青戸支部会． 11月．東京．

3)河上牧夫，千葉諭，松島宏，酒田昭彦，高木敬三，
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山下 広，石川栄世：川崎病血管炎の成り立ち．日本心

臓財団川崎病原因究明委員会班会議． 12月．東京．

4)服部 進，永田隆樹，持尾聰一郎，倉石安庸，目黒定

安，市場謙二，浜口欣ー，宮本宏明，小川一誠，坂元吾

偉： Methotrexate療法に伴った Disseminated ne-

crotizing leukoencephalopathyの2剖検例．日本血液

学会雑誌 47(2): 554 (1984) 
5) Furusato, M.: invited as instructor at 17th 

Annual Course on Genitourinary Pathology, spon-

sored by American Registory of Pathology, Armed 

Forces Institute of Pathology and American 

Urological Association. Washington D.C. 1983. 

10. その他

1)柿本伸一，福永真治，酒田昭彦，藍沢茂雄，戸沢孝之：

家族的発生のみられた梵ぜい性表皮発育異常症の 3

例．第 72回E本病理学会総会． 4月．大阪．

2)横田邦信，小笹春樹，石川箕一郎，望井正武，斉藤宣

彦，阿部正和，古里征国，高木敬三，山下 広，石川栄

世：血管鋳型法による糖尿病ヒト心筋内微小血管構築

の走査電子顕微鏡 (SEM)的観察．糖尿病． 26(3):

412 0983) 

3)横田邦信，斉藤宣彦，阿部正和，古里征国，高木敬三，

山下広，石川栄世，金子洋子，加藤征，徳留三俊：

ヒト心筋内微小血管構築の走査電子顕微鏡的観察．第

24回日本脈管学会総会． 10月．

4)浜口欣ー，大岩孝司，下田忠和，藍沢茂雄，斉藤晴比

古，佐野寿昭：ソマトスタチン産生を呈した肺カルチ

ノイドの一例． 日病会誌． 72:238 (1983) 

IV. 著書

l)広田映五，下田忠和：胃の項分担執筆．石川栄世，牛

島宥，遠城寺宗知編：外科病理学．文光堂．

323-406 (1984) 

2)藍沢茂雄：泌尿器の項分担執筆．石川栄世，牛島

宥，遠城寺宗和編：外科病理学．文光堂． 575-642(1984)

3)石川栄世：女性生殖器の項分担執筆．石川栄世，牛島

宥，遠城寺宗知編：外科病理学．文光堂． 691-776(1984)

4)小森亮：牌の項分担執筆．石川栄世，牛島宥，遠

城寺宗知編：外科病理学．文光堂． 853-888(1984) 

5)浦野順文，福島徹，森英樹，北村新三，近藤樹俊，

木崎知彦馬場謙介，藍沢茂雄：現代病理学大系 9D．腫

瘍 IV.病理解剖統計． 149-169. 中山書店．（1984)

6)藍沢茂雄，清水典ー，浦野順文：腎癌取扱い規約：日

本泌尿器科学会． 日本病理学会． 日本医学放射線学会

編：第 2部病理学的事項．腎癌の組織学的分類：金原

出版 (1983)

第 1 細菌学

教授：大野典也 腫瘍ウイルス学•免疫学・

分子生物学

助教授：桜井 進 癌モノクロナール抗体・細

菌性毒素の生化学

講師：長谷）1|紀子 微生物遺伝学・菌体毒素

研究概要

I. 腫瘍ウイルス学に関する研究

1. ヒト乳癌細胞 DNAから癌遺伝子 (onco

-gene)の分離

細胞の発癌の機構を明らかにする上で，癌遺伝子

(onco-gene)の慟きを明らかにすることは重要であ

る。乳癌及び他の悪性腫瘍細胞から DNAを分離抽

出して， NIH3T3細胞にトランスフェクションを試

みて来た。我々を含む多くの研究者の試みにもかか

わらず，従来の DNAトランスフェクション法では

ヒト乳癌の癌遺伝子の分離は全世界でいまだ成功し

た例を見ていない。そこで新しい方法として，薬剤

耐性遺伝子(G418)DNAとヒト乳癌 DNAとをコン／

トラスフェクションし，これを G418で耐性 DNA

遺伝子を取りこんだ細胞のみを選択的に増殖させ，

これを直接にヌードマウスの皮下に移植し腫滉形成

を観察すると言う方法で， ヒト乳癌に関与している

と考えられる癌遺伝子を分離出来る可能性が拓かれ

た。実験の結果トランスフェクションの結果と考え

られる腫癌を形成することに成功し目下これの

DNAについて解析中である。

2. ヒト乳癌細胞 DNAからマウス乳癌ウイル

ス・ゲノムと共通する塩基配列の検出とその

クローニングに関する研究

マウス乳癌ウイルス (MMTV)とヒト乳癌との関

連性をタンパク質レベルで明らかにする報告はすで

になされている。この中で特に MMTV-gp52（分子

量 52,000の糖蛋白質）とヒト乳癌との抗原性に共通

性が存在することから MMTVーゲノムのうちでも

エンベロープ部位 (env)との塩基配列の共通性の存

在が示唆されている。さらにこの env-geneの下流

には癌遺伝子 onco-geneの存在も考えられる。この

ためヒト DNAライブラリーより MMTV-cDNA

と共通性を有する DNAを分離し，ことに LTR部

位と共通性を有する DNAの分離に成功した。さら

にその後の解析からレトロウイルスの逆転写酵素

(pol) ときわめて強い相補性を示す部位の存在をも

明らかにされて来た。
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さらにヒト DNAから MMTVの逆転写酵素と 2・ ヒト乳癌細胞からレトロウイルス様粒子に対

強い類似性を有する DNAの塩基配列を含む 1.5kb するモノクロナール抗体の産生

のフラグメント DNAをプラスミド PBR322の ヒト乳癌細胞 (T47D,Clonell)はエストロジェン

Eco RVサイトにクローニングしたものをうること とプロゲストロンの存在下で RNAウイルス様の粒

に成功した。これは EcoRlサイトの近くに 1つの 子を培養液中に出す。 H3ーウリジンで標識された粒

open reading frameを有している。これを利用して 子の密度は 1.18/mlで，クロロホルム，フェノール法

さらに下流について解析して行けば，エンベロープ で抽出した RNAの大きさは 60-70Sと35Sで

遺伝子さらに onco-geneについても情報を得られ あった。さらにこの粒子を 1.0%Nonidet P-40で処

る可能性が強く示唆されている。 理して 4xdnTP,oligo (dt), 3H dCTP (l.5xl0• 

3. ヒトバビローマウイルスによる発癌機構の解 cpm/pmol)で反応の後解析して，逆転写酵素の存在

析 を明らかにした。 RIA法によって MMTVのウイル

ヒト・パピローマウイルスはヒト乳頭腫（梵贅）を ス蛋白とこの粒子蛋白とを検討した結果 MMTV

起こすウイルスであ。又， このウイルスが発癌を誘 -gp52とは共通抗原性を有するが， MMTV-p27と

発することも知られている。このウイルスについて の反応性は検出できなかった。さらに溶液中のハイ

の遺伝子解析と発癌機構の解明を目的として目下皮 ブリダイゼイション法によって MMTV-cDNAと

膚科学教室と共同実験を行っている。 DNA-RNAまたは DNA-DNAの共通性を検討し

たが，厳格 (stringent)な条件下では相補性は検出

II. 免疫学的研究 できない。以上から T47D,Clonellへの MMTVの

l. モノクロナール抗体によるヒト乳癌とマウス 単なる混入の可能性は否定された。 Clone11粒子に

乳癌ウイルスとの共通抗原の解析 対するモノクロナール抗体産生株を得，抗原に対す

ヒト乳癌組織中にマウス乳癌ウイルス (MMTV) るELISA法による検索の後，免疫組織化学的に検

のエンベロープ面白の gp52（分子量 52,000の糖蛋 索の結果，乳癌細胞に特異的に反応する抗体を産生

白質）と共通抗原性を示すヒト乳癌特異抗原の存在 するクローンを 2株得，これを SlC18とs,c.6と称

を見い出した。さらに MMTVゲノムと共通する塩 した。ウイルス様粒子を SDS-PAGE法により展開

基配列がヒト乳癌細胞 DNA中に存在することを明 し抗原タンパクの分子量を推定した結果は

らかにした。しかし， MMTVが実際にヒト乳癌の発 280,000, 245,000と230,000であった。ウイルス様

生に関与しているか，また癌特異抗原と発癌との関 粒子中の抗原蛋白の存在部位は正常状態では密度 1.

連性などはなお不明である。この抗原物質を同定し 18g/m]の分画にある。 トリトン x-100で処理する

生化学的性質を明らかにするためにヒト乳癌細胞と と3Hーウリジン活性は 1.22g/ml（コアー）方向に移

MMTV-gp52の両者に反応性を示すモノクロナー 動する。これに反して抗原物質は 1.15g/mlょり軽

ル抗体産生細胞の分離を試みた。抗原としては，ヒ い方向に移動することから抗原はエンベロープ部分

卜乳癌細胞 (T47D,Clone 11)の培養上清分画及び に存在し，コア一部分には無いと推定した。

乳癌手術材料から可溶性分画を得て抗 MMTV（家 3. 試験管内免疫法の開発

兎）IgGセファロース・カラムクロマト法に依って調 モノクロナール抗体の応用分野の 1つである標識

製した。マウスを免疫し牌細胞をえ骨髄腫細胞(NS モノクロナール抗体による腫瘍部位の検出法，所謂

-1)とのハイブリドーマを得た。 ELISA法によって イメージングや腫瘍特異抗体と制癌剤等の結合体に

MMTV (RIII)と抗原分画との両者に反応する抗体 よる治療等直接人体に注入を必要とするモノクロ

産生細胞 6株の樹立に成功した。 MMTVとの共通 ナール抗体は現在用いられているマウス等の動物の

抗原性がウイルス蛋白質のどの分子に由来するかを 牌臓を免疫して得られた牌細胞からの抗体では人体

ウエスタンブロット法に依って明らかにした結果こ に注射された場合に異種蛋白質としては宿主の免疫

れら 6株の産生する抗体の反応特異性は 2つのグ 反応を誘発してしまうことは容易に想定される。そ

ループに大別された。 I型； gp52のみに反応性を示 こでヒト型のモノクロナール抗体の産生技術の開発

す抗体を産生するクローン 3種。 II型； gp52に対 が望まれる。しかし正常のヒトを腫瘍抗原で免疫す

する反応性の他に分子量 20,000-30, 000のあいだ ることは事実上不可能である。そこで試験管内免疫

に約 3本の付随のバンドが見られるクローン 3種を 法の開発が必要である。我々はこの問題を解決すべ

得たのでその解析の結果を報告する。 くまずマウスーマウスの系でこの試験管内免疫療法

を試み試験管内に抗原物質ガラクトキナーゼ k
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(Galk)を加えて 4~5日静置して骨髄腫細胞 (NS

_1) を融合させることによって試験管内で免疫した

抗原物質に対する抗体を産生するハイブリドーマを

うることに成功した。

研 究業績

I. 原著論文

l. 腫瘍ウイルス学及び免疫学に関する研究

l; Keydar, I., Ohno, T., Nayak, R., Sweet, F., 

Simoni, F., Weiss, F., Karby, S., Mesa-Tejada, R. 

and Spiegelman, S.: Properties of Retrovirus-like 

Particles Produced by a Human Breast Carcinoma 

Cell Line. Immunological Relationship with 

Mouse Mammary Tumor Virus Proteins. Proc. 
Nat. Sci. Aca. U.S.A. (in press) 

2. 菌体毒素に関する研究

l) Hasegawa, N. and Kondo, I.: Virulence of Stock 

Cultures of Staphylococcus aureus'"/3H in Poor Soft 

Nutrient Agar. European Journal of Clinical 
Microbiology. 2(2) : (1983) 

III. 学会発表

1)桜井 進，渡辺美智子，大西喜芙了，大野典也：ジフ

テリヤ毒素結合単クローン抗体のヒト乳癌細胞増殖阻

害作用について．第 6回日本分子生物学会． 8月．札幌．

2)大野典也，藤頻清隆，桜井進，本問仁：ヒト乳癌

細胞からレトロウイルス様粒子に対するモノクロナー

ル抗体の産生．第 31回日本ウイルス学会総会． 10月．

大阪．

3)大野典也： （シンボジウム）モノクローナル抗体の臨

床への応用．第 100回成医会総会． 10月．東京．

4)大野典也： （シンポジウム）ヒトの悪性腫瘍細胞から

の発癌遺伝子(Onco-gene)．第 100回成医会総会． 10

月．東京．

5)大野典也，藤瀕清隆，渡辺美智了，伊藤祥子：モノク

ロナール抗体によるヒト乳癌とマウス乳癌ウイルスと

の共通抗原の解析．第 42回日本癌学会総会． 10月．名

古屋．

第 2 細菌学

教授：益田昭吾 黄色ブドウ球菌の病原性お

よび宿主防衛反応の解析，

プロテインAに関する研究

講師：山崎順啓 輸血後肝炎・レクチン・血

小板輸血•免疫抗体検出法

研究概要

I. 黄色プドウ球菌プロテインAに関する研究

1. 各種哺乳動物免疫グロブリンのプロテインA

に対する反応性

プロテインAは各種哺乳動物の免疫グロブリンと

非免疫学的に反応するという特異な生物活性を有す

るが，その詳細については不明な部分が多い。検討

すべき動物種の数や各種動物血清中に含まれている

免疫グロプリンの多様性を考えて，可溶化プロテイ

ンAをブロムシアンで活性化したセファロース

CL4Bに結合したものを用いたアフィニテイクロマ

トグラフィーで特に pHのグラジェ‘ノトによる溶出

の様子を比較することを最初に試みた。各種動物の

免疫グロブリンのプロテインAに対する反応性には

大きな差が観察された。ヒト，イヌ，プタ， ウサギ

の免疫グロブリンはプロテインAと強く結合し，ま

た，結合量も多かった。これに反しヤギ， ウマ，ハ

ムスターの免疫グロブリンは弱い結合性を示した。

このことはプロテインAを利用して免疫グロプリン

の精製を行ったり，抗原の検出を行う際に，参考に

なるものであると考えられる。

2. 黄色プドウ球菌の癌細胞への吸着

マウス・エールリッヒ腹水癌細胞をウサギに注射

して得られた抗血清で感作するとプロテイ ‘"/Aを細

胞壁に保有するブドウ球菌がこの抗体感作エール

リッヒ細胞に吸着するようになる。 invitroでブド

ウ球菌を吸着したエールリッヒ細胞は，マウス腹腔

中で増殖することが不可能であることがわかった。

現在この系を用いて黄色プドウ球菌の病原性が推

定できるかどうか検討中である。

3. 変異株の産生するプロテインAの反応性

我々は既に免疫グロプリンとの反応に関与する活

性部位の数が異なる proteinA分子を産生する変異

株を数種分離しているが，この中で V-1と名付けら

れた変異株はN末端側の 2個の活性部位を保有して

いるプロテインAを産生することが知られているが

ゲル内沈降反応において，この V-1プロテインAと

4個の活性部位を保有する親株菌由来の可溶化プロ
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テインAとの間にイヌ免疫グロプリンに対してス 2. カタラーゼ低産生性変異株の生物学的性状

パーがあらわれた。このスパーは解析の結果イヌ免 実験中に偶然見出だされたカタラーゼ低産生株に

疫グロブリンの中には V-1プロテイン Aと結合す ついて，その生物学的性状を検討し，特に白血球内

るがゲル内沈降反応において沈降線を形成しないも 殺菌機構との関連を考えて若干の実験を行った。本

のがあるためにあらわれるということがわかった。 変異株は他の実験中，偶々オキシドール液をコロ

この沈降線を形成し得えない免疫グロブリンは免疫 ニーの上にかけても，泡が生じないところから分離

グロプリンの構造ないし機能との関連において興味 されたが， コロニーの性状に関しては著明な差を認

深い。現在この種の免疫グロブリンがヒト血清中に めなかった。本変異株は外から加えられた H202に

も存在するか検討中である。 対して親株より惑受性が大であった。また本変異株

II. プドウ球菌の病原性に関する研究

l． コアグラーゼ低産生性変異株の分離とその病

原性

コアグラーゼは黄色ブドウ球菌を他種のプドウ球

菌と鑑別するための良い指標になるが，黄色ブドウ

球菌の病原性因子としても慟いているのではないか

と言われている。

我々はコアグラーゼを極めて少量しか産生しない

変異株を簡便に分離する方法を開発できた。この方

法を簡単に述べると，黄色ブドウ球菌浮遊液をマウ

ス血漿を含んだ液体培地と混合して，一定時問培養

を行うとコアグラーゼ陽性の親株菌はコアグラーゼ

がプロトロンビンを活性化する結果，菌体の周囲に

フィブリンが結合し凝集塊を形成する。一方コアグ

ラーゼを少量しか産生しない変異株は， この凝集塊

に巻き込まれない。この菌培養液を 3μmの孔径を

有するニュクレポアフィルターで静かに濾過し，濾

液をプロナーゼ存在下で再び 37℃で培養し次の濾

過に備える。この要領で 3回濾過を行うと何等変異

剤を作用させなくても変異株を分離することができ

た。

分離された変異株のコアグラーゼ低産生性は安定

していた。本変異株のマウスに対する致死性を LD50

の形で測定してみると親株との間に，それ程の差異

が認められなかった。接種量を低くしていくにつれ

て，変異株の病巣形成能が親株のそれと比較してよ

り急速に低下していくことが観察された。変異株の

培養濾液中の白血球毒性は親株のそれと比較すると

著しく低く， この毒性の低さが少量菌接種における

両株の病原性の差と関連があるのではないかと考え

られた。コアグラーゼの作用は我々の系においても，

病原性をあらわす際に積極的なはたらきを有すると

いう所見は得られていないが特に大量菌接種におい

て，両株の病原性に，それ程の差が見られなくなる

ことからも，直接な病原因子としてのコアグラーゼ

のはたらきはいまだに不明確である。

はマウスに対する致死性が低下していることがわ

かった。

本変異株，親株について，それぞれ健常者及び慢

性肉芽腫症 (C.G.D)患者由来の白血球による殺菌実

験を行ったが，本変異株が親株とくらべてみても，健

常者由来白血球中でも C.G.D．患者由来白血球中で

も殺されやすいという結果は得られなかった。

本変異株が極く少量保有するカタラーゼ活性が自

分の産生する H202を分解してしまうという可能性

も考えられる。

III. 400 ml採血に関する基礎的研究

我々平均的日本人が 400ml採血に耐えうるか否

かを決定する事は，慢性血液不足に悩む我国にとっ

て極めて重要な課題である。これが解決のために下

記の実験を行い若干の知見を得た。

400ml採血：昭和 57年 2月17日

検査

400ml採血前，採血後 60分， 1週， 3週， 5週， 7

週の 6回にわたり検査を行った。

対象

l)人数： 20名， 2)性：男性 14名，女性 6名，

3)年齢： 23-52歳， 4）職業：医師 1，輸血部検査

技師 8, 事務員 1，中検技師 5, 栄養士 3, 調理士 1,

経理事務員 1名

結果

l)臨床所見 i)血圧：採血後 60分で 19例に最

高血圧の低下からがみられた。 ii)脈樽数：採血後

60分で増加 10，不変 5，減少 5,iii)一般状態：女子

1名が採血後数分以内に軽い脳貧血様症状を呈した

が 30分臥床させただけで回復した。その他の被検者

は採血後ただちに就業したが特記すべき臨床的障害

は認められなかった。

2)検査結果 i)全血比重：採血前にやや低い場

合さらに低くなる傾向が見られた。 ii)赤血球数：

採血後 60分から 1週間で減少し 3~5週後から増加

回復した。 iii)白血球血小板数：一定の増減パター

ンが認められなかった。 iv)ヘモグロビン濃度，ヘ
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マトクリット値： 3週後まで減少傾向があり，その

後ゆっくりと回復した。 V)網状赤血球数ブロトロ

ンビン時間：上昇例下降例いづれも 1~3週で平常

衛生学

値に戻った。 vi)血清蛋白濃度： 3週前後に平常値 教授：小机弘之 蛍光顕微鏡とその応用・環

にもどるケースが多かった。 vii)A/G比： 60分後 境衛生学・産業衛生学

に下降， 1週以内に回復した。 viii) フイブリノーゲ 助教授：吉葉繁雄 環境衛生学・衛生動物学

、/： 3週まで下降し以後上昇した。 ix) フエリチン：

3週まで減少し以後 7週までには採血前値に回復し

なかった。

（編集部より） 近藤勇教授は昭和 58年 3月31日

をもって定年退職され， 4月 1日付名誉教授の

称号を贈られた。第 2細菌学講座担当教授には，

益田昭吾助教授が選出され 4月 1日就任され

た。

研究業績

I. 原著論文

1) Masuda, S. : An Efficiennt Method for the Isola-
tion of a Mutant with an Extremely Low 
Producibility of Coagulase from a Staphylococcus 
aureus Strain. Microbiol. Immunol. 27 : 801-805 
(1983) 

III. 学会発表

l)益田昭吾：プロテインAの生物活性ー特に変異性を

利用した解析による一．第 28回ブドウ球茜研究会． 10

月．京都．
2)山崎順啓，竹内直子： 400ml採血に関する基礎的研

究．第 31回日本輸血学会総会． 5月．奈良．

研究概要

I. 好塩基斑点赤血球に関する研究

好塩基斑点赤血球 (BSE)は異常型幼若赤血球で，

鉛中毒症に特有かつ診断に不可欠なものと意義付け

られていた。しかし，当教室考案の acridine-orange

蛍光染色法が実用されてから，鉛中毒以外にも各種

の塩素化炭化水素 (DDT,BHC, PCP, PCB，塩化ビ

ニルモノマー），重金属 (Cd,As, Sb)，ステロイド

剤などによる障害，皮膚疾患（薬疹，中毒疹，湿疹）

などでも出現が見られるほか，それらにより一旦

BSEの出現を経験したウサギでは血液所見の完全

回復後も，潟血などで造血機能を剌激すれば BSE

が再出現することが明らかになり，鉛中毒における

BSEの特異性が否定され，診断価値は低下した。と

ころが，昭和 46年より 4年間，新宿区内各地区の

小・中学生を対象とした検診を行なった結果，鉛の

影響は認められなかったにも拘わらず多数の生徒に

BSEの出現を認め，その原因として各種環境有害物

による複合汚染の影響を想定した。この仮説を実証

するため，それぞれ単独では BSEを出現させない

程度に微量の鉛， DDT,PCBなどをウサギに重複投

与したところ BSEが出現したので， BSEの検出は

生活環境における諸種有害因子のヒトヘの影響を包

括的に知るための意義が見いだされ，正常値上限

(0.3-0.4%0)以上の出現は何らかの異常要因の存在

を示唆するものと判断されるに至った。

一方， BSEの細胞質内に存在する顆粒（好塩基斑

点）の本態が RNA(ribosomal RNA)の凝集体で

あることは諸家の認めるところで，佐野 (1955)は

赤芽球の成熟過程で消失すべきミトコンドリアが赤

血球の段階にまで残存し， これに RNAが凝集纏絡

したものであるとしている。このような RNAを分

解処理する赤血球内核酸代謝酵素として

pyrimidine 5'-nucleotidase (Py 5'N)が知られる

が， Valentineら(1974)は，鉛中毒および遺伝性溶

血性貧血患者における BSEの出現を報じ， Py5'N

活性が阻害されることにより RNAの分解処理が行

なわれずに蓄積して顆粒が形成される結果と論じて

いる。そこで， ウサギに鉛， DDT,As, Sb,ステロ

イド剤などの投与および鉛中毒経験後の潟血，
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Heinz小体溶血性貧血などにより BSEを出現させ

た際の Py5'N活性を測定し， BSEの形成と Py5'N

活性との関連について順次検討を行なったところ，

鉛が関与した場合に限り Py5'N活性の低下が顕著

に認められたのに対し，他の場合は BSEが出現し

ても Py5'N活性の低下を伴わなかったので， BSE

の形成機序としては Py5'N活性の阻害以外の原因

が関与することも想定されるに至り， BSEを発現さ

せる諸要因について逐次追究中である。 1983年に

は，摘牌ウサギで鉛中毒および Heinz小体溶血性貧

血を起こさせて検討したところ，前者では Py5'N

活性の低下の回復に遅延が見られた以外は摘牌しな

い場合と同様であった。

II. イモガイ類の医動物学的研究

イモガイ科の巻貝は世界の暖流域に約 500種が知

られ，時折ヒトを剌して致命的毒害を負わせること

は前世紀より記録され，剌毒貝類と呼ばれる。捕食

性で食性上，魚食，貝食および虫食性の 3群に厳密

に区別されるが，剌症の原因ともなる独特の捕食行

動の基本形式を最初に，魚食種ニシキミナシで明ら

かにしたのは米国の Kohn(1956)である。本邦では

吉葉 (1976)が魚食種ベッコウイモガイで，捕食習

性と，その際 1本の歯舌歯に充填されるだけの微量

の毒が射込まれること，および毒の性質を明らかに

したのが， この領域の研究の最初である。溺来順次

各主要種を飼育観察して毒性実験を続けた結果，捕

食形式には食性や種によって異なる幾つかの型が区

別されること，毒の各種動物に対する作用〔魚食種

毒は脊椎動物に最も強く作用し，即効的に随意筋に

痙攣や麻痺を惹起するが，心機能を最後まで侵さず，

壊死のような器質的変化を伴わず，呼吸筋麻痺が主

死因となり，甲殻綱と蜘蛛網にも毒力を発揮するが

昆虫綱には無作用。貝食種毒は巻貝類に最も強く作

用し，虫食種毒は諸動物に対する毒性は弱いが，遷

延性に作用して壊死性変化を誘起する〕，化学的特性

〔分子量 7万～10万の蛋白質（種によりポリペプチ

ド）で，経口毒性はなく， UV照射・煮 10分・エタ

ノール浸漬 24時間程度では完全失活せず，乾燥に安

定，腐敗や蛋白分解酵素により容易に失活，ある種

の有機アミン～アンモニウム化合物により活性が阻

害され， Sephadexなど糖璽合体に吸着され易く，生

体内 receptorはgangliosidesと推定されるJ,各種

動物に対する致死量などが明らかになった。また，ウ

サギで製造した抗毒素血清は invivoではイモガイ

刺症を確実には阻止できないが，刺症モデル動物の

受傷肢を被刺部の近位側で緊縛することが発症防止
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に著効を奏することを実証した。

1982年には最猛毒種アンボイナ（ガイ）の捕食習

性を明らかにしたが，同年夏沖縄で本種による剌症

が 2件発生したので，入院先の担当医師と患者から

病状や治療経過の詳細を知ることができた。さらに，

アンボイナ剌症記録（上記 2例を含め世界で 27例中

18例，日本で 12例中 7例が致命例）の吟味から，本

種の平均注入毒量がヒトの LD7oに相当することが

わかり，歯への充填毒量の実測から，本種の毒のヒ

トに対する致死量は粗毒で 1-3μg/kgと推定し

た。マウスの下腿に本種の毒を 1時間致死星 (1.3

mg/kg)の2倍注射しても， 3分以内から 30分間膝

関節上部を緊縛すれば完全に救命でき，後遺症を伴

わないことを確かめたので， ヒトが本種に刺された

場合も最も確実な最優先的処置として推奨してい

る。

ほかに，猛毒種と見倣されながら刺症記録に乏し

く，未検討の種（シロアンボイナ，ムラサキアンボ

イナなど）についても，捕食習性および毒性実験か

らヒトに対する危険性を検討するため，入手の手配

中である。

研究業績

I. 原著論文

1. 好塩基斑点赤血球に関する研究

l)北村正樹，小野沢照夫，大嶋一英，小机弘之：赤血球

の好塩基斑点形成と Pyrimidine炉 nucleotidase活性

に関する実験的検討 (4)摘牌家兎に鉛中毒を起こさせ

た場合． 日本衛生学雑誌． 38:263 (1983) 

2)大嶋一英，小野沢照夫，北村正樹，小机弘之：実験的

Heinz小体溶血性貧血における Pyrimidine
5'-nucleotidaseおよびALA-D活性の観察．日本衛生

学雑誌． 38:419 0983) 
3)大嶋一英：微量の環境有害化学物質の複合作用によ

る好塩荼斑点赤血球出現に関する実験的研究．東京慈

恵会医科大学雑誌． 99:271-277 (1983) 

2. イモガイ類の医動物学的研究

1)吉葉繁雄：アンボイナガイ（最危険種イモガイ）の毒

のヒトに対する致死星の推定． 日本衛生学雑誌． 38:
419 (1983) 

2)吉葉繁雄：クロミナシの食性と捕食形式ー特にタガ

ヤサンミナシとの比較．日本貝類学雑誌． 42:63 
(1983) 

III. 学会発表

l)吉葉繁雄：イモガイの最危険種アンボイナの毒のヒ

トに対する致死量の推定．第 100回成医会総会， 10月．

東京．

2)吉葉繁雄：虫食性イモガイの捕食行動と食性．第 56



回日本貝類学会総会，昭和 59年 1月．大阪．

IV. 著 書

1)吉葉繁雄：アンボイナ（イモガイ科）およびシロガヤ

（ハネガヤ科）の項分担執筆．自然保護協会編：野外に

おける危険な生物．思索社． 74~75, 87, 225 0983) 

V. その他

l)吉葉繁雄：イモガイが戦えばー総論（捕食習性と毒

性など），各論（諸動物との対決の推理と実例）．ひたち

おび32:4-12 (1982), 33: 2-14 (1983), 34•35: 2-19 
(1983)連載

（編集部より） 小机弘之教授は昭和 58年 8月 15日

逝去された。 9月より竹村 望教授が衛生学講

座担当教授を兼任することになった。この年報

は助教授吉葉繁雄の責任において記した。

公衆衛生学

教授：竹村 望 産業医学・環境医学

助教授：清水英佑 環境化学物質の突然変異原

性および癌原性

助教授：橋田 ちせ 化学物質による膀脱発癌

講師：林 和夫 環境化学物質の分析と代謝

研究概要

I. 突然変異原性および癌原性に関する研究

L 環境中の突然変異原性物質についての研究

1977年 11月の ChemicalAbstractによれば，登

録されている化学物質の総数は約 400万あり，この

うち我々の日常生活に用いられている物質は

63,000で，毎週 6,000物質ずつ増加している。

IARC（国際癌研究機関）では疫学調査等でヒトに

対して癌原性の確定した化学物質および製造工程を

発表している。環境中に存在する化学物質には，発

癌性に関して充分に検討されていない物質が多数存

在している。発癌性試験があまりにも莫大な費用を

要することから，化学物質の癌原性を簡便にスク

リーニングできる方法の開発が進みカリフォルニア

大学のエームス教授らの開発したサルモネラ菌の突

然変異性を利用した検索法は，簡便で再現性が高く，

経済的であることより今日広く用いられている。し

かし，これで検出できない物質もあることから，補

完する短期の検索法の開発も進んでいる。

当教室では， 1975年以来エームス法による突然変

異原性試験で生活環境中の化学物質の検討を行って

来たが，本年度は次のような結果が得られた。

1) 大気汚染物質の突然変異原性：本年度は，捕

集地点の高さによる変化を検討した。当大学前の路

上の捕集地点を仮に Omとし，愛宕山頂 NHK放送

博物館上（地上 40m)，霞ヶ関ビル屋上（地上 160m) 

の3カ所で同時に捕集し，その抽出タール成分につ

いて Salmonellatyphimurium T A98を用いて検討

した。その結果，地上から高さが高くなるほど変異

原性の強さは減少することが分かった。このことは，

季節別にみても，含有する多環芳香族炭化水素 6物

質も同様の傾向を示した。

また，都心部，都市近郊（聖マリアンナ医大構内）

および住宅地（東京都北区）の 3カ所で大気を捕集

し，同様に検討したところ， 自動車の排気ガスによ

る大気汚染の影響が大きいと考えられた。

2) ア ニ リ ン 誘 導 体 と ノ ル ハ ル マ ン の CO

-mutagenic作用について：昨年に引き続きさらに
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10物質を追加検討した。いずれも，通常の方法では

変異原性を示さないがノルハルマンを添加すると強

い変異原性の出現するものが 4物質，弱陽性が 3物

質認められた。アニリン誘導体は，主に染料工業の

中間体などに用いられているが， ノルハルマン添加

による変異原性出現の機序についてはさらに検討す

る必要がある。

3) 覚せい剤のニトロソ化合物に関する研究：覚

せい剤メタンフェタミンが， ヒト尿中にどの程度排

出されるか，また，服用後（覚せい剤中毒者）何日

問尿中に検出されるかについて検討した。その結果，

最終使用時から 1日後に 42mg/210 ml尿に排出さ

れ， 5～6日で急激に減少した後， 18日後まで検出可

能であることが明らかとなった。

2. フラクチュエーション試験によるエポキシ樹

脂硬化剤の変異原性について

Greenにより開発されたフラクチュエーション試

験は， 98穴のマイクロタイタープレートを用いて，

液体培養のままテストをするもので，判定はブロム

チモルブルーを添加すると突然変異を起した穴の溶

液は変色することで判定される。

通常のエームス試験でテストしたエボキシ樹脂硬

化剤についてフラクチュエーション法で行い感度の

比較を行った。フラクチュエーション法は微量の検

体で感度よく検出できるということであったが，今

回の検討では，必ずしも感度の上で優れているとは

いえなかった。しかし，別にラット膀脱で化学物質

が代謝活性化を受けるかについて，膀脱から調整し

たS9mixを用いて突然変異原性試験をフラクチュ

エーション試験を用いて，芳香族アミンとアゾ色素

化合物 13物質について検討した結果， 11物質に変

異原性が認められ， ラット膀腕における化学物質の

代謝活性化が証明された。

3. 小核試験

従来検出感度が低いとされている invivoでの小

核試験に対して，培養骨髄細胞を使用する invitro 

の方法を開発したので各種抗癌剤，化学工業物質に

ついて検討してみた。その結果， bleomicin, 5 

-nitroacenaphthene, benzidine, 2-aminoanth-

racene, N-methyl-N'-nitro-N-nitrosoguanidine, 

benzo(e)pyrene, 1-nitropyreneの物質が陽性とな

り， aclarubicin,vincristine, 5-fluorouracilでは，

ェームス試験で陰性であったがこの invitro小核試

験では陽性を示した。このように invivo小核試験

は検出感度の高いことが証明された。

II. 発癌に関する研究

1. Bladder Implantationに関する研究

環境中の発癌性物質の検索方法の中，膀脱への発

癌性を調べる方法としてマウス膀脱腔内に試験物質

を少量混ぜたペレットを埋め込み 40週後に膀腕を

とり出し，膀脱上皮の病理学的検索を行う Bladder

Implantation (B.I.）が有用である。先のエームスの

方法による突然変異試験が陽性あるいは疑陽性と出

た物質に対し B.I.を行うとともに，本年度は，膀腕

の化学発癌テストとして B.I.の総括を行った。

1) Hydrazine化合物：前年度の 7物質に対し，

本年度は， liquidphenylhydrazineなど 5物質と

マッシュルーム中に存在するといわれるヒドラジン

化合物である agaritineのB.I.を行った。結果は，

agaritine以外の物質は 10~19％位の発癌率で対照

群との有意性を認めなかったが， agaritineは50%

とかなりの発癌性を認めた。

2) 覚せい剤とそのニトロソ体について：ニフェ

ドリン， メクンフェクミン 2種類の覚せい剤および

そのニトロソ体について B.I.を行った。その結果，

いずれも発癌の有意性は認められなかったが，飼育

に際しメク｀ノフェタミンでは食欲不振によるマウス

の体重減少が目立ち長期飼育が困難であった。

3) アゾ化合物の発癌性とビクミン C投与の影

響：ある種のアゾ化合物が B.I.で強い発癌性を示

したが， これにビタミン Cを経口投与すると発癌性

がかなり阻止された。しかし，アゾ化合物でも，

Sudan I, Sudan IIなどでは，ピタミ ‘/Cの抑制効果

は認められなかった。

2. 発癌性物質の分析

大気汚染物質中に含まれる多環芳香族炭化水素類

のうち 6種類について，変異原性と共に含有量の変

動を季節別，高度別について調べた。大気浮遊粉塵

中に co-mutagenであるハルマン，ノルハルマンの

存在が示唆されたので，ガスクロマトグラフィー，マ

ス・スペクトログラフィーにより現在同定を行って

し、る。

III. その他

教授竹村 望は多年にわたり我が国の労慟衛生の

向上に貢献したことにより労慟大臣より功労賞が授

与された。

研究業績

I. 原著論文

1)清水英佑，鈴木勇司，林 和夫，永山和之，鈴木孝之，
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秋山 厳，崎谷寿子，竹村望：都市大気汚染物質の突

然変異原性に関する研究（その 2)メタノール抽出物に

ついての日問および季節間変動．東京慈恵会医科大学

雑誌． 98:711-719 (1983) 

2)橋田ちせ：膀脱の化学発癌テストーBladder Im-

plantationの評価ー トキシコロ ゾーフォー ラム． 6:

141-148 0983) 

3)清水英佑：大気中の変異原活性の現状． トキシコロ

ジーフォーラム． 6:324-334 (1983) 

4)清水英佑：実験廃薬品の処理法．細胞． 15:

305-312 (1983) 

5) Shimizu, H., Takemura, N., Ando, H., Morita, M. 

and Machida, K. : Mutagenic activity of N 

-nitrosomethamphetamine and N -nirosoephedrine. 

Cancer Letters. 21 : 63-68 (1983) 

6)林和夫，清水英佑，鈴木勇司，竹村望：突然変異

原性からみた大気汚染物質，特に高度の差について．日

本衛生学雑誌． 38:365 (1983) 

7)森田真理子，安藤皓章，清水英佑，竹村 望：メタン

フェタミンおよびその代謝物のヒト尿中への排泄につ

いて． 日本衛生学雑誌． 38:569 (1983) 

III. 学会発表

l)林和夫，清水英佑，橋田ちせ，竹村望：工ポキシ

樹脂硬化剤の Fluctuationtestによる検討．第 56回日

本産業衛生学会総会． 4月．大阪．

2)清水英佑，鈴木勇司，竹村 望：アニリン誘導体の突

然変異原性とノルハルマンの co-mutagenic作用．第

42回日本癌学会総会． 10月．名古屋．

3)鈴木勇司．清水英佑：培養骨髄細胞を用いての小核

試験の検討．第 12回日本環境変異原学会． 10月．徳島．

4)林和夫，鈴木勇司，清水英佑，橋田ちせ，竹村望：

突然変異誘起性からみた大気汚染物質について（第 4

報）ー東京都心部，都市近郊，住宅地の比較ー．第 42

回日本公衆衛生学会． 11月．横浜．〔日本公衆衛生学雑

i志． 30: 629 (1983)〕
5) Takemura, N. and Shimizu, H.: Mutagenicity of 

some aniline derivatives. 11th International Confer・

ence of occupational health in the Chemical Indus-

try. Calgary, Canada. (1983) 

6)橋田ちせ： （宿題報告）膀脱の化学発癌テスト

-Bladder Implantationの評価ー．第 100回成医会総

会． 10月．東京．［東京慈恵会医科大学雑誌． 99:

169-175 0984)〕

V. その他

1)松島泰次郎，松下秀鶴，清水英佑：変異原性に着目し

たがん原性物質のスクリーニング技術開発に関する研

究．昭和 57年度労働安全衛生に関する調査研究報告

書

2)化学物質の変異原性の推測手法の開発に関する研究

一化学物質のアセスメントの試みー（昭和 57年度労働

省委託研究報告書）．未来工学研究所編．

法医学

教授：高津光洋 内因性急死，多発外傷の法

医病理学

助教授：内藤道興 小児の法医病理学

研究概要

I. 内因性急死に関する研究

内因性急死，特に若年者の急死は法医実務上外因

死との関連において多くの問題を内包している。し

たがって，特に本学のように法医解剖として行政お

よび司法解剖を多数行っている機関においては，

個々の症例において，病理学的診断，死因，外因と

の関係などを十分に検討する必要性に迫られてい

る。このような観点から，内因性急死の実態と問題

点を十分把握するための研究が行われている。この

中で，いわゆるポックリ病や乳幼児急死症候群

(SIDS)と呼ばれる群は，その病因も不明であり，そ

の実態も十分に浮彫りにされているとは云えない。

当教室での剖検例を中心にこの分野の研究が進めら

れている。研究の中心課題は，内因性急死例の 60%

以上を占めている急性心臓死について，特に超急性

に死亡した場合には形態学的所見に乏しい例が多い

ので，その診断をいかにするかにおかれている。そ

のひとつとして，心筋の虚血性変化の程度や局存性

を知る目的で，酵素抗体法を用いて心筋ミオブロビ

ンの動向を検討している。いわゆるポックリ病や

SIDSについて，心筋ミオブロビンの逸脱の有無，程

度，範囲などを検討したところ，これらの病因不明

の死亡例において，最終的に心筋虚血が璽要な意味

を持っている可能性が示唆されている。また，一見

原因不明の急死にみえる症例の刺激伝導系を検索し

てみると，伝導系心筋のミオブロビンの動向と涸結

節，あるいは房室結節動脈の変化の間の関係から，急

死の原因を明らかにしうる可能性を見い出してい

る。

II. 多発外傷の法医病理学的研究

多発外傷で死亡した症例を剖検してみると，臨床

的に，あるいは死体検案時に推測された死因や臓器

損傷とは全く異なる所見の得られる場合は決して少

なくない。この結果が医事紛争にまで発展すること

もあり，救急医療における DOA, あるいは near

DOAの問題点とともに社会的問題を提起してい

る。一方，多発外傷死亡例は何らかの死因が推測さ

れ易いこともあって，剖検率は低く，比較的多発外
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傷死亡例を剖検する機会の多い法医学領域において

も体系的な研究は少ない。当教室の剖検例を中心に，

社会病理学的，法医病理学的，病態生理学的，救急

医学的分析を retrospectiveおよび prospectiveに

行い目下研究途上であるが，多発外傷の診断，治療

の基礎的資料を提供したいと考えている。

III. 死体血の臨床検査データの法医学的応用の可

能性に関する研究

法医解剖においては急死例が多く，生前の臨床症

状，臨床検査データ，死亡時の様相などが不明のも

のがほとんどである。そこで生前の状態で知る方法

のひとつとして，死体血を中心に通常の臨床検査を

行い，死因，剖検所見などと対比して， これら臨床

検査データの法医解剖への応用の可能性を検討して

いる。一部はすでに学会発表されている。

IV. 微量生物試料からの血液型判定

法医実務上，微量生物試料からの血液型判定は，そ

の必要性が増加するとともに，その確度の高さも求

められている。混合凝集反応，酵素抗体法などを用

いて不適合輸血例，悪性腫瘍との関係，法医実務上

発生した症例を中心にこれまで行ってきたものをま

とめて報告した。

V. ショックの研究

当教室では長年過敏現象の研究を行っており，最

近では過敏性ショックのみならず，各種ショックに

ついても研究されている。その一環として， ウサギ

にカテコールアミンを投与した時の血清 LDH及び

CPK活性の変動について検討，両酵素活性ともに上

昇したが，そのアイソザイム分析を行い報告した。ま

た，ショック死体の臓器変化，特に脳の所見につい

て報告した。

VI. 中毒に関する研究

死体血を冷所保存すると，微量ながら青酸が産生

される事実はすでに報告されているが，その産生機

序については明らかでない。そこで今回，青酸産生

と硫青酸塩の関係について検討を行ったところ，両

者が死体血中でともに変動し合っている可能性が示

唆された。

VII. 剖検に基づく研究

精神病者が気道内にチリ紙を何枚もつめ込んで自

殺した症例 2例について報告， これらの行為が精神

病の症状のひとつであれば，死亡の種類の判定は慎

重にしなければならない点を強調した。

研究業績

I. 原著論文

1． 内因性急死に関する研究

l)高津光洋： SIDSにおける心筋ミオグロビンの動向

「乳幼児突然死 (SIDS)に関する研究」研究報告書（厚

生省心身障害研究乳幼児突然死研究斑）． 68-70(1983) 

2)石山翌夫，小室絵里佳，高津光洋：酵素抗体法による

虚血性心病巣の分析ーポックリ病の病理形態像につい

て一． 日本医事新報． 3077; 25-34 (1983) 

2. 微呈生物試料からの血液型判定

l)石山翌夫，神谷正明，吉井富夫，小室絵里佳，高津光

洋：組織抗原としての血液型一法医学的応用ー．第 21
回日本医学会総会々誌． 2:1138-1141 (1983) 

3. ショックに関する研究

l)青木利彦，高津光洋：カテコールアミン投与に伴う

ウサギ血清 LDHおよびCPK活性の変動について．東

京慈恵会医科大学雑誌． 98: 353-361 (1983) 

4. その他

l)高津光洋：法医学標本利用とその学習効果「医学教

育用標本活用による学習効果の評価に関する研究」研

究報告書． 39-42(1983) 

2)高津光洋：法医学実習の現状と将来講想カリキュラ

ムニュース． 11:43-45 (1983) 

II. 学会発表

1〉高津光洋： （特別講演）内因特急死の法医学的考察．

第54回成医会第三分院支部例会． 12月．東京．〔東京

慈恵会医科大学雑誌． 99: 135 (1983)〕

2)内藤道興，福家紀子，重田聡男：乳幼児突然死の本態

について(3)．第 67次日本法医学会総会． 4月．大阪．

〔日法誌． 37: 670 (1983)〕

3)内藤道興，重田聡男：各種ショックの臓器学変化（特

に脳所見について）．第 67次日本法医学会総会． 4月．

大阪．［日法誌． 37: 67 4 (1983)〕

4)福家紀子，青木利彦，高津光洋：血液中における青酸

産生について．第 67次日本法医学会総会． 4月．大阪．

〔日法誌． 37: 701 (1983)〕
5)重田聡男，庄司宗介：精神病を背景とした特異な窒

息例．第 20回日本犯罪学会総会． 11月．東京．〔犯罪

且志． 50: 121-122 (1983) J 
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寄生虫学

教授：小林昭夫 原虫，嬬虫学・熱帯医学

講師：渡辺直熙 寄生虫感染と IgE

研究概要

I. 原虫感染による非特異的免疫抑制に関する研究

原虫感染により宿主に誘導される非特異的免疫抑

制現象につき， トキソプラズマ (Tp)感染マウスを

モデルとして解析を行い， これまでに同抑制が主と

して抑制性マクロファージの誘導に起因することを

明らかにした。

そこで今年度は， さらにこの抑制性マクロファー

ジの作用機序について検討した。

Tp感染マウスの牌臓から得られた抑制性マクロ

ファージは，正常牌細胞と混合培養をおこなった場

合，牌細胞における抗羊赤血球 1次抗体産生応答を

いちじるしく阻害した。一方，同マクロファージを

正常牌細胞と同一培養血中でミリポア膜で仕切って

培養した場合には，牌細胞の抗体産生応答は全く抑

制されなかった。また抑制性マクロファージを種々

の時間培養して得られた培養上清に抑制活性は認め

られなかった。以上の結果より，抑制性マクロファー

ジがその活性を発現するためには，被抑制側のリン

パ球との直接接触が必要であることが明らかとなっ

た。

抑制性マクロファージによる抑制活性物質として

は，従来プロスタグランジンと H202が知られてい

るが， Tp感染マウスに誘導される抑制性マクロ

ファージの活性は，両物質の合成阻害剤あるいは分

解酵素の添加により，なんら影響を受けなかった。し

たがって抑制性マクロファージは， これまで未知の

物質によってその活性が担われている可能性が考え

られ，現在その抑制活性物質につき検討を行ってい

る。

II. 自由生活性原虫による非特異的免疫増強に関

する研究

自由生活性繊毛虫 Tetrahymenapyriformis（以下

Th)による非特異的免疫増強につき，マウスにおけ

るトキソプラズマ (Tp)感染モデルを用いて検討し，

これまでにその機構として， Th接種により活性化

されたマクロファージが強い殺 Tp活性をしめすこ

と，またその活性化マクロファージの殺 Tp機序と

して，酸素代謝物の関与の重要性を明らかにした。

今年度は， Thの各種分画成分の接種により得ら

れたマクロファージの殺 Tp活性および H20,遊離

能を比較検討した。 Tp感染 20時間後の Tp感染率

およびマクロファー、；； 100個あたりの Tp数を全虫

体接種の場合と比較した結果，分画成分のうち繊毛，

外被， ミトコンドリアおよびミクロソームについて

は，全虫体成分の 1/10の接種量でいずれも著しく高

い感染防御効果がしめされた。一方，核およびミク

ロソーム沈澱後の上清については，接種量を増加し

ても効果は認められなかった。

各分画成分接種マウス由来マクロファージの

H202遊離能を比較した結果は，殺 Tp活性の場合

と同様，繊毛，外被， ミトコンドリア， ミクロソー

ム等の分画にその効果高く，核およびミクロソーム

沈澱後の上清に低かった。

以上のことから， Th分画成分のうち，繊毛，外被，

ミトコンドリア， ミクロソーム等にマクロファー、；；

の活性化誘導能があることが判明した。

III. ドノバンリーシュマニアの毒性に関する研究

カラ・アザールの病原体， ドノバンリーシュマニ

ア(L.d.)の実験室内での維持は，通常人工培地によ

る前鞭毛型（感染形）の継代によっている。しかし

このような継代を反復しておこなった場合，その宿

主に対する感染力をいちじるしく損耗する。現在わ

が国で代表的な株とされている 2S株は，長年にわ

たり人工培地での継代により維持されてきたもので

あり，宿主（マウス等）への感染力は著しく低い。本

研究では 2S株の感染性を増大させることを目的と

し，その前鞭毛型によるマウス接種（無鞭毛型形成）

と同マウスの感染組織による人工培地接種（前鞭毛

型形成）とを交互に行い，継代にともなう感染力の

変化について検討した。その結果は，継代 10回目以

降感染力の上昇をみ，とくに 15回を経た株では，そ

の前鞭毛型によるマウス接種で，腹腔中マクロ

ファージ，肝内の原虫数とも，対照非継代株使用の

場合に比して有意に増加することが判明した。

IV. 寄生虫感染と lgE抗体に関する研究

IgE抗体の産生は，蟷虫感染における特徴的な宿

主反応として知られている。本年度は，嬬虫感染宿

主における IgE抗体産生細胞の分布について，寄生

虫の感染経過との関係から検討した。寄生性線虫

Nippostrongylus brasiliensis (Nb)の感染では，ア

ジュバント無添加の条件下でもラットに長期にわた

る強い IgE抗体の産生を誘導する。そこで， Nb感染

ラットの各リンパ系組織よりの抽出液を用いて，抗

Nb IgE抗体産生細胞の出現頻度につき検討した。
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その結果とくに Nb感染初期においては，肺門およ

び腸問膜リンパ節に抗 NbIgE抗体産生細胞が高頻

度に見い出され， IgE産生細胞の出現が， Nbの移

行，寄生部位と関連することが示唆された。

一方， Nb感染マウスにおける IgE産生機構の解

析にあたり，免疫グロブリンの遺伝子入れ換えを

行った Congenicマウスに Nb感染をおこない，血

中総 IgEの測定を行う過程で， IgE欠損マウスを発

見した。このマウスでは， IgE産生のみが，欠損し，

他の免疫グロブリン産生は正常であった。その原因

は， IgE欠損マウスに Nbを感染させた場合， IgEB

細胞の誘導は正常に起こるが，次の段階である IgE

産生細胞への分化が起こらないことによる。しかし

欠損マウスの背景遺伝子をもつマウスのT細胞を欠

損マウスに移入することで IgE産生を回復させる

ことができた。

V. 熱帯寄生虫病の防遇に関する研究

土壊伝播性寄生虫の伝播制御効果の判定ならびに

予測に関する甚礎的研究の 1つとして，土壌中に分

散した銅虫卵の運命について，野外モデル実験の形

式によって検討した。各種の実験条件下で土壌に実

験的に混入したプタ錮虫卵の運命を追跡したとこ

ろ，土壌表層に存在する虫卵は， 日向の場合，夏期

(6~8月）には速やかに変性に陥り， 2カ月で 80

~100％の変性率をしめしたが，日向でも 4cm下層

および日陰では，表層，下層とも 3カ月後に至るも

変性率は数％程度であり， 50％以上が仔虫を形成す

るにいたった。錮虫の場合には，環境汚染の改善ま

でに相当の期間を要することが推測され，さらに長

期の観察を実施中である。

VI. アジア寄生虫予防機構 (APCO)の推進

APCOは1974年の発足以来，発展の一途をたど

り，中南米地域（メキシコ， コロンビア，ブラジル）

の参加に次いで 1983年より新たにアラブ地域（レバ

ノン，エジプト，モロッコ）およびアフリカ地域（タ

ンザニア，スーダン）の参加をみるに至った。教授

小林昭夫は， 1983年 8月，キプロス，クンザニアに

於て開催された各地域第 1回セミナールに出席，各

国におげる土壌伝播性寄生虫防過，検査要員の養成

計画に参画した。

VII. その他

教授小林昭夫は，長年にわたり予防医学事業の推

進，学術指導に貢献したとして， 1983年 8月，予防

医学事業推進全国大会（盛岡）において，財団法人

予防医学事巣中央会（黒川利雄会長）より感謝状を

授与された。

研究業績

I. 原著論文

l)渡辺直熙：蟷虫感染宿主における lgE抗体に関す

る研究． I.感染宿主肥満細胞の lgE受動感作能．寄生

虫誌 32: 55-62 (1983) 
2) Imai, T., Shimizu, F., Fujimaki, H. and 

Watanabe, N. : Enhancement of lgE antibody pro-

duction by ovalbumin aerosol in mice. Int. Archs 

Allergy appl. Immun. 70: 368-372 (1983) 

3) Suzuki, Y. and Kobayashi, A.: Suppression of 

unprimed T and B cells in antibody responses by 

irradiation-resistant and plastic-adherent suppres-

sor cells in Toxoplasma gondii-infected mice. 

Infect. Immun. 40: 1-7 (1983) 

4) Makioka, A. and Kobayashi, A. : Activation of 

macrophages by Tetrahymena pyriformis : Killing 

of Toxoplasma gondii in vitro. Jpn. J. Parasitol. 
32: 203-210 (1983) 

5) Watanabe, N. and Ovary, Z.: Suppression of lgE 

antibody response by irradiated reticulum cell sar-

coma cell in SJL mice. Int. Archs Allergy appl. 

Immun. 72: 6-8 (1983) 

6) Watanabe, N. and Kobayashi, A.: Sensitivity of 

passive cutaneous anaphylaxis in rats. I. Inverse 

relationship between PCA sensitivity and amount 

of lgE present on mast cells. Int. Archs Allergy 

appl. Immun. 72: 53-57 (1983) 

7) Watanabe, N. and Ovary, Z.: Suppression of lgE 

antibody production in SJL mice. V. Effect of 

irradiation and adult thymectomy on the suppres-

sion of lgE antibody production in SJL mice. 

Cellular Immunology. 79: 407-409 (1983) 

8) Kumagai, Y., Hirano, T., Watanabe, N., 

Okumura, K. and Ovary, Z.: Studies on lgE produc-

tion in mice. Immunogenetics. 18: 147-153 (1983) 

9)今井透，小沢仁，渡辺直熙：抗原 aerosolによる

lgE抗体産生一実験動物における最近の知見より一．

耳鼻咽喉科展望． 26:623-627 (1983) 

II. 総説

l)小林昭夫，渡辺直熙：腸内感染症と免疫＿寄生虫．
Medicina. 20: 216-217 (1983) 

2) Kobayashi, A. : The method for the investigation 

of seasonal variation in the incidence of soil-trans-

mitted helminthic infections. Yokogawa, M. et al., 
eds. : Collected papers on the control of soil-trans-

mitted helminthiases. 2: 107-110 (1983) 

3) Kobayashi, A. : Training of laboratory techni-

cians for parasite examinations. Y okogawa, M. et 

al., eds.: Collected papers on the control of soil 

-transmitted helminthiases. 2: 337-356 (1983) 
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4)小林昭夫：トキソプラズマ症．病理と臨床（特集，寄

生虫感染症）． 1:1413-1420 (1983) 

III. 学会発表

1)西田 伸，双津正博，中村紀夫，片倉 賢，小林昭夫：

脳宮崎肺吸虫症の 1手術例．第 9回日本脳神経外科学

会関東地方会． 2月．東京．

2)小林昭夫，渡辺直熙，鈴木康弘，牧岡朝夫，片倉 賢，

平井徳幸：トキソプラズマ症に対する血清学的診断基

準について．第 52回日本寄生虫学会． 4月．大阪．〔寄

生虫誌 32（増） ：37〕

3)片倉 賢牧岡朝夫，小林昭夫：マウスのドノバン

リーシュマニア症に対する Tetrahymenapyriformis 

接種による非特異的防御効果．第 52回日本寄生虫学会

大会． 4月．大阪．［寄生虫誌． 32（増） ：53〕
4)牧岡朝夫，小林昭夫：マウストキソプラズマ感染症

に対する Tetrahymenapyriformisの防御効果 (IV)テ

トラヒメナ活性化マクロファージの生化学的性状．第

52回日本寄生虫学会大会． 4月．大阪．〔寄生虫誌．

32（増）： 84〕

5)鈴木康弘，小林昭夫： Toxoplasma感染による宿主

抗体産生系の非特異的抑制 (X)抑制性 M</,による

Cell-Cell contactを介したリンパ球分裂阻止作用．第

52回日本寄生虫学会． 4月．大阪．［寄生虫誌． 32（増）：

84〕
6)渡辺直熙，小林昭夫： Nippostrongylusbrasiliensis 

感染ラットにおける IgE抗体の産生 (IV). X線耐性

lgE産生細胞．第 52回日本寄生虫学会大会． 4月．大

阪．［寄生虫誌． 32（増） ：89] 

7)城 宏輔，奈良隆寛，斉藤博久，富田有祐，渡辺直煕，

中野康伸，杉田守正： Lazyleukocyte syndromeの一

例．第 11回日本臨床免疫学会総会． 6月．京都．

8)小林昭夫，藍沢茂雄，高津光洋，合志徳久：標本館展

示標本利用による学習とその効果について．第 15回日

本医学教育学会． 7月．京都．

9) Watanabe, N. and Kobayashi, A.: Irradiation 

resistant IgE forming cells in rats infected with 

Nゅpostrongylus. Fifth International Congress of 

Immunology. Aug. Kyoto. 

10) Suzuki, Y. and Kobayashi, A.: Immuno-suppres-

sion in Toxoplasma-infected mice : Inhibition of 

proliferation of lymphocytes by suppressor macro-

phages. Fifth International Congress of Im-

munology. Aug. Kyoto. 

11) Fujimaki, H., Imai, T., Ozawa, M., Watanabe, N. 

and Kubota, K. : The effect of acute exposure to 

nitrogen dioxide on the IgE antibody production in 

mice. Fifth International Congress of Im-

munology. Aug. Kyoto. 

12)鈴木康弘，小林昭夫： Toxoplasma感染による宿主

抗体産生系の非特異的抑制(XI)．抗 Toxoplasma抗体

産生の抑制．第 43回日本寄生虫学会東日本大会． 10

月．埼玉．［寄生虫誌． 33(1—補） ：14〕

13)渡辺直煕： （シンポジウム）「臨床免疫学最近の話題

一本学における研究を中心に一」 IgE抗体産生の調節

機構．第 100回成医会総会． 10月．東京．

14)牧岡朝夫，小林昭夫： Tetrahymenapyriformis活性

化マクロファージによる殺原虫機構の生化学的解析．

第 100回成医会総会． 10月．東京．

15)伊藤幸治，山内信和，宮本昭正，渡辺直熙：抗モル

モット IgEによる実験喘息（続報） ：T. spiralis感染モ

ルモットを使用せる抗モルモ、ノト IgE作製の研究．第

33回日本アレルギー学会総会． 10月．千葉．

16)渡辺直煕，小林昭夫： Nippostrongyl硲 brasiliensis

感染ラットにおける IgE抗体の産生． V.IgE抗体産生

細胞の分布．第 33回日本アレルギー学会総会． 10月．

千葉．

17)小林昭夫，渡辺直熙，鈴木康弘，牧岡朝夫，片倉 賢，

平井徳幸，浜田篤郎：トキソプラズマ性リンパ節炎の

血清学的診断について．第 25回日本熱帯医学会総会．

10月．大阪．

18)鈴木康弘：細胞内寄生性原虫 Toxoplasmaの同原虫

感染マウスにおける抗腫瘍効果．第 42回日本癌学会．

10月．名古屋．

19)渡辺直煕，小林昭夫： Nippostrongyl硲惑染ラットに

おける IgE抗体産生細胞．第 13回日本免疫学会． 12

月．浜松．

20)鈴木康弘，小林昭夫：トキソプラズマ感染による非

特異的抗体産生抑制． III.虫体自身に対する抗体産生

応答に及ぽす効果．第 13回日本免疫学会． 12月．浜松．

IV. 著書

l)小林昭夫：人獣共通寄生虫症としてのトキソプラズ

マ症の項分担執筆．林 滋生他編：本邦における人獣

共通寄生虫症．文永堂． 117-130(1983) 

2)小林昭夫：ペット由来の疾病ーネコによる疾患の項

分担執筆加納六郎編：小児科 Mook.No. 28（動物性

小児疾患）． 10-19(1983) 

3) Kobayashi, A. : Changing patterns of parasitic 

infections in Japan. Croll, N.A. & Cross, J.H. eds. : 

Human ecology and infectious diseases. Academic 
Press. 137-168 (1983) 

V. その他

l)小林昭夫：トキソプラズマ症．石山俊次， 日野原重

明，阿部正和組：今日の治療指針． 医学書院． 161-

162 (1983) 

2)小林昭夫，渡辺直煕，牧岡朝夫，鈴木康弘，片倉 賢，

浜田篤郎：標本館陳列標本利用による寄生虫学学習効

果．小林昭夫他編：医学教育標本利用による学習効果

の評価に関する研究． 43-54(1983) 

3)小林昭夫：トキソプラズマ，トキソプラズマ症．医科

学大事典．講談社． 34: 243-245 (1983) 

4)小林昭夫：胞子虫．医科学大事典．講談社． 39:247 

(1983) 

5)小林昭夫：ヒトイソスポラ．医科学大事典．講談社．

39: 282-283 (1983) 
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師：町田勝彦

臨床生理学

外科病理学

臨床細菌学

臨床免疫学

研究概要

I. 臨床生理に関する研究

1. 肥満児およびるい痩児の体力と血液性状

今年度は，都内児童 107名を対象に，形態計測，運

動能カテストおよび血液検査，心電図，血圧測定を

行い，台高 25cm (3年生）， 35cm (5, 6年生）の踏

み台昇降運動を 5分間負荷し，負荷後にも採血，心

電図，血圧計測を行い，肥満児，正常児およびるい

痩児に区分しその値を比較した。

肥満度 30%以上の出現率は男児 4.9%，女児 4.

5%であり，肥満度が高くなるにつれ，とくに 50m

走，走り幅とびの成績が著明に低下した。また，肥

渦度が高くなるにつれ，運動時に血中乳酸，白血球

数の上昇が著明であった。また，ー10%～ -20％の

るい痩児（出現率 9.8%）も肥満児と同様運動時の乳

酸，白血球数および心拍数が高値であり，正常体重

児の反応が最も低かった。

2. 運動負荷時の腎機能

健常成人男子 5名を対象に， トレッドミルにより

40-100% V02 maxの4種の強度の運動を各々20

分問負荷 (100%V02 maxの激運動は 12-15分間）

試験を行った。

60% V02 max強度以下の運動では尿量，尿浸透

庄およびその他の測定値にほとんど影響を及ぽさな

かったが，それ以上の強度では著明に影響した。激

運動では運動直後に尿量が前値の半分以下に低下

し， 30分後には逆に 1.5倍以上の利尿がみられ，

60-120分後にはほぽ運動前値にもどった。尿浸透

圧は尿量が最も多くなった 30分後に最低値を示し

前値 900mOsm/kgH心に比較し約 67%低下した。

60-120分後には尿量と同様ほぽ運動前の値を示し

た。

血清 ADHは激運動直後に前値の 2倍以上に増加

したが 30分後には運動前値に回復した。

運動 30分前に生理食塩水 (500ml)を負荷した場

合でも激運動後 30分時に希釈尿の著増を観察し，何

も摂取しない場合との大きな差異は運動直後の

ADH上昇がやや僅少となったことであった。

3. 署熱曝露に対する内分泌反応

健常男子大学生を対象に 108℃の高温環境下に

20分間曝露し，血中ホルモンレベルの変化を観察し

た。

高温曝露により体重は平均 0.86kg減少し，血液

水分量は平均 4.5g/dl低下した。

血清 GH,アンギオテンシン II濃度いずれも 20

分間の高温曝露により増加し，終了 30分後には前値

に回復したが，コルチゾールは 30分後でも直後値と

ほぼ同様の 140ng/mlの高値が持続した。

なお，血清 Ca,Kおよび血清浸透圧は高温曝露で

上昇し，終了 30分後まで高値が持続したが，血清

Na濃度は高温曝露で有意に低下し 30分後は前値

に比較し有意に高値となった。

4. 全自動代謝測定装置 SYSTEM5の検討

呼気ガスの連続測定の目的で， AIC社が開発した

全自動代謝測定装置についてダグラスバッグ法と比

較検討した。

SYSTEM 5の呼気ガス分析装置は，ボーラログ

ラフ式酸素電極および赤外線吸収二酸化炭素検知器

を用いており，これらによる分析値と Scholander

装置と比較した結果，十分な精度，正確度をもって

使用できることを認めた。

また， SYSTEM5の換気量計測にぱ Fleish型差

圧流量計を用いており， これとダグラスバッグに採

気した呈とを種々の条件下で比較した。

検討結果から， SYSTEM5はダグラスバッグ法

と十分に匹敵し得る精度，正確度をもっていること

がわかった。

II. 臨床検査法の検討

1. パラレル

中検に多項目同時分析装置を導入するに当たっ

て，各分析項目別に最も望ましい測定方法，測定条

件を設定するための基礎的条件の検討を行い，パラ

レルでの条件設定のデータとした。また，国産試薬

を導入した 11項目については，全く独自に測定条件

を開発し， 29項目を組み上げた。

2. ラテックス凝集および阻止反応による微量蛋

白成分の自動分析

この方法の感度は RIAに匹敵し，精密度は RIA

を上回る事が確認された。免疫グロブリン， CRP,

フィブリノーゲン， FDP-D, FDP-E, hCG, hPL, 

aFP, E3-l6G等が容易に測定できた。本法の高度を

生かし，脳脊髄液中の免疫グロブリンの定量を多数

の試料について試み正常域の設定，疾患別成績の比

較，個人の経時的変動等を検討した。
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3. エンザイムイムノアッセイ (EIA)の検討

RIAによる測定をできるだけ EIAその他の放射

性物質を使用しない測定法に改めることを目標とし

て検査方法を検討している。その成果の 1つとして

58年度中にインスリンについては， RIAから EIA

に測定法を変更した。

III. 体腔液に関する研究

体腔液の生化学的性状と疾患との関連について引

き続き検討中であるが，新たに 5'-N ucleotidaseシ

アル酸， HSAPを加え，更に体腔液を利用した模擬

赤血球沈降速度の測定を加えた。

IV. 臨床細菌学に関する研究

1. ブドウ球菌に関する研究

ブドウ球菌は化膿性疾患において最もしばしば検

出される細菌の 1つである。

皮膚疾患から得られたプドウ球茜について検討し

てみると，膿湯，膿痴疹，膿痴疹様湿疹，熱傷様皮

膚症候群，癒，よう，皮膚炎からは S.aureusが 70%

以上の割合で検出された一方，座瘤，毛包炎，面飽，

粉瘤からはコアグラーゼ陰性ブドウ球菌 (CNS)が

70%以上の割合で検出された。

S. aureusについてファージ型を調べてみると，膿

痴疹で II群が 31%と多くみられた。また，周囲の健

常と思われる皮膚からも，同じ II群の S.aureusが

9例中 8例にみられた。通常健常人の皮膚からはこ

れ程多く S.aureusが認められないことを考える

と， これらの菌が健常な皮膚に定着しやすい性質を

もっている可能性が推測される。近年 Exfoliative

toxinが注目されているが，膿痴疹由来株の一部に

限局して Exfoliativetoxin Bの産生がみられた。

CNSの中，最も多く検出されたものは， S.epider-

midisであるが，本菌は健康者の各部から最も多く

検出される菌種である。 Pulvererのファージで型別

を行うと，われわれが化膿巣から多く検出されると

いっている II型が最も多く，次いで I型であった。

研究業績

I. 原著論文

1. 臨床生理に関する研究

l)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊：持久的運動時の血液

成分におよぼす蕪糖摂取の影響に関する研究の総括．

日本体力医学会蕪糖研究会編：蕪糖の生体におよぼす

影響の研究． 19-22(1983) 
2)伊藤 朗，山田哲雄，井川幸雄：中高年者のトレーニ

ングが血中コレステロール値に及ぼす影響．筑波大学

体育科学系紀要． 6:123-132 (1983) 

3) Suzuki, M., Shiota, M. and lkawa, S. : The physi-

ological responses to exercise under hot and cold 
environmental temperature. Physical Fitness 
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4)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子：全自動代
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5)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊：運動の習慣化の要因

および習慣的運動の効果に関する研究．体育科学． 11:
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III. 学会発表

1. 臨床生理に関する研究

1)鈴木政登，塩田正俊，井川幸雄： （中高年者に対する

運動処方）内分泌機能からみた運動の影響一高血圧者

の身体運動を中心として一． 34周年記念日本体力医学
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2)鈴木政登，塩田正俊：運動負荷後の白血球の動態．第
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thermal dehydration in men.第60回日本生理学会
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大会． 4月．大阪．

6)小野三嗣，石河利寛形本静夫，芝山秀太郎，江橋

博西島洋子，井川幸雄，鈴木政登，伊藤朗：持久走

大会の晴天（第 7.9回）と雨天（第 3,10)での同一参

加者所見の比較．第 38回日本体力医学会大会． 9月．群
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7)塩田正俊，鈴木政登，井川幸雄：持久的運動時の液体
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2. 臨床検査に関する研究

l)池田清子，藤井育子，井川幸雄，高橋芳朗：ラテック

ス凝集反応および阻止反応の自動分析装置．第 15回日
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4)渡辺孝子，高橋明子，井川幸雄，小林正之，落合成正：

血小板放出機構異常症の血小板機能．第 30回日本臨床
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について．第 30回日本臨床病理学会総会． 10月．東京．
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臨床病理学会総会． 10月．東京．

8)宮沢薫堤友里，阿部郁郎，相曾正義，今西昭雄，

鳥海純：健常者における 75gブドウ糖負荷時のイ

ンスリン(IRI)．第 30回日本臨床病理学会総会． 10月．

東京．

3. 臨床細菌学に関する研究

l)保科定頼，鴫山泰文，黒坂公生，白井里美：血液由来

レンサ球菌の臨床細菌学的検討．第 30回日本臨床病理

学会総会． 10月．東京．

2)鴫山泰文，保科定頼，黒坂公生，川崎 了，徳田安章：

皮膚疾患から検出されたブドウ球菌について．第 28回

ブドウ球菌研究会． 10月．京都．

IV. 著書

1)井川幸雄編：生理検査マニュアル．広川書店．（1983)

2)鳥海純分担執筆．石川栄世，牛島宥，遠城寺宗

知編：外科病理学．文光堂．（1984)

3)黒坂公生：嫌気性細菌．スピロヘーク，放線茜，真茜

の項分担執筆．大谷 明，斉藤和久，吉岡守正編：医学

生の微生物・免疫学．広川書店．（1983)

V. その他

1)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊：身体トレーニングが

運動後の血清酵素活性値の消長におよぼす影響．体育

科学． 10:223-230 (1982) 

2)井川幸雄，北島武之，野原富子：尿沈造の赤血球．モ
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臨床医学

第 1 内科学

教授： 亀田 治男

助教授：藤沢 冽

講師：渡邊證次郎

講師 ：川 村忠 夫

講師：今井 深

講師：永森静志

研 究概要

I. 消化管に関する研究

消化器・肝・胆道

消化器・肝・肝生化学

神経内科・脳血管障害

消化器・胃分泌と胃循環

消化器・肝・門脈循環

消化器・肝・肝細胞培養

1. 臨床的には胃十二指腸病変の原因を探り治療

に役立てるため，胃内視鏡検査を行った約 2,000人

のアンケートをコンピュータ処理し，背景因子こと

に嗜好品や生活環境について単独，複合因子を検討

した。とくに難治性潰瘍の背景としては喫煙，スト

レス，性格などの重複が重要であった。また凡拮杭

剤や多数開発されつつある抗潰瘍剤の治療効果を検

討した。

2. 実験的には教室で開発した内視鏡的色素希釈

法と吸入式，電解式 H2ガスクリアランス法， レー

ザードップラー法を用いて胃粘膜血流量を比較測定

し，方法論的検討を行った。また各種催潰瘍剤，抗

潰瘍剤のおもに胃防御因子面への影響について，粘

膜血流と組織化学的粘液を検討した。さらに胃粘膜

DNAとMNNGの結合量の測定から，発癌物質に

対しても胃被覆粘液の重要性を明らかにした。

II. 肝循環と肝不全に関する研究

1. 肝門脈循環に関する研究では，おもに薬物の

肝循環に対する影響を検討した。 H2レセプター拮

抗剤のラニチジンは， ラット肝組織血流量を減少さ

せるが，小柴胡湯はこの作用を防止することを明ら

かにした。

2. 心疾患剖検例の検討からうっ血肝時の線維化

について，臨床成績および組織所見との対比を行い

肝線維化の病態を明らかにした。さらにうっ血肝

ラットを作製し，循環動態と線維化の関連性を実験

的にも検討した。

3. 重症肝障害に対するグルカゴン・インスリン

療法や肝性脳症に対する分枝鎖アミノ酸製剤の効果

につき臨床的に検討した。また高プロラクチン血症

を呈する慢性肝不全症例は予後不良例に多いことも

明らかにした。

III. 肝疾患の免疫学的研究

1. 肝疾患の免疫応答に関し，単球のサブセット，

IL-1ゃIL-2などの免疫応答調節因子，ならびに抗

IM-Ag抗体などの肝自己抗体につき検討を行った。

また．昨年度肝可溶性分画中に ADCC反応を含む免

疫応答を抑制する因子の存在を認めたが，本年度は

抑制因子には 2種あること，ならびにこれらの精製

を行い，作用機序を明らかにした。

2. 腫瘍マーカーの研究は，最近注目されている

新しい腫瘍マーカー，すなわち， TPA,5'-NPD-V, 

CA19-9の臨床的有用性につき検討を行った。これ

ら各々の臨床的意義について明らかにする一方， こ

れらの組合せにより，肝硬変と肝細胞癌，肝細胞癌

と転移性肝癌の鑑別が容易になることを示した。

IV. 肝疾患の生化学的研究

1. アルコール性肝障害の発症の進展に，高脂

肪・低蛋白食が必須の食事因子であることを実験的，

臨床的に明らかにした。

2. 慢性 B型ウイルス性肝炎の Interferon療法

に際して，患者リンパ球の 2', 5'-Oligo-adenylate 

synthetaseの測定が，投与量の決定に有意義である

ことを確認した。また急性 B型肝炎の IM-ganti

HBcの意義を RIA,EIA両面から明らかにした。

3. 流行性非A非B型肝炎を中心としたウイルス

肝炎における AN-6520抗原抗体系の意義を検討し

た。

4. 供血者の血清 guanaseを測定し， tran-

saminase正常例でも guanase高値例が存在し，そ

れを輸血された患者は高率に輸血後非A非B型肝炎

を発症することを明らかにした。

5. アルコール性肝障害と肝癌における， Type

III procollagen peptideの意義について検討した。

V. 肝細胞の病態学的研究

1. 肝細胞の形態と機能の多様性の研究：肝実質

細胞および非実質細胞の単離細胞を Percoll密度勾

配法により分離し検討した。

2. 肝生検試料の機能面より観た研究：各種肝疾

患の肝組織内蛋白の変化を微量蛋白定量法で測定

し，組織診断や生化学的検査との相関を明らかにし

た。
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3. 継代培養細胞を用いた肝胆道系癌細胞の特性

に関する研究：ヒト肝細胞癌，胆のう・胆管癌の株

樹立を行い，機能発現，形態的特徴を研究した。

4. 肝細胞の細胞骨格の超微構造と機能の研究：

グロー放電によるプラズマレプリカ重合膜を作成す

ることにより透過電顕下で培養肝癌細胞の cytos-

keletonを観察した。

5． 肝胆道系癌の温熱効果についての研究：温度

勾配培養装置を用いて研究を施行した。

6. AFP heterogeneityの研究：肝癌，肝炎，肝

硬変症の血清中 AFPのlectin親和性により観察し

た。

VI. 胆道および膵疾患の病態と臨床の研究

1. 胆石症の病態と臨床に関する研究

1) 外来および入院の胆石症患者を対象として，

その臨床症状，各種画像診断，生化学的検査での比

較検討，経過観察などを検討した。

2) CDCA, UDCAなどの経口胆石溶解剤による

効果の経過観察，胆石消失例に対する投与法の検討

などを行った。

3) 手術摘出胆石の赤外吸収スペクトル分析およ

び化学的分析，特に黒色石，石灰化胆石の成分分析

を行った。

4) 胆石の新しい分類法を検討し， コレステロー

ル系胆石の分類法を検討した。

5) 肝内結石症はビリルビン系胆石の多い地方に

多く認めたが，その生成過程を検討した。

2. 胆道癌，膵癌の病態と臨床に関する研究

早期診断を目標とした検討を行った。

VII. 腎疾患の臨床病理学的研究

1. 腎疾患に対する薬剤の治療効果に関する研究

ステロイド剤，免疫抑制剤，非ステロイド性抗炎

症剤の治療効果の比較検討， とくに非ステロイド性

抗炎症剤の投与に際して，適応となる病型，病期，予

後，腎機能の変化について検討を続けている。

2. 非ステロイド性抗炎症剤の抗蛋白尿効果の作

用機序に関する実験的研究

ラットに aminonucleoside nephrosisを作製し

Azapropazoneを投与し，その抗蛋白尿効果の作用

機序に関して，糸球体基底膜の蛋白透過性の面より

考察し報告した。

3. 肝疾患における腎障害に関する研究

慢性肝炎，肝硬変症にともなう血尿，蛋白尿の病

因に関して臨床病理学的検討を行っている。また，膜

分離法による血漿交換療法を薬物性腎障害，肝不全

時の肝性脳症に行い臨床的検討を行っている。

VIII. 臨床神経学的研究

1. 脳血管障害に関する研究

①若年性脳梗塞について，背景因子と予後につき

報告した。②脳卒中に合併する消化管出血の予防，

治療としての H2―receptorantagonist投与の有効

性につき報告した。③脳血管障害の合併頻度が他

の成人病に比し低い肝硬変症をとりあげ，脳血管障

害の背景因子及び全身血管の動脈硬化について臨床

病理学的検討を行っている。

2. 肝性ニューロパシーに関する研究

肝硬変患者に高頻度にみられる有痛性限局性筋痙

攣につき，臨床的，電気生理学的検討を行った。

3. 頭痛に関する研究

片頭痛，筋収縮性頭痛を中心に背景因子の解析を

行い，治療法の研究を行っている。

4. 髄液蛋白動態の研究

各種疾患髄液を用い連続濃度勾配ポリアクリルア

ミドマイクロゲル電気泳動を行い，特に本法により

分離可能となった低分子蛋白の動態と各種疾患との

関係を検討している。

IX. その他

昭和 59年 1月 14日， 15日に教授亀田治男の会長

のもとに第 18回日本成人病学会が都市センター（東

京）において開催された。

昭和 58年 1月より日本胆道疾患研究会（代表：亀

田治男）事務局が第 1内科教室第 5研究室内に設置

された。

研究業績

I. 原著論文

1. 消化管疾患に関する研究

1)岩崎仁，有泉雅博，鳥居明，鬼沢信明，）1|村忠夫，

亀田治男，スジャルオ，竿代丈夫： Pirenzepineの胃潰

瘍における胃分泌，血清ガストリン値および胃粘膜血

流への影響．診療と新薬． 20:973-980 (1983) 

2. 肝循環に関する研究

1)亀田治男，山崎一信，樺 恵，有沢和敬，今井深：

慢性肝炎を伴った特発性門脈圧九進症例その後の経

過，厚生省特定疾患特発性門脈圧充進症調査研究班，昭

和57年度研究報告． 122-124(1983) 

2)山崎一信：特発性門脈圧九進症に関する臨床的なら

びに実験的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 99:
47-66 (1984) 

3. 肝疾患の免疫学的研究

1)相沢良夫，藤田由美子，高橋 弘，出浦正倫，清水能
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ー，銭谷幹男，秋庭真理子，飛鳥田一朗，亀田治男：慢

性活動性肝炎患者リンパ球の自己肝細胞に対する障害

能の検討ーとくに HBs抗原陽性例と陰性例の障害機

構の相違について一．肝臓． 24:501-507 (1983) 

2)西山正輝，嵐山恭志，安藤秀樹，藤田由美子，高橋

弘，清水能—ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，秋庭真

理子，飛鳥田一朗，亀田治男：肝可溶性分画中に存在す

るリンパ球芽球化反応抑制因子の物理化学的性状とそ

の作用機序．消化器と免疫． 11: 156-159 (1983) 

3)藤田由美子，嵐山恭志，西山正輝，安藤秀樹，高橋

弘，清水能ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，秋庭真

理子，飛鳥田一朗，亀田治男：慢性活動性肝炎における

男女差．消化器と免疫． 11: 133-135 (1983) 

4)嵐山恭志渡辺文時，宮崎寛，大越裕文，尾泉博，

韓南奎西山正輝，安藤秀樹，藤田由美子，高橋弘，

清水能ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，

飛鳥田一朗，亀田治男：良性肝疾患および肝細胞癌に

おける血清 TPA値とその出現動態に関する検討． 日

本消化器病学会雑誌． 81: 927 (1984) 

4. 肝疾患の生化学的研究

1) Yamauchi, M., Nakajima, H., Kimura, K., Naka-

hara, M., Satoh, Y. and Kawamura, H.: An Epi・

demic of Non-A, Non-B Hepatitis in Japan. Am. 

J. Gastroenterology. 78: 652-655 (1983) 

2)山内員義，中山 一，福沢圭子，中島尚登，高原仁，

中原正雄木村和夫，川瀕治通，渡部幸夫，北原敏久，

小倉和雄，藤沢 冽，亀田治男：生検肝内 y-GTP活性

よりみたアルコール性高 y-GTP血症の検討．肝胆膵．

8: 123-129 (1983) 

3)渡部幸夫，藤沢 冽：肝疾患における al-mの動態．

“lミクログロプリン研究会記録集． 1: 95-107 (1983) 

5. 肝細胞の病態学的研究

l)蓮村哲，永森静志，亀田治男，（東大薬理）遠藤仁：

ヒト肝生検試料を用いたチトクローム P450の微量定

量に関する研究．肝臓． 24:591-597 0983) 

2)永森静志，蓮村哲，本間定，筋野甫，亀田治男，

（国立予防衛生研究所）奥村秀男：ヒト肝癌，胆管癌お

よび胆のう癌培養細胞の機能と形態．細胞． 15:

195-200 0983) 
3) Hasumura, S. : Studies on a method of biochemi-

cal examination of ultra-minute liver biopsy speci-

mens-Its development and application to the 

metabolism of protein and contents of cytochrome 

P-450 in various liver diseases- Jikeikai Medical 

Journal. 30 : 297-317 (1983) 

4) Hasumura, S. Endou, H. and Sakai, F.: Effects of 

starvation on microsomal cytochrome P-450 and 

laurate-w-hydroxylation of rat kidney and liver. 

Japan. J. Parmacol. 33: 999-1006 (1983) 

5)永森静志，蓮村哲，本問定，筋野甫，亀田治男，

（都立臨床研究所）田中 昭：肝細胞サイトスケルトン

をめぐる最近の進歩・グロー放電プラズマ重合膜レプ

リカ法によるヒト肝癌培養細胞のサイトスケルトンの

観察．肝臓． 24:127-128 (1983) 

6)藤瀬清隆，永森静志，蓮村哲，本問定，筋野甫，

亀田治男：肝癌および肝硬変症例におけるコンカナバ

リン A結合性によるアルファフエトロプロテインの

heterogeneityに関する研究． 日本消化器病学会雑誌．

80 : 2363-2368 (1983) 

7)本間定，筋野甫，蓮村哲，永森静志，亀田治男，

（病理）猪股 出，（国立予防衛生研究所）奥村秀夫他：

ヒト混合型肝癌のヌードマウス移植とその組織変化に

関する研究．肝臓． 24:1358-1366 (1983) 

8)松浦知和，筋野甫，本問定，蓮村哲，藤瀕清隆，

永森静志，亀田治男，（ダイナボット研究所）早川 進：

胆道癌細胞の遊出ヒトアルブミン微量定量法の開発と

その意義肝臓． 25:102 (1984) 

9)亀田治男永森静志，石原扶美武：培養肝細胞の温度

感受性における細胞生物学的研究．昭和 57年度文部省

科学研究費補助金一般研究B成果報告書．（1984)

6. 胆道および膵疾患の病態と臨床の研究

1) Kameda, H., Ishihara, F., Shibata, K. and Tsukie, 

E. : Clinical and nutritional study on gallstone dis-

ease in Japan. Jap. J. Med. 23: 109-113 (1984) 

2)亀田治男，石原扶美武，柴田耕司，月江英一：胆石の

新しい分類ーコレステロール胆石の分類ー．胆と膵． 5:

15-21 (1984) 

3)亀田治男，柴田耕司，月江英一，日原雅文：肝内結石

症の病態と成因に関する研究．厚生省特定疾患肝内結

石症調査研究班．昭和 58年度研究報告書． 145-151
(1984) 

7. 臨床神経学的研究

1)比嘉康宏，唐木正敏，竹内 正，江沢健一郎，亀田治

男： HepaticNeuropathyの臨床的，電気生理学的検

討．臨床脳波． 25:325-330 (1983) 
2) Nakabayashi, H., Hasumura, S., Yanagisawa, T., 

Nagamori, S., Watanabe, R. and Kameda, H.: 

Analysis of ultraminute cerebrospinal fluid by con-

tinuous gradient polyacrylamide microgel electro-

phoresis. Jikeikai Medical Journal. 30: 355-359 

(1983) 

3)法橋 建：脳卒中急性期における消化管出血． Cur・
rent therapy. 1: 447-452 (1983) 

II. 総説

l)今井 深，植松幹雄，山崎一信，石沢和敬，亀田冶男：

消化管出血．臨床医． 9:2533-2534 0983) 

2)川村忠夫：消化性潰瘍の成因と最近の薬物療法．港

区医師会報． 23: 33-36 0983) 

3)藤沢 冽：肝硬変について．日本医事新報． 3078:

4-6 0983) 

4)亀田治男，石原扶美武，柴田耕司，月江英一，高木一

郎，日原雅文，山秋拓司，田野博宣：胆石症ー内科診療

5年間の進歩ー．診断と治療． 71:724-727 0983) 

5)柴田耕司，亀田治男：胆石症〈講座〉病気の生化学．

代謝． 20:57-64 0983) 

6)亀田治男，石原扶美武，柴田耕司，月江英一：コレス

テロール胆石の分類．肝と膵． 5:15-21 0984) 

7)亀田冶男：先天性胆管拡張症．臨床医． 9:1388-
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1390 (1983) 

8)亀田治男：胆道感染症．内科． 51:1191-1194(1983) 

9)渡邊橙次郎，中林治夫，柳沢徹，法橋建：脳出血

の薬物療法．治療． 66: 159-163 (1984) 

10)渡邊證次郎：昏睡の鑑別．臨床医． 9:2498-2500 
(1983) 

III. 学会発表

1)有泉雅博，鳥居明，植松幹雄，岩崎仁，野沢博，

樺 恵，石沢和敬，広浜恵生，鬼沢信明，颯佐高雅，

川村忠夫，亀田治男：消化性腫瘍の背景因子（第 3報）

ーとくに嗜好品生活環境などの複合因子を中心に一．

第 25回日本消化器病学会秋季大会． 10月．山口．

2)鳥居明，頴川一忠，有泉雅博，岩崎仁，野沢博，

鬼沢信明，川村忠夫，亀田治男：胃粘液の発癌過程に及

ぼす影響ーラット胃粘膜 DNAと〔methyl-'H〕

MNNGの結合量の測定．第 70回日本消化器病学会総

会． 3月．東京．

3)今井 深，高木一郎，山崎一信，秋庭真理子，北原敏

久，石原扶美武，永森静志，藤沢 冽，亀田治男，（北

里大 病理）奥平雅彦，（ME教室）鈴木直樹：肝を中心

としたシーラカンスの脂肪沈着の性状について．第 25

回日本消化器病学会秋季大会． 10月．山口．

4)石沢和敬，樺 恵，山崎一信，植松幹雄，広浜恵生，

颯佐高雅，今井 深，亀田治男：慢性肝不全時の血漿フ゜

ロラクチンに関する臨床的検討．第 69回日本消化器病

学会総会． 4月．大阪．

5)山崎一信，樺 恵，石沢和敬，颯佐高雅，今井深，

亀田治男：肝血流に対する Ranitidineの作用と小柴

胡湯の影響．第 70回日本消化器病学会総会． 3月．東

尽．

6) Takahashi. H., Ando, H., Akiba, M., Aizawa, Y., 

Zeniya, M., Asukata, I. and Kameda, H. : B-cell 

function in acute and chronic liver disease. 5th 

International Congress of Immunology. Aug. Kyoto. 

7) Aizawa, Y., Arashiyama, Y., Nishiyama, M., 

Ando, H., Fujita, Y., Takahashi, H., Deura, M., 

Shimizu, Y., Zeniya, M., Akiba, M., Asukata, I. and 

Kameda, H.: Lymphocyte cytotoxicity to 

autologous hepatocytes in chronic active hepatitis; 
difference between HBsAg positive and negative 

cases. 38th Falk Symposium. Oct. Basel. 

8)高橋 弘，嵐山恭志，西山正輝，安藤秀樹，藤田由美

子，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，秋庭真理子，亀田

治男，（神奈川県立厚木病院 内科）清水能ー，飛鳥田一

朗： 5'-NPD-Vおよび TPAによる肝細胞癌の診断．

第 19回日本肝臓学会総会． 7月．久留米．

9)藤沢 冽，木村和夫，山内員義，渡部幸夫，小倉和雄：

アルコール性肝障害の診断と治療．第 21回日本医学会

総会． 4月．大阪．

10)中原正雄，山内員義，赤塚俊隆，藤松順一，藤沢 冽，

亀田治男：第 19回日本肝臓学会総会． 7月．久留米．

11)高原 仁，中原正雄，山内員義，北原敏久，小倉和雄，

竹内直子，山崎順啓，河村博，藤沢冽，亀田治男：

第25回日本消化器病学会秋季大会． 10月．山口．

12)本問定，筋野甫，中林治夫，蓮村哲，永森静志，

亀田治男，（第 3内科）大政良二，（第 2解剖）石川 博：

ヒト由来培養肝癌細胞株 2系の樹立とその性状．第 69

回日本消化器病学会総会． 4月．大阪．

13)筋野甫，本間定，蓮村哲，藤瀬清隆，永森静志，

亀田治男，（病理）猪股 出，（国立予防衛生研究所）奥村

秀夫他：ヌードマウス移植ヒト混合型肝癌株の形態及

び組織化学的特性．第 69回日本消化器病学会総会． 4

月．大阪．

14)本問定，永森静志，蓮村哲，筋野甫，亀田治男，

（都立臨床研究所）田中 昭：ヒト肝癌培養細胞のグ

ロー放電プラズマ重合膜レプリカ法による細胞骨格の

機能と構造の研究．第 19回日本肝臓学会総会． 7月．久

留米．

15) Sujino, H., Nagamori, S., Fujise, K., Hasumura, 

S., Homma, S., Matsuura, T., Kameda, H. and 

(Tokyo Metropolitan Institute of Medical Science) 

Tanaka, A. : Cytoskeleton of cultured human he-
patoma cells by plasma polymerization replica 

method (PPRM). The Asian Pacific Association 

for the Study of the Liver (AP ASL) Jan. Bangkok. 
16) Homma, S., Nagamori, S., Fujise, K., Hasumura, 

S., Sujino, H., Matsuura, T. and Kameda, H. : 

Cultivation of human hepatobiliary carcinomas and 

their high sensitivities to hyperthermia. The Asian 

Pacific Association for the Study of the Liver 

(APASL). Jan. Bangkok. 

17)月江英一，田野博宣，山秋拓司，日原雅文，高木一郎，

柴田耕司，石原扶美武，亀田治男： X線撮影により石灰

化を認めた胆石の赤外分析による検討．第 25回日本消

化器病学会秋季大会． 10月．山口．

18)本橋信博山田裕史，鈴木文夫，亀田治男：非ステロ

イド性抗炎症剤 Azapropazoneの抗蛋白尿効果（第 6

報），糸球体基底膜における蛋白透過性の面からの考

察．第 26回日本腎臓学会総会． 10月．京都．

19)柳沢徹，中林治夫，唐木正敏，村田守昭，竹内 正，

法橋 建，比嘉康宏，渡邊證次郎：若年性脳血管障害の

検討（続報）一脳梗塞の背景因子と予後について一．第

24回日本神経学会総会． 5月．京都．

20)中林治夫，柳沢徹，唐木正敏，村田守昭，竹内 正，

法橋 建，比嘉康宏，渡邊證次郎，（脳外）中原成浩：後

大脳動脈閉塞症の臨床的検討．第 8回日本脳卒中学会．

6月．仙台．

IV. 著書

1)亀田治男，今井 深，秋葉真理子，渡部幸子，山崎一

信，高木一郎：肝細胞癌の長期生存例の検討ー集計結

果ーの項分担執筆．亀田治男編：肝細胞癌ー長期生存

例の検討．中外医学社． 1-3(1983) 

2)亀田治男：胆石の項分担執筆．飯島宗一，石川栄世他

編：現代病理学大系 13B,中山書店． 305-315(1983) 
3) Imai, F., Yamazaki, K. and Kameda, H.: Clinical 

features of idiopathic portal hypertension in Japan. 

Ed. by Okuda, K. and Omata, M. : Idiopathic Portal 
Hypertension. University of Tokyo Press. 401-412 
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(1983) 

4)藤沢 冽：肝疾患の診断，検壺法の項分担執筆．織田

敏次他編：内科学書 (II)肝・胆道・膵疾患．中山書店．

635-649 (1983) 

5)清水 亨，江沢健一郎：側頭動脈炎の項分担執筆．後

藤文男編：脳血管の臨床．中外医学社． 572-5760983)

V. その他

1)石沢和敬，王金城，樺 恵，山崎一信，鬼沢信明，

広浜恵生，今井 深，川村忠夫，亀田治男：腹痛を主訴

とし術前に診断しえた空腸腺腫の 1例． Progress of 
Digestive Endoscopy. 20: 279-281 (1983) 

2)清水能ー，藤田由美子，高橋 弘，出浦正倫，相沢良

夫，銭谷幹男，秋庭真理子，飛烏田一朗，亀田治男：非

B型慢性肝疾患の腹腔鏡所見．腹腔鏡． 2:51-550983) 
3)川廂治通，皇良 伸，銭谷幹男，木村和夫，永森静志，

藤沢 冽，亀田治男：短期間にA型肝炎ウィルス， B型

肝炎ウィルス，非A非B型肝炎ウィルスの複数感染が

みられた 1症例．肝胆膵． 8:131-134 0984) 
4)柳沢 徹，中林治夫，唐木正敏，村田守昭，渡邊證次

郎：非破裂椎骨動脈瘤に合併した若年性脳梗塞の一

例．脳卒中． 5:347-350 (1983) 

5)（国立相模原病院 内科）筋野甫，高木一郎，沓掛伸

二，安部明郎，島野毅八郎，（国立相模原病院 外科）山

崎晋，（国立ガンセンクー 外科）幕内雅敏，（第 1内

科）本問定，蓮村哲，永森静志，亀田治男：カルチ

ノイド症候群を伴った肝転移性気管支カルチノイドの

1手術例．肝臓． 24:74-80 (1983) 

第 2 内科学

教授：宮原 正

助教授：酒井 紀

助教授：小椋陽介

助教授：石本二見男

講師：斉藤 篤

講師：下条貞友

講師：嶋田甚五郎

講師：川口良人

講師：酒井聡一

講師：橋本隆男

研究概要

腎臓病学・神経内科学

腎臓病学

腎臓病学・内分泌電解質代

謝

腎臓病学・内分泌

感染症・化学療法

神経内科学

感染症・化学療法

腎臓病学・電解質代謝

腎臓病学

高血圧・腎臓病学

I. 腎臓病学に関する研究

1) 腎循環に関する研究

成犬について腎静脈圧を上昇させ， angiotensin

coverting enzym inhibitorを投与すると GFR,

RBFとくに前者は減少し，腎静脈圧上昇時の GFR

の維持に renin-angiotensin系が強く関与している

ことを示唆した。

2) IgA腎症の経過予後に関する臨床病理学的

研究

IgA腎症 (10年以上経過例）の予後は概ね良好で

あるが，悪化例では riskfactorとして高度の蛋白

尿，高血圧，中高年発症の男性，硬化糸球体や半月

体が多く，間質障害が強いことがあげられた。

3) 膜性増殖性糸球体腎炎 (MPGN)の積極的治

療法に関する研究

MPGNにバルス療法，血漿交換療法などを併用

し，形態学的に腎間質に炎症所見の少ない例に腎機

能の改善を認めた。

4) ループス腎炎のパルス療法に関する研究

活動性ループス腎炎の長期観察から，活動性病変

を認めても糸球体に硬化所見のある例にはパルス療

法施行に慎重を要することを指摘した。

5) Sjogren症候群における腎症の臨床病理学的

検討

Sjogren症候群における腎症では尿細管，間質に

多彩な病変を認め，臨床的に尿異常所見， distal

RTAなど多くの腎障害を認めた。

6) Chance蛋白尿，血尿に関する研究

厚生省科学研究班腎疾患予防対策の最終年度研究

で中高年者の腎疾患の実態と管理の実状調査を行っ

た。
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7) ビタミン D代謝に関する研究

ネフローゼ症候群では血中 250HDs,24,25(0H)2 

D3, l,25(0H)2Dsレベルが低下し， これは尿中に喪

失すること，糖尿病性腎症でも血中 250HDsの低値

はネフローゼ症候群例に多いことを認め，実験的腎

不全ラットでは 250HDsの1,25(0H)2Dsへの変化

率は低下し， これは C。Q!O添加により改菩した。

8) 腎性骨異栄養症に関する研究

副腎摘除ラットヘのデキサメサゾン投与実験で糖

質副腎皮質ステロイドが骨の PTH反応性を低下さ

せること，腎不全ラットではアルミニウム投与によ

りPTH反応性は低下すること，更に糖尿病性腎症

による腎不全患者では血漿アルミニウムレベルが高

く，アルミニウムの骨蓄積が骨病変の発症に関与し

ていることを示唆した。

9) 血液浄化療法に関する研究

CAPD療法では多量の蛋白質が漏出するが患者

の栄養状態は良好であること，中分子最物質は短い

時間に除去しうること，また，予防法の研究により

CAPD開発当初と異なり近年では腹膜炎の発症は

激減し， CAPD合併症としての骨障害は血液透析よ

り少ないことを明らかにした。ループス腎炎，原発

性ネフローゼ症候群を対象に 2重濾過血漿交換法を

行い，臨床的，免疫学的所見，腎病変像から適応症

例を明らかにした。

10) ネフローゼ症候群の免疫異常に関する研究

ネフローゼ期には OKT4+/0KT8十比が低下し，

非ネフローゼ期には回復する。微少変化群，膜性腎

症では低下していることが多く，免疫能の異常を示

唆した。また， lg産生能はネフローゼ期には抑制さ

れていることを認めた。

11) 尿中 N-acetyl-/3-D-glucosaminidase

(NAG)の臨床的意義に関する研究

gentamicin, cadmiumにより尿中 NAGは著増

し，これは近位尿細管の lysosomeの障害によるこ

とを認めた。他方，糸球体を単離し， この単位蛋白

量当りの NAG活性は尿細管と殆ど差がなく，ネフ

ローゼ症候群の NAG活性増加は糸球体由来である

ことを認めた。

12) 薬物性腎障害に関する研究

gentamicin, cadmiumを持続投与後摘出した家

兎，ラットの腎組織の microsome分画に含まれる

上記薬物は dose dependentであることを認め，

CEZ.Pcによる前感作後腎内に上述の薬物を注入す

る方法で急性間質性腎炎の作成に成功した。また，腎

不全ラットや利尿剤大量投与ラットにおける遠位尿

細管上皮内 PAS陽性物質（グリコーゲン沈着物）は

Hgcl,フロセマイド大量投与実験から尿細管障害に

対して防御的役割を果たしている可能性を示唆し

た。

13) 糖尿病性腎症由来の腎不全の病態と治療に関

する研究

糖尿病性腎不全患者ではアミノ酸代謝の異常，蛋

白栄養状態の著しい低下の改善が長期予後の向上に

つながることを認めた。

14) uremic toxinに関する研究

腎不全患者では厳重な蛋白摂取制限よりも高エネ

ルギー摂取により栄養状態は改菩し， uremictoxins 

(GSA, MG,中分子量物質）の体内蓄積が減少する

ことを明らかにした。

II. 神経内科学に関する研究

1) 末梢神経障害に関する研究

生検排腹神経のグアニジノ化合物の定量分析を行

ぃ，尿毒症性ニューロパチー群ではニューロパチー

のない群に比し GSA,MG濃度の増加傾向を認め

た。

2) 聴性脳幹反応 (ABSR)に関する研究

尿毒症患者について ABSRを検討し，中枢神経症

状のない尿毒症例でも脳幹機能に異常のみられるこ

とを明らかにした。

3) Xenon CT法による局所脳血流測定

Xenon CT法について方法論的検討を行っている

が，カラースケール flowmap表示を行い，本法が微

細な血行動態の経時的変化を知るのに有用であるこ

とを認めた。

4) 脳梗塞における全血粘度および赤血球変形能

に関する研究

多発性脳梗塞では全血粘度の著明な上昇，赤血球

変形能の低下を認め，脳梗塞例のレオロジカルな検

討の必要性を示した。

III. 臨床細菌学的研究

1) 緑膿菌感染症に関する研究

緑膿菌に対する /3-lactamとaminoglycosideの

in vitroおよび invivoでの併用効果を検討し，両実

験系において併用効果が期待されることを示した。

2) インフルエンザウィルスに関する研究

吸収抗体法により流行ウィルスの定性抗原分析を

試みた結果， 1981年以降の A/HongKong (H3N2) 

型ウィルスの変異に異常のあることを明らかにし

た。

3) 適正化学療法に関する研究

腎不全患者感染症に対する従来からの適正化学療
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法について検討を行い，新たな薬動力学的パラメー

ターをもとに適正な投与法に改訂した。

IV. 高血圧に関する研究

1) 腎障害時における fJ遮断剤の薬動力学的研

究

fJ遮断剤 acebutololの腎障害時における代謝体

(n-acetyl体）の Tl/2は著明に延長し， Ccrと負の

相関を認め，腎障害時には薬剤の代謝特性に注意す

べきことを明らかにした。

2) 血液透析患者における血圧とイオン化 Caに

関する研究

高血圧を伴う血液透析例ではイオン化 Ca,イオ

ン化率の低下，総 Caは血圧と相関しないことを認

めた。

3) 本態性高血圧症の血液粘度に関する研究

男性未治療の本症では全血粘度は有意に高く，血

圧と正相関し， Ht，アルブミンとの間に相関のある

ことを認めた。

V. 臨床血液学的研究

1) 再生不良性貧血の同種骨髄血輸注療法に関す

る研究

輸注後寛解群では非輸注重症型再不貧例と異なり

CFU-Fは有意に上昇し，これに遅れて CFU-Cにも

改善が認められたことから骨髄機能回復は chimera

成立により再不貧の造血環境が改善し， これに伴い

自己骨髄の幹細胞が増殖することによると考えられ

た。

2) 骨髄血凍結保存法に関する研究

採取骨髄を Lymphoprepで単核球に分離後， K型

cryotubeを用い directcontrol法で凍結保存する

ことにより CFU-Crecovery良好で細胞濃度も lx

10町mlで保存可能となった。

3) 白血病細胞における糖転移酵素活性に関する

研究

ALL, AMLについての糖転移酵素 sialyl tran-

sferase (S-T), galactosyl transferase (G-T), N 

-acetylglucosaminyl transferase (N-T)活性の測

定から造血細胞の分化，悪性化に糖転移酵素が関与

していることを示唆した。

VI. 痛風に関する研究

l) 痛風の腎障害に関する研究

実験的高尿酸血症ラットでは髄質の尿細管内に尿

酸および尿酸塩の沈着を認め，腎内尿酸濃度は有意

に高く， とくに皮髄境界部に顕著で，痛風腎剖検例

でも腎に同様の所見を認めた。

2) 痛風の血管障害に関する研究

痛風患者において血小板凝集能の充進および血液

粘度の高値を認め， これらが痛風の血管障害に関与

していることを示唆した。

3) 無症候性高尿酸血症に関する研究

薬剤により尿酸を低下させた治療群と未治療群に

分けて 3年間の経過観察を行った無症候性高尿酸血

症例では痛風関節炎の頻度，腎機能の推移に差はな

いが，尿路結石は未治療群のみに認められた。

VII. 循環器学的研究

1) 慢性腎不全患者の血行動態に関する研究

パルスドップラー法，超音波心臓断層法，スワン

ガンッカテーテル法により心筋障害の強い例では

shunt造設に際してとくに心不全対策の必要なこと

を認めた。

2) リハビリテーションの心機能におよぽす影響

安定期脳卒中患者ではリハビリ中での ECG異常

所見出現率は食事中，排便排尿時より低い傾向にあ

ることを認め，ホルター心電図法はリハビリの適応，

程度の決定に有用なことを認めた。

VIII. ME学的研究

CT画像処理についての研究

脳血管障害例を対象にして simens somatomの

CT画像データをパーソナルコンピュークのデータ

ファイルとすることに成功し，更に CT画像処理に

関する一連のプログラムを作成し， CT画像処理シ

ステムを開発した。
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fluid. International symposium on guanidino com-

pounds. 9月．東京．

11) Miyahara, T. : Uremic neuropathy : neuro-

chemical and histological studies. International 

symposium of peripheral neuropathy. 10月．名古屋．

12)豊原敬三，豊島良一，阿武 泉，下条貞友，本田英比

古，亀谷雅洋．宮原 正： XenonCT法による局所脳

皮質血流量測定—一健常および脳梗塞例についての検

討．第 8回日本脳卒中学会総会． 6月．仙台．

13)今井健郎，亀谷雅洋，宮原 正：尿毒症性末梢神経障

害に関する研究——末梢神経組織中のグアニジノ化合物

について．第 24回日本神経学会総会． 5月．京都．

14) Kaji, M., Saito, A., Miyahara, T., Neroma, K., 

Takeuchi, Y. and Oya, A.: Antigenic and genetic 

characterization of Hong Kong (Hぶ2)influenza 

virus isolated in the epidemic of 1982-1983 in Japan. 

Ist International congress of Infectious diseases. 8 

月． ウィーン．

15)嶋田甚五郎： （ワークショップ）抗生物質療法の進

歩． Cefem系抗生剤． 3rdround table conference on 

antimicrobial agents. 1月．東京．

16)山路武久，斉藤篤，加地正伸，川口良人，宮原正：

（ワークショップ）細菌感染症の治療，腎不全時感染症

に対する適正化学療法．第 28回人工透析研究会総会． 7

月．新潟．

17)小林正之，広津伸夫，片山俊夫，菊池明夫，庄村 一，

落合成正，宮原 正：再生不良性貧血の骨髄移植にか

んする研究ー同種骨髄血輸注による自己骨髄機能回復

について．第 80回日本内科学会総会． 4月．大阪．

18)栗山哲，橋本隆男，玉井桂，大村延博，宮原正：

慢性血液透析患者における血圧とイオン化 Caの関係

について．第 26回日本腎臓学会総会． 10月．京都．

19)河野英雄，細谷龍男，米沢博，宮原正： （ワーク

ショップ）腎機能からみた allopurinolの長期使用経

験．第 27回日本リウマチ学会総会． 6月．京都．

20) Ohota, M., Soejima, M., Amamiya, M., Takaha-

shi, S., Yasuda, K., Kawaguchi, Y. and Miyahara, 

T. : Hemodynamic influence of CAPD on uremic 

patient. IV ISAO official satellite symposium in 

CAPD.11月．京都．

IV. 著 書

1)宮原 正：腎尿路疾患の項分担執箪．阿部裕，日野

原重明，本間光夫，岡部治弥，田崎義昭，高久史麿編：

新臨床内科学（第 4版）．医学書院．（1984)

2)酒井紀：糸球体腎炎の最近の考え方の項分担執

筆． 日本医師会医学講座．金原出版．（1983)

3)小椋陽介：腎性骨異栄養症の項分担執筆．藤田拓男

編：骨粗髯症．協和企画．（1983)

4)石本二見男：ネフローゼ症候群ー病態生理の項分担

執筆．本田西男編：新・腎炎のすべて．南江堂．（1983)

5)斉藤 篤：腎孟腎炎一治療の項分担執筆．本田西男

編：新・腎炎のすべて．南江堂．（1983)

V. そ の 他

l)宮原 正，石本二見男，柴崎敏昭，村井誠三，児玉和

也，大野岩男，五味秀穂：原発性ネフローゼ症候群患者

の免疫異常に関する研究．厚生省特定疾患進行性腎障

害調査研究班（班長大野丞二）．昭和 58年度研究業績

集． 4-7(1984) 

2)宮原正，酒井紀北島武之，御手洗哲也，松本

章，川村哲也，金井達也，美田誠二：長期経過観察成績

よりみた pulse療法の適応に関する臨床的検討． lgA

腎症の経過に関する臨床病理学的検討．厚生省特定疾

患進行性腎障害調査研究班（班長大野丞二）昭和 58年

度研究業績集． 313-318,355-360 (1984) 

3)宮原 正，下条貞友，豊原敬三，今井健郎，宮島真之，

本田英比古，亀谷雅洋，大関正弘： E-64の第 1相臨床

試験ー第一段階ー．厚生省新薬開発研究事業：微生物

の二次代謝産物に由来する難病治療薬 (E-64)の開発

研究（班長今堀和友）．昭和 57年度研究報告書．

147-155 (1983) 

4)大村延博，水口正人，三枝昭裕，亀田千賀子，副島道

正，太田 慎，雨宮光比古，高橋世行，保田浩平，宮原

正： 23歳まで生存し得た完全大血管転位の一剖検例．

第 111回日本循環器学会関東甲信越地方会． 2月．東

京．
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第 3 内科学

教授：阿部正和 糖尿病学・臨床検査医学

教 授： 磯貝 行秀 血液レオロジー・糖尿病学

助教授：小山勝一 糖尿病学・肥満

助教授：橋本信也 臨床免疫学

講師：池田義雄 糖尿病学・肥満

講 師： 斉藤 宜彦 心筋代謝・糖尿病学

講師：佐々木英継 代謝病学

講師：渡辺嘉久 消化器病学・臓器微小循環

研究概要

I. 糖尿病学に関する研究

1. 膵内分泌機構の研究

株化ヒト膵ラ氏島細胞とくにB細胞 (JHPI-1)を

用い， ラ氏島表面抗体 (!CSA)およびラ氏島細胞抗

体 (ICCA)の測定系を確立した。これは糖尿病発症

における免疫学的機序の解明に寄与するところ大で

あると考えている。

2. ヒトインスリンに関する研究

ブタ変換ヒトインスリン (SHI)および生合成ヒト

インスリン(BHI)の両製剤について，免疫原性，ア

レルギーおよびリポアトロフィーなどの諸点を中心

に，在来の高度精製ブタインスリンとの臨床治験比

較を行った。

3. 血糖自己測定

血糖自己測定 (SMBG)を推進してから 8年目を

迎えた。 IDDMについて， SMBGによるコントロー

ルが糖尿病性合併症の進展抑制に有効であることを

明らかにした。

4. HbA1亜分画および HbFの研究

HbA1 fま糖尿病コントロールの指標に用いられて

いるが， HbFの央雑を許して測定しているのが大部

分である。最近開発された Hb凡自動分析装置

(HLC-723GHb)により HbA1亜分画および HbF

を分離測定。糖尿病とくに女性で HbF濃度が高い

頷向を認めた。

5. 糖尿病性合併症に関する研究

1) 血液レオロジー的研究：経皮酸素分圧測定装

置を用い，糖尿病における組織酸素分圧を検討した。

HbA1増加例および細小血管症進行例では組織酸素

分圧の明らかな低下が認められた。

2) 心臓：糖尿病患者の剖検心について，血管構

築を走査電顕的に検索した結果，心筋内毛細血管の

狭小化・蛇行および毛細血管瘤の確認，さらに毛細

血管流床面積の減少がみとめられた。

3) 自律神経：糖尿病性神経障害の指標として指

球の microvibrationを記録し，周波数分析を行っ

た。自律神経障害時には特徴的分析パターンの存在

することを明らかにした。

4) 壊疸：発症因子の一つに自律神経障害による

皮下動静脈シャントの機能不全があることを示した

が，この治療に PGE1の持続動注療治のみならず持

続静注法も有効であった。

II. 血液レオロジーに関する研究

l． 血液の粘弾性測定装置と臨床応用

非凝固性血液の粘弾性測定装置 (OPーレオメー

ター）の試作を行い臨床検査への導入を試みた。糖

尿病例では動的弾性率および粘性率がいずれも高値

をとることを示した。一方，血液凝固を Ca再加法に

より発動させた血液の粘弾性測定についても，血液

凝固ゲル粘弾性測定装置(Rheograph-sol)を用いて

検討した。動的弾性率および損失弾性率を求めるこ

とができるが，いずれも糖尿病例で裔値をとること

が認められた。

2, 赤血球の変形能

クロールプロマジン(CPZ)は赤血球に作用し，形

態を双凹円板状から多数の dimple形成をみる球状

赤血球に変形させる。各種濃度の CPZの添加が，赤

血球の形態および変形能にいかなる効果を有するか

を検討した。その他， ビンブラスチンなど各種薬剤

添加時の赤血球変形能を Nucleporeフィルターを

用いて検討した。

III. 臨床免疫学的研究

1. 細胞電気泳動に関する研究

l) 膠原病患者多核白血球を用いて，細胞電気泳

動度の変化を検討した。

2) 細胞電気泳動試験： mitogenおよび各種抗原

でリンパ球を剌激し，その培養上清をクンニン酸ヒ

ッジ赤血球に加えて細胞電気泳動を行った。

3) 自動化細胞電気泳動装置の開発：細胞電気泳

動法の簡易化を目標に画像のコンビュータ解析によ

る自動化装置を完成した。

2. 多クローン性B細胞活性化に関する研究

Autoimmune polyendocrine diseaseについて

plaque forming cell assayで検討した。

3. キラー細胞活性に関する研究

キラー細胞を多発性骨髄腫などで検討した。
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IV. 臨床血液学的・腫瘍学的研究

1. 悪性腫瘍および造血器腫瘍性病変と化学療法

①急性リンパ性白血病に対しては， DCTP(II)療

法を施行し CR（完全寛解率）＝75%(30/40)を得た。

②非ホジキン病に対しては，アドリアマイシン， VP

-16, ビンクリスチンおよびプレドニゾロン併用療

法を行い CR=86%(12/14)を得た。③進行乳癌に

はACFV療法を行い有効率 77%(10/13)，④小細

胞性肺癌に対しては VEC療法を行い，有効率 87%

(21/24)の好成績を得た。

2． ボリアミンの研究

急性白血病，悪性リンパ腫について，尿中ポリア

ミン排泄量を測定し，症状の推移，化学療法の効果

および再発を窺うための早期の指標として有用であ

ることを確かめた。

3. Human tumor clonogenic assay 

悪性腫瘍症例に対する制癌剤感受制試験法として

優れている本法を用い，新しい制癌薬の評価を行っ

ている。

V. 心筋代謝に関する研究

1. /3—遮断薬の長期投与と耐糖能

4 種類の f3—遮断薬を最長 2 年間投与し，その前後

における耐糖能の変化を検討したが，常用量では，耐

糖能に悪影響を与えないことを明らかにした。

2. 心筋虚血とリポクンパク (LPL)の変動

ラット易l出心灌流実験で心筋虚血をつくり LPL

の変動を調べた。虚血時には心筋内 LPLの増加と

冠灌流液中の LPLの減少を認めた。

VI. 消化器病に関する研究

1. 実験的胃潰癌に関する研究

1) ヒスクミ ‘/H2受容体拮抗薬およびムスカリ

ン受容体拮抗薬：いずれも酸分泌抑制作用を有する

が粘液分泌作用には相違を忽めたので粘液分泌機構

について検討した。

2) ストレプトゾトシン (STZ)糖尿病のラット

と潰瘍発生： STZ糖尿病ラットでは胃潰瘍発生率

の低下を認めた。血清ガストリンおよび総酸度の低

下などが関与していると考えた。

2. 膵の微小循環動態に関する研究

ラット膵ラ氏島を中心に観察すると，細動脈に近

接するラ氏島と遠位のラ氏島では血管構造に違いが

あり，かつ外分泌組織への循環様式に異なるクイプ

の存在することを明らかにした。

3. 上部消化管出血に対する内視鏡的止血法に関

する研究

Thrombin-sucralfate complex散布療法を試み

た。

VII. 臨床神経学的研究

1. 脳血管障害に関する研究

l) 片麻痺患者の左右肺換気機能について検討し

た。患側肺では最大呼気の障害が認められるが，こ

れは患者側の補助呼吸筋筋力低下に起因する胸部運

動障害によって生じたものであることを明らかにし

た。

2) 片麻痺患者の皮膚温：健側および患側の指示

を用い，表面皮膚温度の比較をおこなった。患側指

示の循環障害が示唆された。

2. 糖尿病性神経障害の治療に関する研究

Aldose Reductase Inhibitorの臨床治験を行いそ

の有効性を検討中である。

3. 自律神経機能に関する研究

定量的自律神経機能検査法として，心電図 R-R間

隔の変動係数が用いられている。本法は副交感神経

機能のみならず交感神経の影響も受けているという

ことを体位変換試験等を用いて明らかにした。

研究業績

I. 原著論文

1. 糖尿病に関する研究

1)松葉育郎：ヒト膵島細胞株の樹立とその臨床応用．

東京慈恵会医科大学雑誌． 98:738-747 (1983) 

2)山田治男：糖尿病におけるプドウ糖負荷後のグルカ

ゴン分泌異常に関する研究．東京慈恵会医科大学雑誌．

98: 1035-1050 (1983) 

3)大野 誠：若年発症糖尿病の膵臓の大きさに関する

研究ーCT検査による分析ー．東京慈恵会医科大学雑

霊も． 98: 486-502 (1983) 

4)伊藤景樹：人工膵島の臨床応用に関する研究．東京

慈恵会医科大学雑誌． 98:464-479 (1983) 

5)斉藤 茂：糖尿病的代謝異常の改善に及ぽす運動の

効果に関する研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
1051-1067 (1983) 

6)南 信明：血中 Cーペプタイドの動態からみた膵ラ

氏島B細胞機能の評価に関する研究．東京慈恵会医科

大学雑誌． 98:1123-1134 (1983) 

7)種瀕富男，成宮 学，山田治男，松葉育郎，石井賢冶，

佐々木敬，鶴岡 明，宇都宮一典，池田義雄，阿部正和：

6-aminonicotinamideによる高血糖とインスリン分

泌の抑制．日本内分泌学会雑誌． 59:1752-17580983) 

2. 血液レオロジーに関する研究

l)千勝征生：血液凝固のレオロジーに関する臨床的応

用．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:720-737 (1983) 
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2)秋山雅昭：糖尿病性細小血管症の成因に関する血液

レオロジー的研究ーとくに人工膵臓の臨床応用下にお

ける血液レオロジー的諸因子の変動について一．東京

慈恵会医科大学雑誌． 98: 790-807 (1983) 

3) 前田俊彦：赤血球のレオロジーに関する研究ーと

くに糖尿病性細小血管症との関連について一．東京慈

恵会医科大学雑誌． 98:936-955 (1983) 

3. 臨床免疫学に関する研究

1)堀田正一：インスリン依存型糖尿病の病因に関する

免疫学的研究一発症における多クローン性B細胞活性

化の関与について一．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
205-215 (1983) 

2)能勢俊一：各種疾患患者の末梢血リンパ球における

キラー細胞に関する研究．東京慈恵会医科大学雑誌．

98: 1068-1084 (1983) 

3)小林敏子：マクロファアージ電気泳動試験に関する

研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:1006-1019(1983) 

4)橋本信也，揚塩正樹，堀田正一，能勢俊一，松本尚美，

小林敏子．阿部正和：ヒトリンパ球剌激培養上清によ

る細胞電気泳動試験．生物物理化学． 27:109-118 
(1983) 

4. 臨床血液学・腫瘍に関する研究

l)永田隆樹：白血病における染色体異常に関する研究

一急性非リンパ性白血病および慢性骨髄性白血病にお

ける染色体異常と予後の関連について一．東京慈恵会

医科大学雑誌． 98:631-646 (1983) 

2)小林 直：高齢者における定型的急性非リンパ性白

血病の治療に関する臨床的研究．東京慈恵会医科大学

雑誌． 98:883-906 (1983) 

3)小林 顕：非ホジキンリンパ腫における中枢神経病

変に関する臨床的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
922-935 (1983) 

4)知念俊昭：悪性リンパ腫の化学療法に関する研究

-Stage Iおよび IIの非 Hodgkinリンパ腫に対する

adjuvant chemotherapyの試みー．東京慈恵会医科大

学雑誌 98:994-1005 (1983) 

5)相羽恵介：悪性リンパ腫の消化管病変に関する研

究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:1098-1110 (1983) 

6)横山謙三：悪性腫瘍における骨髄浸潤に関する臨床

的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:1006-
1019 (1983) 

5. 心筋代謝に関する研究

l)石川真一郎：実験的肥満ラットの心機能と代謝．東

京慈恵会医科大学雑誌． 98:81-92 (1983) 
2)笹生文雄： 5-Fluorouracil(5-FU)による心臓毒性

の発生機序に関する研究．東京慈恵会医科大学雑誌．

98: 186-204 (1983) 

3) 谷口郁夫：糖尿病における不活性型レニンに関する

研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:521-533 (1983) 

4)小笹春樹：経口血糖降下薬の心血行動態におよぽす

影響．東京慈恵会医科大学雑誌． 98: 425-435 0983) 

5)吉原孝男：実験的糖尿病ラットの心機能と代謝に関

する研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:647-658 

U983) 

6. 消化器病に関する研究

l)田中正久：実験的潰瘍発生に及ぼすヒスタミン H2

受容体拮抗剤の影響．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
98-109 (1983) 

2)渡辺正敏：ストレス潰瘍発生における胃粘膜微小循

環と自律神経に関する研究．東京慈恵会医科大学雑誌．

98: 398-411 0983) 

3)宮本 滋：実験的胃潰湯に対する抗コリン剤の影響

に関する研究ー特に胃粘膜微小循環への影響ー．東京

慈恵会医科大学雑誌． 98:381-398 0983) 

7. 臨床神経学に関する研究

l)浅野次義：脳血管障害における左右肺換気機能に関

する臨床的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
967-977 0983) 

2)持尾聰一郎，桑田隆志，岡 尚省，浅野次義，野原

勉，阿部正和：糖尿病性インボテンスと自律神経機能

障害．臨床泌尿器科． 37: 433-437 0983) 

II. 総説

1)阿部正和：糖尿病ー診断のボイントと治療のすすめ

方．臨林と研究． 60:1241-1248 (1983) 

2)磯貝行秀：糖尿病の血液性状からみた網膜症．眼科．

25: 247-256 (1983) 

3)池田義雄：血糖の自己測定一現状と将来．治療． 65:

2305-2316 (1983) 

4)斉藤信彦，種瀕富男：糖尿病性昏睡．臨床成人病． 13:
1806-1813 (1983) 

5)伊藤景樹，池田義雄：インスリン持続皮下注入法

(CSII)の臨床． a) 若年糖尿病．内科． 53: 

267-272 (1984) 

6)成宮 学，池田義雄：砂糖と糖尿病．臨床栄養． 62:

638-641 (1983) 

7)景山 茂，谷口郁夫，相原一夫：心電図 R-R間隔変

動ーその意義と臨床症状（起立性低血圧）との関連ー．

最新医学． 39: 466-4 72 (1984) 

8)望月正武，石川真一郎，枡田 出，斉藤宣彦，阿部正

和：インスリンの心筋保護作用．日本臨林． 41:
lll -118 (1983) 

9)持尾聰一郎：心電図 R-R間隔の変動と自律神経系

ー中枢神経疾患への応用を中心に一．神経内科． 19:
127-132 (1983) 

10)磯貝行秀：赤血球沈降速度判定に関する問題点． 日

本医事新報． 3088:3-14 (1983) 

III. 学会発表

1)阿部正和： 21世紀を目指す医学教育．第 15回日本

医学教育学会大会（パネルディスカッション司会）． 7

月．京都．

2)成宮学，斉藤茂，池田義雄，阿部正和：ラット筋

肉組織の糖代謝に及ぼす加齢の影響．第 56回日本内分

泌学会総会． 5月．大阪．

3)松葉育郎，鶴岡 明，佐々木敬，石井賢治，山田治男，

田嶼尚子，池田義雄，種瀬富男，阿部正和：ヒト膵島B
細胞株ぱ膵島抗体の検出に抗原側細胞となりうるか？
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第56回日本内分泌学会秋期大会． 11月．東京．

4) Ikeda. Y.: The significance of SMBG from 

results of 8 years experience. 第4回アジアオセア

ニア糖尿病シソポジウム． 1月．メルボルソ．

5)谷口郁夫，小笹春樹．田中早苗，景山 茂，斉藤宣彦，

阿部正和：糖尿病における血中不活性レニンに関する

研究ートリプシンと酸処理の比較ー．第 26回日本糖尿

病学会総会． 5月．大阪．

6)横瀕琢男： （シンポジウム）血液粘度と臨床一血液粘

度測定と正常および異常値について．第 6回日本バイ

オレオロジ一学会． 6月．千葉．

7) Isogai, Y., Yokose, T., Maeda, T. and Akiyama, 

M. : (Symposium) New techniques for Hemor-

heology: A new device, OP-Rheometer system for 

analysis of viscoelasticity of blood and clinical 

application. 3rd European Conference of Hemor-

heology. 8月． Baden-Baden.FRG. 

8) Akiyama, M., Y okose, T., Maeda, T. and Isogai, 

Y.: Changes in hemorheological factors of diabet-

ics during use of artificial pancreas. 3rd European 

Conference of Clinical Hemorheology. 8月． Baden

-Baden. FRG. 

9) Hashimoto, N., Horita, M., Nose, S., Matsumoto, 

N., Kobayashi, T., Ageshio, M. and Abe, M.: Rela-

tion between agglutination and electrophoretic 

mobility of sheep erythrocytes. 3rd International 

Conference of Electrophoresis. 5月．東京．

10) Hashimoto, N., Horita, M., Nose, S., Matsumoto, 

N., Kobayashi, T., Ageshio, M. and Abe, M. : Cell 

electrophoretic analysis of polymorpho-nuclear 

cells in collagen diseases. 3rd International Con-

ference of Electrophoresis. 5月．東京．

11)橋本信也，阿部正和：慈恵医大学生の 6年間におけ

る学業成績の推移について．第 15回日本医学教育学会

総会． 7月．京都．

12)中村 督，山崎博之，永峯檀二郎，薄井紀子，相羽恵

介，池田幸市，永田隆樹，横山謙三，小林顕，小林直，

知念俊昭，倉石安庸，目黒定安，市場謙二：造血器腫瘍

における死因の検討．第 45回日本血液学会総会． 4月．

神戸．

13)倉石安庸，益頭尚典，永峯檀二郎，中村 督，相羽恵

介，山崎博之，横山謙三．知念俊昭．小林 直，目黒定

安．市場謙二，小川一誠： 7年間の非ホジキンリンパ腫

の治療成績．第 25回日本臨床血液学会総会． 10月．東

京．

14)永峯檀二郎，尾関博重，山崎博之，小林 顕，池田幸

市．永田隆樹，知念俊昭，倉石安庸，目黒定安，市場謙

二，小川一誠：造血器腫瘍における肺病変．第 25回日

本臨床血液学会総会． 10月．東京．

15)望月正武，石川真一郎，阿部正和：体外循環装置によ

るラットの心機能に関する基礎的検討一虚血後の心不

全に及ぼすインスリンの効果ー．第 47回日本循環器学

会総会． 4月．大阪．

16)横田邦信．斉藤宣彦，阿部正和，他：ヒト心筋微小血

管構築の走査電子顕微鏡(SEM)的観察．第 24回日本

脈管学会総会． 10月．和歌山．

17)大政良二，渡辺正敏，渡辺嘉久，足立穣二，永田和之，

田中正久，野原秋男，山本 亘，岩崎高明，西野博一，

小林礼子，阿部正和，他：食物線維の実験的大腸癌発生

抑制に関する研究．第 69回日本消化器病学会総会． 4

月．大阪．

18)西野博一，永田和之，平野 清，栗山一彦，田村友則，

吉越富士雄小林礼子，大政良二，岩崎高明，山本 亘，

渡辺嘉久：膵の微小循環ーとくにランゲルハンス島を

中心として一．第 24回日本脈管学会総会． 10月．和歌

山．

19)桑田隆志持尾聰一郎，浅野次義，野原勉，岡 尚

省：脳卒中患者の示指表面皮膚温度に関する検討．第

8回日本脳卒中学会総会． 6月．仙台．

20)服部 進，永田隆樹，持尾聰一郎，倉石安庸，阿部正

和，他： Disseminated necrotizing leukoence-

phalopathy in adult leukemia associated with meth-

otrexate therapy. 6th Asian and Oceanian Con-

gress of Neurology. 11月． Taipei.

IV. 著書

1)阿部正和：糖尿病一新しい考え方からマネージメン

トの実際まで一第 2版（平田幸正共著）医学書院．

(1984) 

2)阿部正和，種瀬富男編著：新臨床内科学．第 4版．（編

集及び執筆）．医学書院．（1984)

3)阿部正和，磯貝行秀，橋本信也：正常値．（編集及び

分担執箪）．医学書院．（1983)

4)磯貝行秀，秋山雅昭：微小循環障害と血液異常の項

分 担 執 筆 ． 東 健 彦 ， 神 谷 瞭 編 ： 微 小 循 環 ．

335-348 (1983) 

5)池田義雄：糖尿病運動療法のてびき．（編集及び分担

執筆）．医歯薬出版．（1983)

V. その他

1)宇都宮一典，中村 督，斉藤宣彦，山田治男，阿部正

和，他：経過中急速に進行する痴呆を生じた原発性肺

癌の 1症例．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
624-629 (1983) 

2)井出幸子，田嶼尚子，山田治男，池田義雄，阿部正和：

糖尿病婦人の妊娠・出産・性生活アンケート調査．糖尿

病． 26:889 (1983) 

3)伊藤景樹，横山淳一，大野誠，斉藤茂，景山茂，

池田義雄，種瀬富男，阿部正和：膵全摘例の血中グルカ

ゴン動態および人工膵島 (Biostato霞）による血糖コ

ントロール．糖尿病． 26:1047-1054 (1983) 

4)景山 茂，谷口郁夫，田嶼尚子，斉藤宣彦，池田義雄，

阿部正和：糖尿病性自律神経障害における critical
levelー心電図 R-R間隔の変動係数による一．自律神

経． 20: 76-80 (1983) 

5)服部 進，持尾聰一郎，阿部正和，他：多発性脳神経

麻痺を呈した慢性肥厚性脳硬膜炎の 1剖検例．神経内

科． 20:134-139 (1984) 
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内 科 学

教 授：吉村

助教授：下地

助教授：中塚

講

講

師：小原 誠

師：長村日出夫

講

講

講

講

講

師：古平

師：小松

師：相沢

師：中山

師：沢近

研究

I. 動脈硬化の成因に関する生化学的研究

冠動脈硬化に起因する虚血性心疾患患者の血清

plasmalogenは健常者に比し，有意に低い。これは

主として EthanolaminePlasmalogenの減少によ

るところから，その構造上の特徴を明らかにすべく，

脂肪酸組成の分析を行った。結果： Ethanolamine 

Plasmalogenの構成脂肪酸は，同時に分析された

glycero-phospholipids (Choline Plasmalogen, 

glycero-phosphatidyl choline, glycero-phos-

phatidyl ethanolamine)に比して著しく不飽和脂肪

酸に富み， ことに C20: 4, C20 : 5の多価不飽和脂肪

酸が高率に含まれていることが注目された。すなわ

ち，多価不飽和脂肪酸含量の高い， Ethanolamine 

Plasmalogenの減少は冠動脈硬化の発症に重要な

意味を持つと考えられた。

概

正蔵

悦朗

喬之

国泰

親義

義則

陽

紀夫

要

循環器病学・超音波医学・

脳循環動態

循環器：心音 •ME

循環器：ベクトル心電図，

パルスドプラー

循環器：心音，心機図

消化器病学・動脈硬化の生

化学的研究・心筋代謝

循環器：脳循環動態

循環器：不整脈

循環器：動脈硬化の研究

循環器：冠循環

循環器：心臓病検診

II. 動脈硬化の形態学的研究

動脈硬化の成因の解明と治療を目的とし，主に電

子顕微鏡を用いて大動脈の形態学的研究を行った。

すなわち， ウサギ大動脈の内皮細胞，弾性板を中心

に正常構造の解明，形態と機能との関連，種々の実

験的動脈硬化症における大動脈の形態学的変化の研

究を行った。今回は高コレステロール血症によるウ

サギ大動動脈内腔面の変化を観察し，正常に比較し

てマイクロビライの多い内皮細胞の確認，アテロー

ムの発生が弓部下行部に多く起始部，上行部に少な

いことからアテロームの発生にはコレステロールの

みならず血流の関与も大きいことが示唆された。今

后は高血圧による動脈硬化を作成し，内皮細胞を中

心に形態的変化を観察すると同時に動脈硬化発生に

影響を与える大動脈の血流の解明も形態学を中心に

検討する予定である。

III. 脳動脈硬化および脳循環に関する研究

既に 1979年頸動脈血流を非観血的に定量計測出

来る装置（超音波定量的血流量測定装置： QFM)を

開発。その後これより得られる頸動脈部の血流情報

に血圧情報を加え，頸・脳動脈系を想定した電気回

路モデルを用い，脳血管系の循環特性を測定する装

置を完成させた。

l) 病理学的研究：本装置は一般の血流計測に加

え，脳動脈系循環抵抗値 Rp,脳循環容量値 Cpを算

出出来，前者は動脈硬化による内腔の狭小化，後者

は壁硬化進展の定量的指標になるものである。本年

度は病理学教室との共同研究で，非観血的に算出さ

れるこれら物性値と剖検組織所見との対比を行い，

Rpと狭窄度に y=0.78,Cpと壁厚比に y=-0.61

の良好な相関を得，病理学的に本法の妥当性を証明

した。

2) 薬剤効果：脳循環改善剤，代謝改善剤の反応

性について，健常例と脳動脈硬化例を対象とし，内

頸動脈血流量および代謝諸量の両面よりその検討を

進めている。

3) 精神神経学的研究：精神神経学教室との共同

研究で， 1次変性痴呆と脳血管性痴呆の脳循環動態

の差異を検討した

4) その他：内・外頸動脈血流量の分離計測の一

環として，甲状腺機能克進症における内・外頸動脈

の血流動態を検討した。その結果 BMR及び Free

T4の上昇に伴い外頸動脈血流量は増加し，内頸動脈

血流量はほぼ一定である事が確認され，現在さらに

甲状腺機能充進症における脳循環や心拍出量との関

係等につき検討を進めている。

IV. 実験的冠動脈血栓症についての研究

1) 冠動脈部分再関通の心筋梗塞に及ぼす影響：

急性心筋梗塞に対する線溶療法確立のため実験的冠

動脈血栓症に対するウロキナーゼ局所投与を行い，

冠血流の再開通と梗塞量の縮少を確認した。さらに

臨床に即した冠動脈開通の有用性を実証するため，

冠動脈を部分再開通し，心機能および梗塞量を計測

した。その結果，部分再開通でも完全再開通と同様

に心機能改菩と梗塞量の縮少が認められた。

2) スタフィロキナーゼの血栓溶解作用：現在ま

で invitroでの血栓溶解については研究されている

が， invivoでの研究はない。実験的に犬の大腿動脈
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に血栓を作製し， これによる血栓溶解について検討

を行っており，今後冠動脈血栓でも検討する予定で

ある。

V. 不整脈の臨床電気生理学的研究

l) 発作性上室性頻拍症の機序分類と抗不整脈剤

の効果判定： Re-entrytypeの上室性頻拍症を AV

nodal type, bypassを施回するもの，その他 (sinus

node, atrial)に分類し，各種の抗不整脈剤の効果を

比較検討した。

特に本年は，多剤の効果判定および各薬剤の作用

部位について検討した。

2) Filtered bipolar esophageal leadによる発

作性上室性頻拍症の分類：食道誘導により， Q

-Aeso interval（体表面心電図のQ波）より心房波ま

での間隔を測定する事により，非観血的に上室性頻

拍症を AVnodal typeとbypassを施回する type

に分類する事ができた。

3) 心室頻拍 (VT)のペーシングによる誘発法に

よる抗不整脈効果判定：ペーシングによる VTの

停止，誘発法による抗不整脈剤の効果判定を行った。

4) 室房伝導について：洵不全症候群，房室ブ

ロック群，正常群での室房伝導について検討した。

VI. 超音波ドプラ法による研究

l) 心拍出量計測：心拍出量を超音波バルスドプ

ラ法と超音波断層法の併用による非観血的に計測し

た。超音波パルスドプラ法により平均流速を求め，断

層法により大動脈断面積を求め，両者の積より心拍

出量を算出した。この方法により得られた心拍出量

と熱希釈法より得られた成績とは相関も良好で，非

観血的心拍出量の測定が可能であった。また， 2ビー

ムのパルスドプラ計を用いると入射角に依存しない

血流速測定が可能であり，理論的考察と実験を行い，

装置を現在開発中である。

2) 心拍出量の運動負荷応答計測：非観血的に心

拍出量の運動負荷時の応答を超音波パルスドプラ法

を用いて検討している。また，非観血的連続的血圧

測定法を用いて同時計測し，心仕事の応答も検討中

である。

3) 大動脈弁狭窄症の重症度評価：本症の大動脈

血流のソナグラム，スペクトル分散度の定量評価よ

り，その重症度の評価が可能であり，観血的な指標

である左心室ー大動脈間圧較差を対比して，その可

能性を立証した。

4) 大動脈血流の phasicflow pattern解析によ

る心機能評価：大動脈の平均流速波型の flow pat-

ternを解析し，特に dF/dtから心機能評価を試みて

いる。健常者は大きく，心筋梗塞患者では小さく，心

機能を評価しうる可能性が示唆された。現在，波型

のnormalizeのため電気回路モデルによるシミュ

レーションを行い検討している。

4) 運動負荷時の血庄，心拍数の応答特性よりみ

た心機能評価：軽度基準量の運動負荷に対する血圧

及び心拍数の応答特性から，心予備力を含めた心機

能評価を試みている。健常者及び虚血性心疾患患者

の間には応答の差がみられ，心機能評価の可能性が

示唆されている。

VII. 非観血的連続的上腕血圧測定装置の開発

現在，上記装置が実用化され，心機能評価，心仕

事量の非観血的測定等に臨床応用され，その有用性

が確認されている。

VIII. 自動計測による学童心臓病集団検診装置の

臨床応用

心音図，心電図の省略誘導法によるスクリーニン

グ装置である学童心臓病集団検診装置 2台を用い，

合計 5301名について 1次検診がなされた。要精検者

は286名であり， これらについては本装置による心

音図，心電図の省略誘導の記録を専門医が判続して

2次検診が行われた。その結果えられた異常者につ

いて 3次検診が医師会センター，大学で行われた。そ

の結果は ASD 5名， ASD疑い 6名， VSD 6名，

PI 1名， AS 2名，特発性肺動脈拡張症の疑い l名

であり，他は期外収縮，脚プロックなどの軽度の心

電図異常，機能性雑音などであった。その後の管理

は世田谷区では医師会管理，主治医管理，大学管理

とわけて行っている。

IX. 肺循環障害に関する研究

l) 肺水腫の病態解析：肺毛細血管内皮細胞にほ

ぽ局在するアンジオテンシン変換酵素 (ACE)活性

値が，肺水腫の病態解析に有用な指標になることを

明らかにした。さらに，種々の実験的肺血管障害系

につき ACEの変動を観察している。

2) 肺血流および肺間質の生理学的解析：臨床例

において 99吋 c-MAAを用いた肺 Emission CT 

(ECT)を施行し，下肺野に重力方向の血流減少域の

存在することを確認した。全肺に占める下肺野血流

減少域の割合は左室拡張末期圧 (LVEDP)と正の相

関を示し，その血流減少率は LVEDPと負の相関を

認め，肺血流が左心機能をよく反映することを証明

した。さらに 201Tlを用いた肺 ECTにより肺血管
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外スペースを測定した。肺血管外スペースの分布に

下肺野血流減少域に一致して血流と逆に肺底部へ向

かい増大する領域を認め，肺の血流と間質の血行動

態的解析に興味ある知見を得た。

研究業績

I. 原著論文

1. 動脈硬化に関する研究

1)真田竹生，西田和子，鈴木幸雄，三枝真弓，長村日出

夫，吉村正蔵：虚血性心疾患における血清 Plas-

malogenの動態動脈硬化学会誌 11: 535-539(1983) 
2) Ohara, K. and Kodaira, K.: Noninvasive Quanti-

tative Assessment of Carotid and Cerebral Arterio-

sclerosis-by Ultrasonic Quantitative Blood Flow 

Measurment System and its Clinical Application. 

Jikeikai Medical J oumal. 31 : 93-111 (1984) 

2. 実験的冠動脈四栓についての研究

1) Takeuchi, S.: Intracoronary Application of Uro-

kinase in Experimental Coronary Thrombosis: 

Effects on Coronary Reflow and Infarct Size. Ji-

keikai Medical Journal. 31: 7-24 (1984) 

3. 不整脈に関する研究

1)石永隆成，小松親義，徳久靖高，立石 修，照屋日出

夫，小原 誠，佐藤泰雄，吉村正蔵： Disopyramideに

よる QT延長 と心室細動発作．内科． 51: 
749-754 (1983) 

2)石永隆成，小松親義，徳久靖高，立石 修，照屋日出

夫，佐藤泰雄，吉村正蔵：発作性上室性頻拍症に対する

Verapamilの効果．呼吸と循環 31: 83-90 (1983) 

3)小松親義，石水隆成，立石 修，川村益彦，真田竹生，

金江 清，吉村正蔵：治療に抵抗する狭心症例に対す

るISDNTape (TY 008)の使用経験． Progressin 

Medicine. 3 : 133-139 (1983) 

4. 超音波ドプラ法による研究

1)原 正忠： 2ビーム超音波パルスドプラ法による心

拍出量の非観血的測定に関する研究．東京慈恵会医科

大学雑誌． 98:1085-1097 (1983) 

5. 血圧に関する研究

1)吉村正蔵古平国泰，藤代健太郎，藤崎寿路，永森静

志，比嘉康宏，橋本隆男，田村展ー，斉藤宣彦，中村治

雄，外丸晃久，松田文男，小倉和雄，原正忠，岸 良

典，沢近紀夫，竹内誠一，三枝真弓，斉藤 浩：塩酸ニ

カルシピン (perdipine)の本態性高血圧症に対する臨

床効果．基礎と臨床． 17:2701-2709 (1983) 

2)五島雄一郎，金子好宏，武田忠直，吉村正蔵他： Tos-

cama (CD-3400)の本態性高血圧症に対する臨床評価

-Syrosingopine, reserpineとの三群並列・ニ重盲検

法による比較対照試験成績ー．臨床と研究． 59:

619-632 (1982) 

6. その他の研究

l)長谷川元治，柏倉義弘，荒井親雄，岸 良典他：心機

能の非観血的定量評価に関する研究．脈管学． 23:

455-463 (1983) 

2)長谷川元治，荒井親義，岸 良典他：大動脈頸動脈の

系統的硬化分布特性および発症との関連．動脈硬化．

11 : 781-787 (1983) 

3)長尾房大，池内準次，青木照明，川村忠夫，柴 孝也，

渡辺嘉久，長村日出夫他：消化性潰瘍に対する新しい

比受容体拮抗剤 Famotidineの効果．診療と新薬． 20:

189-196 (1983) 

II. 総説

l)吉村正蔵古幡博古平国泰：超音波血流量測定装

置．臨床 ME.7: 276-286 (1983) 

2)吉村正蔵，藤代健太郎：心電図，脈波速度，超音波定

量的血流量測定法の所見の読み方． DietTherapy. 2: 
362-365 (1983) 

3)吉村正蔵，古平国泰，藤代健太郎：脳血管特性測定装

置による無侵襲的脳動脈硬化度測定と臨床応用．循環

科学． 4:78-81 (1984) 

4)藤崎寿路，高橋郁美，高山和久，川村益彦，吉村正蔵：

無侵襲血圧測定法．臨床病理（特集号）． 57: 70-80 
(1983) 

5)吉村正蔵，金江 清：心肥大，心拡張の視・触診．心

疾患の所見のとり方．内科． 52: 275-280 (1983) 

6)松岡緑郎，高木 寛，吉良枝郎：肺胞蛋白症に対する

気管支・肺洗浄療法．気管支学． 5(4):385-392(1983) 

7)吉村正蔵，下地悦朗：心臓の病気．「からだの科学」臨

時増刊． 114-118(1983) 

III. 学会発表

l)高山和久，高橋郁美，原 正忠，照屋日出夫，中山信

彦，中塚喬之，吉村正蔵，古幡博河野敏彦，鈴木啓

三郎：大動脈血流の phasicpattern解析による非観

血的心機能評価の検討．第 47回日本循環器学会． 4月．

大阪．

2)立石 修，小松親義，石永隆成，徳久靖高，照屋日出

夫，佐藤泰雄，吉村正蔵：電気生理学的検査の再現性に

ついてー特に発作性上室性頻拍症誘発について一．第

47回日本循環器学会学術集会． 4月．大阪．

3)長村日出夫，三枝真弓，西田和子，真田竹生，吉村正

蔵：冠動脈硬化症における血清 plasmalogenの動態．

第80回日本内科学会総会． 4月．大阪．

4)吉村正蔵，古平国泰，青柳 徹，小原一夫，藤代健太

郎，清水久盛，伊藤克朗，三川秀文，和田高士，西 隆，

窪内洋一，真家健一，古幡 博鈴木直樹：内頸動脈近

位部及ひ中大脳動脈領域の閉塞性疾患の無侵襲的鑑別

診断(QFM法とシミュレーション法による）．第 80回

日本内科学会． 4月．大阪．

5)藤代健太郎，吉村正蔵，古平国泰，青柳 徹，小原一

夫，清水久盛，伊藤克朗，三川秀文，西 隆，和田高

士，窪内洋一，真家健一，鈴木直樹，古幡 博：無侵襲

的定量的測定による内・外頸励脈血流量及び波形の加

齢及ひ脳血管障害例での検討．第 22回日本 ME学会．

4月．大阪．

6)伊藤克朗，古平国泰，藤代健太郎，清水久盛，三川秀

文，和田高士，西 隆，窪内洋一，真家健一，吉村正
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蔵：甲状腺機能充進症における総頸動脈血流動態．第

42回日本超音波医学会． 5月．東京．

7)吉村正蔵，和田高士，石川栄世，山下 広： （シンボ

シウム）シミュレーション法による非侵襲的頭蓋内動

脈の循環特性とその病理所見との対比．第 6回日本バ

イオレオロジ一学会． 6月．千葉．

8)鈴木幸雄，三枝真弓，西田和子，真田竹生，長村日出

夫，吉村正蔵：虚血性心疾患における plasmalogenの

動態（第 8報）．第 15回日本動脈硬化学会総会． 7月．

福岡．

9) Yoshimura, S., Kodaira, K., Fujishiro, K., Shim-

izu, H., Ito, K., Mikawa, H., Nishi, T., Kubouchi, Y., 

Wada, T., Maie, K., Furuhata, H., Yamashita, H. 

and Ishikawa, E. : The Correlation between the 

Degree of Carotid and Cerebral Atherosclerosis 

detected by the QFM System and the Degree 

revealed by Autopsy. 13th World Congress of the 

International Union of Angiology. 9月． Rochester

(Minn). 

10) Fujishiro, K., Yoshimura, S., Kodaira, K., Shim-

izu, H., Ito, K., Mikawa, H., Nishi, T., Kubouchi, Y., 

Wada, T., Maie, K., Suzuki, N. and Furuhata, H.: 

Hemodynamic Changes in Internal and External 

Carotid Blood Flow with Age. 13th World Con-

gress of the International Union of Angiology. 9月．

Rochester (Minn). 

11)三枝真弓，西田和子，鈴木幸雄，真田竹生，長村日出

夫，吉村正蔵：虚血性心疾患(IHD)における血清リン

脂質の動態ーplasmalogenの動態を中心として．第 25

回日本老年医学会総会． 10月．仙台．

12)古平国泰： （シンポジウム）動脈硬化の新しい臨床診

断法．第 100回成医会総会． 10月．東京．

13)茂呂晃弘，相沢義則，吉村正蔵：高コレステロール血

症による大動脈内皮細胞の形態的変化について．第 24

回日本脈管学会総会． 10月．和歌山．

14)川村前彦金江清，竹内誠一，中山腸，田中穂積，

吉村正蔵：冠動脈の部分再開通における左心機能およ

び梗塞量について．第 24回脈管学会総会． 10月．和歌

山．

15)藤崎寿路，吉村正蔵：圧脈波追従制御による非観血

的連続的上腕血圧測定法．第 24回日本脈管学会総会．

10月．和歌山．

16)和田高士，吉村正蔵，古平国泰，藤代健太郎，清水久

盛，三川秀文，伊藤克朗，西 隆，真家健一，斉藤宣

彦，古幡博山下広，石川栄世：超音波(QFM使

用）による頸・脳動脈硬化度と病理組織所見の対比．第

24回日本脈管学会． 10月．和歌山．

17)鈴木幸雄，三枝真弓，西田和子，真田竹生，長村日出

夫，吉村正蔵：虚血性心疾患における plasmalogenの

動態．第 18回日本成人病学会． 1月．東京．

18)小松親義，石永隆成，徳久靖高，立石 修，川村益彦，

金江 清，佐藤泰雄，吉村正蔵： Re-entry型発作性上

室性頻拍症における抗不整脈剤効果の作用部位につい

て．第 48回日本循環器学会学術集会． 3月．福岡．

19)立石修，小松親義，石永隆成，徳久靖高，金江 清，

真田竹生，佐藤泰雄，吉村正蔵：房室ブロックおよび洞

不全症候群における室房伝導について．第 48回日本循

環器学会学術集会． 3月．福岡．

20)高山和久，宮下裕三，高橋郁美，原 正忠，照屋日出

夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博，遠藤明彦：大動脈

血流加速度 phasicpattern解析による非侵襲的心機

能評価の検討．第 48回日本循環器学会． 3月．福岡．

IV. 著書

1)吉村正蔵，小原 誠：心音図・心機図の基本の項分担

執筆．織田敏次，阿部 裕編：心音図・心機図（内科セ

ミナーCV,). 永井書店． 95-105(1083) 

2)吉村正蔵，小原 誠：心音計の項分担執筆．宇都宮敏

男，武者利光編：医用電子（第 4編），電気・電子工学

大百科事典（第 20巻）．電気書院． 334-336(1983) 

3)吉村正蔵：経験の MEから科学の MEへの項分担

執筆．日本 ME学会創立 20周年記念委員会編：バイ

オメデイカルエンジニアリング．オーム社．

209-211 (1984) 

V. その他

1)吉村正蔵，林知己夫，古平国泰，古幡 博，小原一夫，

藤代建太郎，清水久盛，三川秀文，鈴木直樹：脳動脈硬

化度の無侵襲的定量的測定法の確立とその臨床応用に

関する研究．昭和 57,58年度文部省科学研究費補助金

（一般研究B)．研究成果報告書． 3月 (1984)

2)小松親義，石永隆成，徳久靖高，立石 修，伊藤克朗，

吉村正蔵：房室ブロックを伴う unusualtype房室結

節リエントリー性頻拍症の 1例．臨床心臓電気生理． 6:

161-167 (1983) 

3)高木寛，韓南奎，元山幹雄，原正忠，小原一夫，

小原誠，盛本正男，吉村正蔵，半沢隆，伊坪喜八郎，

古里征国，鈴木正章：比較的短期間に肺野腫瘤影の出

現した気管支性嚢胞の 1例． 日本胸部臨床． 42(11): 

958-962 (1983) 

4)石永隆成，小松親義，徳久靖高，立石 修，吉村正蔵：

心房ペーシングにより誘発された Double tachycar-

diaと思われる頻拍症の 1例．第 13回臨床心臓電気生

理研究会． 10月．東京．

5)福村基之，高木 寛，鈴木幸雄，相沢義則，盛本正男，

吉村正蔵，半沢 隆，伊坪喜八郎：特異な右上葉無気肺

影を呈した肺癌の 1例．第 33回関東気管支研究会． 3

月．東京．
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青戸分院内科学

教授：永野 允

助教授：田中信夫

助教授：中村治雄

講 師： 石川 俊次

講 師： 名越 温古

研 究概要

I. 心臓代謝

代謝心臓病学・糖尿病学

血液学・造血器腫瘍病学・

ビタミン B12

脂質代謝学

脂質代謝学

血液学・造血器腫瘍学

1. インスリンの心筋保護作用の作用機序につい

て

心筋の脂肪酸代謝異常によって生ずる長鎖アシル

CoAの心筋内蓄積が，インスリンによって正常化さ

れ，脂肪酸の B酸化の改善により高エネルギー燐酸

合成への利用が得られることを従来報告して来た

が， 1983年度は，アロキサン，ストレプトゾトシン

抗尿ラットの心筋標本を用い，虚血および再濯流時

に生ずる心機能と代謝の変化に及ぼすインスリン作

用を検討した。インスリンは心筋代謝および心機能

の面から虚血および再灌流時に脂肪酸の．代謝面の改

善から有効に作用することが確認された（前納，塩

崎竹内助手）。

2. 糖尿病，高血圧心の収縮蛋白

糖尿病に高血圧の合併は臨床的に高頻度であるこ

とから，そのモデルとしてアロキサン，ストレプト

ゾトシン糖尿病ラットに Goldblatt高血圧を合併さ

せ，そのときの心筋アクトミオシン， ミオシンの酵

素活性，アクトミオシンの超沈澱現象， ミオシンア

クソザイムの面より研究を行い， ここで生ずる変化

が，心機能としての LVOp/dtmaxと，どのような

関連性があるかを検討した（風間，加藤大学院生）。

3. 心筋ミオグロビン

心疾患による構造蛋白質の変化に関する研究の一

環として，μと剖検心および SHR肥大心の心筋ミ

オグロビンおよびミオグロビン分画について検討を

加えている（厚生省特発性心筋症研究班として）。 ミ

オグロビンは左および右心室肥大によって，その量

および分画に変化を来たすことが見いだされた（慎

島大学院生）。

4. Cardioplegiaに関する研究

前年度に引き続き Superoxidedismutase (SOD) 

の心筋保護作用の検討と同時に， l-リジン， l-カルニ

チンについても検討を加え，その有効性を心筋高エ

ネルギー燐酸，脂質代謝の面より確認した。また心

肺標本を用いての虚血，再灌流実験による心筋 Sar-

colemmaの障害破壊と，それに対する名種 Cardio-

plegiaの作用を検討した（高橋助手，小森大学院

生）。

5. 心肥大発生メカニズムに関する研究

上記表題の研究の一環として SHR高血圧肥大心

に対し， どのような降圧剤が心肥大を防止しうるか

について検討中であるが， a-Methyl-DOPAは，高

血圧の改菩と同時に心肥大をも抑制し得ている。更

に a ブロッカー 9 /3ブロッカーについても検討中で

ある（野間，兼村助手）。

II. 生体膜

1. 糖尿病性心筋症の成因に関する研究

糖尿病における心筋収縮力異常の一因子として，

Cずの細胞質内濃度調節に重要な役割をする Sar-

colemmaと筋小胞体の Cず結合や取込みが低下し

ていることを報告して来た。 Sarcolemmaの Cず結

合は一部は脱分極時に細胞内に入る Ca廿の結合部

であり，一部は Na+-Cず交換系の結合部と考えら

れる。 Na+-Ca廿交換系は Na+-K+ATPase系によ

るNa+の排出と coupleしているのでインスリン欠

乏により低下した Na+-K+ATPase活性と関連し

考究する必要がある。 Na+-Cず交換では初速度の測

定が特に重要であり，我々は門馬氏らの方法により，

stopped flow法により Na+-Ca廿交換の初速度を測

定し，糖尿病で低下を認めた。筋収縮には筋小胞体

からの Ca廿放出も重要である。我々は activeあるい

はpassiveにCa廿で preloadした筋小胞体からの

Ca廿放出を測定したところ，脱分極による Ca廿放出，

Ca□nduced Ca汲出ともに糖尿病で低下していた。

これらの成績は糖尿病心筋における収縮力異常およ

び電気生理学的異常をよく説明しうると考える。

2. 圧負荷心筋 Sarcolemmaに関する研究

さきに我々は SHK心筋 Sarcolemmaの Na+

-K+ ATPase活性， Ca廿-bindingおよび定常状態に

おける Na+-Ca廿交換の低下を報告したが，その後

Na+-Ca廿交換はその初速度の測定が重要であると

されるようになったので，上述した方法により初速

度の測定を行ったところ SHKでは初速度が有意に

低下していたが， kineticsには差がないことが認め

られた。

3. 糖尿病性腎症に関する研究

糖尿病性腎症の糸球体基底膜肥厚が基底膜コラー

ゲンの増加によるものが，他の成分にするものかを

明らかにするため， II,III型コラーゲンと IV型コ

ラーゲンの定量を行っている。
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III. 脂質代謝

リボ蛋白，アポ蛋白の面から，動脈硬化に関した

研究を行っている。

(1) VLDLのアポ C亜分画

糖尿病，糖質負荷，植物蛋白，抗脂血剤などによ

るVLDLアボ C亜分画に及ぼす影響を研究した。

(2) アポ Eのイソプロテイン

血漿を超遠心分離，アガロース・カラムクロマト

グラフィーで分画し，各リボ蛋白分画のアボ Eイソ

プロテインを分析した。肝疾患糖尿病における変

化を研究している。

(3) 動脈硬化，起性リポ蛋白の分離

各種疾患，栄養条件で出現する VLDL中の動脈硬

化惹起性リポ蛋白粒子を，ヘパリン・アフィニティ・

クロマトグラフィーで分離し，検討している。

(4) ステロイドホルモンと血漿リポ蛋白

ステロイド投与患者の血漿リボ蛋白，アポ蛋白の

変動と，プロタミン硫酸法による TG分泌率，

PHLAを研究している。

(5) 肥満者減量と血漿リポ蛋白

エネルギー制限，運動量増加の及ぼす血漿リポ蛋

白，アポ蛋白の変動を研究し， HDL亜分画の変化に

注目し，減量の意義を明らかにした。

(6) 研 3脂肪酸と血漿リポ蛋白

EPA,DHAによる VLDL,LDLの低下機構を，オ

リーブ油との比較で検討した。トリトン WR1339処

理ラットで VLDL分泌率を測定した。

(7) 食事脂肪酸と血圧

食事脂肪の P/S圧を高めることにより，血圧低下

が認められるが，私達は，正常者にバターとマーガ

リンを交互に食べさせ，血圧，血漿リポ蛋白，尿プ

ロスクグランディンの変動を検討している。

(8) Ca:廿拮抗剤， f3-ブロッカーの血漿脂質， リボ

蛋白に及ぽす影響を研究した。

IV. 血液・造血器

1. 白血病細胞に於けるビタミン B12代謝に関す

る研究

白血病， とくに骨髄性白血病における血清 B12は

一般に高く，反対にリンパ性白血病では上昇せず，ま

た慢性骨髄性白血病の急性転化例においては骨髄芽

球化がリンパ芽球化に比して血清 B12高値であるこ

とを認めている。これら各種白血病における血清

B12の動態また白血病細胞の分化・成熟と B12の関

係を明らかにする一環として，白血病細胞の分化・

成熟に基づいて分類される FAB分類にのっとり

各種細胞内 B,2含有量および各種 B12同族体を検索

した。白血病細胞内 B12含有量は M2が最も多く，つ

いで M3,M4. M1, M5の順で，恥同族体の分析で

は M,, M3で adenosylcobalaminを， M2, M.で

methylcobalaminを優位に認めた。また慢性骨髄性

白血病の急性転化例におけるリンパ芽球化， L!およ

びL2では B12含有量は減少し， adenosylcobalamin

を優位に認め，白血病細胞内 B12含有量および B12

の存在形態はその分化・成熟によって異なることが

示唆された。

2. ヒトの各種病態時に於げる各種臓器内各種ビ

タミン B12分布にかんする研究

3. ビタミン B12欠乏状態，とくに笑気麻酔患

者・ラットにおける染色体異常にかんする研

究

4. ビタミン B12の血液蝸牛・脳脊髄腔関門にか

んする研究

この他に，前年に引き続き糖尿病における B12代

謝を研究し，血清内各種 B12同族体の動態は

NIDDMより IDDMに，末梢神経障害を有する患者

において，また羅病期間の長い程 methylcobalamin

の減少， cyanocobalaminの増加傾向を認めた。尿中

ポリアミンの腫瘍マーカーとしての意義について各

種造血器腫瘍患者を対象として検索し，また腫傷細

胞樹立株を用い，化学発癌物質の影響性に対するビ

クミン A,C,E及び B12の効果を検討中である。
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第三分院内科学

教授：堀ロ 正晴 消化器病学・臓器循環

助教授：田中照ニ 消化器病学

講師：今泉忠芳 呼吸器病学

講師：永山和男 消化器病学

講師：外丸晃久 循環器病学

講師：須田都三男 呼吸器病学・臨床生化学

研究概要

I. 消化器病学に関する研究

食道静脈瘤の内視鏡的硬化療法：さきに，食道静

脈瘤の R-Csignの形態学的研究を行い，それが上

皮下静脈に由来するものであることを明確にした

が，今回は，緊急出血例や Door-risk例に内視鏡的

硬化療法を施し，硬化療法前後の変化について検討

した。

幽門前部に局在する胃癌；早期胃癌症例を中心に

検討し， レ線診断上では，比較的早期に狭窄所見を

呈するため深達度を過大に判定する煩向を指摘する

と共に，幽門輪に沿って環状の陥凹を形成するもの

では，幽門輪の運動低下や開大傾向を示すことを見

いだした。また内視鏡における鑑別診断でぱ色素散

布法の有用性を指摘した。肝硬変症と胃病変；肝硬

変症例の内視鏡検査では，食道静脈瘤の他に，びら

ん性胃炎がもっとも高頻度であったが，その背景因

子について肝病変と対比して検討を加えた。

II. 肝臓病学に関する研究

肝形態学的研究；アルコール性肝疾患における肝

ミトコンドリアの超微形態学的観察を行うと，その

膨化・腫大・巨大化に伴い内部にはクリステの減少・

大型顆粒の出現，などの所見がみられた。これらの

所見と， ミトコンドリア局在酵素である GLDH,

OCTの血清への遊出との間には関連がみられたが，

このミトコンドリアの変化はアルコール性肝障害に

特徴的であった。肝硬変の成因別実態；従来より慢

性肝疾患に生ずる肝内血管系の変化は，主病変部位

ないしは初発傷害部位を表現することを指摘してき

た。この血管変化を指標とすると，微細顆粒型を呈

するものは小葉辺縁部を主病変としていることを明

らかにした。これら主病変部位と既往の飲酒や輸血

さらに HB関連抗原抗体系の成績あるいは組織所

見の推移の観察などを総合し，微細顆粒型はアル

コール性肝硬変と考えられたが，他方，粗大結節型

肝硬変は飲酒の有無にかかわらず，成因としてウイ
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ルスなどのアルコール以外のものが考えられた。教

室5年間の形態学的検索の行い得た肝硬変を成因別

にみると， B型肝炎ウイルス性は 19.7%でそのうち

常習飲酒家は 9.4%存し，アルコール性（微細顆粒

型） 10.8%のうちには HBsAg陽性例は存在しな

かった。一方常習飲酒家にみる肝障害例を検討する

と，アルコール性と考えられるものは約 30%で，

HBsAg陽性慢性肝障害の飲酒例と非飲酒例とを対

比すると，飲酒は組織学的に悪影響を与えることを

示した。

肝循環に関する研究；昨年に引き続き 133Xe静注

法を用いてびまん性肝疾患における循環動態の変化

について検討し，門脈血流低下を主体とする肝循環

異常は小葉構造の歪みが出現する前硬変の病態にお

いて明瞭となることを示し，本病態の非可逆性経過

とよく対応することを明らかにした。また， IPH症

例における単位重呈当たりの牌血流量は肝硬変に比

ベ高値を示したことから，両病態では牌腫・門脈圧

充進を来たす機序が異なっていることを指摘した。

一方， 133Xe法により肝細胞癌と転移性肝癌におけ

る癌部と非癌部の循環動態の差異を明らかにし，本

法から得られた肝通過時間を dynamicCTに応用

すれば，診断に有用なばかりでなく，さらに治療法

の決定に利用できることを強調した。また日常用い

られる核医学的肝循環測定法には，関心領域が呼吸

運動により，移動するが，これを補正するための方

法を開発した。 ICG;肝循環研究の一環として異な

る投与量 (0.5mg/kg, 5.0 mg/kg)での ICG消失率

の差違を各疾患群で比較した結果，それは脂肪肝例

において特有の差違がみられ，その値は脂肪含有量

と相関し， しかも脂肪肝の診断能において CT値を

用いるよりも鋭敏であることを示した。また肝予備

能を表わすとされる ICGRmax検査法の問題点と

限界を明らかにした。超音波ドプラー法を用いた門

脈本幹の血流量の測定；門脈血流量の低下は 133Xe

法に比べ硬変化進展度合との一致率は低く， これは

短絡血流量を含めて測定するためと考えられること

を指摘した。

生化学的研究； 血 清 GLDHとOCT:血清

GLDH,OCTとGLDH/GPT比は，アルコール性肝

障害では，飲酒量と肝組織傷害の程度を反映し，肝

性脳症では脳症の経過と予後を反映した。それらの

指標は肝性脳症で，アルコール性肝障害に比べ， よ

り大きい値をとることが多かった。血清中の

GLDH, OCTとGLDH/GPT比を総合的に検討す

ると，それらはアルコール性肝疾患や肝性脳症の診

断に有力な指標となることを示唆した。つまり，肝

硬変などの肝 hypoxia,肝性脳症やアルコール性肝

疾患におけるこれらの変化は，主に肝細胞のミトコ

ンドリア障害によって起こると考えられた。アセト

アルデヒド障害肝におけるミトコンドリア機能：ア

セトアルデヒド吸入負荷による肝障害ラットでは，

肝ミトコンドリアに局在する GOTm, GLDH, 

ICDHの酵素活性が血清中で上昇した。肝ミトコン

ドリアの約 30%の血流量の低下を観察し，アセトア

ルデヒド吸入負荷により， ミトコンドリア障害を伴

う肝障害が発現することを明らかにした。 ミトコン

ドリアに局在する呼吸鎖は， 4つのサブユニットか

らできているが， コハク酸を茎盤としコハク酸脱水

素酵素によりフマル酸を形成する系と， CoQ

reductaseが連係する ComplexIIの活性は，アセト

アルデヒドの負荷にて低下がみられず， ミトコンド

リア構造内の機能の局在性と障害に対する抵抗性を

示す成績であった。

免疫学的研究； autologousMLR (AMLR)は自

己の Ia様抗原に反応する自己T細胞の反応であり，

これを用いて慢性肝疾患患者の免疫異常の解析を試

みた。AMLRは肝硬変患者で正常者に較べ有意な反

応の低下を認めたが，同時に行った Allogemic

MLRではこれらの間の反応に有意の差はなかっ

た。また患者T細胞を IgGFe+ T細胞と IgGFcT 

細胞とに分画して行った実験，あるいは OKT単ク

ローン抗体を用いた実験より肝硬変患者における

Helper-inducer機能を表現する T細胞，あるいは

Ia様抗原を表現している刺激細胞の異常が示唆さ

れた。

III. 呼吸器病学に関する研究

胸水の性状に関する研究；胸水の LDH, ALP, 

Lysozyme, a, -fetoproteinを測定し，それらの病態

的意義を明らかにした。呼気ガス分析による研究：

呼吸器疾患患者に呼気ガスを分析し，運動負荷時の

Vo2, Vco2の増加は心拍出量 Qtの増加によること

を示し，心疾患患者のものと代償機序の相違を明ら

かにし，また 2,3薬剤の治療効果について検討し

た。原発性肺癌に対する Cis-platinumの治療効果：

原発性肺癌の Cis-platinum治療の最適効果総量は

700-900 mgと推定された。使用後の手術例につい

て検討を加えた。気管支ファイバースコープに関す

る研究：慢性気管支炎の気道粘膜を採取し，電顕的

観察を行った。炎症による気管支の絨毛の脱落と再

生の状態を明らかにした。

免疫学的研究；慢性呼吸器感染症では，感染防御

因子の一つとして肺胞 Mr/,が大きな役割を担って
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いるが，特にその subpopulationである HLA-Dr

（いわゆる Iaantigen)陽性細胞をみると，本症の増

悪に伴いその populationも増加した。また，急性の

腹膜炎においてもやはり腹膜 Hcf,の増加が認めら

れた。

IV. 循環器病学に関する研究

運動負荷試験に関する研究；心疾患患者，主とし

て僧帽弁疾患患者を対象にエルゴメーターによる運

動負荷時の心拍出呈，呼気ガス分析， UCGなど総合

的な検索を行い，コントロールと比較し，心拍出量，

EFなどに差のあることを確認し，同時に負荷中乳

酸値の変動も観察した。血管拡張剤に関する研究：

肺疾患患者及び心筋梗塞患者に PGE,, ISDN, 

Dilitagemなどの薬物を投与し，スワンガンズによ

る血行動態の変動より， ISDNは主として Preload

をとり PGE,では PreAfterload軽減による心拍出

量による増加，肺内シャント率の上昇による Pa02

の低下がみられ， Diltiagemでは心拍出量の増加，肺

及び全末梢抵抗の低下を確認した。同時に薬剤の血

中濃度も測定した。アルコール心筋症に関する研究：

アルコール性心筋症にしめるアセトアルデヒドの役

割を検討するため，大量と小量のアセトアルデヒトt

負荷による心筋カカテコールアミンの変化を観察

し，この増加及び減少は dosedependentな関係であ

ることを明らかにした。またドパミンのフィード

バックによると思われる減少も確認した。
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30: 325-333 (1983) 

III. 学会発表

1． 消化器

1)植木秀実，堀口正晴：食道静脈瘤発赤所見に関する

組織学的研究．第 25回日本消化器内視鏡学会総会． 5
月．東京〔Gastroenterol.Endosc. 25(11) : 1838-
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1841 (1983)〕

2)鈴木康元，大石裕代，伊吹重雄，植木秀実，成宮徳親，

矢野満）II村光良，永山和男，堀口正晴：幽門前部に

存在する胃癌の検討一早期胃癌を中心として一．第 26

回日本消化器内視鏡学会． 11月．大阪．

2. 肝臓

1)小笠原久隆，堀口正晴：肝硬変の成因別実態一肝内

血管変化を指標とした分類について一．第 69回日本消

化器病学会． 4月．大阪．〔日消会誌． 80(3): 475(1983)〕

2)成宮徳親，門中博義，士屋崇，熊谷慶子，八木茂，

浮地越男，柴田正純，藤沢孝一郎，吉野正興，高沢 勤，

相沢健彦，溝呂木ふみ，小笠原久隆，矢野 満，横須賀

甫，永山和男，小沢 靖，堀口正晴：慢性肝炎の予後に

ついての検討．第 69回日本消化器病学会総会． 4月．大

阪．〔日消会誌． 80(3): 496 (1983)〕

3)山崎晴市，松生恒夫，宇井忠公，西野晴夫，立木成之，

田中照二，堀口正晴： HBe抗原から HBe抗体への転

換の時期と血清トランスアミナーゼの変動との関連

ーステロイド非使用例を中心として一．第 69回日本消

化器病学会総会． 4月．大阪．〔日消会誌． 80(3,増刊

号）： 486(1983)〕

4)堀口正晴：肝臓循環研究への新しいアプローチ

-Xe測定法を中心として一．第 9回肝臓研究会． 5月．

東京．〔肝臓病学の進歩． 9(suppl.) : 1-8 (1983)〕

5)高沢勤，八木茂，浮地越男，藤沢孝一郎，柴田正

純小笠原久隆，矢野 満，横須賀甫，永山和男，小沢

靖，堀口正晴：慢性肝疾患における門脈循環動態の変

化ーパルスト中ゾプラー法による成績を中心として一．

第 19回日本肝臓学会総会． 7月．久留米．〔肝臓． 25(1): 

147 (1984)〕

6) 田中照二，外丸晃久，坪井良真，佐藤春喜，西野晴夫，

矢部秀樹，宇井忠公，衛藤公治，林 孝祥，小笠原久隆，

須田都三男，堀口正晴：アセトアルデヒド吸入負荷

ラットにお汁る肝ミトコンドリア障害．第 19回日本肝

臓学会総会． 7月．久留米．〔肝臓． 25(1): 134(1984)〕

7)溝呂木ふみ，小笠原久隆，永山和男，小沢 靖，堀ロ

正晴：アルコール性肝障害における肝ミトコンドリア

障害ー超微形態像と血清ミトコンドリア酵素活性につ

いて一．第 15回日本臨床電子顕微鏡学会． 9月．新渇．

〔J.Clin. Electron Microscopy. 16(5-6): 806 (1983)〕

8)横須賀甫，士屋 崇，熊谷慶子，吉野正興，柴田正純，

高沢 勤，永山和男，堀口正晴：投与量による ICG血

中消失率の差異について．第 25回日本消化器病学会秋

季大会． 10月．山口．

9)三上誠神尾裕，鈴木康元，坪井良真，矢部秀樹，

西野晴夫，宇井忠公，衛藤公治，小笠原久隆，森本 晉，

須田都三男，永山和男，田中照二，堀口正晴：血清中の

GLDHとOCTの変動と GLDH/GPT比によるアル

コール性肝障害．第 25回日本消化器病学会秋季大会．

10月，山口．

10)柴田正純，中田哲也，熊谷慶子，森下哲也，横須賀甫，

永山和男，児島 靖，堀口正晴：限局性肝病変の血流動

態について．第 25回日本消化器病学会秋季大会． 10

月．山口．

3. 呼吸器

1)幸野仁，問瀕豊，原正道森下哲也，松永篤，

今泉忠芳，堀口正晴：肺ガス交換の機作．第 23回日本

胸部疾患学会総会． 4月．京都．（日胸疾会誌． 21(3, 

suppl.) : 322 (1983)〕

2)今泉忠芳，山下知之，江頭 修，梅沢伸介，佐藤哲夫，

田井久量，堀口正晴：癌性胸水の LDH及び LDH

isoenzyme. 第 23回日本胸部疾患学会総会． 4月．京

都．〔日胸疾会誌． 21(3, suppl.) : 51 (1983) J 
3)荻原正雄，山下知之，佐藤哲夫，田井久量，井田徹也，

今泉忠芳，堀口正晴：ブラ・ノ｀ン法による肺感染巣の肺

胞マクロファージの病態の検索．第 6回日本気管支学

会総会． 7月．東京．（気管支． 5（増刊号） ：84(1983)〕

4)荻原正雄，井田徹也，田井久量，佐藤哲夫，伊吹重雄，

板倉 滋，石川友章，堀口正晴：細菌•細胞同時採取用

ブラシを用いて呼吸器感染の検索，特に起炎菌と炎症

細胞との関連．第 23回日本胸部疾患学会総会． 4月．京

都．〔日胸疾会誌． 21(3, suppl.) : 251 (1983)〕

4. 循環器

1)谷辰彦，梅沢伸介，井上冬彦，高橋和良，金敏姫，

幸野 仁，外丸晃久，堀口正晴：急性心筋梗塞症の血管

拡張剤療法ーPGEぃ及びニトロール（静注）の比較．第

10回日本集中治療医学会総会． 3月．岡山．〔ICUと

CCU—集中冶療医学． 7 (9, suppl.) : 137-138 (1983)〕

2)藤多和彦，三浦義太郎，早川和男，高橋和良，西山尚

樹，佐藤哲夫，外丸晃久，堀口正晴：急性心筋梗塞患者

の血管拡張療法ー静注 ISDNの使用経験ー．第 24回

日本脈管学会． 10月．和歌山．〔脈管学． 23(6): 

702 (1983) J 
3)高橋和良，溝呂木ふみ，外丸晃久，堀口正晴：慢性ア

セトアルデヒド吸入負荷ラ、ノト心筋の微細構造につい

て．第 15回日本臨床電子顕微鏡学会． 9月．新褐．（J.
Clin. Electron Microscopy. 16(5-6) : 760 (1983)〕

4)三浦義太郎，藤多和彦，外丸晃久，堀口正晴：運動負

荷試験による左心機能の評価．第 43回日本超音波医学

会． 12月．福岡．

IV. 著書

l)田中照二，外丸晃久：アセトアルデヒト吸入負荷

ラットと肝ミトコンドリア障害の項分担執筆．アル

コール代謝と肝研究会編：アルコール代謝と肝．医歯

薬出版 KK.238-244 (1984) 

2)小笠原久隆，堀口正晴：肝硬変症の成因別実態の項

分担執筆．太田康幸，原田 尚編：肝硬変症の成因と予

後．南江堂． 154-1590984) 

V. その他

l)梅沢伸介，西野晴夫，山下知之，江頭 修，佐藤哲夫，

田井久量，今泉忠芳，堀口正晴，（1外）串田則章，伊

坪喜八郎： x線上 mucoidimpaction様陰影を伴った

原発性肺癌の 1例．第 58回日本胸部疾患学会関東地方

会． 5月．東京．［日胸疾会誌． 21(9)(1983)〕

2)坪井良真，三上 誠，松生恒夫，鈴木康元，矢部秀樹，

西野晴夫，宇井忠公，林 孝祥，衛藤公治，須田都三男，
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田中照二，堀口正晴：肝細胞癌高危険群の設定．第 19

回日本肝癌研究会． 7月．久留米． C肝臓． 25(4): 

579 (1984)) 

3)荻原正雄，松永 篤，井上冬彦，三宅川登，松生恒夫，

宇井忠公，堀口正晴：肺化膿巣より経気管支的に採取

した材料中の肺胞マクロファージの種々像．第 31回関

東気管支研究会． 8月．東京．〔気管支． 5(4): 
495 (1983)) 

4)西山尚樹，金崎 章，藤多和彦，高橋和良，三浦義太

郎，松田文男，外丸晃久，田中照二，堀口正晴：アルコー

ル性心筋症 (III)アセトアルデヒド吸入負荷ラットの

カテコーラミンの変化．第 18回日本アルコール医学会

総会． 10月．大津．〔アルコール研究と薬物依存． 18(4,

suppl.) : 168-169 (1983)) 
5)森下哲也，中田哲也，柴田正純，横須賀甫，永山和男，

児島 靖，堀口正晴： 133Xe法を用いた慢性肝疾患にお

ける門脈・肝動脈血流量について．第 100回成医会総

会． 10月．東京．〔慈恵医大誌 98(6): 849-850(1983)〕

精神神経科学

教授：森 温理 てんかん・精神薬理学・脳

波学

助教授：佐々木三男 精神生理学・睡眠

助教授：清水 信 老年精神医学・社会精神医

A 子

講師：笠原洋勇 老年精神医学・躁うつ病

講師：北西憲二 精神療法学・うつ病

講師：佐藤譲二 脳波学・てんかん

研究概要

I. 森田療法に関する研究

1. 「絶対臥褥期」の生物学的・心理学的研究

昨年度にひきつづき文部省科学研究費補助金を受

け，主に定型的強迫神経症 4例について 7日連続の

24時問ポリグラフ，尿中アミン代謝産物，ホルモン

測定，心理検査を行った。臥褥第 1日目の 24時間の

睡眠構造には正常者と著しい差は認められないが，

REM出現率がやや高い傾向にあること，自律系の

レベルも高まっている例のあることなど興味ある所

見が得られた。

2. 森田神経質と国際分類

DSM-IIIを用いて森田神経質の症候論的位置づ

けを行ったが，大部分の症例は anxietydisordersに

含まれることが分かった。しかし，いわゆる森田神

経質非定型例， DSM-IIIの socialphobiaと重症対

人恐怖との関係などに問題を残した。また personal-

ity disordersとの関連において神経質性格の発達史

に輿味が注がれる。

3. 治療成績の検討

過去 12年間に第三分院森田療法室に入院した森

田神経質 360例の治癒率は 62.5%で，従来の諸家の

成績と較べてやや低いが，判定基準の相違，大学病

院における特殊性などによると考えられた。治療成

績と関連して，ひきつづき退院後の予後検査，脱落

例の検討がなされている。また個々の問題としては

対人恐怖を 5つの類型に分け，森田療法の立場から

その治療との関係が論じられた。

なお，森田療法関係の業績は第 1回森田療法学会

（昭和 58年 11月，本学）で発表した。

II. てんかんに関する研究

1. 抗てんかん薬の血中濃度

従来より抗てんかん薬とくにフェニトイン， フェ

ノバルビタールの血中濃度の特性と臨床効果との関
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係を明らかにしてきたが，本年度は血中濃度と臨床

検査値（慢性の副作用と関連して）との関係を検討，

その 1つとしてフェニトインの高濃度維持（ほぼ 4

μg/ml以上）は高 y-GTP,低P血症を起こしやす

いことを認めた。

また最近，抗てんかん薬の血中総楽物濃度のみな

らず，生物学的活性を有する蛋白非結合型が重視さ

れているので，今回偏光免疫測定法(FPIA法）を用

いて各種抗てんかん薬の非結合型を測定，従来の酵

素免疫測定法による結果と比較したが，高い相関を

得た。とくにフェニトインについては単剤投与例と

他剤併用例との間に非結合型の血中濃度に差がある

ことをみた。

2． 生化学的研究

てんかんと脳内モノアミン代謝との関係を明らか

にするため，血漿中のモノアミン定量を行ったが， L

-DOPAの低下， 5HTおよび 5HIAAの減少傾向な

どがみられた。現在， この所見と臨床症状，抗てん

かん薬血中濃度などとの関連を検討している。

III. 精神薬理学的研究

l リチウム療法の臨床的・生化学的研究

炭酸リチウム使用中の患者について，ひきつづき

長期予後を調査した。一方， invitroで赤血球膜のリ

チウム輸送に及ぽす向精神薬の影響を検討し，ク

ロールプロマジンやレボメプロマジンは赤血球内の

リチウム濃度を上昇させるが，ハロペリドールでは

変化がないこと，抗精神病薬 2剤以上の併用ではリ

チウム取込みが促進されること，三環系抗うつ薬で

も赤血球内リチウム濃度の上昇がみられることなど

を明らかにした。また，昨年度にひきつづきリチウ

ムの概日リズムに及ぽす影響が正常者および躁うつ

病者を対象として検討されている。

2. 薬効評価に関する研究

本年度もひきつづき抗うつ薬，抗精神病薬，抗不

安薬，睡眠薬について他施設との協同の薬効評価が

行われたが， とくに第 2世代抗うつ薬，持効性抗精

神病薬および抗うつ薬の臨床的，薬物動態的研究が

主なものであった。

3. 副作用に関する研究

リチウムの腎機能に及ぽす影響をとくに仕マイ

クログロプリン値の変動から検討し， さらに急性リ

チウム中毒に対する血液透析の結果も発表した。ま

た，うつ病および精神分裂病における心電図 R-R間

隔の変動係数 (CV)を測定し，薬物の影響（副作用）

をこの面から追求する方法を開拓した。

IV. 躁うつ病に関する研究

1. 臨床的研究

抗うつ薬およびリチウム導入以後の躁うつ病の経

過と予後について，ひきつづき病歴調査を行ってい

るが，今回は当科開設以来の入院・外来統計を作る

機会があったので，あらためて大規模な予後調査を

開始した。これによって躁うつ病の経過の時代的変

遷治療形態の影響などが明らかにされると思われ

る。また，文化とうつ病の比較精神医学的研究も関

連施設との協同で行われている。

一方，診断に関する研究として RDC,DSM-IIIを

用い，従来の博統的診断とを比較しているが，さら

に今回はデキサメサゾン・テストおよび REM睡眠

をマーカーとしたうつ病診断の研究をも行った。

2. 時間生物学的研究

躁うつ病は体内リズムの変化と最も密接に関係す

る疾患であるが，その実態は十分に解明されていな

い。本年度もひきつづきポリグラフ法によって患者

の睡眠，脈揮体温などの概日リズムを記録し，病

相との関係， リチウム治療による変化をみている。

v. 睡眠に関する研究

1. 睡眠・覚醒スケジュールの障害

長年にわたって，時差の生体に及ぼす影響をポリ

グラフおよび心理テスト，睡眠評価表を用いて研究

しているが，本年度はサンフランシスコ行きの実験

を行い従来の結果を補足再検した。また健康成人に

つき MSLT法を用い 8時間睡眠帯を前進させたと

きの眠け (day-timesleepiness)を検討し， 日中の

覚醒状態や作業能力に及ぼす影響について研究し

た。

2. 薬物の睡眠に及ぼす影響

精神分裂病者の睡眠に及ぼすニトラゼパムの影響

をまとめ，分裂病者では stage3+4, Stage REMの

発現ないし代償機構に障害があることを明らかにし

た。また short-actingな薬物の睡眠に与える変化を

ポリグラフを行って研究している。

VI. 臨床脳波・神経生理に関する研究

1. 聴性脳幹反応

誘発電位のうち最も新しい領域である聴性脳幹反

応(ABR)について，健康成人，アルコール中毒，て

んかんなどの記録を集積中であるが，現在までのと

ころアルコール中毒者では各波の頂点潜時の延長， I

-II頂点間潜時の延長などの所見が得られている。

2. その他，小児にみられる spindleの位相のい
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ずれについての研究， 2次元脳電図による a-block-

ingの過程の研究，精神作業時の FmBの研究など

が着手され，また中央検査部および精神神経科脳波

室における開設以来の臨床脳波の統計が作製され

た。

VII. アルコールおよび薬物依存に関する研究

1. 女子アルコール依存症

社会精神医学研究所との協同により，ひきつづき

女子アルコール依存症者の調査を行い，男子と比較

して，依存への背景，過程，精神病理などに差のあ

ることを明らかにした。

2. 薬物依存の臨床

ひきつづき薬物依存の臨床例についての調査が行

われているが，本年度はとくに第 1次乱用期の覚醒

剤中毒者について，その 25年後の経過および現在の

状態の精神生理学的検索（睡眠ボリグラフ，聴性脳

幹反応）が行われた。また， ニトラゼパム離脱期（せ

ん妄）の睡眠ポリグラフによる検討がなされた。

VIII. 老年精神医学に関する研究

痴呆，せん妄などを中心とする老年期脳障害者に

ついて，無侵襲定量的脳動脈硬化測定法（本学第 4内

科開発）を応用して頸動脈血流量を測定し，昨年度

にひきつづき興味深い所見を得ているが，同時に脳

波自動解析， NMR,CTなどの所見との対応をも

行っている。また，老人のせん妄と睡眠障害（昼間

も含めて）との関係をポリグラフ的に検討している。

そのほか，東京都老人綜合研究所と協同で在宅呆け

老人の社会精神医学的調査が行われた。

IX. その他

海外邦人の不適応現象についての追跡調査，絵画

療法，パウム・テストの研究，またリエゾン精神医

学（他科依頼患者について）的研究も開始された。

なお記念すべき第 100回成医会総会には，シンボ

ジストとして森（臨床薬理のあゆみ），清水（脳動脈

硬化症），北西（各科におけるリハビリテーション）

が参加した。

研究業績

I. 原著論文

1. 森田療法に関する研究

1)森温理，北西憲二：森田神経質と DSM-III診断．

森田療法室紀要． 15:2-12 (1983) 

2)北西憲二，小松順一，西牟田議康，吉田則昭，西田京

子，長山恵一，増田直樹，鈴木健夫，代永昭子：森田療

法を行った思春期例の追跡調査．季刊精神療法． 9:

245-257 0983) 

3)北西憲二：精神科治療方法論と治癒の概念一森田療

法の立場から一．臨床精神病理． 4:27-36 (1983) 

4)増田直樹：森田療法絶対臥褥期における精神生理学

的研究．森田療法室紀要． 5:30-36 (1983) 

5)吉田則昭：対人恐怖類型とその治療について一森田

療法の立場から一．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:
1020-1034 (1983) 

2. 精神薬理学的研究

1)栗原雅直，伊藤 斉，加藤伸勝，川北幸男，工藤義雄

森温理：精神分裂病に対する clocapramine(clofe-

kton)の臨床評価ーhaloperidolとperphenazineを標

準薬とした二重盲検比較試験ー．臨床精神医学． 12(4): 

519-538 (1983) 

2)森温理，栗原雅直，伊藤斉，風祭元，長谷川和

夫，遠藤俊吉，藤谷 豊，神保真也，壁島彬郎，開沢茂

雄，上島国利，笠原洋勇，松平順一，内藤俊之，茂田 優，

宿谷幸治郎，鈴木謙次，山田 藤：アミトリプチリン徐

放剤 (KSR-117)の多施設臨床使用経験．臨床精神医

学． 12: (6) : 789-802 (1983) 

3)窪田みどり，並木徳之，荒木修，高島忠久，湯沢

俊，笠原洋勇，森 温理： InVitroにおける赤血球膜

リチウム輸送におよぽす向精神薬の影響．病院薬学．

9 (6) : 445-449 (1983) 

4)平松謙一，高橋良，森温理，村崎光邦，井上令ー，

風祭 元，佐久間昭：多施設協同二重盲検法による

ZimeldineとImipramineのうつ病に対する臨床的有

用性の比較．精神医学． 25(12) : 1341-1350 (1983) 
5) Hiramatsu, K., Takahashi, R., Mori, A., Inoue, R., 

Kazamatsuri, H., Murasaki, M. and Sakuma, A. : A 

multicentre double-blind comparative trial of 

zimeldine and imipramine in primary major depres-

sive disorders. Acta Psychiatr. Scand. 308 (68, 

suppl.) : 41-54 (1983) 

3. 躁うつ病に関する研究

l)森温理，笠原洋勇，鈴木守，恩田光信：感情障害

の治療と経過．精神神経学雑誌． 85(9):631-635(1983) 

4. 睡眠に関する研究

l)佐々木三男，杉浦啓太，伊藤洋，田村信，笠原洋

勇，森 温理：ニトラゼパム離脱症状の睡眠ボリグラ

フ的検討ーせん妄状態を呈した 1例について一．臨床

脳波． 26(3) : 183-187 (1984) 

2)小松順一，柄沢昭秀，山本卓二，田村 信，佐々木三

男：航空機乗員の睡眠と睡眠障害に関する研究一時差

の影響について一．航空身体検査標準化等調査報告書．

31-44 (1983) 

5. 臨床脳波・神経生理に関する研究

1)有泉豊明，佐藤譲二，守屋爽ー，伊藤洋，大西守：

精神分裂病者の聴性脳幹反応 (ABR)．精神医学． 2:

97-99 (1984) 

2)増茂尚志，井上栄吉，伊藤 洋，恩田光信，有泉豊明，

佐々木三男，森 温理：慢性アルコール症者の聴性脳

幹反応．社会精神医学研究所紀要． 12:17-21 (1983) 
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6. アルコールおよび薬物依存に関する研究

1)森 温理：薬物乱用の全国調査について．社会医学

研究所紀要． 12(1) : 1-7 (1983) 

2)佐藤椅男福井進，伊藤斉，栗原雅直，栗栖瑛子，

森 温理高室昌一郎：薬物乱用者の実態調査．精神神

経学雑誌． 85(8) : 485-492 0983) 

3)佐々木三男，伊藤 洋，高橋敏治，恩田光信，杉浦啓

太，増茂尚志，笠原洋勇，森 温理：慢性覚醒剤中毒（一

次乱用期）の経過および臨床的研究．社会精神医学研究

所紀要． 12: 8-16 (1983) 

7. 老年精神医学に関する研究

l)笠原洋勇柄沢昭秀，川島寛司，守屋爽ー，竹内 靖：

老人のぼけと性格に関する臨床的研究．老年社会科学．

5: 143-157 (1983) 

2)笠原洋勇：在宅看護の効用と限界．日本臨床．

41 (10) : 57-62 (1983) 

8. その他

l)北西憲二：文化とうつ病一比較文化精神医学的観点

から一．作業療法． 3:49-61 (1983) 

2)植本雅治，森山成棋，大西守，濱田秀伯，小泉 明，

藤谷興一，渡辺俊三：パリ地区における邦人の精神障

害．精神医学． 25:597-605 0983) 

3)大西 守：海外移住者の精神衛生．フランスの場合．

社会精神医学． 7:3-7 (1984) 

4)増茂尚志，高師彫子，石田弘子，笠原洋勇，森 温理，

田嶼尚子，池田義雄，阿部正和：血糖自己測定患者の臨

床的，心理学的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98:

437-445 (1983) 

II. 総 説

1)森温理：精神神経用剤の安全性をめぐる諸問題

一薬物依存について一．医薬品研究． 14(3) : 

327-345 (1983) 

2)田中勝也，森 温理：向精神楽の血中濃度．医学と薬

学． 9(4) : 1144-1150 (1983) 

3)森温理：てんかんと意識障害．内科． 51(5) : 

880-887 (1983) 

4)森 温理：精神疾患の生物学的諸問題について．看

護研究． 26: 1-23 (1983) 

5) 森温理：睡眠障害．臨床看護． 904) : 

2216-2222 (1983) 

6)森 温理：向精神薬の併用をめぐる問題．臨床薬理．

15: 267-271 (1984) 

7)清水信：老人の心理生活．老年精神医学． 1:

54-62 (1984) 

III. 学会発表

1)北西憲二，西田京子，長山恵一，増田直棚，大橋 真，

立松一徳森温理：森田神経質と DSM-III.第 79回

日本精神神経学会． 6月．札幌．

2)西川嘉伸，清水信，森温理，俵木一志，川室優：

うつ病および精神分裂病における心電図 R-R間隔の

変動係数 (CV)．第 79回日本精神神経学会． 6月．札

幌．

3)田中勝也，大西守，西川嘉伸，清水信，森温理，

吉村正蔵：初老期老年期患者の頸動脈血流量につい

て．第 79回日本精神神経学会． 6月．札幌．

4) Mori, A and Kitanishi, K.: A review of DSM-III 

criteria of neurosis by Morita therapy. VII World 

Congress of Psychiatry. 7月． ウィーン．

5) Shimizu. M., Nishikawa, Y., Kawamuro, Y. and 

Mori, A. : Autonomic functions in mentally 

retarded aged patients. VII World Congress of 

Psychiatry. 7月． ウィーン．

6) Nishikawa, Y., Kawamuro, Y., Shimizu, M. and 

Mori, A.: Coefficient of variation of R-R interval 

of ECG in depressives and schizophrenics. VII 

World Congress of Psychiatry. 7月．ウィーン．

7) Tamura, M., Itoh, H., Onda, M., Sasaki, M. and 

Mori, A. : The comparison between a midday nap 

and early morning naps and their influence on the 

subsequent nocturnal sleep: APSS 4th Interna-

tional congress of sleep research. 7月．ボローニャ．

8) Onishi, M. : Examples of Mental Disorders 

among Japanese in France.第 10回世界社会精神医

学会． 9月．大阪．

9) Mori, A. : (Symposium: Anxiety and depression 

in modern society : psychopharmacological 

approach) Second generation of antidepressants. 

10th World Congress of Social Psychiatry. 9月．大

阪．

10)清水 信： （シンボジウム） 「管理社会における ill-

ness と careness—精神医学の立場から」テクノロジ一

優位のなかで人間をどうとらえるか．第 47回日本心理

学会． 9月．東京．

11)森 温理： （シンポジウム）「臨床薬理のあゆみ」薬物

療法における血中濃度モニタリングの有用性．第 100

回成医会総会． 10月．東京．

12)清水 信： （シンポジウム）「脳動脈硬化症」脳動脈硬

化症の精神症状について．第 100回成医会総会． 10月．

東京．

13)北西憲二： （シンポジウム）「各科におけるリハビリ

テーション」精神科領域における作業療法．第 100回成

医会総会． 10月．東京．

14)田中勝也，大西守，西川嘉伸，清水信，森温理，

吉村正蔵，川上憲司：痴呆患者の頸動脈血流量につい

て．第 25回日本老年医学会． 10月．仙台．

15)森 温理，北西憲二： （シンボジウム）「森田療法の今

日的課題」森田神経質と DSM-III.第 1回森田療法学

会． 11月．東京．

16)中川茂昭，中山和彦，井上栄吉，佐藤譲二，笠原洋勇，

佐々木三男，森 温理：てんかん患者における抗てん

かん薬一血中濃度と臨床検査値について．第 17回日

本てんかん学会． 11月．京都．

17)増田直樹，小松順一，大橋 真，北西憲二，佐々木三

男，森 温理遠藤四郎：森田神経質の精神生理学的研

究一絶対臥褥第一日目の検討ー．第 13回日本脳波・筋

電図学会． 12月．奈良．

18)恩田光信，野中和俊，湯沢 俊，藤崎史代，佐々木三

男，森 温理：リチウムイオ｀ノの概日リズムにおよぼ
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す影響．第 13回日本脳波・筋電図学会． 12月．奈良．

19)森 温理： （シンボシウム）「多剤併用の問題」向精神

薬の併用をめぐる間題．第 4回日本臨床薬理学会． 12

月．京都．

20)玉置暢子，湯沢俊，笠原洋勇，森温理： ¢2マイ

クログロブリンからみたリチウム服薬者の腎機能．第

6回日本生物学的精神医学会． 3月．東京．

IV. 著 書

1)森 温理，長谷川和夫編：医師国家試験のための精

神科要点整理・問題浪習．金原出版．（1983)

2)清水 信：老年期における精神衛生と社会問題の項

分担執筆．松下正明編：老年精神医学大系．情報開発研

究所． 175-191(1983) 
3)清水信： DepressiveDisorders in Different Cul-

turesの項分担執筆． WHO.(1983) 

4)清水 信（編著）：老人精神保健活動の進め方．新企

画出版社．（1983)

v.その他

1)森 温理：向精神薬による錐体外路症状． Clinician.
323: 750-751 (1983) 

2)森 温理：不眠症の原因．医薬ジャーナル． 19(4):

677-681 0983) 

3)森温理：第二世代の抗うつ薬．薬事新報． 1257:

1134-1136 (1983) 

4)大西守： DSM-IIIのフランスヘの進出．精神療

法． 10: 75-77 (1984) 

5)佐々木三男：不眠症の鑑別．メディカルコンパニオ

ン'. 3 (9) : 1043-104 7 (1983) 

小児科学

教授：前川喜平 小児神経学•発達神経学

教授：赤塚順一 小児血液学・悪性腫瘍

助教授：衛藤義勝 先天性代謝異常

講師：堀内 清 小児ウイルス学・ワクチン

講師：栗山 達 小児血液学

講師：黒須義宇 化学療法学

講師：久保政勝 小児感染免疫学

講師：伊藤文之 先天性代謝異常

研究概要

I. 神経学に関する研究

1. 発達神経学的面では，東工大平沢及び桐生教

授との共同研究による "Pedoscopeによる新生児の

重心及び行動の研究＂において，新生児の背臥位重

心は成人が第 4・5腰椎中央よりやや左側に位置して

いるのに比して，新生児では第 11~12胸椎付近でや

や右側にあることを明らかにした。また，出生後の

行動のパターンの分析より，新生児は出生後は

activityが減弱し， 2~3日頃活発となり 4日前後に

減弱し，その後再び活発となることを明らかにした。

新生児・乳児に関する長時間行動観察とビデオ

テープ記録，及び長時間ポリグラフ的研究で，新生

児期に臨床的にかなり高率で脳障害児の予測が可能

となった。すなわち脳障害児は正常児に比して，明

らかに違った stateのパターンを示した。また，母乳

栄養の新生児行動に及ぽす影響については，ポリグ

ラフ， ビデオ記録などを使用し，母乳と搾母乳によ

るbottlefeedingの比較などの研究をおこない，母

乳と人工栄養による行動の差は母乳そのものにある

のではなく，母親が乳房より授乳する母乳行動にあ

ることを明らかにした。新生児の味覚反応による研

究では，新生児は 0.1%酒石酸， 0.25%食塩水に特異

的に反応するが，反応は単ーでなく，強反応群，中

等度反応群，弱反応群など反応に個人差があること

を明らかにした。また，これらの反応と 1~2月時の

気質とは直接相関を認めなかった。これらの新生児

の味覚反応は重症脳障害児にも認められ， これらが

発達と共に減弱することより，新生児の味覚反応は

反射的メカニズムがより関与しているものと考えら

れた。排尿機構の発達についてみると，出生直後の

排尿はむしろ覚醒時に多く，その後は次第に睡眠時

の排尿が多くなり覚醒時の排尿は減少し，生後 3~4

カ月頃から再び排尿の比率が高くなることが判明し

た。
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2. 中枢神経系の奇形に関する研究では， Arnold

-Chiari II型奇形の睡眠，覚醒リズムと無呼吸発作

との関係について検討し，睡眠時，特に軽睡眠期P

レム睡眠期に無呼吸発作が多発していることがわか

り，その対策としての経皮的持続通電剌激が無呼吸

発作の改善の一助になることが明らかになった。

3. てんかんに関する研究では，抗けいれん剤服

用の小児の発育に及ぽす影響を調査し，その影響は

重症心身障害児に多いことが明らかになり，栄養，運

動，薬剤の 3者が Ca,Pに影響を与えることが分

かった。また小児難治性てんかんについては，精神

遅滞を伴うことから単純精薄群と睡眠覚醒リズム，

日内リズムを見たところ，難治性てんかん群に徐波

睡眠の著しい減少， レム睡眠の減少をみた。

4. 起立性循環調節障害児の睡眠に関しての終夜

睡眠ポリグラフ的研究で， 自律系の日内リズムに問

題があることを見いだした。

5. 障害児に関する研究では，発達障害児の早期

発見で最も問題となる dystoniaについて follow

-up studyをおこない，初診時の症状，所見と，何が

将来の予後と相関するかを明らかにした。また 6カ

月頃乳児健診でみられる訴えで多い下肢をつかない

乳児 78名について follow-upstudyをおこない，下

肢をつかない乳児には正常の astasiaabasiaが少し

長期のものと，下肢をつかずいざって移動 shuffleす

る2種類があり，後者は歩行開始が 18-24カ月とお

くれることを明らかにした。これらはいずれも正常

のバリエーションと考えられる。又，医療機関にお

ける脳性麻痺受診時の問題点について，発達障害児

の流れについて調査した。

法を小児に容易に応用できるよう改良し，本法が小

児期にみられる種々の血小板減少の鑑別診断に有用

なことを示した。本法は従来の 51Cr法と異なり， RI

を使用しないこと，外来で通院しながら測定可能，短

期間にくり返し実行可能などの利点が多いので，今

後臨床で広く利用されるようになるであろう。広津

は 1968-1983年の教室の小児急性白血病 164例の

治療成績を reviewし， 1976年以降の ALLの50%

生存率が 5年以上に達していること，また現在 13例

の治癒例の存在を明らかにした。一方，青木らは，こ

れら長期生存小児の晩期障害について検討した。星，

金子は昭和 58年度に Seattle方式で ALLと再不貧

の2例に同種骨髄移植を行ない，成功しているが環

境，感染対策など解決すべき問題点が山積している。

川人は第三分院産婦人科との共同研究により幼若乳

児ビタミン K欠乏性出血症の本態解明に必要な，健

常小児の凝固能の推移を発達生理学的な観点より検

討し報告した。

IV. 循環器に関する研究

先天性心疾患を対象として RIァンジオグラ

フィーを用いて心位相解析，肺血流配分パターンの

評価法を検討している。ホルター心電図を用い正常

新生児の不整脈を解析し，発達心電図の一端を確立

しつつある。臨床薬理学的研究としてジゴキシンの

血中レベルと心機能の相関を超音波検査で検討して

いる。主として先天性心疾患を対象とし，カテコラ

ミンの血中レベルと血行動態の相関を安静時と負荷

時で比較検討している。

V. 感染免疫に関する研究

II. 代謝に関する研究 Chronic granulomatous disease (CGD)の病因

本研究室の主要テーマは，先天性代謝異常症の病 として，現在 NADPHoxidaseの異常が注目されて

因並びに治療法の開発ということで，現在リヒ゜ドー いる。 Cytochrome-b,Quinone, Flarinのうちどれ

シスの動物モデル (Krabbe病マウス， Tay-Sachs が，或いはどの組合せが重要なのかが目下の解明さ

病犬）を用いて，その病態とリボゾーム投与に伴う れるべき大きな問題点の 1つとなっている。我々は

治療法の開発を検討した。又，脳変性疾患の内 Neur- NBT還元能を僅かに示す 18歳の一男児 CGD例に

onal Ceroid lipofuscinosisの螢光脂質の特性，脳ぺ ついて詳細に検討したところ， cytochrome-bの欠

ルオキシダーゼの酵素特性を明らかにすると共に， 損，膜電位正常， NADPH依存性の 02産生試験で

ライソゾーム酵素特にアリルサルファターゼBの細 Vmaxの低下と Michaelisの定数の高値を示すこ

胞内への pinocytosisのメカニズムを明らかにし とを認めた。 SLEにおいて血清添加培地でリンパ球

た。 1983年 10月29日慈大主催により 6名余の米国 のインターフェロン産生能を検討した。結果は 13例

よりの学者を招待し，先天性代謝異常症の Interna- 中約 6割の症例で正常対象群に比して有意に低下し

tional Seminarを開催した。 ており， しかも疾患の活動性が高い症例ほど，また

同一症例でも活動期に一致して有意に低かった。

III. 血液・腫瘍に関する研究

吉野は StuartのMDA法による血小板寿命測定
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VI. 腎臓に関する研究

病理学教室，第 2内科学教室との共同研究「薬剤

性腎傷害に関する研究」の一部門として抗けいれん

剤投与中にみられる腎障害に関する研究が行われ

た。教室で経験された 5症例の臨床病理学的検討が

中心であるが，そのほか抗けいれん剤長期投与患者

においては臨床的に腎障害が明らかではない症例に

おいても尿細管障害を示すリゾチーム， NAGなど

の酵素尿が認められることが明らかとなった。その

ほか各種腎疾患の病態治療に関する研究として糸

球体腎炎における好中球機能，難治性ネフローゼ症

候群（特に latenonresponder)および HB腎症の臨

床病理学的検討，腎疾患に対する highdose gam• 

maglobulin therapyの効果，新生児期の腎尿細管障

害などが検討された。

VII. アレルギーに関する研究

アレルギー班の活動の現況は以下の如くである。

① EIA（運動誘発性喘息）は飯倉，杉本，乾を中心

として特に latereactionの機序検討をおこなって

いる。②化学伝達物質については，永倉，恩田が好

中球遊走因子，梶田が SRS-A研究をおこない，各種

アレルギー状態における化学伝達物質の変動を検討

している。③アレルギー疾患に関与する各種免疫

細胞の研究は，斉藤，中村が肥満細胞の分化につい

て，栗原が単球の遊走能について，瀬川が好中球

chem ii uminescenceについて検討している。④喘

息児の呼吸中枢，呼吸筋筋電図については小幡が検

討中であり，従来なかった見地から喘息の機序解明

を試みている。⑤近年特に注目されている検査法

である 81mKr吸入デストは西川を中心におこな

われ，従来の肺機能ではとらえられない微妙な換気

能の研究をおこなった。⑥治療面では梅里により

漠方薬，特に突朴湯の抗アレルギー作用検討がおこ

なわれた。
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皮膚科学

教 授 ： 笹 川 正 二 アトピー性皮膚炎・接触性

皮膚炎

助教授：新村員人 ウイルス性皮膚疾患・神経

線維腫症

講師 ： 神 田 行 雄 皮膚外科療法

講師：小山啓一郎 アトピー性皮膚炎

講師：本田まり子 ウイルス性皮膚疾患

講師：上出良一 光線過敏症・アトピー性皮
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講師：石氏道夫 壽麻疹

講 師 ： 伊 藤 宏 士 皮膚悪性腫焉

研究概要

I. アトピー性皮膚炎

当教室においてはこの 12年間，アトピー性皮膚炎

の発症病理について，その免疫学的側面，皮膚生理

学的側面の両者につき総合的に検討を加えて来た。

免疫学的側面としてアトピー性皮膚炎患者では症状

の程度に相関して，血清 lgE値，全血ヒスタミン値

が高値であることを認めた。 RAST法による抗原特

異的 lgE抗体の検索では，乳児で卵白，年長児で家

塵に対する腸性率が高かった。しかしながら卵白に

よる経口誘発テストでは蒻麻疹型の即時反応が見ら

れたものの，アトピー性皮膚炎に特徴的な皮疹は再

現されなかった。一方，アトピー性皮膚炎の組織像

は遅延型アレルギーである接触性皮膚炎に類似する

ことより，血中リンパ球のサブセットについて検討

を加えた。その結果はアトピー性皮膚炎では皮疹の

分布範囲に比例して T細胞の減少が認められたもの

の，他の全身性炎症性皮膚疾患である尋常性乾癬に

も同様の結果が得られ， このT細胞の変動は皮膚炎

に随伴した 2次的なものと考えられた。しかしなが

らアトピ一性皮膚炎では lgG-Fcreceptor+ T細胞

の増加が認められたのは興味深いことである。遅延

型皮膚反応では本症の重症例でッ反， DNCB感作能

の低下がみられたが， ヒト皮垢抗原に高い陽性率を

示し，これは白血球遊走阻止試験でも確認された。更

にダニ抗原では即時型反応陽性患者で late phase 

reactionと思われる皮膚反応がみられ，ダニ抗原貼

布でアトヒ゜一性皮膚炎類似の皮膚炎を形成した。

アトビー性疾患は家系内集積性がみられることよ

り HLA 抗原 (A•B 座）をマーカーとしてその遺伝

的背景を検索した。重症群で HLA-B5が高頻度の

傾向を示したが，家族調杏では特定の HLAハプロ

タイプとの連関は見いだせず，免疫応答遺伝子座に

より近い， HLA-Dおよび DR座の検討が必要と思

われた。

アトピー性皮膚炎患者の生理学的側面として，経

皮水分喪失が多く，発汗機能も低下していて全身皮

膚のバリヤー機能に異常があることが見いだされ

た。更に本症では指尖の皮膚温の低下，冷却後の皮

膚温の回復が遷延しており，皮膚血管の収縮傾向が

うかがわれた。

以上よりアトヒ゜一性皮膚炎は種々の生理学的異常

を有する皮膚を場として生じた，環境抗原（ダニ，ヒ

卜皮垢）に対する latephase reactionであろうと推

察され，今後の研究に重要な基盤を与えた。

II. ウイルス性税贅

ウイルス性梵贅はヒト乳頭腫ウイルス (HPV)の

感 染に よる が， 現在 HPVの polynucleotide

sequenceの差により 26型に分類され，尋常性梵贅，

青年性扁平梵贅，尖圭コンジローム，梵贅状表皮発

育異常症などの臨床像を示す。近年，尖圭コンジロー

ムや梵贅状表皮発育異常症患者より分離されるウイ

ルスタイプは oncogenecityをもつとされ，様々な

検索がなされているが末だ確証は得られていない。

当教室においても梵贅状表皮発育異常症と発癌につ

いて研究を行っているが，本症の患者の 3分の 1に

は種々の皮膚悪性腫癌が多発し， ウイルスの関与が

考えられる。我々はこれらの悪性腫瘍およびその転

移巣細胞中にウイルスゲノムを検出し，しかも eel-

lular DNA中に組み込まれている可能性も示唆さ

れた。これらの事実を明らかにするとともに，他の

皮膚良性腫瘍や悪性腫瘍の発生にも HPVが関与し

ている可能性があるのでこの点の研究も進めてい

る。

III. 単純ヘルペス

単純ヘルペスウイルス (HSV)は，その生物学

的，物理化学的，免疫学的差異により， 1型， 2型に

分類される。 1型は主として口唇を代表とする上半

身を， 2型は性器を中心とする下半身をおかすとい

われているが，厳密なものではない。当教室におい

て， ウイルスの分離同定を Vero細胞での細胞変性

効果の性状と免疫蛍光法により行い， HSV感染症

の疫学的調査を行っているが， HSV感染細胞 DNA

の制限酵素切断パターンにより，型分類だけでなく

分類株問の異同の判定も可能であるので本法を用い

て更に検索を進めている。又， HSV感染の血清学的

診断に，補体結合反応と中和反応がもっばら施行さ
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れているが，それらは鋭敏なものではない。従って，

感度が良いといわれている ELISA法 (enzyme-Jin-

ked immuno-solbent assay)を用い， HSV蛋白を

分析し， HSV感染の早期診断および型分類をおこ

ないたいと考えている。

IV. 神経線維腫症

神経線維腫症では単に皮膚病変のみならず，骨，神

経系，眼症状なども伴うことより，整形外科，耳鼻

科，眼科の協力を得て，本症を多角的にとらえ，従

来確立されていない本症の分類化を試みている。更

に基礎的研究として，神経線維腫中に多数のマスト

細胞が見られることより，神経線維腫の増殖にマス

卜細胞が何らかの役割を果たしえいる可能性があ

り，新たな研究対象とした。患者皮膚および神経線

維腫よりの培養細胞の特性ならびに nerve growth 

factorの影響についても継続的に研究を行ってい

る。

V. 光線過敏症

光線過敏を呈する疾患として，色素性乾皮症，ポ

ルフィリン症， SLE,日光奪麻疹，光線過敏型薬疹な

ど種々あげられ，その病因解明は光医学の重要な課

題である。

光線過敏が疑われた患者には光感作物質確定のた

めに photopatchtestを行い，更に原因光線の波長

推定のための紫外線および可視光線を用いた照射試

験を施行している。しかしながら正確な作用波長決

定には分光器を内蔵したモノクロメーターが必要で

ある。

基礎的研究では光感作物質としてヘマトポルフィ

リンを静注したモルモットを用いた動物モデルにお

いて，ポルフィリン症の発症に皮膚マスト細胞およ

び補体が重要な慟きを有していることを明らかにし

た。更に皮膚片を用いた invitroのシステムで光毒

性反応におけるマスト細胞ならびに各種炎症メディ

ェークの解析を行っている。
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研 究概要

I. CTと超音波断層法による研究

1) 腎の画像診断

腎細胞癌の診断，特に stagingにはX線 CTが極

めて有効で他の診断法に勝る。超音波断層により小

さな腎細胞癌を発見することが可能である。腎細胞

癌は径 5cm以内であると echogenicityが低く，大

きさとともに echogenicityが高くなる傾向があり，

壊死により再び低くなる。超音波断層は腫瘤性病変

のみならず，禰漫性病変の診断にも有効で，慢性糸

球体腎炎において腎皮質エコーレベルの上昇とクレ

アチシニンクリアランスの低下とはよく相関する。

痛風腎では逆に髄質のエコーレベルが上昇する。

2) 胆道系の画像診断

経ロ・経静脈性胆道造影 7642例について，種々の

検討を行なっている。経口胆嚢造影法において胆嚢

結石例は 855例 (15.7%），無石例は3,647例(67%)

であり，結石の有無と胆嚢収縮率の問に有意の関連

性はない。胆嚢の大きさ，形態と胆嚢収縮率との間

にも胆嚢収縮率に有意差がみられなかった。胆道疾

患において X線 CTは重要な検査であり，特に悪性

腫瘍における肝十二指腸間膜における病変の範囲を

診断するのに極めて有効と考えられる。

3) 核磁気共鳴 (NMR)

CTは脳・脳幹部脊髄神経等の中枢神経系疾患に

対しての有用性は明らかになりつつある。特に，後

頭蓋腐から頭蓋脊椎移行部においてはX線 CTその

他の検査法より有効である。脳梗塞においてはX線

CTより感受性が高く，より早期に診断可能である。

脳腫瘍の緩和時間は組織特異性が今のところ見い出

されていない。

II. 核 医学

核医学では呼吸器疾患，循環器疾患，末梢循環動

態悪性腫癌検索などの臨床研究のほか，核医学装

置に関する基礎的研究も行なった。

1) 呼吸器疾患：慢性閉塞性肺疾患， 自然気胸術

後症例，横隅膜神経麻痺などの症例を対象として呼

吸の位相，およびフローボリューム特性などについ

て局所的に検討した。まず，呼吸同期装置を試作し，

呼吸同期換気シンチグラフィを施行，フーリエ解析

によって位相，呼吸振巾のマッピング，およびフロー

ボリュームカーブの局所表示を行なった。これらの

パラメータは各疾患において特徴ある所見を呈し，

患者管理の面からも，臨床的に有用な情報を提供し

た。

2) 循環器疾患： ECTによる20ITJ心筋断層シン

チグラフィと通常のシンチグラフィとの診断的有効

度について検討した結果，虚血性心疾患においては

断層像による検出率が高く，今後ルーチン検査とし

て行なうための指標が得られた。

3) 末梢循環：第 3内科と協同して大凝集アルプ

ミン (99mTc-MAA)の大腿動注法により，主として

糖尿病性末梢循環障害について研究した。 99mTc

-MAA動注後の肺の放射能から， A-Vシャントの

定量化を行ない糖尿病性壊疸の治療の可能性を推測

すると同時に，治療効果判定に対する有用性につい

て研究した。

核医学イメージング委員会における協同研究とし

て，核医学イメージングの規格化，シンチカメラ性

能の定期点検に関する勧告，キュリーメータの試験

方法および， SinglePhoton Emission Computed 

Tomography装置の性能試験条件などについて，研

究報告した。また，エフィカシー委員会においては，

肝 SPECTおよび，骨シンチグラフィの診断的有効

度について研究報告した。

III. 放射線治療学

1. 基礎的研究 一一ー主に放射線生物学

1) 放射線腫瘍免疫に関する研究

放射線治療により生じる抗腫瘍免疫能を利用した

癌の治療法の研究を行なっている。マウス移植腫瘍

系で放射線治療と，抑制性 T—細胞を減少させる程

度の化学療法剤を併用することによる治療効果を検

討したところ，相加効果以上の効果を認めた。最適

併用時期は照射約 4日目に抗癌剤であるエンドキサ

ンを投与するのが最も効果が著しく，又免疫賦活剤

である PSKを併用しても若干の効果の増強が認め

られた。組織レベルの効果について今後検討の予定

である。

2) 放射線治療における容積一時間一線量関係の

研究

容積一時間一線量関係は放射線治療において最も
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大切な事柄である。腫瘍ならびに正常組織を表わす

細胞集団モデルに放射線治療のコンピュータシュミ

レーションを行ない，至適の容積一時間一線量関係

が求められている。細胞集団モデルにおける各種パ

ラメータの算出にオートマチックサーチプログラム

を使用し， より精確なパラメータをうることができ

たので臨床応用を開始している。

3) ベンズアルデヒドと放射線治療に関する研究

抗腫瘍剤ベンズアルデヒドと放射線治療の有効な

組合せの基礎的研究が行なわれているが，組織培養

細胞（スフェロイドを含む）への効果を確認した。又，

移植腫瘍系でも，放射線治療と併用することによる

有効性を確認した。

4) 直流電流通電による癌の治療

スウェーデンのカロリンスカ大学ノルデンスト

ローム教授により開発された癌に対する DC-treat-

mentをマウス実験腫瘍で検討し，著明な腫瘤縮効

果をみている。今年度は，組織反応及び，通電方法

を検討した。

2. 臨床研究

1) 温熱療法と放射線治療との併用療法の研究

最近，癌の治療法として注目を浴びている温熱療

法と放射線療法との併用がさらに効果的であること

を示す研究結果があり，多くの癌について併用療法

が試みられている。

(1) 13.56 MHzRF波加温と放射線治療

RF波加温装置や組織内温度測定装置の進歩によ

り加温技術は急速に進歩しており，肝・胆道系癌，肺

癌，乳癌転移巣，食道癌など深在性腫瘍に対して 13.

56MHzRF波加温と放射線治療の併用治療を試み

た。

(2) 900 MHz microwave加温と放射線治療

900 MHz microwaveにて加温する加温針を試作

した結果， これを腫傷内に刺入することにより針よ

り1-1.5cmを確実に加温することが可能となっ

た。匝径 2~3cm程の手術後再発病巣に対して併用

治療が行なわれ，よい成績が得られつつある。

2) 新しい密封小線源治療による組織内照射の研

究

最近開発された 192Ir密封小線源 (192Irワイア，

1•2Ir リボン）は線源が小さく，後填法に便利であるこ

と， 自由な線最率で使用できることなどの利点をも

ち， これからの線源として期待されている。この線

栢による効果的な組織内照射法についての臨床研究

を行なった。

3) 全身照射法に関する研究

悪性リンパ腫，菌状息肉症の治療あるいは白血病

のための骨髄移植に際して全身照射が行なわれるこ

とが多くなっているが，その照射術式に関する臨床

研究を行なった。 TBI（全身照射）に代わり， TNI

（全リンパ節照射）も行なっている。

4) 癌の集学的治療における放射線の役割につい

ての研究

癌の集学的治療における放射線の役割は必ずしも

確立されていない。各科と提携して肺癌，消化器癌，

悪性リンパ腫，小児腫癌，乳癌を中心に，よりよい

放射線治療の場を求めて種々の臨床研究がなされて

し、る。

研究業績

I. 原著論文

1. X線診断学に関する研究

1)多田信平，小針俊行，辻本文雄，水沼仁孝：鼻咽頭喉

頭造影．臨床放射線． 28: 1345-1349 (1983) 

2)原田潤太，辻本文雄，多田信平：大動脈瘤の画像診断

-CTによる診断画像診断． 3:783-787 (1983) 

3)小針俊行：経ロ・経静脈性胆道造影の統計的考察．東

京慈恵会医科大学雑誌． 98:551-566 (1983) 

4)水沼仁孝，栗栖康寿，福田 安，黒田敏道，多田信平，

川村統勇，中本 実高橋恒夫，仲吉昭夫，長尾房大：

胆道疾患における CTの意義．消化器外科． 6:

625-631 (1983) 

5)水沼仁孝，多田信平，井出哲也，高橋恒夫，中本 実，

池内準次，長尾房大： PTCDの合併症とその対策．外

科治療． 49:386-389 (1983) 

6)水沼仁孝，石井千佳子，辻本文雄，多田信平：肝十二

指腸間膜の CT. 断層撮影法研究会雑誌別刷． 11:
52-57 (1983) 
7) Tsujimoto, F., Kawakami, K. and Tada, S.: 

Noninvasive Detection of the Portal Vein Flow 

with Duplex ultrasound Method. Jikeikai Medical 

Journal. 30 : 129-134 (1983) 

8)小針俊行，多田信乎，金子健二：胆嚢・胆管造影．臨

床放射線． 28: 1389-1394 (1983) 

9)多田信平，川上憲司，水沼仁孝：各種画像診断の限

界・情報の信頼性と読影上の陥穿ー胆道系ー．画像診

断． 3:689-696 (1983) 
10) Tada, S., Yamagishi, J., Kobayashi, H., Hata, Y. 

and Kobari, T. : The Incidence of Simple Renal 

Cyst by Computed Tomography. Clinical Radiol-
ogy. 34: 437-439 (1983) 

11) Hata, Y., Tada, S., Kato, Y., Onishi, T., Masuda, 

F. and Machida, I. : Staging of Renal Cell Car-
cinoma by Computed Tomography. Journal of 

Computer Assisted Tomography. 7: 828-832 (1983) 

12)森本記，寺島芳輝，安田 允，小池清彦，落合和徳，

乾 裕昭，芳岡三伊，落合和彦，中田裕信，木村英三，

堂圏晴彦木村知夫，中林豊，議西成治，村江正始，

高橋幸男，多田信平，加藤仁成，田中 宏，大高東皓，

中島敏男，西浦天宣：卵巣悪性腫瘍の Computed

-102-



Tomography Cl〕ー特に周辺臓器への浸潤転移の診

断 基 準 を 中 心 に一．産婦人科の世界． 35: 
1063-1070 (1983) 

13)石井千佳子：治療後子宮癌の CT所見．東京慈恵会

医科大学雑誌． 98:700-710 (1983) 

14) 杉本寿美子，多田信平：腰筋のX線診断．ペインク

リニック． 4:214-220 (1983) 

15)畑雄一，福田国彦，関谷透，多田信平： NMRの

臨床ーNMR-CTの初期臨床経験画像診断． 3:
1060-1068 (1983) 

16)石井千佳子，辻本文雄，水沼仁孝，小針俊行，多田信

平：胆嚢超音波断層像による腹水の鑑別．臨床放射線．

29 : 45-48 (1984) 

2. 核医学に関する研究

l)福岡正和，川上憲司，島田孝夫，小堀賢一，山越憲一，

島津秀昭，伊藤寛志： RIを用いた新しいプレチスモグ

ラフィ．医用電子と生体工学（別冊）． 21:252-

255 (1983) 

2)福岡正和，島田孝夫，川上憲司，田村俊世，戸川達男，

山越憲一，島津秀昭，伊藤寛志：プレチスモグラフィお

よびクリアランス法による下肢血流分布評価法の基礎

的検討．呼吸と循環． 31: 861-867 (1983) 

3)勝山直文，川上憲司，町田喜久雄：肝シンチグラムの

臨床的有効度の定量的評価一生理的欠損の読影率につ

いて一． RADIOISOTOPES.32: 473-478 (1983) 

4)赤羽紀武，氏家 久，梅沢和正，三浦金次，桜井健司，

島田孝夫，阪本要一，斉藤宣彦，阿部正和，川上憲司：

糖尿病性壊疸の病態とプロスクグランディン投与の治

療効果について．最新医学． 38:2063-2065 0983) 

5)関根広，川上憲司，島田孝夫： Kr-81mによる間

質性肺炎の換気，血流分布の検討．核医学． 20:
1307-1317 (1983) 

6) Kawakami, K., Fukuoka, M., Shimazu, H., Ito, 

H., Yamakoshi, K. and Togawa, T.: An Evaluation 

of Radionuclide Plethysmography by Admittance 

Plethysmography. Medica Jadertina. 15: 255-258 
(1983) 

7)秋山芳久，油井信春，松本徹，飯沼 武，舘野之男，

山崎統四郎，石川達雄，中島哲夫，町田喜久雄，西川潤

ー，飯尾正宏，宇野公一，内山暁，三木誠，川上憲

司，勝山直文，久保敦司，高木八重子，村田 啓，日下

部きよ子，小山田日吉丸： ProspectireStudyによる骨

シンチグラフィの臨床的有効度評価一方法論を中心に

-. RADIOISOTOPES. 33: 65-72 (1984) 

3. 放射線治療に関する研究

1)上田政文，原口正次，関口 満，山下孝：ハイバー

サーミア用針形ヒーク．日本産業技術教育学会誌． 25:
85-90 0983) 

2)五味誠山下孝，杉本東一，兼平千裕，久保田進，

高山誠渡辺ー，山梨俊二，山口学，田中宏，

石井千佳子：喉頭癌の放射線治療成績． 日医放学会雑

己志． 43: 923-939 (1983) 

3)山下 孝：頸部食道癌の放射線療法．外科 (7月別

冊）． 45:694-698 (1983) 

4)山下 孝，早川幸子，花島加寿子，望月幸夫：放射線

治療と免疫療法の組合せ〈追加発言〉腫瘍への放射線照

射により誘導される腫揚免疫について． 29:1506-
1511 (1983) 

II. 総説

1)望月幸夫：脳腫瘍の放射線療法．臨床医． 9:

1143-1146 0983) 

2)望月幸夫，山下 孝：密封小線源治療．現代の診療．

26: 57-62 (1984) 

III. 学会発表

1)石井千佳子，辻本文雄，多田信平：腹水中の胆嚢超音

波断層像の意義．第 42回日本医学放射線学会総会． 4

月．大阪．

2)加藤仁成，畑 雄一，多田信平，大西哲郎，増田富士

男，町田豊平： CTによる腎細胞癌の staging.第42

回日本医学放射線学会総会． 4月．大阪．

, 3)小針俊行，吉武晃，福田 安，多田信平：経口胆嚢

造影法における総胆管描出について．第 42回日本医学

放射線学会総会． 4月．大阪．

4)水沼仁孝，多田信乎，乎井勝也，高橋宣畔，長尾房大，

田上昭観：最近の早期胃癌と上部消化管造影．第 42回

日本医学放射線学会総会． 4月．大阪．

5)杉本寿美子，辻本文雄，多田信乎，大西哲郎：腎癌の

超音波断層像．第 42回日本医学放射線学会総会． 4月．

大阪．

6)田中 宏，加藤仁成，石井千佳子，ぐ多田信平，森本

紀：子宮癌の CT所見．第 42回日本医学放射線学会総

会． 4月．大阪．

7)辻本文雄，渡辺幸康，多田信平：超音波パルス・ドプ

ラ法による門脈血流測定．第 42回日本医学放射線学会

総会． 4月．大阪．

8)森 豊，佐々木照，安田晶信，小堀賢一，川上憲司，

伊藤秀稔島田孝夫： RI-plethysmographyによる下

肢血管障害の検討．第 42回日本医学放射線学会総会． 4

月．大阪．

9)佐々木照，森 豊，安田晶信，中谷理子，川上憲司，

島田孝夫，伊藤秀稔，富永 滋，勝山直文： AirとHe

-O2ガスを用いた呼吸同期検査．第 42回日本医学放

射線学会総会． 4月．大阪．

10)安田晶信，佐々木照，森 豊，川上憲司，伊藤秀稔，

島田孝夫，赤羽紀武：糖尿病における下腿 RIァンギ

オグラフィーでの動脈硬化の評価．第 42回日本医学放

射線学会総会． 4月．大阪．

11)五味弘道，岡沢憲雄，渡辺幸康，関根 広，川上憲司：

閉塞性黄疸における "mTC-PMT肝胆道系シンチグ

ラムと PTC手術所見との対比．第 42回日本医学放射

線学会総会． 4月．大阪．

12)高山 誠小堀賢一，渡辺幸康，兼平千裕，杉本東一，

山下 孝，望月幸夫：上顎癌における boosttherapy 

としての腔内照射．第 42回日本医学放射線学会総会． 4

月．大阪．

13)山梨俊志，五味誠，山下孝，望月幸夫：二軸振子

照射を主とした子宮頸癌の放射線治療．直腸s字状結

腸傷害の検討．第 42回日本医学放射線学会総会． 4月．

-103-



大阪．
14) Sekiya, T. : CT of the heart (poster presenta-

tion). 41st Annual Congress of the British Institute 

of Radiology. 4月． London.

15)川上憲司，小堀賢一，島田孝夫，福岡正和，島津秀昭，

伊藤寛志，山越憲一：静脈閉塞法による RI plethys-

mography : Admittance法との比較検討．第 22回日

本ME学会． 5月．大阪．

16)杉本東一，高山誠，五味弘道，村上義敬，山下孝，

望月幸夫：肺癌の放射線治療（局所効果と予後につい

て）．第 21回癌治療学会総会． 9月．名古屋．

17)関根広，辻本文雄，佐々木照，森 豊，川上憲司，

島田孝夫，鈴木院之，浅原 朗：肝シンチグラムによる

びまん性肝疾患診断への多変量解析の試み．第 23回日

本核医学総会． 9月．大阪．

18)五味誠山下孝，山梨俊志，河合隆： Two
Axises Pendelum Irradiation to Advanced Cervical 

Cancer of Uterus.第4回アジア・オセアニア放射線

医学会議 11月．バンコック．

19)望月幸夫，兼平千裕，牧野元治，山下 孝：放射線治

療における容積・時間・線量関係の一元的指標につい

て．第 1回放射線治療システム研究会． 2月．東京．

IV. 著書

1)川上憲司，井川幸雄：呼吸機能検査一基礎と症例

の項分担執筆． 日本臨床衛生検壺技師会編．（1983)
2)川上憲司：核医学検査マニュアル．広川書店．（1983)

3)望月幸夫：病巣線星の項分担執筆．医科学大事典．

40 : 193-194 (1983) 

4)望月幸夫：分割照射法の項分担執筆．医科学大事典．

42: 178-179 (1983) 

5)望月幸夫：放射線感受性の項分担執筆．医科学大事

典． 44:14-15 (1983) 

6)望月幸夫，山下 孝：骨・軟部組織腫瘍の項分担執

筆．綜合臨床． 32: 1623-1628 (1983) 
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第 1 外科学

教授：桜井健司 一般外科・血管外科・肝，胆

道外科

教授：鈴木正弥 消化器外科・救急医学・悪

性腫瘍・嫌気性感染症

助教授：伊坪喜八郎 胸部外科・高気圧環境医学

講師：石川正昭 一般外科・臨床免疫・内分

泌外科・血管外科

講師：河井啓三 消化器外科・消化器 ME•

レーザー外科

講師：養田俊之 血管外科

講師：赤羽紀武 血管外科

講師：山崎洋次 小児外科

研究概要

I. 消化器に関する研究

1. 炭素ガスレーザーメスの臨床応用に関する研

究

過去 6年間で経験した 500余例の臨床症例を分析

し， CO2レーザーメスの適応症についての検討を加

えた。その結果，本レーザーは肛門部の外科と悪性

疾患の外科治療にとくに有用であったことを報告し

た。

また，塩化銀の単結晶を材質とした CO2レーザー

用ファイバー導光路の開発をめざしているが，試作

ファイバーを用いた動物実験とその臨床応用によっ

て，本ファイバーを通したレーザーの蒸酸効果は臨

床面からみても十分に有用であることを実証した。

2. フォトイムノバイオセンサーによるガストリ

ン測定法の開発に関する研究

新しいセンサーとして最近注目されている免疫セ

ンサーを用いて，血中あるいは組織中のガストリン

濃度を測定する方法の研究は前年紹介したが引き続

き行なっている。本法はペルオキシダーゼ標識ガス

トリンを抗体固定化免疫プレートに競合的に反応さ

せ，その後抗体フ゜レート上のペルオキシダーゼ活性

をルミノール発光反応によって検出する方法であ

る。

3. 肝臓外科に関する研究

最近肝臓は適応があれば積極的に手術されるよう

になったが， しばしば手術症例は肝硬変やその他肝

機能不全を伴っている症例が少なくないため血液凝

固も障害され，肝切除切離面からのび慢性の出血に

悩まされることが少なくなかった。このような問題

に対してフィブリン糊を使用してその安全性および



止血効果を研究した。なおフィブリン糊には抗生物

質および抗癌剤などを混入して凝固させることも可

能なので， これらによる臨床的効果をも研究してい

る。

なお超音波メスで肝切離を行なった場合の生体反

応は引き続き研究している。

4. 大腸疾患に関する研究

疾病パターンの欧米化に伴いわが国でも大腸癌は

着実に増加してきているが，当教室では大腸癌の組

織発生に関する研究を， Familialpolyposis coliに

おける adenoma起源の癌と denevo癌との関係，

および実験大腸癌の組織化学的な面から行なってい

る。

合併症の少ない人工肛門造設術式および人工肛門

患者のアフターケアはリハビリテーションおよび患

者の qualityof lifeの上からも重要である。皮膚保

護剤および人工肛門周辺の皮膚管理についての臨床

的な研究を行なった。

II. 胸部外科に関する研究

肺胞性嚢胞の生因に関する checkvalve theory 

は高齢者の気腫性病変に合併するものではよく埋解

される。しかし若年者に好発する自然気胸の原因で

ある肺尖部の blebの発生原因はまだ十分理解され

ているとは言えない。嚢胸周辺の肺気管支組織の病

態について光顕的・走査電顕的に検索を行なってい

る。

自然気胸術後の局所換気機能の推移についても

Impedance pneumographyを用いて検討している。

最近では放射線科の協力を得て RIpneumography 

を用いた検討も行なっている。

代用気管に関する研究では mesh状のものが気管

支粘膜上皮の再生が最も良好であることがわかっ

た。今後はその再生範囲を拡大する工夫を重ねるべ

く検討している。

胸膜癒着に関する研究ははじまって間もないが，

胸膜は腹膜と同様に漿膜であり僅かな剌激で中皮細

胞が脱格し，下層の結合織が露出して刺激に対する

炎症反応の結果，場合によっては癒着という現象が

惹起される。イヌを用いて肺葉間に各種の胸膜剌激

剤を浸透させたスボンジを包埋し，その炎症反応や

癒着の程度を検討した。

その結果，溶連菌弱毒化製剤が過去のいろいろな

胸膜癒着促進剤に比べても何ら遜色のない効果をも

たらすことを知り，癌性胸膜炎や術後の気漏，手術

適応外の自然気胸に臨床応用している。

III. 血管外科に関する研究

末梢血管疾患の手術症例は各大学，施設で増加し

ているが， これらのせっかくのデータも十分活用さ

れていない嫌いがある。そこで 1年半前より関東の

大学でこれらデータのコンピュータ処理をするため

のシステムづくりを検討している。将来は各大学，施

設のデータ交換，集積が行なわれ， これによって血

管外科の診療が進歩発展するものと期待される。

1. 末梢循環血流についての研究

慢性下肢動脈閉塞疾患 (TAO,ASOなど）の非観

血的改菩法として PGE1,EPAなどの血管拡張剤，

血小板凝集抑制剤などの効果，および補助手段とし

ての鍼や電気剌激による効果についての研究を行

なった。

また腰部交感神経節切除術の効果を客観的に判定

するため RIによる血行動態検査などを引き続き行

なっている。糖尿病に発生する壊疸も最近問題に

なっている疾病である。壊疸の PGE1による治療に

ついて動注および静注の両面からその効果を検討

し，壊疸の要因となる糖尿病性細小血管症の病態に

ついて研究を進めている。

2. 人工血管の改良についての研究

教室で従来行なってきた不織布人工血管の研究の

つながりとして，現在臨床的に問題になっている細

小血管の再建の困難さを解決すべく，抗血栓性およ

び内膜新生についての基礎的な実験を行なってい

る。

IV. 小児外科の研究

臨床研究の主軸は引き続き新生児外科，小児の肝

胆道疾患（胆道閉鎖症，総胆管拡張症），悪性固形腫

瘍（神経芽腫， Wilms腫瘍）である。境界領域の疾

患である停留睾丸，水腎症，漏斗胸などの診療も行

なっている。

基礎研究としては牌臓の自家移植に関する実験を

行なっている。とくに牌臓の冷凍保存法について研

究中である。このほか小児消化管内圧（直腸内圧，胆

道内圧など）のコンピュータによる波形解析を試み

ている。

V. 乳腺・甲状腺その他内分泌関連の研究

甲状腺分化癌にみられる砂粒小体の病理学的，臨

床学的意義について自験例をもとに検討し，甲状腺

乳頭癌の診断に有用であることを認めた。

甲状腺癌，特に再発例における穿刺吸引細胞診の

臨床的意義および有用性について臨床例が蓄積され
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たので報告した。

甲状腺リンパ管造影を施行した自験例を分析し，

結節性甲状腺腫の良性と悪性との鑑別上の所見につ

いて報告した。

最近，重複悪性腫瘍は増加の傾向にある。その原

因，本態には多数の因子が関与していると考えられ，

第 2癌には第 1癌の治療後にその影響を受けて発症

するものがあることが知られている。このような意

味から乳癌および甲状腺癌治療後に発症した他臓器

癌について検討し，それに関連した因子を解析した。

VI. その他

日本およびアジア地域に多いとされている軟部組

織好酸球肉芽腫（木村病）について自験例を中心に

臨床的，病理組織学的検討を加えてきたが， これら

をまとめて報告した。本症の原因は不明であるが，免

疫機構の異常に関連があることが考えられるため，

欧米で報告されている類似疾患との異同についても

検討中である。
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12)三浦金次，赤羽紀武，氏家 久，梅沢和正，養田俊之，

山本敬雄桜井健司，島田孝夫，伊藤秀稔，斉藤宣彦，

阿部正和，川上憲司： 99mTc-MISA動注法による腰部

交感神経節切除の効果判定について．第 24回日本脈管

学会総会． 10月．和歌山．〔脈管学． 23: 727 (1983)〕

13)氏家 久，赤羽紀武，梅沢和正，三浦金次，養田俊之，

山本敬雄，桜井健司，島田孝夫，阪本要一，池田義雄，

阿部正和，川上憲司：糖尿病の末梢血流障害の病態と

PGE1の治療効果について．第 24回日本脈管学会総

会． 10月．和歌山．〔脈管学． 23: 833 (1983)〕

14)水野良児，山崎洋次，斉藤破瑠夫，安川繁博，伊坪喜

八郎，桜井健司：小児の縦隔奇形腫．第 45回日本臨床

外科医学会総会． 11月．広島．［日本臨床外科医学会雑

誌． 44: 278 (1983)〕

15)桜井雅夫，伊坪喜八郎，面野静男，児玉喜直，半沢

隆串田則章，池田雄一，鹿志村香，桜井健司：自然気

胸の治療経験．第 45回日本臨床外科医学会総会． 11

月．広島．〔日本臨床外科医学会雑誌． 44:284(1983)〕

16)石川正昭，鈴木正禰，岡部紀正，穴沢貞夫，内田 賢，

蜂谷公敏，桜井健司：重複悪性腫瘍について（第 7報）．

第 45回日本臨床外科医学会総会． 11月．広島．〔日本

臨床外科医学会雑誌． 44:512 (1983)〕

17)串田則章，桜井雅夫，池田雄一，鹿志村香，半沢 隆，

児玉喜直，伊坪喜八郎，桜井健司： Marlex tracheal 

meshを用いた再生気管粘膜の走査電顕的観察．第 36

回日本胸部外科学会総会． 11月．京都．〔日本胸部外科

学会雑誌． 31: 1889 (1983)〕

18)伊坪喜八郎，山崎東，児玉喜直，半沢隆，串田則

竜，鹿志村香，池田雄一，桜井雅夫，面野静男，桜井健

司：胸膜癒着に関する研究．第 36回日本胸部外科学会

総会． 11月．京都．〔日本胸部外科学会雑誌：

1921 (1983)〕

19)高橋日出雄，石田秀世，穴沢貞夫，桜井健司，池上雅

博下田忠和：若年者大腸癌の臨床的検討．第 20回大

腸癌研究会． 1月．東京．〔プロシーディングス．

48 (1984)〕

20)稲田省三，宮本栄，蜂谷公敏，小林進，河井啓三，

桜井健司：肝切除断端に対するフィプリン糊の応用．

第 23回日本消化器外科学会総会． 2月．宇部．〔日本消

化器外科学会雑誌． 17:434 (1984)) 
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IV. 著書 第 2 外科学
l)桜井健司：外科一般の消毒についての項分担執筆．

馬場一雄他編：看護 MOOK6,感染と看護．金原出版． 教 授：長尾 房大 消化性潰瘍の成因，病態と

外科治療学・上部消化管出

血・病的環境下の創傷治

癒・門尤症の外科

71-75 (1983) 

2)伊坪喜八郎：手術の基本的手技および器械の項分担

執筆．浅野猷ー他編：外科学（第 2版）．朝倉書店．

141-149 (1983) 

3)石川正昭：合併症を有する患者の管理．外科手術の

項分担執筆．池田義雄編：糖尿病ー合併症診療のポイ

ント．日本メディカルセンター． 173-179(1983) 

4)山崎洋次：新生児腹壁疾患の項分担執筆．新小児医

学大系．第 8巻．新生児学 II.中山書店． 209-2230983)
5)桜井健司：リンパ管炎，リンバ節炎，リンパ浮腫の項

分担執筆．石山俊次他編．今日の治療指針．医学書院．

312-313 0984) 

V. その他

l)阿部伸夫，桜井健司：新経ロセフェム系抗生剤セフ

ロキサジンカプセルの外科領域浅在性化膿性疾患に対

する臨床的検討． Jap.J. Antibiotics. 36: 2515-2520 
(1983) 

2)東郷実元，下田忠和，蜂谷公敏，祐野彰治，高橋 弘，

氏家 久，渡部幸夫，近藤近江，鹿志村香，細谷哲男，

大越英毅，柳田昭一郎，立原慶徳，鈴木宣明，桜井健司：

Glucagon産生性直腸カルチノイドの 1例．癌の臨床．

29: 369-374 (1983) 

3)赤羽紀武，氏家久，梅沢和正，三浦金次，小林進，

桜井健司，高坂 哲：突発性大量血尿を生じた腸骨動

脈尿管癒の 1例．日本外科学会雑誌． 84:648-653 
(1983) 

4)石原歳久，大原敬二，篠原 勝，渡辺直正，木村和夫：

巨大膵熊胞の 1症例．最新医学． 38:2313-2318(1983) 
5)細谷哲男，坂本穆彦，河西信勝，桜井健司：リンパ節

の砂粒小体が甲状腺癌転移を示唆した 1例．癌の臨床．

29 : 1336-1339 (1983) 

教授：鳥海達弥

教授：渡辺 豊

助教授：三穂乙実

助教授：池内準次

講師：柏崎 修

講師：貴島政邑

講師：鈴木博昭

講師：青木照明

講師：高橋宣拌

講師：中村紀夫

講師：平井勝也

研究概要

ストレス潰瘍

消化器内視鏡（診断と内視

鏡的治療）

肝・胆道系の外科

上部消化管出血・術後スト

レス潰瘍・潰瘍性大腸炎

外科における栄養と代謝．

老人外科

食道・肺・胸部外科

消化器内視鏡（レーザー治

療）

潰瘍（胃分泌と消化性潰瘍

の治療法）・門九症の外科

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

急性胃粘膜病変，消化性潰

瘍の病理創傷の治癒

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

I. 消化性漬瘍の成因と外科治療の研究

この研究テーマは，先代大井 実名誉教授時代よ

りの継続的なものであるが，以前は病理組織学的に

潰瘍の発生部位からみた外科的治療の理論的根拠が

主であった。昭和 44年長尾時代から胃分泌面，運動

面よりの研究が主流となり， とくに十二指腸潰漉に

おいて胃分泌動態と迷切術の根拠をより理論的に追

求している。

1. 胃分泌動態の研究

とくに十二指腸潰瘍に対する手術適応の問題なら

びに手術術式の選択の問題を，胃の内・外分泌動態

を中心に検討したが，近年の胃分泌動態の日本人に

おける変化にも注目すべきものがあり，次第に欧米

化していることが判明した。このような状況下で 10

年来の臨床成績を反省し，術後の潰瘍再発を探ると

同時に，胃切除術と迷切術の適応にもある程度の結

論を出せる段階に達した。それらの 1つとして， と

くに全胃保存迷切術の適応外症例の存在を指摘しう

る。この根拠は胃液術前検査法として新たに開発し
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たadrenalintestによる病態分析が検討されてい

る。

2. 胃潰瘍の成因に関する研究

実験的急性胃疾患モデルを用い検討している。潰

瘍の成因と考えられる項目のうち，胃粘膜血流，粘

液分布，粘膜ポテンシャルなどの点につき観察して

いる。現在では，潰瘍発生のもっとも重要な項目は，

胃粘膜血流贔の急激な低下であると考えられ， これ

にひきつづいて粘膜量の減少，粘膜ポテンシャリ

ティーの低下がみられ，粘膜欠損が生じるものと考

えている。この血流低下の機序についてもカテコー

ルアミン， ヒスタミンなどの関与についてさらに研

究をすすめている。

3. 胃手術後（潰瘍）障害に関する研究

胃切除術，迷切術においても，僅かながら術後愁

訴は存在する。とくにダンピング症状は代表的なも

のといえよう。従来は本症候群は胃腸の短絡化のみ

が問題とされたが，現在では Serotonin,Bradykinin 

化学的物質の存在が大きな主題である。教室でも血

中定量によって， dumpingの愁訴のあり方，化学物

質の量的問題などが大略説明しうるようになった。

併行して治療法も検討中である。

II. 上部消化管出血の研究

過去 30年来の教室における系統的研究テーマで

あり，吐・下血症例は最近 1,200例を超えている。教

室における吐・下血症例の出血程度の判定規準およ

び治療方針の決定方法については，広く他の教室か

ら評価を受け，教室規準が本邦では出血症例に対す

る標準的治療方針となっている。従来は，出血例の

肝障害，胃壁血管の病態などの研究が主であったが，

最近は迷切＋血管結槃と胃壁血流の変化， ピ トレシ

ソ動注・静注による胃粘膜血流の変化などについて

も研究されている。

とくに近年は，手術の適応範囲が拡大，高度化さ

れた。反面，術後ストレス潰瘍の発生頻度が高くなっ

たため，これらの臨床病態対策などが研究の主題

となっている。内視鏡的レーザー，硬化療法および

H2 receptor antagonistの使用など治療対策として

は従来からみて大きな変化と効果を認めている。

III. 腹部消化管の悪性腫瘍に関する研究

対象は胃癌，大腸癌が大部分である。

1. 基礎的研究

MNNGによる発癌（ラット）実験を行い，発癌過

程の形態的追求，発癌に及ぽす抗癌剤の影響などに

ついて検討している。また，移植腫瘍による新しい

免疫化学療法の研究，癌転移の主な経路であるリン

パ系の形態学的研究などが行われている。

2. 臨床的研究

手術々式検討，胃癌・大腸癌について， stageごと

のリンバ廓清と再建法の検討。これによって合理的

な胃癌手術法の確立を計る。

各種のプロトコールによる外科補助化学療法の検

討と同時に，悪性腫瘍術後の予後に影響する各種因

子の検討がなされている。

また，免疫学的パラメーターで担癌病態の検討も

行っている。

IV. 創傷治癒に関する研究

消化管吻合部の治癒径過について，特殊病態下に

おける問題点を検討する。腎不全，黄疸下における

治癒障害の機序と因子の分析が課題となっており，

臨床的にももっとも重要である。現在教室では，動

物実験として，偏腎摘出，偏腎動脈結紫による慢性

腎不全モデルを作成し，消化管吻合創の治癒過程を

コラーゲン形成，酸性ムコ多糖の消長の面から研究

している。ことに消化管吻合部の手技的局所的因子

との関連で， これら特殊環境下の実験動物で縫合法

別に観察している。これは，特殊病態下における縫

合法の選択，術後の管理という点で有用と考えてい

る。

V. 門冗症および食道・胃接合部の機能の研究

門冗症においては，直達手術の術式の確立と肝予

備力を中心とした surgicalriskの問題を中心に研

究をすすめてきているが，術式に関しては，ほぽ満

足できる術式の確立に成功したといえる。本症にお

ける血行遮断と縫合不全の問題を， Nissen's fund-

plicationの応用という術後の逆流防止も兼ねた合

目的方法により解決をみた。予防的手術の適応など

についても文部省科学研究費の班員として参画して

いる。

食道胃接合部機能については，食道・胃内圧測定

ならびに pH引き抜き曲線の分析により食道・胃接

合部機能を検討し，アカラジアに対する新しい術式

の確立を見た。

VI. 消化器内視鏡的な研究

従来は内視鏡は診断的な意味のものが主流であっ

た。さらに診断部位は mmの範囲内において消化管

内腔の観察が可能となり，その確診度は高くなって

いる。現在はとくに治療的意味において，すなわち，

ポリーブ摘除，レーザー止血，内視鏡的硬化療法（食
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道静脈瘤）および内視鏡的乳頭切開法など，消化器

外科の全野に及んで使用検討して，良好な成績をお

さめている。

VII. 肝・胆道・膵の研究

臨床的には，胆石症における胆のう壁の組織学的

変化と胆石組成との関係，胆汁酸と胆汁粘度との関

係などについて検討している。また，閉塞性黄疸時

の外科的適応の問題，肝内結石症の治療対策，早期

胆道癌の診断および外科的治療の問題点などについ

て症例を対象に検討中である。

最近は原発性肝癌の症例も増加の傾向にあり，治

療（手術）と同時に，実験的には， ラットの実験肝

癌を形成し，胆癌生体血中のグルカゴン，サイクリッ

クAMPの変動を測定し，エネルギー変動を検討し，

併せて肝予備能力を検討している。

VIII. 頸胸部臓外科の研究

この分野の主な臓器である肺，食道，縦隔，乳腺，

甲状腺，耳下腺などの外科的疾患患者を対象に，臨

床的研究を行っている。

肺に関しては，肺癌の新しい取扱い規約にもとづ

いて，手術例の整理，検討を始めた。

食道では癌摘出後の再建術の研究を行っている

が，「太目の胃管使用による胸壁前再建法」が再建術

の大半となっている。これによって吻合部縦合不全

などの合併症も少なく，教室の標準的な術式として

更に症例を重ねつつある。

縦隔では，胸腺と重症筋無力症との関係からみて，

ほとんど全例に胸腺摘出術を施行しているが，「比較

的改菩」例約 70%となって外科的療法の有効性を認

める結果となった。

乳腺では，癌進行による組織欠損部に対する有茎

皮筋肉弁と補填法を検討している。一方，比較的早

期癌に対する縮小手術の症例も重ねつつある。また

乳癌の内分泌療法の 1つとしての抗エストロゲン剤

投与の効果を継続観察している。

IX. 外科における栄養・輸液に関する研究

高カロリー輸液，中心静脈栄養法の発達により，輸

液剤としての糖質，アミノ酸脂肪など各栄養素の

各病態に適した組成について研究され，また経管栄

養法ならびに使用栄養剤の消化・吸収について術後

の， とくに術式別による差異を検討している。さら

にビクミンについては，とくに脂溶性ビクミン A,

D, E,の術後の代謝ならびに必要量など検討してい

る。肝硬変，食道静脈瘤患者に対するアミノ酸イン

バランスの輸液剤が有効であること，糖質もプドー

糖のみならず，キシリトール， フルクトースを適宜

配合したものが，術後糖代謝に好影響のあることな

ど明らかにされている。また， ビタミ ‘'/Aは，患者

の栄養状態の判定の指標となりうるのではないかと

の検討を行っている。

X. 老人外科に関する研究

高年者の手術症例が極めて増加している現在，い

かに安全に，かつ手術成績を向上させるか重要課題

である。 10年前より，確かに手術死亡率など減少し，

70歳以上の高年者でも積極的に手術されるように

なったが，救急手術例では未だ死亡率は高く，術前・

術後の管理を含めた対策の確立が必要である。

XI. その他

教授長尾房大は，昭和 58年 5月19日より 21日ま

で，新宿・京王プラザホテルにおいて，第 25回日本

内視鏡学会を会長として開催した。

研究業績

I. 原著論文

I. 消化性潰瘍

l)長尾房大，青木照明：特集：腹部の症候群外科：

Zollinger-EllisonとWDHA症候群．外科診療．

25(4) : 397-400 (1983) 

2)柏木秀幸：選択的近位迷走神経切離術前後における

壁細胞の微細構造と酸分泌能の関係について．東京慈

恵会医科大学雑誌． 98(3): 362-380 0983) 

3)古川良幸，羽生信義，青木照明，問中正章，梅沢 充，

長尾房大： Phototransducerで記録した幽門輪の運動

について．日本平滑筋学会雑誌． 19(3): 237-239(1983) 

4)長尾房大，神山正之，渡辺 豊，鈴木博昭：特集：内

視鏡診断アトラス上部消化管出血に対する緊急内視

鏡．消化器外科． 6(11): 1638-1650 (1983) 

5)元永周二：迷走神経切離術による胃壁微細血行動態

の経時的変化に関する実験的研究．東京慈恵会医科大

学雑誌． 98(6):907-921 (1983) 

6)羽生信義：幹迷走神経切離術後のモチリン動態と胃

運動様式，胃排出に関する実験的研究．日本平滑筋学会

雑誌． 19(6): 483-502 (1983) 

7)青木照明，櫛田正敏，高山澄夫，徳安公之，秋元 博，

守矢士郎，長尾房大：ガストリン分泌充進と消化性潰

癌ー胃前庭部G細胞過形成症と Zollinger-Ellison症

候群ー． 日本臨床． 42(1):67-74 (1984) 

8)長尾房大，中村紀夫：二重規制機構説からみた最近

の潰瘍成因説一胃潰瘍の成因としての血流と粘液につ

いて一． 日本臨床． 42(1):27-33 (1984) 

2. 上部消化管出血・創傷治癒・内視鏡ぐ

l)永田卓司：内視鏡的大腸ポリペクトミーに関する臨

床病理学的研究．東京慈恵会医科大学雑誌． 98(3): 
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304-315 (1983) 

2)鈴木博昭，神山正之，永田卓司，永田 徹，森川洋一，

三穂乙実，渡辺 豊，長尾房大：食道狭窄に対する内視

鏡的療法． Progressof Digestive Endoscopy. 協和

企画通信．東京． 22: 75-78 (1983) 

3)鈴木博昭，神山正之： （シンポジウム）食道静脈瘤出

血例の止血対策ー内視鏡的硬化療法を中心として一．

GASTROENTEROLOGICAL ENDOSCOPY.25 

(10) : 1601-1603 (1983) 

4)長尾房大，神山正之，渡辺 豊，鈴木博昭：上部消化

管出血に対する緊急内視鏡．消化器外科． 6(11):

638-1650 (1983) 

5)中村紀夫，坂口友次朗，長州発雄，田村茂樹，小山

厚，原伸一，小野敏孝，山本英昭，永田 徹，青木佑

介，長尾房大，三宅秀和，味岡廣房：胃粘膜防御因子に

対するソルコセリルの影響． Cytoprotection& Biol-
ogy.1.監修三宅健夫編集：盤書房． 45-53(1983) 

6)長尾房大：第 25回日本消化器内視鏡学会総会（会長

講演）上部消化管出血と内視鏡． GASTOENTER-

OLOGICAL ENDOSCOPY.25(10): 1585-1592 

(1983) 

7)中村紀夫，長尾房大：第 25回総会，（パネルディス

カッション）胃粘膜微小循環の甚礎としての微細血管

樺築と血流量の関連． Gastroenterological Endos-

copy. 25(11) : 1862-1865 (1983) 

8)鈴木博昭：第 7回臨床内視鏡研究会 緊急内視鏡検

査と手軽にできる止血法．医学と薬学． 11(2) : 410-418 

(1984) 

3. 肝・胆・膵

1)水沼仁孝，栗栖康寿，福田 安，黒田敏道，多田信平，

川村統勇，中本 実，高橋恒夫，仲吉昭夫，長尾房大：

胆道疾患における CTの意義． 6(5): 625-631 0983) 

2)中本 実，三穂乙実，高橋恒夫，井出哲也，森永泰良，

成瀕 勝，神山正之，永田卓司，高橋正人，加藤信夫，

長尾房大：先天性胆管拡張症の病態と治療． 日本消化

器外科会雑誌． 16(9): 1726-1729 (1983) 

3)水沼仁孝，多田信平，井出哲也，高橋恒夫，中本 実，

池内準次，長尾房大： PTCDの合併症とその対策．外

科治療． 49(4): 386-389 (1983) 

4)中本実，高橋恒夫，井出哲也，森永泰良，成瀕勝，

高橋正人，加藤信夫，三穂乙実，長尾房大：肝切除不能

症例に対する経皮経肝的抗癌剤投与の甚礎的研究． 日

本消化器外科学会雑誌． 16(10): 1778-1782 0983) 

5)高橋恒夫，多田信平，川上憲司：閉塞性黄疸(1)一胆

管腫揚． medicina.20(11) : 1980-1988 (1983) 

6)裔橋恒夫，多田信平，川上憲司：閉塞性黄疸 (2)ー慢

性膵炎． medicina.20(13) : 2794-3803 (1983) 

4. 術後代謝・外科的栄養学

l)柏崎 修：高カロリー輸液用茎本液‘ワスタ＇の使用

経験．基礎と臨床． 17(5):1701-1707 0983) 

2)久保宏隆，柏崎 修，長尾房大：栄養評価の指標とし

ての RBP,PA,およびビクミ 1`/A.外科と代謝・栄養

17(2) : 145-146 (1983) 

3)長尾房大，柏崎 修，他校 22名：経ロ・経管栄養剤

エンシュアーの臨床試験．外科と代謝・栄養 17(2): 

121-126 (1983) 

4)柏崎 修，久保宏隆：飢餓・侵襲に対する生体反応と

代謝の変化．臨床看護． 9(9): 1406-1413 (1983) 

5)柏崎 修： （特別講演）最近の経腸栄養剤の臨床的検

討． JJPEN（輸液・栄養；；ャーナル）メディカルコア．

5(6): 735-738 (1984) 

5. 頚・胸・食道

1)鈴木 旭：乳癌の早期血行転移に関する研究ー特に

stage Iを中心に一．東京慈恵会医科大学雑誌． 98(3): 

316-328 (1983) 

2)貴島政邑，小菅 勝，坂口友次朗，長尾房大：食道再

建用胃管の変色と壊死．外科． 45(8): 843-847 (1983) 

II. 総説

1)柏崎 修，久保宏隆，長尾房大：重症肝障害例の術後

アミノ酸補給ー特にアミノグラと RBP,PAとの関

係．外科診療． 25(4):510-517 (1983) 

2)池内準次，高橋恒夫，中本 実，井出哲也，佐藤良昭，

長尾房大：胆道鏡による肝内結石症の治療の実際． 日

本医事新報． 3078: 37-40 (1983) 

3)中村紀夫，坂口友次朗，長州発雄，田村茂樹，小山

厚，原 伸一，小野敏孝，長尾房大： Rat酢酸潰瘍治癒

過程に及ぼす Cetraxateの影響．薬理と治療． 11(5) : 

1823-1828 (1983) 

4)池内準次，久保宏隆，小野良実，木村宣夫，吉井修二，

鈴木博昭，長尾房大：特集：救急医療の実際， 胃・十二

指腸潰瘍出血．臨床成人病． 13(9): 1709-1716 0983) 

5)三穂乙実：遺残・再発胆石．クリニシア‘/． 30(9): 

857-861 0983) 

6)中村紀夫，坂口友次朗，長州廃雄，田村茂樹，小山

厚，原伸一，小野敏孝，永田 徹，山本英昭，青木佑

介，長尾房大：胃粘膜防御因子の一面からみた潰瘍の

発生と抗潰瘍剤．医学と薬学10(4): 1209-12220983) 

7)中村紀夫，坂口友次朗，長州奥雄，田村茂樹，神山正

之，小山厚，原伸一，小野敏孝，山本英昭，永田徹，

青木佑介，長尾房大：内視鏡による Potential

Difference測定の試みとその意義について． Progress

of Digestive Endoscopy．協和企画通信． 23:

20-25 (1983) 

8)長尾房大，池内準次，青木照明，三穂乙実，松浦敬三

郎，鈴木康治，久富 沖，他科 9名：消化性潰瘍に対す

る新しい H-2受容体拮抗剤 Famotidineの効果．診療

と新薬． 2002): 2809-2816 0983) 

9)鈴木博昭，長尾房大：胃出血に対する内視鏡レー

ザー治療．カレントテラビー． 4:545-554 0984) 

10)長尾房大，柏崎 修，久保宏隆：特集：老年者の栄養

と成人食術後栄養管理一胃切除術後ー． Geriatric

Medicine老年医学． 22(2):47-50 0984) 

III. 学会発表

l)中村紀夫，長尾房大： （シンポジウム）「消化性潰揚の

成因と治療」胃粘膜血流および微細血管構築からみた

潰瘍の発生と慢性化．第 21回日本医学会総会． 4月．大

阪．
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2)青木照明，山崎義幸，櫛田正敏，佐々木昭治，笹

裕，増田勝紀，須田健夫，守矢士郎，高山澄夫，竹内孝

夫，高野 哲，古川良幸，長尾房大：教室における過去

11年問の消化潰瘍に対する手術的治療と最近の動向

について（第 1報）．第 83回日本外科学会総会．〔日本

外科学会雑誌（臨増）． 80:129 (1983)〕

3)貴島政邑，小菅勝，岩淵秀一，木村明，須田健夫，

伊東 保，長尾房大： （映画）高位食道再建術における

胃管延長のエ夫ー小弯側全層横切縦縫い法について

ー．第 83回日本外科学会総会． 4月．大阪．〔日本外科

学会雑誌（臨増）． 80: 302 (1983)〕

4)森永泰良，中本実，高橋恒夫，井出哲也，成瀕勝，

長尾房大：胆汁蛋白質，糖蛋白質に関する研究．第 69

回日本消化器病学会総会． 4月．大阪．〔日本消化器病

学会雑誌（臨増）． 80: 549 (1984)〕

5)長尾房大： （会長講演）上部消化管出血と内視鏡．第

25回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．東京．〔日本消

化器内視鏡学会雑誌． 25(10): 1585 (1983) J 

6)鈴木博昭，神山正之： （シソポジウム）食道静脈瘤出

血例の止血対策ー内視鏡的硬化療法を中心として一．

第 25回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．東京．〔日本

消化器内視鏡学会雑誌． 25(10): 1601 (1983)〕

7)鈴木博昭，酒枝俊郎，川村統勇，神山正之，永田卓司，

森川洋一，永田 徹，池内準次，三穂乙実，渡辺豊，

長尾房大：上部消化管出血に対するレーザー療法．第

. 7回内視鏡ヽンネ・テレビ研究会． 5月．東京．

8)中村紀夫，長尾房大： （パネルディスカッション II)

消化器粘膜の微小循環胃粘膜微小循環の甚礎としての

微細血管構築と血流量の関連．第 25回日本消化器内視

鏡学会総会． 5月．〔日本消化器内視鏡学会雑誌．

25(11) : 1862 (1983)〕

9)渡辺 豊，他 2名： （シンポジウム 4)ファイバース

コープ開発の極限．第 25回日本消化器内視鏡学会．東

京．〔日本消化器内視鏡学会雑誌． 25(11): 1807(1983)〕

10)古川良幸，羽生信義，問中正章，青木照明，長尾房大：

Photo Transducerで記録した幽門輪の運動につい

て．第 25回日本平滑筋学会総会． 6月．山中湖．

11)稲垣芳明，青木照明，佐々木謙伍，岩崎貴，森川洋

ー，関口更ー，長尾房大：食道静脈瘤に対する予防手術

の適応．第 16回日本門脈圧充進症研究会． 7月．博多．

12)青木照明，横田正敏，秋元博，笹 裕，増田勝紀，

須田健夫，守矢士郎，柏木秀幸，高山澄夫，竹内孝夫，

羽生信義，高野哲，古川良幸，頻川 豊，長尾房大：

（パネルディスカッション）「迷走神経切離をめぐって」

消化性潰瘍， とくに十二指腸潰瘍の病態生理と迷走神

経切離術の効果の意義および適応について．第 22回日

本消化器外科学会総会． 7月．奈良．

13) Kijima, M., Nagao, F., Kosuge, M., Iwabuchi, S., 

Sakaguchi, Y. and Ito T.: Our Experiences with 
Cases of Early or Superficial Carcinoma of the 

Esophagus. 29th Congress of JS of ICS. 8月．

14)吉田 忍，高橋宣膵，平井勝也，千葉秀明，大塚明夫，

高橋正人，加藤信夫，木村 明，山口重二，石井義之，

黒田徹，棚山年和，足利建，長尾房大： MNNG発

癌に及ぽす， 5Fu,PSK長期投与の影響．第 42回日本

癌学会総会． 10月．名古屋．

15)高橋宣辟乎井勝也，千葉秀明，加藤信夫，大塚明夫，

高橋正人，木村明，山口重二，吉田 忍，石井義之，

黒田徹，柵山年和，足利建，長尾房大： OK-432リ

ンパ管内注入法による癌免疫療法の試み．第 21回日本

癌治療学会． 10月．名古屋．

16)青木照明： （教育講演）十二指腸潰瘍症における胃分

泌病態と最近の外科治療法について．第 45回日本臨床

外科学会総会． 11月．広島．

17)長尾房大： （教育講演）上部消化管大量出血の治療．

第 45回日本臨床外科学会総会． 11月．広島．

18)永田 徹，中村紀夫，坂口友次朗，長州斃雄，田村茂

樹，小山厚，原伸一，小野敏孝，山本英昭，池内準

次，長尾房大：閉塞性黄疸ラットにおける胃粘膜変化

と胃粘膜防御機構の問題点．第 11回実験潰瘍懇話会．

11月．東京．

19)吉井修二，堀訓也，久保宏隆，柏崎修，長尾房大：

肝硬変，食道静脈瘤と術前・術後の RBP,PAおよびビ‘

タミンAについて．第 27回完全静脈栄養研究会． 1月．

新潟．

20)中本実，柳沢暁，高橋恒夫，井出哲也，森永泰良，

成瀕 勝，中村紀夫，長尾房大： （シンボジウム 1)閉

塞性黄疸と消化管出血．第 2回腹部救急診療研究会． 3

月．東京．

IV. 著書

l)長尾房大，柏崎 修，久保宏隆：消化器系合併症の術

前・術後管理の項分担執筆．蜂屋祥ー監集・編集：産婦

人科 MookNo. 24.金原出版． 60-68(1983) 

2)長尾房大，貴島政邑：特発性食道破裂の項分担執筆．

石上浩一編：外科 MookNo. 33食道非癌性疾患．金原

出版． 142-149(1983) 

3)長尾房大，山口吉康：第 17章消化器手術後遺症

Dumping sundrome,その他の項分担執筆陣内伝之

助，村上忠重編：消化器外科総論下巻．金原出版．

333-356 (1983) 

4)長尾房大，池内準次：上部消化管出血とヒスタミン

H-2受容体拮抗剤外科側から（とくに，潰瘍性出血と

cimetidine)の項分担執筆．竹本忠良編：ヒスクミン H

-2受容体拮抗剤．医学図書出版． 270-279(1983) 

5)池内準次，久保宏隆，岩淵秀一，長尾房大：内ヘルニ

ア（嵌頼）の項分担執筆．草間 悟編：外科 Mookィ

レウス No.35.金原出版． 71-79(1984) 

V. その他

1)長尾房大：腹部外科．医科学大事典．講談社．

203-204 (1983) 

2)長尾房大，渡辺 豊，鈴木博昭，神山正之，永田卓次：

内視鏡的 Nd-YAGレーザー冶療の応用．消化器外科

セミナー12.石川浩ー監修．へるす出版． 91-106(1983)

3)鈴木博昭：食道静脈瘤出血の直視下硬化剤注入止血

法ーAethoxysklerol注入法．城所仇藤田力也編：

消化管出血の非観血的冶療．メティカルトリビューン．

41-50 (1983) 

4)鳥海達弥，乎井勝也，山口重二： Poorrisk状態をき

り抜けた 2,3の経験．外科診療． 25(11):1637-
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1640 (1983) 

5)長尾房大，青木照明，貴島政邑，扁橋宣膵，中村紀夫，

乎井勝也監訳及び訳：第 2版第 1刷メディカル・サイ

エン ス・ イン ターナショナル．外科診療マニュアル

(1984) 

第 3分院外科学

教授：中村浩一 消化器癌の外科学

助教授：安藤 博 消化器外科学・消化器内視

鏡学

講師：小室恵二 乳癌の化学療法

研究概要

I. 消化器癌治療に関する研究

1. 食道蚊びに胃上部癌

開胸開腹的手術を要する食道癌ならびに胃上部噴

門癌に対する外科的治療の教室における適応および

手術法は一応確立され，その手術成績と症例の積み

重ねとともに安定し，それぞれの規約に従った検討

を行なっている。一方これらに対する術後補助療法

とその治療継続中における経口的食餌摂取量を蛋

白，糖脂質，総カロリーについて検討しているが，未

だ満足すべき結果とはいえず，現在その不足を中心

静脈栄養 (TPN)及び経管栄養により補給している

ものの終局的には経口摂取による術後体重の維持に

ついて血液の生化学的検査結果の面からも検討追究

している。

2. 胃癌については引き続き従来の予後追跡調査

と補助化学療法ならびに 1981年以降の胃癌手術の

補助免疫化学療法による集学的治療についてその成

績を追究している。

3. 大腸癌

とくに直腸癌に対する肛門機能温存手術を目標と

した手術法を積極的に実施すると同時に引き続き骨

盤内臓器合併切除とそれらに対する補助的化学療法

について臨床的に研究している。一方大腸癌肝転移

の診断については， CEA,US, CT, Angioその他多

角的検査法による診断率の比較を行ない，転移例に

はsynchronous,metachronous resctionを積極的

に実施するとともに大腸癌手術の補助化学療法研究

会に登録して集学的治療研究を行なっている。

4. 胆道癌，膵癌

胆嚢癌早期発見に関する各種画像診断法による診

断の適確性を臨床例について多角的に検討している

が，その成績は未だ満足すべきものでない。従って

切除不能の進行癌が多く治癒切除率は低い。

胆管癌に関しては従来行なってきた正常胆管壁に

おける筋層の在りかたならびに神経分布について肝

外胆管を上中下の 3区分に分けて検討し，その結果

については報告してきたが，さらに胆管癌切除症例

数の増加とともにそれらにおける壁深達度ならびに
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神経鞘癌浸潤の程度と予後との相関を研究してい

る。

教室における膵癌切除率はなお低率であるが，そ

の切除の方針は症例を撰んで門脈合併切除までにと

どめるべきと考え，積極的広範囲切除が反省の時期

にきている今日，膵全摘を積極的に行なうことは考

えていない。しかし胆道癌同様確実な治癒切除が極

めて困難なこの領域癌に対しては従来同様手術に併

用する術後放治と化学療法をさらに検討して徹底す

べきものと考えている。

また胆道癌膵癌において極めて高率に認められる

閉塞性黄疸に対しては PTCDに使用する各種

Tubeおよび USguide下穿剌法， Tubeの先端の位

置などの面から減黄効果を多角的に検討している。

5. 肝臓癌

肝臓については肝硬変に合併する食道静脈瘤ある

いは肝細胞癌に対する外科的治療が問題となるが，

肝硬変における外科手術の適応と管理については，

とくに術前肝予備能をコリンエステラーゼ， ビリル

ビン， y-グロブリン， TTT,プロトロンビン時間，

ヘパプラスチンテストおよび ICGR15の7項目に

よってスコアーを算出しその適応を明確にしてい

る。また術前中後の輸液栄養管理を，膠質滲透圧，コ

リンエステラーゼ，プロトロンビン時間，ヘパプラ

スチンテスト，体重，手術時間をもとにした式を作

成し一律した管理法を研究中である。また食道静脈

瘤合併肝細胞癌に対する一期的手術（直達手術＋肝

切除）については積極的に行なうとともに適応外症

例には TAE,HALなどの治療を施行しその成績を

検討している。

転移性肝癌に対しては原発巣の根治手術を前提に

H2までを肝切除の対象とし，同時に肺転移も片肺

単発転移を限度として切除を行なっている。

6. 消化器癌患者術前後管理

高齢者消化管癌，肝硬変症例の手術および開胸開

腹による食道，噴門癌手術，その他肝胆道，膵臓系

の癌など，患者の年齢および一般状態さらに長時間

を要する手術に際しては従来通り Swan Gang 

Catheter,および LungWater Catheterの設置に

より術前より術後第 5病日に亘る間 ICU管理下に

100% 02投与で心拍出量，血管外肺水分量，肺動脈

圧，肺動脈契入圧，血清膠質滲透圧，動脈血ガス，混

合静脈血ガスなどを測定し， これら情報のマイクロ

コンピュータ処理結果から，蛋白，糖，電解質の投

与速度と量を決定している。

7. 消化器癌患者の免疫学的パラメータ

従前にひきつづき，胃癌患者を中心に血中免疫物

質 (IS物質）を測定し， 58年度は 200症例について

術前後にわたり検索した。一方 PPD皮内反応の他

各種免疫学的パラメータとの比較検討を行なった。

II. 消化器内視鏡学的研究

内視鏡的診療のうち診断学については研修医およ

び教室員に積極的に教育を行ない，診断の質の向上

につとめ，また日進月歩の内視鏡的処理および手術

に関してその技術に習熟せしめ，実際の診療に役立

たせている。即ち内視鏡的十二指腸乳頭切開による

胆管結石摘出術．内視鏡的胆道ドレナージ，あるい

は食道静脈瘤に対する硬化療法の導入である。

1. 硬化療法

食道静脈瘤については Aethoxysklerolの注入を

血管外，ついで血管内外に行ない食道静脈瘤硬化療

法における成績の比較を研究し，その一部は既に 40

症例の成績について研究会，学会で報告し， とくに

緊急止血例の効果 80%については腹部救急診療研

究会に発表した。

2. 極めて risk不良患者における早期癌（胃およ

び大腸癌）に対し非手術的治療として内視鏡的に早

期癌粘膜下に 99.5%エタノーレ局注による治療を

施行している。犬の胃粘膜でニタノール注入および

ヌードマウス移植ヒト癌 ST-4に対するエクノール

局注の実験結果から早期胃癌症例に術前内視鏡的エ

タノール局注を施行．切除胃についてその成績を組

織学的に検索し，既に観血的切除不能な poorrisk 

患者の早期胃癌 2例にこれを実施し， 1年以上 fol-

low upしている。

III. 乳癌化学療法に関する研究

原発乳癌に対し術前 2方法による多剤併用化学療

法を施行し，臨床的ならびに組織学的効果を検討し

ている。

必ずしも満足すべき効果をえていないが，薬剤量

の他に感受性が関与していると考えられ，術後化学

療法の参考になると思われる。しかし免疫能の低下

を含めた副作用の問題もあり，尚症例を重ねるとと

もに最終的には生存率によって治療効果を判断すべ

きと考えている。

IV. ヒト癌ヌードマウスヘの移植

1. ヒト乳癌のヌードマウスヘの移植

ヒト乳癌のヌードマウスヘの移植率を高めホルモ

ン依存性ヒト乳癌株の樹立を目的とし， estradiolと

progesteroneを投与した。無処置群の 2/10(20%) 

と比べ投与群では 10/15(67%）と生着率の上昇を認
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めた。 3代以上継代できたものは投与群で 5例あっ

たが 6代以上はまだない。

2. ヌードマウスに自然発生した高頻度転移株の

樹立．偶然発見されたヌードマウスに自然発育した

腫瘍（染色体数 40,Malignant Lymphoma)がまれ

な高頻度転移株であることを確認した。腫瘍の性状

をしらべるとともにいかなる実験モデルに適するか

検討中である。現在まで転移のなかったものは 10%

以下である。またヘテロマウスに生着しないという

ことも興味のあるところである。

IV. 血管外科の研究

下腿血行再建術における遠位側 A-Vshunt併設

術式の検討

近年下肢血管広汎閉塞例に対しても積極的に血行

再建術を施行するようになった。教室においてもと

くに再閉塞を繰り返す症例に対して，遠位側吻合部

にA-Vshuntを併設することにより良好な結果を

みているが， A-Vshunt併設時の血行動態をみてい

るが， A-Vshunt併設時の血行動態は複雑でありこ

れに対する実験的研究を試みている。

雑種成犬を用いて後肢にバイパス A-Vshunt併

設モデルを作成し， shunt吻合径・吻合方法・ shunt

位置・shunt併設による血行動態の変化を血流量・血

圧・血管造影 •Doppler などで検討している。
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研究概要

I. 基礎的研究

l. biomaterialに関する研究

1) 人工骨頭，人工関節に関する研究

従来，教室で臨床に応用している慈大式人丁股な

らびに膝関節に関し，多数例の経験からそのデザイ

ンの改良を試みつつある。現在，その耐久性向上の

ため放射線を照射した HDPソケットの有効性につ

き検討中である。すなわち， radiationHDPを家兎

の大腿骨や背筋内に埋没して生体に対する反応性

を，また，犬用人工股関節を作製してその耐摩耗性

について検討中である。

一方，新しい人工素材としてメタ憐酸カルシュー

ムガラスの臨床応用の可能性を検討するために，

種々のテストピースを作り，家兎を用いてその生体

反応につき検討中である。

2) 骨折固定用プレートに関する研究

現在一般に使用されている金属プレートには，長

期間の使用により骨皮質が非薄化し，骨の強度を低

下させるといった欠点があるが， これに代わる素材

としてカーボンファイバー複合材料プレート，ジル

コニアプレートなどを開発，家兎を用いて，その骨

に対する影響，強度などにつき検討しているが，カー

ボンファイバー複合材料プレートに関しては， ファ

イバーの配列方法を変えることにより，プレートの

強度を変えうる事を知った。

2. 感染症に関する研究

教室では，長年にわたって実験的化膿性骨髄炎に

関する研究を継続中であり，現在，混合感染，菌交

代現象などについて研究をすすめている。なお，最

近臨床において人工関節置換術を施行した場合，同

部がいわゆる locusminoris resistentiaeとなり，他

の感染病巣から血行性に菌が伝播して感染を惹起す

ることが問題となっているが，われわれはマウスの

人主大腿骨々頭を開発し，骨頭置換後一定期間をお
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いて，細菌の血行感染を生ぜしめ，股関節部の感染

の状態を観察するとともに，効果的な化学療法，手

術療法は如何にあるべきかを検討している。

3. 生化学的手法による研究

1) コラーゲンに関する研究

末梢神経が損傷されると，その支配域骨格筋は急

速に萎縮し，高度の線維化に陥るため，四肢の機能

は著しく障害されてくる。このような骨格筋の線維

化の発生，ならびに回復の機構を追求するために，コ

ラーゲン代謝面からみた生化学的検討を加えた。

また，進行性筋ジストロフィー症の骨格筋では，コ

ラーゲンの生合成に明らかな異常が発生しているこ

とにつき報告した。さらに， コラーゲンの架橋結合

はコラーゲン線維の生理作用の発現に欠かすことの

できないものであるが，最近，極めて安定した架橋

結合として分離されたピリジノリン架橋について，

その形成機序に関する検討を加えた。その他，コラー

ゲン代謝面からみた整形外科的疾患の病態解明への

アプローチについて解説した。

2) 筋の弾性蛋白質コネクチンに関する研究

筋の弾性蛋白質コネクチンには， コラーゲンある

いはエラスチンと同様に， リジ｀ノ由来の架橋結合が

存在することを見出だし，骨格筋の機能発現におけ

るその重要性について報告した。

3) 副腎皮質ステロイドホルモンと軟骨細胞に関

する研究

副腎皮質合成ステロイド剤が軟骨細胞にいかなる

影響をおよぼすものであるかを知るために，培養軟

骨細胞にデキサメゾンを添加した際の細胞機能の変

化について検討した。

4. 骨移植に関する実験的研究

厚生省難病研究の一環として，大腿骨頭無腐性壊

死に対する治療法を開発すべく，家兎大腿骨を用い，

骨セメントならびにシリコン膜などでその周囲血行

を遮断，その骨髄腔内に骨移植を行ない，移植骨の

辿る運命を，種々の条件下で検討中である。

5. 筋解離術に関する実験的研究

変股症に対して行なわれている筋解離術の除痛効

果の発現機序を解明するために，家兎の股関筋周囲

筋を切離して実験モデルとし，骨頭軟骨を部分的に

切除した場合の治療の状況，あるいは，関節内に異

物を挿入した場合の変形発生の状況などにつき検討

中である。

6. 関節遊離体に関する実験的研究

主として，変形性関節症などにおける欠損した関

節軟骨面を修復する材料を開発すべく，皮膚，筋膜，

腱……などの種々の組織を家兎の膝関節腔内に挿

入，そのメタプラジーの状況を検討している。現在，

骨軟骨片に関しては，その周囲に新しい骨や軟骨が

形成され，関節内で発育していくことが観察された。

7. 骨肉腫の細胞培養と異種移植に関する研究

C3H/Heマウスに同型の腹水型 μM2腫瘍細胞

2X 106個を腹腔内に接種し， 2450MHZの極超短波

全身照射による温熱療法と， 5-FUの単独投与，なら

びに両者の併用療法を行ない比較した。極超短波の

全身照射あるいは 5-FUの単独投与群は非治療群に

比べて明らかに延命効果があり， さらに併用療法群

では相乗効果が認められた。

8. 切断肢再接着における基礎的研究

仔犬の大腿を切断，種々の条件下において再接着

術を施行， anoxiatimeの限界を検討中である。

9. その他

コラーゲンの癒着防止膜としての効果に関する研

究，局麻剤の筋肉に対する毒性に関する研究，糖尿

病マウスを用いて，骨粗髭化と糖尿病との関係につ

いても研究中である。

II. 臨床的研究

1. 人工骨頭，人工関節に関する研究

昭和 45年以降施行した慈大式人工股関節置換術

338例の遠隔調壺を行ない， 8例の再置換例について

特に精しく検討，新礎材の開発，デザイン，手術器

具の改良などの資料とした。慈大式セラミック人工

骨頭は，ほぼ安定した成績を示しているが，現在

stemの形状の改良につき検討中である。慈大式蝶番

型人工膝関節を高度の変形性膝関節症に応用すべ

く，骨の切除範囲を小さくした改良型を開発， 11例

に用いたが，支持性，可動性ともに良好である。現

在デザインにつきさらに検討中である。

2. 大腿骨頭無腐性壊死に関する研究

教室で開発した病巣掻爬プラス vascularized

iliac bone graft法を引き続き多数例に応用し，経過

を観察中であるが，現在のところ極めて良好な成績

である。

3. microsurgeryに関する研究

切断指再接着，組織移植などにつき， vascularized

joint transfer, double fibula graft, vascularized 

nerve graft, vascalarized tendon graftなどの新し

い手術法を開発中である。

また，教室で施行した腕神経叢麻痺に対する肋間

神経移行術の遠需調査の結果， 75%にその有用性が

認められた。

4. 神経皮膚症候群に関する研究

厚生省難病研究班の一員として，整形外科領域に
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おける疫学的調査を分担，今回は特に脊柱変形，下

腿偽関節症の実態と治療法およびその成績につき検

討した。

5. 廃用性ならびに外傷性骨萎縮の定量的観察

従来，骨の萎縮度を定量的に計測することは困難

とされていたが，骨傷などにより上肢を固定された

患者の固定前，固定後，ならびに固定中の任意の時

期にアルミニュームステップウェッヂ入り手部X線

撮影を行なし、 MD法によって定量的に骨萎縮度を

測定，検討している。

6 脊椎外科に関する研究

下肢長差にともなう脊柱側弯が，経年的にどのよ

うに変化するかにつき，多数例について検討した。そ

の結果，多年にわたって脚長差を有する場合，それ

が脊柱に構築学的変化をもたらすことが判明した。

また， spinalsegmental instrumentation, man-

dibulo-tongue splitting approachなど，新しい手術

法の症例を重ねつつある。

III. その他

教授室田景久がハンガリー整形外科学会のコレス

ボンジングメンバーに就任した。

研究業績

I. 原著論文

1. 基礎的研究

1)里村俊彰，浅沼和生，佐丸義夫，関口守正，藤井源七

郎：極超短波の抗腫混効果に関する基礎的研究．癌と

化学療法． 10: 1446-1453 (1983) 

2)里村俊彰，浅沼和生，佐丸義夫，関口守正，藤井源七

郎：極超短波による温熱療法と 5-fluorouracilの併用

療法に関する実験的研究．癌と化学療法． 10:
2292-2300 (1983) 
3) Sekiguchi, M., Asanuma. K., Satomura, T., Fuku・

shima H., Fujii, G., Shimada, T., Fukunaga, M. and 

Ishikawa, E. : A cultured cell line established in 

vitro from human osteosarcoma. Japan J. Exp. 

Med. 53: 289-292 (1983) 

4)助川卓行：廃用性筋萎縮の病態ー単一筋線維と微細

構造の変化について一．日整会誌． 57:779-787(1983) 

5)鈴木清之，白石伸明，額賀幸一，室田景久： Orgotein

の関節軟骨におよぽす影響について．整形外科基礎科

学． 10:27-30 (1983) 

6)田尻 健，藤井克之，室田景久：培養軟骨細胞の接着

能ならびに形態におよぼすデキサメゾンの影響．整形

外科基礎科学． 10: 39-42 (1983) 
7) Tomita, Y., Tsai, T.M., Bums, J.T., Karaogus, A. 

and Ogdan, L. : Intercostal nerve transter in bra-
chial plexus injuries -An experimental study-. 

Microsurgery. 4: 95-104 (1983) 

8)藤井克之，察 詩岳，室田景久：骨コラーゲンにおけ

るピリジノリン架橋の形成機序について．整形外科基

礎科学． 10:303-305 (1983) 

9)藤井克之：種々の整形外科疾患のコラーゲソ分析．

整形災害外科． 26:1377-1386 (1983) 

2. 臨床的研究

1)大久保康一，室田景久，富田泰次，村井恒雄，高橋文

人，森山正敏：血管の後壁から結節縫合を始める微小

血管吻合法．整形外科． 34:741-746 (1983) 

2)大久保康一，室田景久，富田泰次，平松隆夫，名倉直

良，高橋文人，加藤 征：皮膚をつけた遊離血管柄付排

骨移植について．整形災害外科． 26:577-585 (1983) 

3)富田泰次，室田景久，）1|田英樹，谷 吉彦，大久保康

ー，近藤秀丸，奥井光敏：外傷性屈筋腱皮下断裂 20例

の検討．整形外科． 34:1740-1742 (1983) 

4)大久保康一，室田景久，富田泰次，高橋文人，村井恒

雄，森山正敏： Wraparound flapの経験（第 1報）．整

形外科． 34: 14 75-14 77 (1983) 

5)平松隆生，室田景久，富田泰次，大久保康一，高田警

嗣，中村信之： DIP関節より末梢での切断指再接着の

遠隔成績．整形外科． 34: 1753-1754 (1983) 

6)高橋文人，室田景久，富田泰次，大久保康一，近藤秀

丸，察詩岳，森山正敏：切断肢からの free filleted 

flapによる股関節温存例．形成外科． 26:581-586 

(1983) 

7)赤松功也，浜田良機，富田泰次，中島育昌，神前智一：

人工関節手術に際しての感染予防と対策．手術． 37:

39-46 (1983) 

8)谷 吉彦：手のスボーツ外傷「統計学的観察」．整形

外科． 34:1435-1437 (1983) 
9) Itami, Y., Akamatsu, N., Tomita, Y., Nagai, M. 

and Nakajima, I. : A clinical study of the results of 

cementless total hip replacement, Arch. Orthop. 

Trauma Surg. 102: 1-10 (1983) 

10)伊丹康人，村瀬鎮雄，額智幸一，室田景久，富田泰次，

中島育昌，井上哲郎，下小野田嘩夫，原田雅弘，長谷川

芳男，北村安弘：ユニバーサル型セラミック人工骨頭

の開発について． HipJoint. 9: 240-242 (1983) 

11)室田景久：進行した Kienbock病に対する手根骨問

固定術．整形外科 Mook.増刊 1-C: 375-383 (1983) 

12)高田警嗣，米本恭三，青木治人，福島 博，助川卓行，

猪飼哲夫，金 清治，黒坂公生：踵骨にみられた血行性

骨髄炎の 2例．関東整災誌． 14:181-184 (1983) 

13)近藤秀丸，室田景久，藤井正和，井ノロ雅貴，村瀬鎮

雄，額賀幸一，片山国昭：股関節骨軟骨腫症の 6例．整

形災害外科． 26:1709-1715 (1983) 

II. 総説

l)上野博嗣：アキレス腱周囲炎．整形形成外科診療

Q&A,六法出版． II: 1155 (1983) 

2)上野博嗣：足趾の変形，整形形成外科診療 Q & A. 
六法出版． II: 1229 (1983) 

3)村瀬鎮雄， 日高正八郎： CT像からみた脊椎脊髄外

傷整形外科 Mook.31: 93-111 (1984) 

4)藤井克之：コラーゲンの生化学における最近の話

題．整形外科基礎科学． 10: 383-384 (1983) 
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5)村瀕鎮雄：臼蓋形成術 shelfoperationの主な手術

手技と注意点ならびに適応について．整形形成外科診

療 Q&A.六法出版． II: 7 48-753 (1983) 

6) 室田景久：手指の骨•関節損傷．日整会誌．

58139-147 (1984) 

III. 学会発表

1)梶原敏英，室田景久，藤井克之，田尻健， Marvin,
L., Tanzer, S. and Nishimoto, K.：軟骨細胞における

プロテオグリカンの生合成，分泌機構に関する研究．第

56回日本整形外科学会． 4月．京都．

2)室田景久： （教育研修講演）手指の骨•関節損傷．第

56回日本整形外科学会． 4月．京都．

3) 日高正八郎，飯田勝訓，山本 勝，中島公和，笠間公

憲，上野博嗣：実験的化膿性骨髄炎に関する研究ー特

に複数菌について一．第 56回日本整形科学会． 4月．京

都．

4) 田尻 健，丸毛啓史，藤井克之，室田景久：軟骨細胞

の機能におよぽすコラーゲンマトリックスの影響．第

56回日本整形外科学会． 4月．京都．

5)大久保康一，室田景久，富田泰次，平松隆夫，高橋文

人，森山正敏，村井恒雄：難治性大腿骨広範欠損偽関節

に対する doublefree vascularized fibula grafts.第

56回日本整形外科学会． 4月．京都．

6)鈴木清之，室田景久，中島育昌，藤井正和．金尾 豊，

杉山 肇，村瀬鎮雄：変股症に対するオマリ一手術の

術後成績について．第 56回日本整形外科学会． 4月．京

都．

7)富田泰次，室田景久，大久保康一，谷 吉彦，高橋文

人：腕神経叢麻痺に対する肋間神経移行術の実験的研

究．第 56回日本整形外科学会． 4月．京都．

8)宮沢 寛，米本恭三，助川卓行，猪飼哲夫，室田景久：

不動化による筋の萎縮と電気刺激に関する実験的研

究．第 56回日本整形外科学会． 4月．京都．

9)平松隆夫，室田景久，富田泰次，大久保康一，高田警

嗣，中村信之： DIP関節より末梢での切断指再接着術

の遠隔成績．第 26回日本手の外科学会． 5月．福岡．

10)谷 吉彦： （シンボジウム）手のスポーツ外傷一統計

学的観察ー．第 26回日本手の外科学会． 5月．福岡．

11)富田泰次，室田景久，川田英樹，谷 吉彦，大久保康

ー，近藤秀丸，奥井光敏：外傷性屈筋腱皮下断裂 20例

の検討．第 26回日本手の外科学会． 5月．福岡．

12)室田景久： （教育研修講演）手の外傷性関節拘縮の処

置．第 26回日本手の外科学会． 5月．福岡．

13)大久保康一，室田景久，富田泰次，高橋文人．村井恒

雄，森山正敏： Wraparound flapの経験ー第 1報ー．

第 26回日本手の外科学会． 5月．福岡．

14)三井健二，室田景久，藤井克之，大森薫雄，勝又壮一，

大久保康一，根本文夫，村井恒雄：慢性関節リウマチに

おける骨萎縮度ー第 2報ー．第 27回日本リウマチ学

会． 6月．京都．

15)藤井克之，室田景久，梶原敏英，三井健二： RAにお

ける抗コラーゲン抗体の変動とその診断的意義．第 27

回日本リウマチ学会． 6月．京都．

16)富田泰次，室田景久，大久保康― :Wrap around 

flap with the tip of the distal phalanx. 7th sympo-

sium International Society of Reconstructive Mi-

crosurgery. 6月． NewYork. 

17)室田景久，大久保康一，平山雄義： Freevascular-
ized iliac bone grafting for aseptic necrosis of the 

femoral head. Congress Orthopaedicus Hungarian 

VII. 8月． Budapest.

18)村井恒雄，大森薫雄，勝又壮一，大久保康一，根本文

夫，室田景久，富田泰次：遊離血管柄付骨移植における

骨シンチグラフィーの役割．第 23回日本核医学会． 9

月．大阪．

19)室田景久，富田泰次，大久保康一，谷 吉彦，藤井克

之： Follow-upstudy of intercarpal fusion in Kien-

b1ick disease. 第 2回国際手の外科学会． 10月．ボス

トン．

20)富田泰次，室田景久，川田英樹，藤井克之，大久保康

-: Experimental and clinical studies on Jikei 

ceramic finger joint. 第 2回国際手の外科学会． 10

月．ボストン．

IV. 著書

l)室田景久：手の手術の項分担執筆．現代外科手術学

大系．中山書店． 15B: 326-401 (1983) 

2) 大森薫雄：骨•関節の RI の項分担執筆．新臨床整形

外科全書．金原出版． 1-A:163-176 (1983) 

V. その他

1)飯塚久晴，鈴木清之，富田泰次，司馬 立，近藤秀丸，

金尾 豊：広範な仙骨破壊を示した神経鞘腫の 1例．
関東整災誌 14:342-345 (1983) 

2)金尾 豊，藤井克之，加藤善久，名倉直良，飯塚久晴：

介達外力により発生した両側鎮骨骨折の 1例．関東整

災誌． 14:361-363 (1983) 

3)谷吉彦，猪飼哲夫，金尾 豊：離開骨端の包外転位

を合併した PIP関節側方脱臼の 1例．関東整災誌． 14:
316-319 (1983) 

4)高橋文人，室田景久，富田泰次，大久保康一，谷 吉

彦：正中神経高位分岐の 1症例．関東整災誌． 14:
437-439 (1983) 

5)丸毛啓史，藤井克之，大久保康一，近藤秀丸，田尻

健司馬 立，名倉直良，太田光宣：腰痛を初発症状と

し，脊髄腫傷と黄色靭帯骨化を合併した von Reck-

linghausen病の 1例．関東整災誌． 14:226-2300983) 
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脳神経外科学

教授：中村紀夫 脳神経外傷急性期，慢性期・

脳卒中・正常庄水頭症

助教授：鈴木 敬 脳神経外傷・スポーツ外傷

助教授：関野宏明 脳神経外傷・神経生理・機

能的脳外科

講師： 神田 龍一 脳神経外傷・神経系感染症

講師：橋本卓雄 脳卒中

研究概要

I. 頭部外傷急性期に関する研究

当教室におけるこれまで 10年余の実験的研究は，

今年度が文部省の科学研究費の最終年であること，

および研究計画の全体が一段落したことから， これ

を機会に綜括して研究成果報告書の形式にまとめ

た。

実験は 4段階の柱から構成されている。すなわち

第 1が並進加速度衝撃，第 2が頭部拘束回転加速度

衝撃，第 3が頭部無拘束矢状方向衝繋，第 4が頭部

無拘束側方向衝撃である。

その結果から柱の成果とそれに対する対策とが浮

きぽりとされたが， これを要約すると次のように言

える。

頭部に加わる衝撃が，直接短時間のうちに生命を

奪う条件として，①頭蓋粉砕骨折に伴う脳損傷，

②脳幹とくに延髄損傷，③頭蓋内血腫である。こ

のうちの①②に関しては，このような病態の発生を

極力予防する以外に対策がない。③については，出

来るだけ回転加速度衝撃を緩和することが望まれ

る。

頭蓋・脳外傷に関し， どの位の強さの衝撃が人間

を危険状態におとしいれるかは， 日常生活環境にお

ける安全を考慮する上でも必要な資料であるが，衝

撃の平均持続時間と強さとの相関曲線で，脳震盪を

指標として，人間の頭の衝繋耐性を決めることが出

来た。人頭は側方からよりも矢状方向からの衝撃に

対して，弱いと考えられた。

なお頭部外傷の重症度に関与する胸部外傷の重要

性についても検討された。

開頭術がおこなわれたあと骨弁を除去したままに

なっている患者が，頭部外傷をこうむることは甚だ

稀な出来事であるが，そのような 2症例がたまたま

発生した。その 1例はは CT上脳に出血などなかっ

たが，骨欠損部直下の脳の障害にもとづく永続性の

上肢麻痺を残した。第 2例は骨欠損部を疸繋してこ

こに出血した。 Jefferson骨折について， CTスキャ

ンが診断上大いに有用であることを報告した。

前頭葉の外傷は coup iujuryとしても，

contrecoup injuryとしても発生することがある。そ

の特徴は急性期よりも，慢性期の知的活動障害や性

格変化にある。これらの点を綜括的に検討した。

II. 頭部外傷慢性期に関する研究

小児の重症頭部外傷の予後は，成人に比較して良

好であるといわれている。しかし良い悪いという判

断の基準を，成人と同じ型で考えるのは正しくない。

臨床所見として，遠隔成績調査をおこなったところ，

いわゆる minimalbrain dysfunctionを残す例が多

い。実験的脳損傷を作成すると，脳浮腫は成熟動物

に比べて広範囲でしかも遷延しているので，臨床上

重症とみられやすいことが，一見予後良好にみえる

理由ではなかろうか。

外傷後のいわゆる植物状態については，従来から

社会的関心が寄せられて来たが，要因が何であれ，一

旦この状態におちいると，看護上も家族環境上も

種々の大きな問題をかかえることになる。そこで本

院および関連病院で経験した 43名について，調査を

おこなった。結果として，医療費の支払いよりも看

護介助費の負担が大きく，さらに家族に精神的負担

の大きいことが特筆されるべき問題となっていた。

そのほか頭部外傷について，頭蓋内圧と脳浮腫な

らびに脳腫張との関連を，綜説的に論じた。また難

治性の慢性硬膜下血腫に関して，血腫の生活史を乱

すようなクイミングに手術することも，一因になる

のではないかと推論した。

III. 脳腫瘍の研究

近年脳神経の慟きを物質レベルでとらえようとす

る動きが盛んである。その手法として生化学的アプ

ローチが新しい知見を次々と提供しているが，小脳

組織に特異的に多い分子量 30,000のポリペプチド

の同定をおこない， これが invivoに存在するリボ

シル化ヒスト ‘/Hlであることを定性的に証明し

た。この研究は腫癌マーカー研究の一里塚である。

脳腫揚は稀ならず髄腔内に播種されて転移する。

このような細胞は播種されてどのように発育してゆ

くかを，兎を用いて検討した。すると髄腔内に移植

された細胞は，脳室上衣・脳室内・頭蓋底にもっと

も着床しやすく，腫瘍塊を作りやすかった。これを

神経放射線学的に検索すると， CTでは 76%，拡大

血管撮影ではその半数の検出率であった。

各種脳腫瘍におけるシアル酸星・ガングリオシド
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組成・中性糖脂質組成などを検討した。

するとグリオーマとメニンヂオーマの間には差が

あり，グリオーマの中でもその悪性度によって差が

認められた。糖脂質組織変化から， lysosome酵素活

性の関連性が推測された。

臨床の問題として，偶然発見された石質化髄膜腫

の 1例を報告したが， このように症状を示さない脳

腫瘍が発見された場合に，脳神経外科医としてどの

ように対処するのがよいかを検討した。

眼裔腫瘍の手術について眼科との協力体制を綜説

的に論じた。

また頭蓋内圧九進を示す脊髄腫瘍を報告した。

IV. 脳血管外科

脳動脈瘤の発生・増大・破裂については，従来脳

血管の先天性素因に，高血圧・動脈硬化などの後天

的素因が重なっておこると考えられているが， とく

にその増大因子に関して，ガラス管モデルを用い，血

流の渦流状態をドップラー法で測定した。

脳血管閉塞に関しては，ラットを用いて自家凝血

片栓子による脳梗塞を作成し，その脳血管撮影像・

病理・脳血流量・脳源などを検討した。さらに脳の

局所的カテコールアミン量を測定した。病変は患側

のみならず，健側大脳にも発生していることが示さ

れた。

近年脳血管病変に対し，直達手術的治療が不可能

である場合に，動脈内からカテーテルを挿入し，病

変部を閉塞させる方法が普及して来た。頭蓋・頸推

移行部に発生した動静脈悽に対し， Debrun型の

balloonカテーテルを使い，臨床的に治癒させた 2

例を報告し，さらに推骨動脈の巨大動脈瘤にも応用

した 1例も報告した。

前大脳動脈終末部動脈瘤の 1例，中頭蓋裔硬膜外

海綿状血管腫の 1例，特発性脊椎硬膜外血腫の 1例

を報告した。

V. 神経学，その他

神経学的研究は当教室において従来から続けられ

ているが，今年度は Cheiro-oralsyndromeの報告

がなされた。症例は被殻出血と同側の口周および上

肢遠位端のしびれ感とを発生した。神経学的基礎理

論にもとづいて， この出血は責任病巣ではあるまい

と推察した。

小脳病巣により構語障害のおこることはよく知ら

れている。当教室では従来から小脳と言語障害につ

いて研究して来たが，今回これを綜括的に論じた。

正常圧水頭症の患者では，大脳のことに前頭葉の

機能障害が関与しているとは，以前から提唱されて

いるが，今回聴覚性脳幹電位を検査することにより，

脳幹にも機能障害のあることが推測された。

椎体前側面の異常骨化像を示す Forestier症の 1

例を報告した。

脳神経外科とおける開頭術後の出血は，術中充分

に止血したつもりでもなお発生する危険がある。こ

の術後出血について，発生機序・診断・予防などを

綜論的に報告した。

研究業績

I. 原著論文

1. 頭部外傷急性期に関する研究

l)中村紀夫，関野宏明，神田龍一，坂井春男，田口芳雄，

金子大成，谷 諭：重症脳外傷の一次性死因の解明

とその対策昭和 58年度科学研究費補助金研究成果報

告書．（1984)
2) Nakamura, N., Masuzawa, H., Sekino, H., Kono, 

H., Kikuchi, A. and Ono, K. : Which is the More 

Severe Impact on the Head : Sagittal or Lateral ? 

Head and Neck Injury Criteria-A Consensus 

Workshop. 61-68 (1984) 

3)坂井春男，神吉利典，布施隆治，中村紀夫：頭蓋骨欠

損のある患者の頭部外傷． NeurologicalSurgery.11: 
1093-1096 (1983) 

4)田口芳雄，諸岡暁，長山泰士，宇都宮隆一：

Jefferson FractureのCT所見． CT研． 4:716-717 

(1983) 

2. 頭部外傷慢性期に関する研究

1)八倉哲郎：小児の重症脳外傷後の可塑性ーその臨床

的・実験的一考察ー．小児の脳神経． 8:281-293(1983) 

2)中村紀夫，布施隆治，神吉利典：遷延性意識障害患者

（所謂，植物人間）の実態に関する調査研究．昭和 57年

度厚生科学研究費に係る研究事業報告．（1983)

3. 脳腫瘍の研究

1)小山 勉：ラット脳神経系の構成蛋白および小脳特

異的 30K蛋白 (ADPーリボ、ンル化ヒストン H1)．東京

慈恵会医科大学雑誌． 99:1-10 (1984) 

2)宇都宮隆一，神吉利典，中村紀夫：実験的髄液内移植

腫揚の生前検索法と発育形態に関する研究． Neur-
ological Surgery. 11: 1133-1138 (1983) 

3)篠田宗次，衛藤義勝：糖脂質と脳腫瘍一糖脂質組成

とその分解酵素とくに lysosome酵素ー． Brain and 
Nerve. 35 : 353-359 (1983) 

4)八塚 如，坂井春男：偶然発見された石灰化髄膜腫

の一例． NeurologicalMedicine. 19: 405-406 (1983) 

5) Ishikawa, H., Nagami, H., Kamio, M. and Suzuki, 

T : Single secretory granules contain both GH and 

Prolaction in pituitary mixed type adenome. Vir-

chows Arch (Pathol Anat). 399: 211-226 (1983) 

4. 脳血管外科

1)金子大成，諸岡 暁，神尾正己，真田祥ー：前大脳動
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脈形成異常に伴った前大脳動脈終末部動脈瘤の一例．

Neurological Sugery. 11 : 1193-1198 (1983) 

5. 神経学その他

l)篠田宗次，山岡龍平，関野宏明，中村紀夫，桃井国志：

同側被殻出血と同時に発症した cheiro-oral syn-

drome.神経内科． 19:162-165 0983) 

2)中村紀夫，加藤康雄，山口由太郎，神吉利典：くも膜

下出血後の ABR.厚生省特定疾患．正常圧水頭症調査

研究班．昭和 57年度研究報告書． 75-80(1983) 

3)金子大成，赤地光司，菊池哲郎，田口芳雄，中村紀夫：

Forestier病と後継靱帯骨化症の合併例．神経内科． 19:
199-201 (1983) 

II. 総 説

1)中村紀夫：前頭葉の外傷．月刊臨床神経学． 1:91-95 
(1983) 

2)中村紀夫：外傷性脳浮腫，後藤文男編「頭蓋内圧と脳

浮腫」： 305-311(1983) 

3)坂井春男：構音障害．月刊臨床神経学． 2:40-42 
(1984) 

4)小川武希，中村紀夫：術後出血．術前術後の合併症マ

ニュアル．「脳・神経」． 3:131-141 (1983) 

5)関野宏明：頭部外傷．外科． 45:1136-1142 (1983) 

6)関野宏明：頭部外傷．図説臨床小児科講座 6-1「神

経・精神・運動器疾患」： 162-169(1983) 

7)松崎 浩，中村紀夫：眼裔腫瘍の鑑別診断，日本医師

会雑誌． 90: 278-282 (1983) 

III. 学会発表

1)布施隆治，中村紀夫，結城研司，真田祥ー，阿部裕二，

望月和昭，長谷川芳男：難治の慢性硬膜下血腫．第 42

回日本脳神経外科学総会． 10月．大阪．

2)加藤康雄，小山勉，関野宏明，鈴木敬，中村紀夫：

いわゆる SilentBrain Tumorの手術適応について．

第 42回日本脳神経外科学総会． 10月．大阪．

3)山岡龍乎，山口由太郎，関野宏明，中村紀夫，馬目佳

信：頭蓋内庄充進症状で発症した脊髄腫掲の二例．第

10回日本脳神経外科学会関東地方会． 5月．東京．

4)小山 勉，山岡龍平，山口由太郎，神田龍一，関野宏

明：頭蓋内庄充進症状で発症した胸髄原発の diffuse
leptomeningeal gliomatosisの一例．第 11回日本脳神

経外科学会関東地方会． 9月．東京．

5)橋本卓雄，中村紀夫：脳動脈瘤の成因・増大・破壊に

関する研究．第一報．流体力学的検討．第 24回日本神

経学会総会． 5月．京都．

6)小川武希，金子大成，関野宏明，中村紀夫：自家凝血

片栓子による実験的ラット脳梗塞．ー局所脳血流量と

脳波の関連ー．第 24回日本神経外科学会． 5月．京都．

7)金子大成，小川武希，八倉哲郎，中村紀夫：自家凝血

片子による実験的ラット脳梗塞（第 2報）一脳血管撮影

と病理学的検討について一．第 8回日本脳卒中学会総

会． 6月．京都．

8)金子大成，田村 晃，関野宏明，中村紀夫：ラット中

大脳動脈閉塞における局所脳内 Catecholamineの変

化ーHPLC-ECD法による微量測定ー．第 24回日本神

経学会総会． 5月．京都．

9)宇都宮隆一，八倉哲郎，馬目佳信，関野宏明，中村紀

夫：右椎骨動脈より発生した tumorousaneurysmに

対する Debrun型balloonの一経験例．第 2回血管内

手術法研究会． 12月．名古屋市．

10)阿部聡小）1|武希，中原成浩，関野宏明： Spon-

taneous spinal epidural hematomaの一例．第 13回

日本脳神経外科学会関東地方会． 2月．東京．

11)尾上尚志，馬目佳信，加藤康雄，関野宏明，中村紀夫：

中頭蓋裔硬膜外海綿状血管腫の一治験例．第 12回日本

脳神経経外科学会関東地方会． 12月．東京．

12) Hashimoto, T., Sekino H., Nakamura, N. and 

Austin, G.M.: Intra-aneurysm flow dynamics in 

model aneurysm.第 6回アジア・オセアニア神経学会

議． 11月． Taipei.
13) Kaneko, D., Nakamura, N., Sekino, H., Tamura, 

A., Iwata, T. and, Yoshiura, M.: Changes in 

regional cerebral catecholamines following middle 

cerebral artery occlusion in the rat.第 6回アジア・

オセアニア神経学会議． 11月． Taipei.

14)小川武希，金子大成．関野宏明，中村紀夫：凍結損傷

におけるラットー側大脳半球脳浮腫モデルの検討．第

7回日本神経外傷研究会． 2月．大阪．

15)橋本卓雄，中村紀夫，鈴木 敬，中原成浩， Frowein,

R.A.：外傷性小脳出血の臨床的検討．第 7回日本神経

外傷研究会． 2月．大阪．

16)中原成浩，中村紀夫，結城研司，佐藤 醇，橋本卓雄：

高齢者の急性頭蓋内血腫とくに外傷性脳内血腫につい

て．第 7回日本神経外傷研究会． 2月．大阪．

17)中村紀夫，関野宏明，神田龍一，坂井春男他：側頭衝

撃による実験的頭部外傷ー第 3報．総括ー．第 42回日

本脳神経外科学会総会． 10月．大阪．

18)中村紀夫，関野宏明，神田龍一他：頭部外傷に及ぼす

胸部衝撃の影響に関する実験的研究．第 7回日本神経

外傷研究会． 2月．大阪．

19)橋本卓雄，中村紀夫：脳動脈瘤成因・増大・破裂に関

する研究．第 2報 VeinGrafted Aneurysm Modelに

よる検討．第 42回日本脳神経外科学会総会． 10月．大

阪．

20)馬目佳信．橋本卓雄，関野宏明，中村紀夫： SLEに

合併した nocardia脳膿瘍の一例．第 86回日本神経学

会関東地方会． 10月．東京．
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研究概要

I. 四肢先天奇形に関する研究

1. 四肢奇形における家系内発生例の検討

患者にとって，治療とともにその奇形が遺伝性の

ものか否かは，大きなウニートを占めている。当科

を受診した四肢奇形患者は 1358例であり， 115例に

家系内四肢奇形発生をみた。多指症は 448例中 50例

にみられ，手足罹患例に高率にみられた。また足罹

患例では 16例中 6例と母指列で高率にみられた。合

指症では足 73例中 4例全て母指を含む合指であっ

た。短指症では家系内発生例 11例中 10例は両側性

であり，手足例が 9例中 5例と高率であった。斜指

症 43例中 12例に家系内発生をみたが 11例は第 5

指中節骨短縮変形によるものであった。

2. 合指症とは

合指は単独に出現するだけでなく，種々の奇形と

ともに現われることが多く，形態にもいろいろのも

のがある。合指症を独立した疾患としてとらえる場

合， どのような合指を合指症とするのか，奇形の統

計やモニタリングを行なうさい，重要な問題となっ

てくる。我々は外見的に 5本の指を有し，合指罹患

手になんら随伴奇形を伴わない合指を， 1つの独立

した合指症と考え， このような症例について検討し

た。性差は男性が約 2倍多く，片側性が 43例，両側

性は 18例であった。罹患指は 3/4指が 46例 57手，

3/4/5指が 7例 12手であった。母指の癒合はみてい

ない。これらの中にも反対手に明らかな裂手をみる

もの，裂手への移行型を思わせるもの，足母指多指

を合併するものがあり， これらは異なるカテゴリー

に入れるべきものなのであろうか。更に症例を重ね

ての検討が必要である。

II. 顎・顔面骨の再構築に関する研究

乳幼児口蓋骨に加えた手術侵襲が，顎・顔面の発

育に種々の影響を及ぼすことは，最近の報告により

よく知られている。我々ぱ， 口蓋に手術侵襲を加え

ることによって顎・顔面の発育がどのように影響さ

れるかをみるため，幼若家兎の口蓋に対して種々な

手術侵襲を加え，これを硬組織学的に検討してきた。

今期は， 口蓋粘膜・骨膜の切除部位による影響をみ

るため，両側歯槽列に沿って粘膜・骨膜を切除した

群と口蓋中央部の粘膜・骨膜を切除した群の 2群を

作製した。検索方法としては，テトラサイクリンと

カルセインによる硬組織ラベリング法と顕微X線法

を用いた。骨動態の経時的変化と骨梁構造を観察し

検討した。両側歯槽列粘膜・骨膜切除群よりも口蓋

中央部粘膜・骨膜切除群では，顔面骨特に口蓋骨の

骨発育・骨改造の影響を受けていた。さらに，幼若

期から成熟期までの様々な月令に手術を施行した群

を作製し，検討中である。

III. 神経・筋に関する研究

神経損傷には， neurapraxia,axonotmesis, neur-

otmesisと程度により大きく分類でき，おのおのの

状態での変性，回復を究明するため第 2生理酒井敏

夫教授西島博明助手の指導の下で研究を行なって

し、る。

1. N eurotmesisについて

以前より組織の結合にフィブリン糊が報告されて

いる。このフィブリン糊が神経接着に可能であるか，

あるいはこのフィブリン糊の方が従来の縫合法より

良い結果をうることができるのかを究明するため以

下の実験を開始した。ラソトの坐骨神経を切断，直

ちにフィブリン糊にて神経接着を行ない経時的に神

経接合部の張力を測定した。その結果，数分後より

150 g/cm2の張力をうることができ，肉眼的には接

着可能であった。次に神経縫合群を対照とし， フィ

ブリン糊による神経接着後の神経再生につき以下の

検索を行ない検討する。

l) 生理学的検討

a) 神経伝導速度

b) 神経一筋のテタヌス剌激

2) 神経線維

SOSゲル電気泳動による神経構成蛋白の変動

3) 筋湿性重量

4) 神経接合部の光顕的・電顕的検索

2. N eurapraxiaおよび axonotmesis

特殊なクリ、ノプにより神経に軽微な圧を加え， こ

の実験モデルを作製した。このモデルが臨床例に近

いものであるか，電気生理学的検索を中心に長期の
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followを行ない，ほぼ満足する結果を得た。

IV. 振動反射に関する研究

第 2生理学酒井敏夫教授，本間生夫講師（現在昭

和大学第 2生理学助教授）の指導の下に昭和 54年に

開始した振動誘発反射に関する研究は，現在，皮膚

の機械的受容器を含めた手の末梢神経系に関する客

観的情報をうる検査法の確立の段階に近づいてい

る。

2種類の振動誘発反射，緊張性振動反射(TVR)と

外受容性振動誘発指屈曲反射 (VFR)の性質，特に

周波数特性，振幅特性，冷却効果，ハリによる抑制

効果，促通などに関する基礎的研究が行なわれた。さ

らに，手指掌側に植皮術を施行した患者，外傷によ

る末梢神経損傷の患者，絞拒性神経障害の患者，頸

腕症候群の患者などにおいて TVRとVFRを測定

して客観的な情報をうるという臨床応用が試みられ

た。

TVRとVFRはその反射弓が全く異なるため組

み合せて測定することにより，大きな情報をうるこ

とができる。特に VFRは手指の運動制御と密接に

関係し， したがって手の巧緻運動の評価に利用でき

ると考える。今後， この 2つの反射に関する知見を

さらに進めることにより，手の機能の神経生理学的

解明を進めていく。

V. 創傷治癒に関する実験的研究

1. 創傷治癒過程におけるコラーゲン動態

現在まで，創傷治癒における文献は，数多くある

が， コラーゲンに関しては，最近，盛んになって来

た分野の為詳しくは述べられていない。そこでコ

ラーゲンを研究するにあたり，まず，実験モデルで，

創傷治療の段階とコラーゲンが， どう関わっている

か，検討している。

2. 人コラーゲン抗体による肥厚性搬痕の観察

ラットを用い，人コラーゲンに対する螢光抗体を

作製し，手術にて得られる肥厚性搬痕を染色する。こ

の事により，人の性別，部位，年齢などにより，搬

痕の性格がある程度把握できる。現在実験中である。

VI. スポーツ外傷に関する研究

スポーツ外傷，特に顔面外傷について，当教室開

設以来約 15年間の統計的観察をおこなった。また手

のスポーツ外傷については， ことにサッカー選手の

手の外傷をまとめている。

サッカー競技とスボーツ障害について， 日本サッ

カー協会医事委員会の協力の下に，発育期小児の

サッカー障害について検討を加えた。
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3)大畠 襄：骨粗髭症の地理的分布の項分担執筆．藤

田拓男編：骨粗繋症一基礎と臨床．協和企画通信．

19-26 (1983) 

4)大畠襄，新橋武，猪熊勉：スボーツ外科学ース

ポーツ外傷・顔面の項分担執筆．浅見俊雄他編：現代体

育・スポーツ大系第 11巻スポーッ医学，講談社．

106-111 (1984) 

5)大畠 襄：サッカーの科学一医学的研究の項分担執

筆．浅見俊雄他編：現代体育・スボーツ大系第 24巻

サッカー，ホッケー，アイスホッケー．講談社．

75-77 (1984) 
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心臓外科学

教授 ： 新 井 達 太 心臓外科学

研究概要

I. 心臓外科における超音波応用に関する研究

1. 超音波心臓診断法・とくにパルスドプラ法

(PDE)の臨床的研究

従来観血的方法でのみ知りえた逆流や短絡などの

評価を心断層エコー (UCT)•PDE 複合装置を用い

て非観血的に行いその臨床的有用性を確認した。

1) 大動脈弁逆流 (AR)について；左室内マッピ

ング法で逆流の広がりや方向性を検出し，大動脈造

影所見 (AOG)との良い対応を確認した。更に PDE

で左心室と右心室の駆出血流量を算出，その差から

＂逆流量＂を定量的に求めこの値が AOGとよく相関

することを示した。

2) 心室中隔欠損症 (VSD)について；短絡血流

を検討し従来の UCTのみによる解剖学的診断の精

度を向上させた。又肺血流量，体血流量を血流速度

と大血管の断面積から求めて短絡量の指標となる肺

体血流比 (Qp/Qs)を算出した。この値はカテーテ

ル法から算出された Qp/Qsとよく相関した。

3) 僧帽弁狭窄症 (MS)について；僧帽弁口流入

血パクーンを 4型に分類して検討した結果，房室弁

圧較差，弁及び弁口変化，心機能を総合した MSの

重症度の判定にこの流入パターンが有用であること

を示した。

4) 冠動脈内血流の研究；術中に UCTにて冠動

脈を摘出する方法を開発し冠動脈外科に応用，更に

ドプラ断層法 (2-D.Doppler)を用いて冠動脈内血

流のカラー表示化とその定量的評価を研究中であ

る。

2. 超音波が心機能に及ぼす影響・超音波心筋剌

激法 •Ultrasonic myocardial stimulation 

CUMS)の実験的研究

心臓外科領域における超音波応用は専らその診断

的利用に限られていたが，心臓への超音波照射が心

機能を高めるとの報告があり， Neelymodelを用い

検討中である。

く，この点につきラットによる Neelymodelを用い

て検討した。心停止中 20℃に維持した群が再灌流後

の心拍出量の回復率が最も高く，又灌流終了時の乳

酸値が有意に低値である事と合わせて臨床への重要

な示唆を得た。（なお本研究及び 1-2は現青戸分院内

科望月正武講師のご協力を得て行った。）

2． 心筋の復温過程と reperfusioninjuryに関す

る研究

心停止中に低温に維持されていた心筋は，大動脈

遮断解除時に repertusioninjuryを起こすといわれ

この予防が重要な課題となっている。そこで雑種成

犬を用いた体外循環下右心バイパス法を用い各種温

度での再灌流後に心機能を測定して最適な復温方法

を検討している。

3. 心筋保護における連続的心筋内 pHモニター

の研究

心停止下における心筋の保存状況を連続的かつ適

確にモニターする確立された方法はない。そこで心

筋保存状況のモニターとして心筋内 pHに注目し，

その有用性を実験的に検討している。実験設定は II

-2と同様に右心バイパス法で微小ガラス電極を左

室壁下心筋内に縫着して行った．（なお実験 11-2,-3 

は東京女子医科大学心臓血圧研究所公募実験課題と

して実施した。）

III. 人工弁・弁膜症に関する臨床的研究

1. 房室弁置換術における機械弁と生体弁の比較

検討

多数の臨床例を検討して以下の結論を得た。

1) 生体弁である Ionescu-Shiley (I.S)弁は

Bjork-shiley弁や SJM弁といった機械弁に較べ術

後高い CardiacIndex（心係数）を呈する症例が多

し、

2) 遠隔期のペーシング負荷法でも I.S弁の方が

機械弁よりも頻拍への対応が良い。

3) MSとMR（僧帽弁閉鎖不全症）を比較すると

MS群で 1.S弁の方が一層有利な血行動態を呈す

る。

4) 弁サイズでは， 29,31mmで I.S弁の方が非常

に良好な血行動態と弁機能を呈する。教室ではこれ

らの結果に基づき房室弁置換術に I.S弁を第 1選択

として使用し良好な結果を得ている。

II. 心筋保護に関する研究 2. 僧帽弁狭窄症について

1. 心停止中の心筋至適温度の実験的研究 僧帽弁狭窄症再狭窄に対する再手術における危険

現在，開心術は心停止液による心停止下で行うが 因子とその対策を示した。又，肺高血圧症 (PH)を

「心停止中に心筋温を何度に維持すれば術後に最良 呈する MSの外科治療につき検討を加え， PH例で

の心機能が得られるか？」という問題には定説がな も適切な交連切開・腱索乳頭筋切開が有効であるこ
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とを示した。

IV. 心臓外科におけるコンピュータ (CPU)応用に

関する研究

1. CPUによる左心室局所壁運動 (LVSWM)の

解析

MS及び大動脈弁置換術 (AVR)について，予ね

てから開発してきた DeckPDP-11による左室造影

自動解析システムを用いて検討し，以下の諸点を明

らかにした。

1) MSについて； ①術前 LVSWMは全分画

で低下し，特に弁下狭窄の強い病型ほどその低下は

著しい。②直視下交連切開術(OMC)により弁下狭

窄の比較的弱い度型では，術後 LVSWMは全分画

で改善されるが弁下狭窄の強い病型では全く改善さ

れない。③しかし弁置換術 (MVR)を行うと弁下

狭窄の強い例でもその LVSWMは充分に改善され

る。従って術後の左心機能を LVSWMから考える

と弁下狭窄の強い MSには MVRの方が有効であ

る。

2) AVRについて； ①術前全区画がほぽ均一

に障害されているが術後は anterolateral, poster・

obasa]での改善が良好である。②術後 LVSWM

の改菩の度合と術前の左室駆出率 (E.F)に相関はな

い。③弁サイズから術後の LVSWMを見ると 21,

23mmなど小さい弁の使用例ほどその改菩は良好

である。

2. CPUによる心機能の解析

現在実施している II-2,-3などの動物実験に合わ

せ DeckPDP-11を使用した心機能曲線とその回復

率を出力する独自の心機能解析プログラムを作成し

研究している。

V. 開心術後の心肺機能に関する研究

1. 開心術後の血漿膠質浸透圧 (COP)の変動に

関する臨床的研究

開心術後の低心拍出量症候群 (LOS)の病態生理

を解明して治療に応用する目的で COPに着目し，

多数の開心術例で検討を重ねてきた。そして術後管

理における COPの測定は LOSと急性肺水腫の早

期発見，体液水分バランスの把握，術後重症度と生

存予後の判定などの指標として非常に有用であるこ

とを明らかにした。

2. 重症不全心に対するダイナミックパッチ型人

工心筋 CD-PATCH)の左室補助効果に関す

る実験的研究

広範心筋梗塞の手術で左室壊死部を切除しパッチ

閉鎖する方法はその切除範囲が大きい程手術直後の

LOSは避けられない。この LOSを乗り切るため，

パッチ自身が左室内圧に同期して収縮期に左室内腔

ヘ膨隆する D-PATCHを開発その左室補助効果

を成犬を用いた右心バイバスモデルで検討し良好な

結果を得ている。（なお本研究は埼玉医科大学第 1外

科尾本良三教授のご指導を得て行った。）

VI. 人工心肺に関する研究

1. 拍動流効果を有する膜型肺の臨床的検討

拍動流効果をもつ新しい膜型肺 (Inter-pulse肺

IP肺）を Shiley気泡肺， TMO肺と臨床的に比較検

討し血小板，白血球の動態に差異を認め更に検討中

である。

2. 体外循環後血液の有効利用について

心臓手術時の輸血量を減らす努力は医学的，社会

的に極めて大切であり， この為体外循環終了時に人

工心肺に残る多量の稀釈血液を新たに開発されたホ

ロファイバー型血漿分離装置を用いて濃縮し安全か

つ有効に利用する方法を研究中である。

VII. ペースメーカー (PM)に関する研究

1. 電極間抵抗値測定によるリチウム電池 PM

の寿命予知

教室にて植込み手術を行った 187個のリチウム電

池 PMについて，電池消耗予知と正確な交換時期決

定のためオシロスコープによる剌激波形の分析から

電極間抵抗を測定する新しい方法を考案，その臨床

的有用性を示した。

2. 心房・心室順次剌激型 PM(A-V Sequential 

PM)の臨床的検討

従来の心室剌激型 PMよりも生理的であるとし

て開発された A-V Sequential PMについて，その

臨床的効果と合わせて電極問抵抗，心房・心室剌激

閾値の経時的変化などを測定し検討している。

研究業績

I. 原著論文

1. 心臓外科における超音波応用に関する研究

l)宮沢総介，鈴木茂，佐々木達海．中村譲，森田紀

代造，水野朝敏，新井達太：大動脈弁閉鎖不全症の大勤

脈造影所見と超音波パルスドプラ所見の比較検討．第

25回臨床心臓図学会予稿集． 62(1983) 

2)森田紀代造，鈴木 茂，佐々木達海，宮沢総介，水野

朝敏，堀口 徹，新井達太：超音波パルストプラ法によ

る大動脈弁閉鎖不全症の評価・大動脈造影所見との比

較検討．第 27回臨床心臓図学会予稿集． 280983) 
3)宮沢総介，久米弘洋，松井道彦，堀越茂樹，鈴木 茂，
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丸山浩一，小机敏昭，杉田洋一，中野雅道，中村 譲，

佐々木達海，益子健男，古川 仁，橋本和弘，江本秀斗，

森田紀代造，前田 潔，新井逹太：僧帽弁狭窄症•前後

交連側弁下病変の重症度分類と手術・心断層エコー図，

左心室造影所見と手術所見の対比検討．日胸外学会誌．

31: 1107-1114 0983) 

4)中村譲松井道彦，鈴木茂，宮沢総介，橋本和弘，

堀口 徹，新井達太：僧帽弁狭窄症の超音波パルスト

プラ法による重症度分類．日胸外学会誌総会号．

68 (1983) 

5)宮沢総介，鈴木茂，佐々木達海，中村譲，森田紀

代造，新井達太：心室中隔欠損症の部位診断における

バルスドプラ心断層複合装置の有用性．日超医誌． 43:

455-456 (1983) 

6)鈴木茂，佐々木達海，中村譲，宮沢総介，森田紀

代造，水野朝敏，高安英樹，新井達太：心内短絡および

弁逆流，狭窄にみられるいわゆる＇＇両方向性＂ドプラ信

号の再検討．第 28回臨床心臓図学会予稿集． 180984)

2. 心筋保護に関する研究

l)丸山浩一，益子健男，前田 潔，中野雅道，新井達太，

望月正武，小笹春樹，石川真一郎：心停止中の心筋至適

温度の実験的検討． 日胸外学会誌総会号． 332(1983) 

3. 人工弁，弁膜症に関する臨床的研究

l)小机敏昭，久米弘洋，松井道彦，鈴木 茂，丸山浩一，

杉田洋一，中村譲，中野雅道，佐々木達海，宮沢総介，

古川 仁，森旧紀代造，鈴木和彦，新井達太： Ionescu
-Shiley bovine pericardia! xenograft valve (ISPX) 

による房室弁謹換術の経験 •Bjork-Shiley, SJM弁と

の弁機能の比較検討． 日胸外科学会誌． 31:480-489 

(1983) 

2)小机敏昭，鈴木 茂，新井達太：僧帽弁置換における

機械弁(Bjork-Shiley弁， SJM弁）と生体弁(Ionescu

-Shiley弁）の比較検討．人工臓器． 13:46-49 (1984) 

3)小机敏昭，堀越茂樹，鈴木 茂，中野雅道，佐々木達

海，宮沢総介，益子健男，古川 仁，森田紀代造，新井

達太：僧帽弁狭窄症再手術の危険因子からみた適応と

手術のエ夫． 日心血外会誌． 13:146-148 (1983) 

4. 心臓外科におけるコンピュータ応用に関する

研究

1)橋本和弘，松井道彦，鈴木茂，小机敏昭，佐々木達

海，宮沢総介，古川 仁，鈴木和彦，木内宗三郎，新井

達太，藤岡良行，小西辰男：コンピューターによる左室

局所壁運動からみた僧帽弁狭窄症の手術術式の検討．

日胸外会誌総会号． 378(1984) 

2)橋本和弘，鈴木茂，小机敏昭，佐々木達海，木内宗

三郎，水野朝敏，新井達太：大動脈弁置換術後のコン

ピューター解析による左室局所壁運動の検討．人工臓

器． 13:287-290 (1984) 

5. 開心術後の心肺機能に関する研究

1)杉田洋一：開心術後の血漿膠質浸透庄 (COP)の変

動に関する臨床的研究 •COP からみた LOS の病態生

理と術後管理における COP測定の意義．日胸外会誌．

31 : 499-514 (1983) 

2)新井達太，杉田洋一，江本秀斗：開心術後における肺

間質水分量 (EVLW)の変動に関する研究．外科治療

48: 647 0983) 

3)江本秀斗，許 俊鋭，山中英雄，高本真一，上田恵介，

横手祐二，尾本良三，見目恭一，仲野 孝：ダイナミ y

クパッチ型人工心筋及びカウンターパルセーション併

用法の残存心筋機能に対する補助効果の研究．人工臓

器． 13:178-182 0984) 

4)江本秀斗，許 俊鋭，山中英雄，高本真一，上田恵介，

横手祐二，尾本良三，見目恭一，仲野 孝：重症不全心

に対するダイナミ y クバッチ型人工心筋 (D

-PATCH)およびカウンターパルセーションの併用効

果に関する研究．心臓． 15:1326-1327 (1983) 

6. 人工心肺に関する研究

l)森田紀代造，小机敏昭，佐々木達海，鈴木和彦，新井

達太：拍動流効果を有する Inter-pulse膜型肺と

Shiley気泡型肺， TMO肺の臨床的比較検討．人工臓

器． 13:556-559 0984) 

7. ペースメーカー (PM)に関する研究

l)堀越英樹，鈴木茂，宮沢総介，古川仁，水野朝敏，

新井達太：リチウム電池ペースメーカーの寿命予知に

おける電極間抵抗値測定の有用性．人工臓器． 13:

355-358 (1984) 

II. 総説

l)新井達太：人工弁・機械弁と生体弁．外科診療． 26:

48-54 (1984) 

2)中村譲，久米弘米，丸山浩一，鈴木茂，小机敏昭，

佐々木達海，宮沢総介，森田紀代造，水野朝敏，堀ロ

徹，新井達太：心臓粘液腫の診断と治療． 日心血外会

誌 13:358-359 (1984) 

3)新井達太，川島康生：後天性心疾患．メディカルトリ

ビューン．循環器疾患版 (Circulationto-day). 

34-37 (1983) 

III. 学会発表

1)鈴木茂，久米弘洋，丸山浩一，小机敏昭，中村譲，

佐々木達海，宮沢総介，水野朝敏，木内宗三郎，新井達

太：超音波パルスドプラ法による感染性心内膜炎の診

断と手術．第 83回外科学会総会． 4月．大阪．

2)杉田洋一，久米弘洋，丸山浩一，中村譲，古川 仁，

江本秀斗，森田紀代造，鈴木和彦，新井達太：開心術後

のLOSにおける左心拍出量右心拍出量較差に関する

検討．第 83回外科学会総会． 4月．大阪．

3)鈴木茂，佐々木達海，中村譲，宮沢総介，森田紀

代造，堀口 徹，新井達太：コントラストドブラ法の

アーチファクトの検討．第 20固日本超音波医学会総

会． 5月．東京．

4)中村譲，鈴木茂，佐々木達海，宮沢総介，新井達

太：右左短絡優位の心房中陽欠損症の超音波パルスド

プラ所見．第 20回日本超音波医学会総会． 5月．東京．

5) Arai, T.: Operation results of combined aortic 

and mitral valve diseases. VIIIth Asian-Pacific 

congress on Diseases on the Chest. 7月．東京．

6) Arai, T.: Right Ventricle Myxoma. XVI World 
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Congress of the International Society for Cardio 

-Vascular Surgery. 9月． Riode Janeiro. Brasil. 

7) Maruyama, K., Mochizuki, S., Ishikawa, S., 

Ozasa, H., Nakano, M., Mashiko, T. and Arai, T.,: 

Effect of temperature during potassium cardio-

plegic arrest upon function recovery. VIIIth. 

Asian-Pacific Congress on Cardiology. 11月．台北．

8)松井道彦： （シンボジウム）「医療におけるマイコン

の活用」信号処理（心電図，脈波解析など）．第 100回

成医会総会． 10月．東京．

9)鈴木 茂，堀越茂樹，小机敏昭，宮沢総介，森田紀代

造，新井達太：心臓外科手術における超音波検査法の

有用性．断層法，コントラスト法，パルスドプラ法によ

る弁膜症の詳細な術前診断とその手術．第 45回日本臨

床外科医学会総会． 11月．広島．

10)中村譲，堀越茂樹，鈴木茂，宮沢総介，新井達太：

心房中闊欠損症の超音波パルスドプラ所見・術前術後

の比較検討．第 45回日本臨床外科医学会総会． 11月．

広島．

11)小机敏昭，中村 譲，宮沢総介，森田紀代造，新井達

太：肺高血圧を伴う僧帽弁狭窄症の臨床像に関する検

討．第 45回日本臨床外科医学会総会． 11月．広島．

12)堀越茂樹，小机敏昭，中村 譲，宮沢総介，益子健男，

古川 仁，若林研司，新井達太：大動脈閉鎖不全を伴う

上行大動脈瘤の手術経験．第 36回日本胸部外科学会総

会． 11月．京都．

13)中野雅道，堀越茂樹，小机敏昭，益子健男，鈴木和彦，

水野朝敏，新井達太：血中，組織中ジゴキシン濃度から

みた術前のジゴキシン投与法と術後不整脈に関する臨

床的検討．第 36回日本胸部外科学会総会． 11月．京都．

14)堀越茂樹，小机敏昭，佐々木達海，中野雅道，益子健

男，古川仁，堀口徹，若林研司，新井達太： De

Bakey I, II型解離性大動脈瘤に対する手術経験．第 14

回日本心臓血管外科学会総会． 2月．東京．

15)小机敏昭，堀越茂樹，鈴木 茂，中野雅道，佐々木達

海，宮沢総介，益子健男，古川 仁，森田紀代造，新井

達太：重症僧帽弁狭窄症の手術適応と成績．第 14回日

本心臓血管外科学会総会． 2月．東京．

16)宮沢総介，鈴木茂，佐々木達海，中村譲，森田紀

代造，水野朝敏，新井達太：術中心断層エコー図法によ

る冠動脈の描出とその意義．第 28回臨床心臓図学会． 3

月．福岡．

17)宮沢総介，鈴木 茂，佐々木達海，中野雅道，森田紀

代造，堀口 徹，水野朝敏，望月吉彦，新井達太：心室

中隔欠損症手術適応決定に関する超音波バルスドブラ

法の有用性．第 84回日本外科学会総会． 3月．京都．

18)鈴木茂，佐々木達海，宮沢総介，森田紀代造，堀ロ

徹，新井達太：心臓外科手術時モニターとしての経食

道ェコー断層法の効用．第 84回日本外科学会総会． 3

月．京都．

IV. 著書

l)新井達太，鈴木 茂：先天性心疾患の項分担執筆．外

科学（第二版）．朝倉書店． 381-405(1983) 

V. その他

l)中野雅道，久米弘洋，松井道彦，丸山浩一，鈴木 茂，

小机敏昭，杉田洋一，中村 譲，佐々木達海，宮沢総介，

古川 仁，森田紀代造，新井達太：冠動脈口が正常の位

置にある AnnuloAortic Ectasiaに対する Bentall手

術の経験． Bentall手術における冠血行再建について．

日胸外会誌． 31: 955-961 (1983) 

2)古川 仁，小机敏昭，中野雅道，森田紀代造，鈴木和

彦，水野朝敏，新井達太：動脈管開存症を合併した先天

性房室ブロックの一治験例．第 46回日本胸部外科学会

関東信越地方会． 6月．東京．

3)中野雅道，松井道彦，堀越茂樹，鈴木 茂，小机敏昭，

宮沢総介，鈴木和彦，水野朝敏，新井達太：左房切開に

より動脈側房室弁置換， VSD閉鎖を行った修正大血管

転位症 (IDD)の一治験例．第 47回日本胸部外科学会

関東信越地方会． 9月．筑波．

4)益子健男，堀越茂樹，鈴木 茂，小机敏昭，佐々木達

海，宮沢総介，古川 仁，森田紀代造，木内宗三郎，新

井達太：血栓 Bjork-Shiley 弁に対する throm•

bectomyの一治験例．第 48回日本胸部学科学会関東

信越地方会． 12月．東京．

5)鈴木和彦，堀越茂樹，中野雅道，宮沢総介，森田紀代

造，水野朝敏堀口 徹，望月吉彦，新井達太： Subar-
terial VSDを合併した左冠動脈右房痩の一治験例：

第 49回日本胸部外科関東信越地方会． 2月．東京．
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第 1産婦人科学

教授：蜂屋祥一 子宮内膜の機能的器質的変

化・不妊症・避妊

教授 ： 矢 花 秀 文 胎児発生学

助教授：久慈直志 妊娠代謝異常・新生児産科

の生化学

助教授：寺島芳輝 産婦人科病理・卵巣腫瘍

講師：安田 允 卵巣腫瘍・細胞診

講師：楠原浩二 不妊症・嫌人科

講 師：森本 紀 産婦人科画像診断・卵巣腫

癌

講師：小浜良彦 産科合併症

研究概要

教室の主要な研究は生殖生理学 (Reproduction),

産科学，婦人科腫瘍学の 3部門に別けられるが，以

下それぞれについて概略する。なお，前号同様各研

究分野の責任者名をそれぞれ付した。

I. 生殖生理学 (Reproduction)に関する研究

1. 平滑筋収縮機構に関する研究（落合和彦）

従来より，子宮平滑筋収縮機構について， chemi-

cally skinned fiber（化学的形質膜剥離標本）を用い

て検索をすすめ， Ca廿受容蛋白である Calmodulin

(CM)が，分子生物学的なレベルでの収縮現象に大

きな係わりを持っている事を示唆してきた。そこで

本年度は，（1)分娩時に強大な収縮力を発揮する子

宮乎滑筋の，細胞内 CMの変動は，何に起因してい

るのか，（2)妊娠期間中に大きく変動する内分泌環

境が，収縮系にいかなる影響を及ぽしているかにつ

いて，研究を行った。

(1) 絨毛組織中の CM:人工妊娠中絶術及び，正

常分娩によって得られたヒト胎盤絨毛について，

Yazawa等の方法に準じ抽出を行い，生理学的性質

について検討を行った。絨毛組織中の CMは，妊娠

初期絨毛では， 4.8士1.4μg/g tissueであるが，正常

満期産胎盤では， 307.7土88.2μg/g tissueと， 100倍

前後の増加を見，同時に検討を行った， Rat胎盤にお

いても，妊娠末期に急増する傾向が見られた。この

CMは，おそらく子宮筋細胞内 CMのcontrol及び，

Phospholipaseふ活性化にはたらき， PGs合成促進

因子となる可能性が示唆された。

(2) 内分泌環境の収縮系への関与：去勢ラット

に，種々のホルモン感作を行い，血中ホルモ｀／動態

を，妊娠中と同様に設定し， skinned fiberによる

Catt惑受性を比較した。妊娠初期類似群では，わず

かに Catt感受性は低下し，末期類以群では，感受性

の九進が見られたが，その程度は妊娠時にくらべ，は

るかに小さなものであった。以上の結果は，従来，内

分泌環境による収縮性の変化は，膜電位の変化に由

来するものとされていたが，収縮系に対しても何ら

かの影響をもたらしている可能性も示唆されたと同

時に，妊娠時の収縮性の変化は，内分泌環境以外の

胎児，胎盤系の関与が考えられた。

2. 黄体機能と着床期子宮内膜形態との関連に関

する研究（楠原浩二）

通常不妊患者の黄体機能は Progesterone(P •)分

泌より判定される。これが，妊娠成立に重大な意義

を有する着床期の内膜に実際どのように反映される

か検討した。

排卵性不妊 122例で，① BBTの 測 定 ② LH,

FSH, E2, P4を経日的に定量し，③同周期の着床

期に内膜診を行い，前記諸ホルモン分泌動態と内膜

像との関連を分析した。

① P4レベルが黄体期の初ー中ー後期とも con-

trolの (M-SD)以上を有する黄体機能正常例は 78

例•63.9% で，うち内膜日付診一致型は 48 例 •61.5%

にすぎず，他は遅延型 18例，腺と間質がアンバラン

スな分離型 9例であった。② P4分泌低下より黄体

機能不全とした例は 44 例 •36.1% で，以下の 3 型に

分類し得た。 (i)A型 (13例） ：本型は P4が黄体初

期 3.7士1.4ng/ml,中期 6.5士2.7ng/ml,後期 4.9土

2.5 ng/mlと各時期とも低値で黄体の形成・維持の

不全が考えられた。その内膜像は遅延型 8例，分泌

不全型 5例であった。 (ii)B型 (12例） ：本型は P4

が初期 4.1士2.2ng/ml,中期 7.9士1.3ng/mlと低値

であるが，後期 13.5士2.5ng/mlと上昇し正常範囲

内に入る型で黄体形成の遅延が原因と考えられた。

うち 11例は内膜遅延型を示した。 (iii)C型 (19

例）：黄体初ー中期は正常な P4レベルを維持する

が後期では 5.1士1.9ng/mlと急速に低下し，黄体の

維持不全を示す型で，その内膜は 4例は遅延型であ

るが 15例が正常型を示した。これは内膜診実施まで

のP4分泌が良好であったためである。以上を要約

すると正常な黄体機能例の％に内膜異常が出現する

事，逆にC型の如く着床期の内膜が正常でもそれ以

降の P4分泌に問題がある例が存在する事が明らか

となった。

II. 産科学に関する研究（久慈直志）

妊娠中の代謝異常は胎児および分娩後の新生児の

発育に重大な影響を与え，特に代謝の甚礎である糖
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質の変化と，偶発合併症に際し投薬された薬剤は臨

床上重要であるので，この方面の研究を主として

行った。

過去糖質・脂質代謝異常に関する研究を重ねて来

たが妊婦のスクリーニングにヘモグロビ‘/A1と同

時に他の糖化蛋白を測定することにより， より一層

の効果を求める可能性を認め，これを発表した。

妊婦に投与された薬剤は催奇性のみが問題とされ

るのではなく，妊婦の代謝を変化させることによっ

て問接的に胎児に障害を与える可能性を明白にし，

成医会の宿題報告とした。

更にこの研究を行っているとき，血清中に補体よ

り低分子で殺～静茜能のある物質が存在することを

知り，またこの殺茜能の低下が化学療法などで com-

promized hostとなった患者では臨床症状の発現に

先立って出現することを知り，その本態について研

究中である。

妊婦の偶発合併症が手術を要するものである場

合，また内分泌疾患を持つ患者の術前術後管理につ

いての研究をまとめ，綜説的にこれを発表した。

III. 婦人科腫瘍に関する研究（寺島芳輝）

1. 腫瘍マーカーに関する研究（木村英三）

1) 新しい腫瘍マーカーの検索

(1) 動物実験：ラット胎盤より新しい癌胎児関連

a蛋白を分離精製した。この蛋白は，正常でも微量

存在するが，担癌動物，妊娠，胎仔血清中で増加し，

物理化学的性状は，分子量 75万，等電点 4.9,E怜m

(280 nm)= 9.0,易動度 a2である。 PAP法にて，こ

の a蛋白は AH66肝癌細胞新生ラット肝臓に局在

することが確認された。またマウスと交叉反応性を

有する。

(2) ヒト卵巣癌に関する実験：上皮性卵巣癌を抗

原とし，家兎を免疫して得た抗血清を正常ヒト血清，

臓器ホモジネートなどにて吸収し， Double

immunodiffusionレベルで，抗原とした卵巣癌組織

ホモジネートおよび卵巣癌のう腫内容液とのみ反応

する特異抗血清を得た。この抗血性と反応する物質

はAFP,CEA, SP,, SP3, Ferritin, CRPなどとは異

なることが判明し，新しい上皮性卵巣癌関連抗原で

あることが示唆さ れた。またこの物質は Im-

munoelectrophoresisにて f3位の易動度を示し Se-

phadex G-200 column chromatographyにて，分子

量 70-90万の高分子物質であることが確認された。

現在，本物質の分離精製をすすめるとともに， より

抗体価の高い抗血清を作成中であり，今後，感度の

よい検出方法の開発により，癌患者血清レベルでの

免疫学的診断法への応用も可能であると考える。

2) 卵巣癌関連抗原 CA125の臨床的意義の検討

近年 R.C.Bastらによって，上皮性卵巣癌に特異

性の高いモノクローナル抗体 OC125が作成され，そ

の対応抗原 CA125を検出する RIAが開発された。

我が国におけるパイロットスタディとして，臨床的

意義を検討し，次の結果を得た。健常人は男性 7.3士

5.5v/ml (n=50)，女性 14.2士12.2v/ml (n=80)で

あった。 35v/m]以上を陽性とすると，各婦人科疾患

における陽性率は，健常人 0.77%，子宮筋腫 12.7%,

卵巣良性腫瘍 20.0%，子宮頸癌 12.0%，子宮体癌 27.

3%に対し卵巣悪性腫瘍では 83.3%と高率で，本疾

患のスクリーニングとして有力であることが判明し

た。さらに， followupの指標としての有用性につき

検討中である。

2. 卵巣悪性腫瘍の治療大系の確立

基礎及び臨床を中心に

（寺島芳輝，安田 允，森本紀，落合和徳，中田

裕信，乾裕昭，芳岡三伊，横川智之，中林豊，磯

西成治）

臨床例は過去教室にて治療した卵巣悪性腫瘍 730

例を組織別（上皮性 465例，胚細胞性 265例），治療

別，臨床期別に予後成績を検討した。効果判定とし

ては日本癌治療学会卵巣がん化学療法の直接効果判

定基準に従うと共に，累積生存率を求め，予後に及

ぽす諸因子をレトロスペクティブに検討した。

一方基礎的には未分化胚細胞腫より得られた

JOHYL-1細胞株を用い腹水型とし，腹水の発生機

序並びに播種性転移を解明すると共に腹水合併例の

実験モデルとして利用した。また， ヌードマウス移

植系を用い，各種制癌剤を投与し実験化学療法と感

受性試験をコロニー形成法， dyeexclusion method, 

ステロイドホルモン依存性の検討を行った。

3. 成績

(1) 早期癌 (stageI癌）の治療： stage別の 5生

率は lai83%, laii 81%, lbi 85%, le 65%であり，

stage laiとleに有意差が認められた。また腫瘍被膜

破綻については lai+lbiとlaii+lbiiの5生率を比

較したところ有意差は無かったが， 10生率では有意

にstagelai + !biの被膜非破綻例の予後が良好で

あった。術後療法では放射線療法と化学療法を比較

検討した結果，両者に有意差は認められなかった。し

かし，腹水を合併する stageleでは化学療法群が放

射線療法群に比べ予後良好の結果を得た。一方低悪

性度群の予後は良好で 38例中 2例の死亡を認める

に過ぎなかった。組織別では未分化癌，淡明細胞癌
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は予後不良の領向を示した。手術療法では片側付属

器摘出の保存療法と子宮全摘十両側付摘の根治手術

の5生率においては有意差を認めなかった。

以上の成績は被膜破綻，腹水貯溜例では将来，播

種転移の可能性を示すものであり， la期 4例が

1~3年以内に死亡していることは術時の stage決

定と腹腔内の細胞診の重要性が示唆された。また

stage laiで若年者であれば保存手術が可能である

が，術後化学療法の必要性を認めた。

(2) 進行癌 (stageII, III, IV)の治療：臨床例，

上皮性 334例の 5生率は 23％で，手術療法の完全手

術群と不完全手術群を比較すると，完全摘出の 5生

率， 10生率がそれぞれ 55%,51%であるのに対し，

不完全摘出の 5生率， 10生率は各々 13%,10%で完

全摘出例は有意 (p<0.01)に良好であった。また，

second look Operation（以下 SLO)93例の 5生率

は30%, 10生率は 5%で，胚細胞性の 5生率 55%,

10生率 43%で，完全摘出例では両者とも 5生率は

68%と不完全摘出例に比し，有意に良好であり，腫

瘍の reductionがきわめて重要であった。 SLOの実

施時期は残存腫瘤の reductionを目的とする場合は

所定の化学療法の終了後の比較的早期に，また化学

療法の効果判定，治療中止時期の決定を目的とする

ものは術後 1年目に行うことが最適であることが示

唆された。

(3) 播種性転移の発生機序における甚礎的検討：

ヒト未分化胚細胞腫より樹立した HCG産生能をも

つJOHYL-1細胞株を用い，マウス腹腔内に 2Xl06

ヶ投与し，腹水型の継代移植系を作成した。移植さ

れたヌードマウスは約 7日で血性腹水を認める様に

なり約 3週間で腫瘍死する。移植率は 100%で死亡

時の腹水量は 10-15mlとなる。腹腔内の移植細胞

は投与 7日目の比較的早期より横隔膜，大網へ転移

を認め， 12日目頃より腹膜，腸間膜への播種が出現

する。転移巣はいずれも原発組織の未分化胚細胞腫

の像に類似する。また腹水中の腫瘍細胞は遊離性，散

在性に培養細胞の形態を保ち増殖する。一方，腹水

中の LDH総括性体は 2000-3000iv/ml, 組織中の

同値は約 6000iv/m]と高値を示し，腫瘍産生である

と思われ，腫瘍マーカーとして有効であることが示

唆された。しかし hCG産生能は継代と共に低下， 62

代の現在， 0-12iv/m]の低値である。

(4) ヌードマウス移植腹水型を用いた実験化学療

法：卵巣胚細胞腫瘍に対する化学療法は種々の方法

が行われ，確立されたものは無く， VAC療法， CAPF

療法など一般的に行われている。従来の VAC療法

はSmith原法に準じた投与方法が行われている。
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我々は Vincristine (VCR), Actinomycin D 

(ACD), Cyclophosphamide (CTX)の薬剤感受性

を検査した結果， VCRの少量持続投与と， ACDと

CTXの大量 1回投与が良いとの結果を得た。すな

わち Flowcytometryによる DNAヒストグラムは

原法では対照と差がなく細胞効果が少なかったのに

対し，本投与法ではS期の顕著な低下が認められ，殺

細胞及び recuitment効果が高いことが示された。ま

たlabelingIndex, Mitotic Indexからも同様の成績

が得られ， VCRの少量持続及び ACDとCTXの大

量 1回投与法がより有効であることが示唆された。

またシスプラチンによる感受性試験では，大量間

歌あるいは少量持続投与の基礎的検討では大量問歌

投与が腹水減少著明であり，大量間歌投与法が有効

であることが示唆された。

(5) ヌードマウス継代移植系を用いた卵巣腫瘍の

ステロイドホルモン依存性の検討：近年卵巣腫瘍組

織中にステロイドホルモンレセプター陽性例の存在

が報告され，卵巣腫瘍の発生，発育に関与する内分

泌学的因子の意義，並びにホルモン治療の可能性な

どが注目されている。そこで我々はヌードマウス実

験移植卵巣腫瘍を用いてこれらの点について検討を

加えた。

教室で継代移植中の未分化胚細胞腫をあらかじめ

卵巣摘出術を施したヌードマウスに移植し，ニスト

ロゲン (E)1 μg/day投与群，プロゲステロン (P)

1 mg/day投与群， コントロール cc)群の 3群にわ

けた。それぞれにつき継代移植を続け，各継代毎に

腫瘍径を測定し，発育曲線を求め，更に組織学的検

討を加えるとともに，細胞質中のエストロゲンレセ

プター (ER)，プロゲステロンレセプター (PR)濃

度を D.C.C.法により測定した。

移植腫瘍組織中の ER.PRとも 5fmol/mgで， 3

代継代までのところ各群間にレセプター星，発育曲

線に差は認められていない。しかし，生存率を見る

と， C群 2/3,E群 1/3,P群 3/3と各群問に差異があ

り， この実験に用いた卵巣腫瘍に対するホルモン療

法の可能性が示唆された。
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化・不妊症・避妊

産婦人科領域の悪性腫瘍の

病理と治療

胎児の発育・胎盤病変，絨

毛性疾患の病理と臨床

子宮頸部，頸癌の病理

子宮内膜症，子宮内膜癌の

病理と治療

婦人科悪性腫癌の化学療法

と発癌実験

絨毛性疾患，卵巣癌の病理

と臨床

子宮内胎児発育遅延の臨床

1. 子宮内胎児発育遅延 (IUGR)に関する研究

IUGRの原因解明のため従来よりラットを用いた

実験を続けているが，引き続き落射螢光顕微分光法

により IUGR仔大脳側脳室周囲 matrixcellと小脳

外顆粒細胞の核 DNAを測定し，妊娠中及び乳仔期

の低栄養は大脳や小脳への発育に影響を及ぼし，栄

養改善によってもその回復はかなりの時日を要する

ものと認め得た。

2. 胎盤の病理

l) 糖尿病誘発実験とその胎盤の研究

糖尿病が妊娠母体及び胎児に及ぽす影響は大であ

るが，胎盤の病理変化と糖代謝調節との問に関係は

必ずしも明らかでない。そこで薬剤による糖尿病誘

発ラットを用いて，血糖値の程度，糖尿病の発症の

時期，妊娠経過による胎盤の病変の程度，また，こ

れらが仔の発育に及ぼす影響を検討した。その結果，

相当する妊娠日数に比べて成熟の程度は遅延してお

り，組織学的には線維性壊死などを含む血管の梗塞

所見が著明であり，仔の発育も遅延したが， これら

は胎盤組織への母体血流量の変化により 2次的に発

生した変化と考えられた。

2) 妊娠中毒症胎盤の研究

HCG•HPL•SPl iまいずれも胎盤に存在する妊娠

特異蛋白であり，胎盤機能や胎児発育を反映すると

されている。そこで酵素抗体法によりこれらの局在

を正常並びに中毒症胎盤につき検討した。その結果，

中毒症胎盤では，異常組織所見が強く出現するもの

ほど特異蛋白の出現にも変化がみられ，重症例ほど

局在の減少がみられた。

3. Fetal distressの研究

Fetal distressの原因に注目して種々検討を行

なっているが，胎盤絨毛表面績の変化に着目し，そ

の測定も行なうと共に妊娠中毒症やその他の合併症

妊娠についても測定を行なってきた。本年は特に胎

児心拍数図を記録した症例につき，その所見と絨毛

表面績との関係を検討した。その結果， FHR

moniteringにて異常の認められなかった症例の

90％以上は児体重当りの絨毛面績は正常範囲内に

あったが， monitering上異常所見を見いだした症例

の約 70%に25％以上の絨毛表面績の減少を認め，

moniteringにおける異常所見の出現は絨毛表面績

の減少に起因して発生する可能性の少なくないこと

が判明した。

II. 婦人科学関係

1． 卵巣癌に関する研究

1) 腫癌モデルの確立に関する研究

実験的立場から動物に Yolksac tumorを誘発

し， ヒトのそれと比較検討を行ない．共通する腫瘍

性格を整理して実験モデルとして適切なものである

か否か検討を行なった。既報の如く妊娠ラットに

DMBAを用いて誘発した Yolksac tumorとヒト

のそれにつき，種々の病理組織学的観察を行ないま

た落射螢光測定法による核 DNAの計量的検討や，

ヒト並びにラット AFP螢光抗体法による観察を行

なった。その結果，妊娠ラットに誘発した Yolksac 

tumorは， ヒトの場合の純粋型の Yolksac tumor 

に近い腫痛と認められ， reticular, endodermal 

sinus,さらには polyvesicularvitteline patternな

どが明らかで， また PAS陽性の hyalinebodyが存

在し，これは螢光抗体法により AFPと認められた。

核 DNA量の検討でも誘発腫瘍はヒトのそれと同様

な悪性腫痛 patternを示し，今回の検討から，誘発

Yolk sac tumorは実験モデルとして適切なもので

あることが確認された。

2) 中問群腫瘍に関する研究

中間群に属するヒト卵巣顆粒膜細胞腫の本態を解

明するため，当腫瘍を invitroで培養し，株細胞の

樹立を計るとともにその性状に関して種々の検討を

行なった。手術時に易U出した当腫癌の培養を施行し

たところ，培養開始直後は線維芽細胞の増殖が多く，

培養容器に癒合付着したが，やがて contact in-

hibitorによる線維芽細胞は減少し，腫瘍細胞のみが

残るようになった。これらの細胞はやや小型で多角
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形を呈し，細胞中央に比較的大型の円形核が存在し，

電顕的には豊富なオスミニウム酸好性の脂肪滴が注

目された。増殖曲線より算定した倍加時間は 26時間

より 32時問で，培養の成功と共に，本腫瘍は良性腫

瘍ではない可能性が示唆された。また培地の

estrogenについては E1及び E2で著しく大量の産

生が認められた。

2. 子宮内膜症の発生機序に関する研究

子宮内膜症ぱ発生部位から内性及び外性子宮内膜

症に 2大別されるが，その発生機序を解明すべく，両

者の病巣部における核 DNAを測定した。その結果，

内性子宮内膜症では病巣部の DNA活性が概して軽

度の完進状態にあり， Cullenらの示す the Inter-

stitial Progresion Theoryで説明できる。一方，内

性子宮内膜症では DNA活性はむしろ低下してお

り， これらの発生機序として経脈管性に子宮内膜組

織が移送され，出血，壊死を繰り返し，チョコレー

卜嚢胞や骨盤腹膜の子宮内膜症腫瘤形成が営まれる

過程が考えられ，内性子宮内膜症と外性子宮内膜症

の発生機序が異なるものであると示唆された。

3. 子宮頸癌・体癌

子宮頸部及び体部腺癌の治療向上を目的として診

断及び放射線療法，化学療法について検討を行なっ

ている。

診断に関しては，腟細胞診断のより簡便正確な診

断開発のため Flowcytometryを用いて細胞診自働

化の研究を行なっている。又，女性性器性病の細胞

診診断基準の検討を行なっている。

放射線療法に関しては，腺癌が扁平上皮癌に比べ

放射線抵抗性である機序について， Multicellular

Tumor Spheroidを用いて細胞生物学的検討を加え

ている。この検討結果に基づき，腺癌の温熱療法併

用放射線治療を実験的及び臨床応用を行なってい

る。

化学療法に開しては， Spheroidを用いて，子宮体

部腺癌の Adriamycin耐性 sublineを作製し，耐性

獲得の機序，対策につき実験的検討を行なっている。

4. 絨毛性疾患に関する研究

絨毛性疾患に関しては，今年度も基礎的及び臨床

的分野において幅広く研究を行なっている。

基礎的研究としては，教室で樹立，継代を行なっ

ているヒト絨毛癌株細胞を用い，抗癌剤の効果につ

いて引き続き種々の検討を加えた。従来より用いら

れている MTXに加え，今年度は新しい nitroso

-urea系の抗癌剤である MCNUを用い，落射型螢

光顕微鏡による核 DNA量の測定・細胞内及び培地

中の hCG量の測定などを行ない，本細胞株に及ぼす

影響を invitroで検討した。これらの結果が近年増

加してきている薬剤耐性症例に対する教室の治療方

針の基礎となっている。

臨床的研究としても，引き続き教室で蒐集してい

る絨毛癌・侵入奇胎を中心に種々の検討を加えてい

る。まず，潜伏期が 2年以上という稀な病態の絨毛

癌の本態解明を試みた報告をえた。また近年，妊牛

性保存の点から本疾患に対する primary chemo-

therapy例が増加しているために，その診断方法の

唯一の組織材料である生検標本について詳細に分析

し十分に種々の絨毛性疾患を鑑別しうる方法である

ことを報告した。また従来よりの絨毛癌のリスク因

子，治療効果等についても，厚生省絨毛性疾患会議

において報告した。
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る研究ー特に colonyformation assayによる定量的

比較検討．第 35回日本産科婦人学会総会． 4月．大阪．

2)株本和美，大村峯夫，佐々木寛，坪井 透，上田正祐，

豊泉長，光永 忍，岩田正晴：放射線照射に伴う細胞

死と核腫大率の相関について．第 24回細胞学会総会． 5

月．大阪．

3)佐々木寛，大村峯夫，坪井透，北村隆，土田正祐，

豊泉 長，株本和美，岩田正晴：アドリマイシン耐性癌

細胞の形態学的特徴について．第 24回臨床細胞学会． 5

月．岐阜．

4)神谷直樹，佐々木寛，坪井透，光永忍，豊泉長，

岩田正晴：培養細胞を用いた放射線照射による核腫大

と細胞死との関係について．第 65回日本産科婦人科学

会関東連合地方部会． 5月．東京．

5)佐々木寛，横山哲也，大村峯夫，神谷直樹，坪井透，

北村隆，岩田正晴，蜂屋祥ー： MulticellularTumor 

Spheroid応用による固型腫瘍の Adriamycin耐性発

現機構の解析．第 42回日本癌学会総会． 10月．名古屋．

6)士田正祐，佐々木寛，岸野喜保，光永忍，豊泉長，

岩田正睛，蜂屋祥—ー，杉本東一，山下 孝，望月幸夫：

子宮頸癌の放射線，温熱併用療法に関する基礎的並び

に臨床的検討．第 21回日本癌治療学会総会． 10月．名

古屋．

7)士田正祐，北村隆，坪井透，横山哲也，岩田正睛，

蜂屋祥ー： MulticellularTumor Spheroidを用いた

子宮頸癌の放射線温熱併用療法に関する検討．第 66回

日本産科婦人科学会関東連合地方部会． 11月．．浜松．

5. 婦人科学関係一絨毛性疾患一

1)渡辺 博，伊藤敬子，塚原俊明，田中忠夫，伊藤治英，

細川 勉： 2年以上潜伏した絨毛癌の病態について．

第 65日本産科婦人科学会関東連合地方部会． 5月．東

京．

2) 田中忠夫，渡辺 博，伊藤敬子，伊藤治英，蜂屋祥ー：

絨毛癌に対する生検の評価．第 21回日本癌治療学会総

会． 10月．名古屋．

3)倉島富代，平形善美，大場昭夫，佐藤 寛，薬師寺喜

八郎，中本 治，伊藤治英，蜂屋祥ー：絨毛癌株細胞の

HCG産生に及ぼす MTXの影響．第 42回日本癌学会

総会． 10月．名古屋．

4) Tanaka, T., Ito, H. and Hirakata, Y.: A study of 

prognostic factors for choriocarcinoma. IX th Asia 

-Oceania Congress of Obstetrics & Gynecology. 

Sept. Seoul. 

IV. 著書

1)伊藤治英，山下恵一：子宮内膜症の組織発生の項分

担執筆．川島吉良編：子宮内膜症．金原出版．

53-61 0983) 

2)細川 勉，伊藤治英，田中忠夫：産婦人科病理学診断

一卵巣腫瘍ー．医学研修出版社．（1983)

V. その他

1)岸野喜保，光永忍，北村隆，神谷直樹，大村峯夫，

岩田正晴：睾丸女性化症候群の一例． 日本産科婦人科

学会東京地方部会誌． 32:341-344 0983) 

2)渡辺 博，倉島富代，田中忠夫，伊藤治英，蜂屋祥ー，

西祐己博：分娩前に多発胎児奇形を認めた 1症例． 日

本産科婦人科学会東京地方部会誌． 33: 90-93 0984) 

3)光永 忍，大村峯夫，岸野喜保，株本和美，岩田正晴，

蜂屋祥ー，佐々木寛：腟細胞診で発見された糞線虫と

その細胞背景．第 22回臨床細胞学会秋季大会． 11月．

長崎．
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泌尿器科学

教授：町田豊平

助教授：増田富士男

助教授：三木 誠

助教授：大石幸彦

講師：小野寺昭一

講師： 柳沢 宗利

研究概要

尿路腫瘍学・泌尿器核医学

腎腫瘍・腎保存

泌尿器科内視鏡・性器腫癌

泌尿器核医学・尿路腫瘍

尿路性器感染症

腫瘍マーカー

I. 尿路，男性性器腫瘍に関する研究

1. 腫瘍マーカー（睾丸，前立腺）

睾丸胚細胞腫癌の免疫生化学的な診断および治療

に応用する目的で，睾丸胚細胞腫瘍に対する多数の

AFPおよび HCG産生腫瘍に対するモノクローナ

ル抗体を作成した。それらのうち絨毛上皮癌培養細

胞に対する 6種類のモノクローナル抗体について，

他の胚細胞腫揚株との反応結合性を検討し，睾丸胚

細胞腫瘍の分化関連抗原を検討した。

前立腺については，われわれが栄研 ICLと共同で

開発した PAP・ RIAは泌尿器科臨床で広く応用さ

れている。また精製開発について検討している

prostatic specific antigen (PA)については，臨床

検討を行ったが日本で発見され注目されている y

-Seminoprotein (y-Sm)と同質のものと思われ，前

立腺癌の腫揚マーカーとしての価値についても比較

検討した。なお PAP陰性の前立腺癌， PAP陽性の

前立腺肥大症の追跡， PAPとPAの免疫組織化学的

検討なども行われた。

2. 腎腫瘍

昨年まで 3年間にわたって，主として診断に関す

る臨床的研究を行い成果がえられたので，本年は治

療にテーマをうつし，腎動脈塞栓術，手術療法，化

学療法（抗癌剤およびインクーフェロン）について

研究した。塞栓術については組織像の変化と腎の縮

小効果，および予後におよぼす影響を，手術に関し

ては手術術式や合併症について検討し，現在は主と

して化学療法の研究を行っている。腎細胞癌の病理

組織学的研究は，細胞型，組織構築，悪性度，およ

び病理組織像と予後についての研究が完成した。腎

細胞癌ヌードマウス移植株に関する研究は 4系列の

継代移植に成功しているので各種抗癌剤の効果につ

いて，生化学的，組織学的な面から検討した。現在

はさらに放射線療法，温熱療法などについての検討

を行っている。

3. 膀脱腫瘍，前立腺癌

膀脱腫癌では，過去 20年問の進行性膀脱癌の放射

線治療の成績を特に TURとの併用について，その

成果を田代が学位論文として「進行性膀脱癌に対す

る放射線治療の成績ーとくに経尿道的膀眺腫瘍切除

術との併用について」を報告した。また病理学教室

の指導のもとに，膀眺癌，前立腺癌の病理学的検討

が開始され， とくに前立腺潜在癌の観察を行ってい

る。この研究は剖検例を対象にその前立腺の重量，大

きさを測定し，さらに，尿道に垂直な断面で約 5mm

の問隔の連続切片を作り，潜伏癌の有無および，前

立腺構築の変化を観察している。

4. 睾丸腫瘍

教室で確立した AFP産生睾丸腫瘍株(JTG-1)を

中心に Radioimmunodetection,Radiation effect 

の検討がおこなわれた。特にモノクローナル抗体を

利用した Radioimmunodetectionは将来いわゆる

ミサイル療法へも発展するものであり，なお様々の

検討がなされている。 JTG-1以外にも HCG産生株

が継代されつつあり，睾丸腫瘍の化学療法に関する

実験に供されている。

II. 腎の機能形態に関する研究

腎の代謝， とくに糖新生についてグルコースを P

モル濃度のオーダーまで測定可能な方法を開発し，

糖新生が諸種のカテコールアミンによる影響をうけ

ること，特に a受容体を剌激するノルエピネフリン

により著しく糖新生が活発に t~ り, a遮断剤で抑制

されること， さらにこの代謝が近位尿細管曲部に特

有であることを明らかにした。さらに各種カテコー

ルアミンの腎における作用発現について研究をつづ

けている。

腎機能障害，腎保存に関する研究でしま， Coenzyme

Q1。が腎の阻血に対し有効であることが判明した。

さらに結石腎の腎機能についての検討および per-

cutaneous litholapaxyに関する研究が開始された。

III. 男子不妊症に関する研究

停留睾丸に関する研究がつづけられ，本年度は胎

児の睾丸組織と正常睾丸組織を対照に停留睾丸例と

の組織学的検討をおこなった。結果は停留睾丸群で

は正常に比し，その精細胞の数は約 1/3と少ないこ

とが判明した。睾丸機能不全の病態に関する研究で

は可塑剤である DBP,MBPによる睾丸障害に対し

メチコバールの効果を検討した。この実験では睾丸

組織的変化のみならず睾丸内 ATPの測定をおこな

い生化学的変化も検討した。さらに不妊の臨床統計

を当大学産婦人科とともに報告した。不妊症に対し
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て男子女子両面より研究，治療をおこなうため産婦

人科との連絡および協力が密になったのは本年の実

りであった。

IV. 尿路感染症に関する研究

薬剤耐性菌に関する研究は淋菌を主な対象として

おこなった。一方淋菌性尿道炎の疫学的検討として

は淋疾の感染源，薬剤惑受性の変遷，各抗菌剤の治

療効果などについて一連の研究を行った。その結果

感染源として最近の特殊な風俗営業店の重要性，薬

剤感受性ではいわゆるペニシリン耐性淋菌の年次的

な増加，また淋疾治療剤として ABPCの有効率の低

下など多くの成績がえられた。また， これらの成果

のまとめは国際化学療法学会で報告した。

抗生剤の生体内効果に関する研究は， とくに Ce-

phem系抗生剤と補体，マクロファージ，好中球など

の生体における非特異的感染防御因子との協力作用

についての検討がおこなわれた。その結果，各薬剤，

あるいは菌種毎に協力作用の程度が異なるという興

味ある結果がえられた。

新抗菌剤に関して本年度検討されたものは

Cefpiramide, Ceftazidime, Cefbuperazoneの 3剤

である。

V. 核医学に関する研究

腎イメージングについては，東京都養育院附属病

院核医学放射線部 との 共同 研究 で ECT99mTc

-DMSAによる腎イメージの解析，腎機能検査につ

いて検討した。一方新しいイメージング剤の開発に

関する研究が継続され 99mTc-DMPの臨床的有用性

が判明した。また NMRの泌尿器科領域への応用に

関する研究がなされた。

VI. 内視鏡に関する研究

新しく開発した Transforceps operative ne-

phroscopeについて外国から試用申込みがあり，国

際的に検討されている。また現在高解像膀脱鏡，ポ

ラロイドカメラによる膀脱鏡写真自動撮影装置，高

性能切除鏡などを開発し，腎結石に対する経皮的腎

切石術にも臨床的な検討がおこなわれている。

研究業績

I. 原著論文

1. 尿路腫瘍に関する研究

1)柳沢宗利，町田豊平，三木誠，谷野誠，赤阪雄一

郎，東陽一郎，近藤直弥：ヌードマウス可移植性睾丸腫

瘍株に対する Cisplatinumの効果．癌と化学療法． 10:

1299-1307 (1983) 
2) Yamazaki, H., Hibi, N. and Hirai, H.: Human 

Prostatic Acid Phosphatase in Seminal Plasma : 

Purification Simple Preparation of Antibody and 

Development of a New Immunoenzymatic Assay. 

Gann. 74: 86-94 (1983) 

3)吉田正林，三木 誠：前立腺の酸フォスファターゼ

に関する免疫組織化学的研究．日本泌尿器科学会雑誌．

74: 514-522 (1983) 
4) Yamazaki, H., Nishi, S. and Hirai, H.: Mono・

clonal Antibodies to Alpha-Fetoprotein and Their 

Use in Radioimmunoassay. Hokkaido University 

Medical Library Series. 15 : 163-172 (1983) 

5) 田代和也：進行性膀脱癌に対する放射線治療の成績

ーとくに経尿道的膀眺腫瘍切除術との併用について．

日本泌尿器科学会雑誌． 74:2043-2053 0983) 
6) Tashiro, K., Machida, T., Masuda, F. and Ohishi, 

Y.: Combination chemotherapy for advanced blad-

der cancer with adriamycine, cyclophosphamide, 

and 5-fluorouracil. Cancer Chemotherapy Phar-

macology. 11: 43-46 (1983) 

2. 腎臓に関する研究

1) Masuda, F. Chen, Z., Nakada, J., Ohnishi, T. and 
Suzuki, M. : Protective Effect of Coenzyme Q,0 on 

Renal Ishemia. Jikeikai Medical Journal 30: 73 
-81 (1983) 

2)大西哲郎，増田富士男佐々木忠正，荒井由和，仲田

浄治郎，鈴木正泰，町田豊平： Hypovascularまたは

A vascularな腎細胞癌 5症例の検討． 日本泌尿器科学

会雑誌． 74 : 840-846 0983) 

3)大西哲郎，増田富士男，町田豊平：腎細胞癌の病理組

織学的検討 第1報細胞型，組織構築，悪性度につい

て． 日本泌尿器科学会雑誌． 74:967-976 (1983) 

4)増田富士男，仲田浄治郎，大西哲郎，荒井由和，町田

豊平：腎細胞癌に対する術前腎動脈塞栓法の予後にお

よぽす効果．日本泌尿器科学会雑誌． 74:1796-
1798 (1983) 

5)大西哲郎，町田豊平，増田富士男：腎細胞癌の病理組

織学的検討第 2報 病理組織像と予後．日本泌尿器科

学会雑誌． 74:2097-2106 (1983) 

6)仲田浄治郎，町田豊平，増田富士男，高坂 哲，大西

哲郎，鈴木正泰，古里征国，藍沢茂雄：腎細胞癌に対す

るMMCマイクロカプセルを用いた腎動脈塞栓術の

効果ー主として組織像の変化と腎の縮小効果につい

て．臨床泌尿器科． 37:707-711 (1983) 

7)増田富士男，池本 庸，東陽一郎，町田豊平：サンゴ

状結石を伴った腎外腎杯例．臨床泌尿器科． 37:
817-819 (1983) 

8)仲田浄治郎，町田豊平，増田富士男，三木 誠，谷野

誠倉内洋文，古里征国，藍沢茂雄：腎部分切除術を施

行し長期生存している残腎腎孟腫瘍の 1例．泌尿紀要．

29: 223-226 (1983) 

9) Tanaka, A., Machida, T., Miki, M., Shimada, S.: 

New Radiolopharmaceutical ••mTcDMP for Renal 
Scanning. European J. Nuclear Medicine. 8 : 317 
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-320 (1983) 

3. 男子不妊症に関する研究

1)小寺重行，池本 庸，桂井清人，稲葉善雄，町田豊平：

特発性男子不妊症に対するクエン酸クロミフェソ少量

長期投与の治療成績．日本不妊学会雑誌． 28:

177-183 (1983) 

2)池本 庸小寺重行，桂井清人，稲葉菩雄，町田豊平，

田中彰： Dibutyl Phthalateおよび Monobutyl 

Phthalateによる実験的睾丸障害．日本不妊学会雑誌．

28 : 159-165 (1983) 

4. 尿路感染症に関する研究

l)岡崎武二郎，三井一子，鈴野逸雄：男子淋菌性尿道炎

に対する Cefoxitin1回注射療法の基礎的，臨床的検

言寸． Chemotherapy. 31 : 717-722 (1983) 

2)小野寺昭一，町田豊平，岸本幸一，鈴木博雄：泌尿器

科領域における Cefpiramideの臨床的検討． Chemo-

therapy. 31 : 483-487 (1983) 

3)岸本幸一，小野寺昭一，鈴木博雄，清田 浩，町田豊

平：泌尿器科領域における Ceftazidmeの臨床的検

酎t.Chemotherapy. 31 : 485-490 (1983) 

4)岡崎武二郎，町田豊平，小野寺昭ー： 1981年に分離

された淋菌の薬剤感受性および [J-lactamase産生淋

菌について．感染症学雑誌． 57:205-211 (1983) 

5)岡崎武二郎，小野寺昭ー： 1982年に分離された淋苗

の細苗学的研究と男子淋菌性尿道炎の臨床的研究．感

染症学雑誌． 57:808-816 (1983) 

6)岡崎武二郎，町田豊平：最近の男子淋菌疾患の疫学

的研究．感染症学雑誌． 57:803-807 (1983) 

7)岡崎武二郎，三井一子，鈴野逸雄：男子淋菌性尿道炎

に対する CefoperazoneOne shot注射療法の成績．泌

尿紀要． 29:855-860 (1983) 

8)岡崎武二郎，三井一子，鈴野逸雄：淋菌に対する

Cefoperazoneの抗茜力について．泌尿紀要． 29:

861-866 (1983) 

9)岡崎武二郎：男子淋菌性尿道炎に対する Ceftizox-

imeの臨床効果と細菌学的検討． JapaneseJournal of 

Antibiotics. 36 : 3336-3342 (1983) 

5. 泌尿器科内視鏡に関する研究

1) Miki, M. and Machida, T.: Transforceps Opera-

tive Nephroscope. Journal of Urology. 129: 260-262 

(1983) 

2)三木 誠，柳沢宗利，近藤直弥，倉内洋文，鳥居伸一

郎，町田豊乎： Photocystoscopy一新しい光学視管と

ポラロイドカメラの使用経験を中心に一．泌尿紀要．

29: 1475-1479 0983) 

II. 総 説

l)町田豊乎，小野寺昭一：膀脱炎の見方．産婦人科の実

際． 32: 725-731 (1983) 

2)町田豊平：経皮的腎動脈形成術．腎と透析． 14:

669-676 (1983) 

3)町田豊平：縫合法一目でみるポイントとコッ，尿管

尿管吻合．臨床外科． 38:921-923 (1983) 

4)町田豊乎，大西哲郎：腎細胞癌の診断と治療．癌と生

化学療法． 10:2103-2110 (1983) 

5)小寺重行：停留睾丸について． 日本助産婦会雑誌助

産婦． 37: 38-44 (1983) 

6)三木 誠：骨イメージングー前立腺癌骨転移診断法

としての骨イメーシングの efficacy. 臨床放射線． 28:

585-587 (1983) 

7)三木 誠：泌尿器科内視鏡の現状と未来．臨床泌尿

器科． 37:393-401 (1983) 

8)大西哲郎，多田信平，川上憲司：画像からみた鑑別診

断，腎孟腫傷． Medicina.20 : 1172-1181 (1983) 

9)大西哲郎，多田信平，川上憲司：画像からみた鑑別診

断，腎細胞癌． Medicina.20 : 1358-1365 (1983) 

10)増田富士男：恥骨後式前立腺摘出術．臨床泌尿器科．

37: 689-694 (1983) 

III. 学会発表

1)三木誠： （シンポジウム） AFP産生睾丸腫瘍の

RadioimmunodetectionとRadiationeffectを中心

に．第 71回日本泌尿器科学総会． 4月．大阪．

2)町田豊平： （シンポジウム）化学療法剤，抗生物質の

抗南力と生体内効果一複雑性尿路感染における化学療

法（とくに薬剤と生体防御機構の協力殺苗力につい

て）．第 49回日本細菌学会関東支部総会． 6月．伊勢原

市．

3)三木 誠： （シンポジウム）本学における癌の研究

一明日への飛躍のために一．第 100回成医会総会． 10

月．東京．

4)田代和也： （ワークショップ）浸潤性膀脱癌に対する

TURと補助併用療法の成績． 日本泌尿器科学会第 48

回東部連合総会． 9月．旭川．

5)三木 誠： （パネルディスカッション）癌集学的治療

における放射線治療の役割．非セミノーマ性睾丸腫瘍

の集学治療的治療における放射線治療の役割．第 21回

癌治療学会総会． 10月．名古屋．

6)大西哲郎，増田富士男，荒井由和，仲田浄治郎，鈴木

正泰，町田豊平，古里征国，藍沢茂雄：腎細胞癌におけ

る組織像の特性について．第 71回日本泌尿器科学会総

会． 4月．大阪．

7)鈴木博雄，町田豊平，小野寺昭一，岸本幸一，清田

浩：多剤耐性 Serratia marcescensの薬剤耐性 plas-

midの研究．第 71回日本泌尿器科学会総会． 4月．大

阪．

8)柳沢宗利，三木 誠，近藤直弥，和田哲郎，山崎春城，

東陽一郎，西信三：標識抗ヒト AFP単クローン抗

体による腫瘍イメージングについて．第 71回日本泌尿

器科学会総会． 4月．大阪．

9)赤阪雄一郎，町田豊平，増田富士男，東腸一郎，扁橋

知宏，高坂 哲：非セミノーマ性腫瘍に対する化学療

法の検討．第 71回日本泌尿器科学会総会． 4月．大阪．

10)大西哲郎，増田富士男，鈴木正泰，町田豊平：腎細胞

癌の術後転移に関する臨床および病理組織学的検討．

第 21回日本癌治療学会総会． 10月．名古屋．

11)東陽一郎，町田豊平，三木 誠，大石幸彦，柳沢宗利，

倉内洋文： PAP(RIA)の臨床的評価ー3000検体の検

討から．第 23回日本核医学会総会． 9月．大阪．
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12)倉内洋文，町田豊平，三木 誠，大石幸彦，柳沢宗利，

島田作：新しい腎診断薬 Dimercapto propionic 

Acid (DMP)の臨床応用．第 23回日本核医学会総会．

9月．大阪．

13)小寺璽行，池本 庸，町田豊平：大腿骨頭すべり症に

みられた Hypogonadismの1例．第 2回日本アンドロ

ロジ一学会． 6月．神戸．

14)仲田浄治郎，野々口博史，遠藤 仁：糖新生からみた

a, -adrenergic recptorネフロンの局在．第 26回日本

腎臓学会総会． 10月．京都．

15)小寺重行，池本 庸，町田豊乎：実験的停留睾丸の研

究第 9報ヒト停留睾丸とヒト胎児睾丸との組織学的比

較．第 28回日本不妊学会総会． 11月．名古屋．

16) Onodera, S., Machida, T., Kiyota, H. and Okaza-

ki, T.: Susceptibility of Gonococci in Japan and 

results of treatment with several antibiotics. 13th 

International Congress of Chemotherapy. 8月．

ウィーン

17) Kiyota, H., Sekiguchi, R., Machida, T. and 

Yokota, T. : Synergy of Bactericidal Effects of the 

Complement and Macrophages with Subinhibitory 

Concentrations of Cephem Antibiotics. 13th Inter-

national Congress of Chemotherapy. 8月．ウィーン．

18) Machida, T. and Akasaka, Y.: Histological 

Transformation of non-seminomatous testis can-

cer. 13th International Congress of Chemotherapy. 

8月．ウィーン．

19)岡崎武二郎，三井一子，鈴野乗尾，町田豊乎，小野寺

昭一： 1982年分離された淋菌の薬剤感受性について．

第 31回日本化学療法学会総会． 6月．大阪．

20) Masuda, F., Ohnishi, T.: Clinical effect of Coen-

zyme Q,。inrenal caluculi. 2th International Uri-

nary Stone Conference. 2月．シンガボール．

IV. 著書

l) 三木誠： PracticalUrologic Endoscopy. 

IGAKU-SHOIN. (1983) 

2)増田富士男，陳 瑞昌，仲田浄治郎，大西哲郎，鈴木

正泰，町田豊平：腎組織保護効果，腎阻血に対する

Coenzyme Q10の保護効果の項分担執筆．鈴木章夫編：

手術侵 襲と CoenzymeQ10. 医歯薬出版． 328-349

(1983) 

3)町田豊乎：発熱，頻尿と血尿，腎出血の原因と止血法

の項分担執筆．町田豊平編：泌尿器科診療Q&A.六法

出版 2,270, 526 (1983) 

4)増田富士男：腎腫瘍の病態，腎腫瘍の転移，腹部石灰

化像と腫瘍，腎腫瘤の鑑別診断の項分担執筆．町田豊平

編：泌尿器科診療 Q& A.六法出版 774,776, 778, 

782 (1983) 

5)町田豊平：症候論の項分担執筆．町田豊平，島崎 淳

編：医師国家試験のための泌尿器科重要用語事典．金

原出版． 1-6(1983) 

V. その他

1)三木 誠：臨床医のための膀腕尿道鏡検査スライド

集．丸善．（1983)

2)増田富士男，大西哲郎，東腸一郎，池本 庸，町田豊

平：腎細胞癌の対側副腎転移．日本泌尿器科学会雑誌．

74: 2138-2141 (1983) 

3)仲田浄治郎，町田豊平，増田富士男，大西哲郎，山崎

春城，清田 浩，鈴木正泰，後藤博ー：心不全症状を呈

した腎動静脈痙を伴う腎細胞癌の 1例．泌尿紀要． 29:
901-905 (1983) 

4)飯塚典男，大石幸彦，小野寺昭一，小寺重行，田代和

也，岸本幸一，大木 和，町田豊平：睾丸傍体から発生

したと思われる左陰嚢内多発性嚢腫の 1例．臨床泌尿

器科． 37: 1015-1017 (1983) 
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眼科 学

教授：松崎 浩

助教授：鈴木羊三

講師：北原健二

講 師： 堀内 二彦

講師：水野有武

講師：國田正矩

講師：谷内 修

講 師： 河合 一重

研究概要

I. 視神経部門

神経眼科・斜視・外傷

網膜循環・眼形成

眼機能・色覚生理

眼循環

眼生化学

神経眼科・電気生理

網膜剥離・硝子体疾患

神経眼科・眼球運動

視神経管内の構築に関する研究ーその機能と形態

ーとして，日本人成人頭蓋骨 82体， 164眼を対象と

して統計的に検索するとともに，死後変化のない状

態での観察を目的としてサルを用い，病理組織学的

（光顕および電顕レベルで）に検索を行ない，眼嵩内

視神経と比して大きな差異のあることを証明した。

外傷性視神経損傷に関しては，サルを用いての衝

撃実験により，視神経伝達機能障害は伝達速度の遅

れよりも伝達量の減少によるものであり， この伝達

量減少の原因は，介達性衝撃による視神経線維間の

浮腫性変化が，軸索機能を部分的に障害することに

よって起こることを実証した。またその臨床例の薬

物療法について発表した。

II. 眼球運動系部門

眼球運動はその発達の初期には網膜に写った画像

を安定に保っための反射性のものが主であった。そ

れらは加速度受容器である前庭と網膜全体の像によ

る視運動系である。反射性眼球運動として前庭動眼

反射と視運動性眼振が知られている。中心嵩の発達

に伴う視力の向上は，随意性の眼球運動が発生して

くる。それらは衝動性眼球運動と追従性眼球運動で

ある。さらに両眼視の発達は輻湊・開散という非共

同性眼球運動が必要となる。本年度は主として，共

同性眼球運動におけるそれぞれの単独の系と相互作

用について分析を行なった。対称は正常者，先天性

眼振を有する患者，小脳脊髄変性症について検査を

行なった。その結果，共同性眼球運動の最終制御機

構である積分器と小脳機能の関係について分析する

ことができた。また眼振についてその分類，病態に

関して報告した。

III. 電気生理部門

Visual evoked potentialは，その剌激方法により

Transient VEPとSteadystate VEPとに分けられ

る。 TransientVEPは時問周波数を 0.5Hz~2 Hz 

までとし，輝度の変化に対する視覚誘発電位を検索

するもので， N8。P10。N13。と 3相性の波形が得ら

れ，その潜時，振幅を測定する事により，臨床的に

視神経疾患の補助診断として利用されてきた。

Steady state VEPは平均輝度を一定とし，コント

ラストの変化に対する視覚誘発電位を検索するもの

で，その刺激周波数と同時間周波数の sin波形が得

られる。

本年度は，時間周波数を 0.5Hz~ZO Hzまで変化

させ， TransientVEPとSteadystateとの相関を検

索し， TransientVEPの P100潜時が Steadystate 

の位相と相関する結果を得た。

IV. 色覚生理部門

中心外部位の色覚メカニズムの解析を目的とし，

各色覚メカニズムの強度，閾値曲線を測定した。そ

の結果，青錐体系の反応である Stilesの 1t1mecha-

nismが中心外にいくにしたがい消失する傾向がみ

られ，中心部の色覚メカニズムと異なることを示し

た。また，杵体成分に 2つのメカニズムの存在が示

唆された。

中心性脈絡網膜症における NagelI型anoinalos-

copeの Rayleigh均等値から錐体の opticaldensity 

の効率の算出を試み，これが網膜疾患の障害程度，経

過観察ならびに予後判定の指針となることを示し

た。

前回報告した 100Hue testのパターン分析に関

して，パーソナルコンピュータを使用し， これを迅

速に行なうことにより臨床応用を可能とした。本法

により視神経疾患における 100-Huetestの結果を

解析し， scotopic軸の混同を示すものが大多数であ

ることを明らかにした。

V. 生化学部門

CNPaseはミエリン形成のマーカー酵素で有髄線

維のミエリンに局在している。視神経線維は多くは

有髄で視神経病変でこの CNPase活性が変動する

ことが考えられる。実験的アレルギー性脳炎ラット

やアクリルアミド神経障害家兎の視神経を含めた視

路系組織で CNPase活性は減少していた。しかし，

糖尿病ラ、ノトの視神経では逆に活性の増加傾向が見

られた。
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レーザーラマン分光法による水晶体の研究では，

水晶体の加齢と白内障変化で蛋白質の SH基やトリ

プトファンの変化が共通していた。しかしチロシン

や水の変化は別であった。 coldcataractの白濁化で

はチロシンのみ変化し可逆的であった。ラマン分光

法で水晶体の加齢現象と白濁化について区別できる

ことが示唆された。

その他，眼組織の脂質蛋白質の分画や赤外スペク

トル分析，および網膜からの GABA放出に対する

P—物質の影響についても研究を続けている。

VI. 病理・形態学部門

視神経管内視神経の形態学的研究は，現在まで

種々の点から困難と考えられていた。今回われわれ

は， 日本サルを用い，その視神経管内視神経に対す

る各種固定法を改良し，最良の固定方法を考え出し，

微細構造を検討した。その結果，両側総頸動脈から

の灌流固定のみでは不充分であり，灌流固定に加え，

可及的速やかに開頭し，眼腐上壁を開窓，短時間の

うちに浸潤固定を加える方法が最も優れていること

が判明した。

視神経管内視神経は，他の部位の視神経に比べ，中

隔成分に富み，グリア細胞も数多く存在することが

明らかになった。

実験的視神経管損傷を，外傷，薬物注入によって

作成し， さらに検討を加えている。． 
VII. 緑内障部門

全国多施設共同二重盲検法による timolol点眼液

との比較検討をおこない， carteolol点眼液は眼圧下

降作用で同等，安全性，有用性において優っていた。

Fieldmaster視野計を用いて，視標，背景の条件を

種々に変えて緑内障初期の視野変化を見いだす研究

が行なわれている。また oculocerebrovasculometer

(OCVM)を用いて，眼圧を上昇させて，そのために

起こる屈折の変化および視野の変化をみている。

眼圧測定後の種々の訴えに対して，測定直後の視

機能の変化をみたが，視力などに変化なく，夜間視

力にやや機能低下をみた。

VIII. 糖尿病部門

糖尿病性網膜症の前増殖型，増殖型に対して，ア

ルゴン・レーザー広範囲光凝固術，糖尿病性黄斑症

に対して黄斑部の耳側U字型に光凝固を施行し，そ

の効果を検討中である。

阪大式中心フリッカー値測定器により広範囲光凝

固前後の C.F.F.を測定し，その変化を比較した。

ストレプトゾトシンによる糖尿病ラットを作製

し，その水晶体蛋白について分画した。

IX. 網膜循環部門

組織内の微細血管構築の 3次元的把握には血管内

注入法が非常に優れており，色素注入法，合成樹脂

注入法などによる組織学的方法が利用されている。

今回， SoftX Ray Unitを用いた放射線学的方法を

眼科領域に導入し，各種動物の視器微細血管構築を

連続的，立体的に観察した。

まず， ラット， ウサギ，ネコ，サル， ヒトの正常

ぶどう膜血管を比較検討し，さらに，虹彩切除術，

Argon laser iridotomyによる影響を検索した。

次に，サル眼腐内視神経に本法を用い観察し，分

布領域を考察した。

同様に， ヒトの球後より頭蓋内までの視神経を観

察し，部位による差異を明らかにした。

一方，平行してヒト視神経管内視神経の血管構築

を実体顕微鏡下，光学顕微鏡下，ならびに透明標本

にて観察した。

X. 眼外傷部門

穿孔性眼外傷，眼内異物および眼窓内異物の診断

および処置について新しい見地から考案された。外

傷性視神経管内視神経損傷にはマニットル，ステロ

イドを主とした薬物療法が手術療法よりすぐれるこ

とを実証した。

XI. 学会関係

教授松崎 浩は第 25回交通眼科学会会長として

12月2日高木会館講堂で総会を主催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 視神経部門

1)田島秀樹，松崎 浩，北原健二，西牟田真理：非観血

療法が奏効した外傷性視神経損傷の 1例． 日本災害医

学会学会誌． 31(10):701-707 0983) 

2. 眼運動系部門

l)松崎 浩，河合一重：眼振の定義・分類・病態．眼科．

25(4) : 441-446 0983) 

3. 色覚生理部門

l)北原建二，環龍太郎，野地潤，神立敦：中心性漿

液性脈絡網膜症の視機能ー主として 100-huetestに

ついて一．臨眼． 37(4): 502-506 (1983) 
2) Kitahara, K., Tamaki, R., Noji, J., Kandatsu, A. 
and Matsuzaki, H.: Extrafoveal Stiles'冗 mecha-
nisms. Doc. Ophthalmol. Proc. Series. 35 : 397-403 
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(1983) 

3) Alpern, M., Kitahara, K. and Krantz, D.H.: Clas-

sical tritanopia. J. Physiol. 335: 655-681 (1983) 

4) Alpern, M., Kitahara, K. and Krantz, D.H. : Per-

ception of colour in unilateral tritanopia. J. 
Physiol. 335: 683-697 (1983) 

5) Alpern, M. and Kitahara, K. : The directional 

sensitivities of the Stiles'colour mechanisms. J. 
Physiol. 338: 627-649 (1983) 

6) Alpern, M., Kitahara, K. and Tamaki, R. : The 

dependence of the colour and brightness of a mono-

chromatic light upon its angle of incidence on the 

retina. J. Physiol. 338 : 651-668 (1983) 

7) Alpern, M. and Tamaki, R. : The saturation of 

monochromatic lights obliquely incident on the 

retina. J. Physiol. 338: 669-691 (1983) 

8) Alpern, M., Ching, C.C. and Kitahara, K. : The 

directional sensitivity of retinal rods. J. Physiol. 

343: 577-592 (1983) 

9)野地潤：棒体成分の thresholdversus intensity 

曲線について． 日眼． 88(1): 133-139 0984) 

4. 生化学部門

1) lriyama, K., Mizuno, A., Ozaki, Y., Itoh, K. and 

Matsuzaki, H. : An application of laser Raman 

spectroscopy to the study of a hereditary catar-

actous lens : on the Raman band for a diagnostic 

marker of cataractous signature. Curr. Eye Res. 2: 

489-492 (1983) 

2) Mizuno, A., Miyazaki, H., Matsushima, S. and 

Kamada, Y.: Slow axonal transport from the 

degenerated rat retina by kainic acid. Jikei. Med. 
J. 30 : 135-141 (1983) 

3) ltoh, K., Ozaki, Y., Mizuno, A. and Iriyama, K.: 

Structural changes in the lens proteins of hereditary 

cataracts monitored by Raman spectroscopy. Bio-
chemistry 22: 1773-1778 (1983) 

4) Ozaki, Y., Mizuno, A., Itoh, K., Yoshima, M., 

Iwamoto, T. and Iriyama, K.: Raman spectros-

copic study of age-related structural changes in the 

lens proteins of an intact mouse lens. Biochemis-
try. 22: 6254-6259 (1983) 

5) Kamada, Y., Mizuno, A., Miyazaki, H., Tsuneo-

ka, H. and Matsuda, M.: Effects of glutamic acid, 

kainic acid and asparatic acid on GABA release 

from rat retina degenerated by kainic acid. Jpn. J. 
Ophthalmol. 28: 57-61 (1984) 

6) Mizuno, A., Ozaki, Y., Itoh, K., Matsushima, S. 

and Iriyama, K. : Raman spectroscopic evidence for 

the microenvironmental change of some tyrosine 

residues of lens proteins in cold cataract. Bio-
chem. Biophis. Res. Comm. 119: 989-994 (1984) 

5. 緑内障部門

1)船橋知也，松崎 浩，小池裕司，小林直樹他：原発開

放隅角緑内障および高眼圧症に対する carteolol点眼

液の薬効評価．医学のあゆみ． 127(8): 860-880(1983) 

6. 網膜循環部門

1)堀内二彦，松崎浩，鈴木仁，島厚司，片田成美，

敷島敬悟： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究，第 1報．その手技と前部ぶどう膜血管について．日

眼． 88(3): 606-620 (1984) 

2)片田成芙，堀内二彦鈴木仁，島厚司，敷島敬悟，

松崎 浩： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究，第 2報．サルの眼裔内視神経について．眼紀． 34:
2403-2407 (1983) 

II. 総説

l)松崎浩：神経眼科と脳腫瘍．臨床医． 9(7): 
88-91 (1983) 

2)尾崎幸洋，水野有武：生体科学へのラマン散乱の応

用 II. 白内障研究への応用．化学の領域． 140（増刊） ： 

101-105 (1983) 

III. 学会発表

1)松島新吾，鎌田芳夫，半田一雄，松崎 浩： Wemicke

脳症による両側 PPRF症候群ならびに第 6神経麻痺

の1例．第 21回日本神経眼科学会． 10月．倉敷．

2)上岡康雄，天神光充，大野 仁：光眼輪筋反射の 2群

の電位について．第 21回日本神経眼科学会． 10月．倉

敷．

3)國田正矩，敷島敬悟，鎌田芳夫，松崎 浩：脊髄腫瘍

によるうっ血乳頭の 1例．第 21回日本神経眼科学会．

10月．倉敷．

4)島厚司，松崎浩：視神経管内視神経の血管構築．

第21回日本神経眼科学会． 10月．倉敷．

5)入江純二，大野仁，河合一重，松崎浩：パクーン

VEPの潜時とスペクトル分析の対比．第 21回日本神

経眼科学会． 10月．倉敷．

6) Kitahara, K. and Alpern, M.: Directional sensi-

tivity of retinal rods. ARVO Meeting. May. Sar・

asota. 
7) Kitahara, K. and Alpern, M. : The Stiles & Craw-

ford effect of the second kind (SCE II). ARVO 

Meeting. May. Sarasota. 

8) Kitahara, K.: An analysis of Farnsworth-Mun-

sell 100-Hue test. 7th. International Research 

Group on Color Vision Deficiencies. June. Geneva. 

9) 西牟田真理，神立敦，野地潤，環龍太郎，北原

健二，松崎浩：和気典二：色相配列検査について

ーその 1,中心外部位における結果．第 5回色覚研究セ

ミナー． 8月．京都．

10)北原健二，環龍太郎，野地潤，神立敦：中心性漿

液性脈絡網膜症の視機能ー主として Rayleigh均等に

ついて一．第 37回日本臨床眼科学会． 9月．東京．

11)西牟田真理，北原健二，松崎 浩：視神経疾患の色相

配列検査について．第 21回日本神経眼科学会． 10月．

倉敷．

12)野地潤神立敦，北原健二，松崎浩，和気典二：

色視力におよぼす順応光の効果．第 25回交通眼科学

会． 12月．東京．
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会． 12月．東京．

13)北原健二，環龍太郎，北原博，野地潤，神立敦：

Rayleigh均等よりみた中心性脈絡網膜症の経過観察．

第 4回国際眼研究会議日本部会． 12月．京都．

14)北原健二：後天性色覚異常の諸問題．生理光学研究

会． 1月．草津．

15)水野有武，松島新吾，尾崎幸洋，伊藤紘一：レーザー

ラマン分光学一水晶体の老化．第 22回白内障研究会． 7

月．東京．

16)真智直子，松島新吾，水野有武：実験的視神経炎と

CNPase. 第 21回日本神経眼科学会． 10月．倉敷．

17)今井由美子，水野有武，堀内二彦：赤外吸収スペクト

ルによる石灰化上皮腫の分析．第 49回日本中部眼科学

会． 11月．岐阜．

18)水野有武，松島新吾，尾崎幸洋，入山啓治，（早大）伊

藤紘一：レーザーラマン分光学による coldcataract 

の研究．第 4回国際眼研究会議日本部会． 12月．京都．

19)松島新吾，真智直子，水野有武：実験的アレルギー性

神経炎の病理組織と CNPase活性．第 4回国際眼研究

会議日本部会． 12月．京都．

20)大木孝太郎，真智直子，鎌田芳夫，水野有武： HPLC
法による家兎虹彩毛様体 Catecholaminsの分析．第 4

回国際眼研究会議日本部会． 12月．京都．

21)水野有武，尾崎幸洋，松島新吾，伊藤紘ー：水晶体の

老化と白濁化ーレーザーラマン分光法による知見．第

10回水晶体研究会． 1月．東京．

22)片田成美小池裕司，環龍太郎，常岡寛，大木孝太

郎：各種眼圧計による眼圧測定直後の視機能の変化．

第 25回交通眼科学会． 12月．東京．

23)堀内二彦，松崎浩，鈴木仁，島厚司，片田成美，

敷島敬悟： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究．第 1報．その手技と前部ぶどう膜血管について．第

37回日眼総会． 5月．京都．

24)片田成美，堀内二彦，鈴木仁，島厚司，敷島敬悟，

松崎 浩： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究，第 2報．サルの眼腐内視神経について．第 21回北

日本眼科学会． 6月．富山．

25)敷島敬悟，堀内二彦，鈴木仁，島厚司，片田成美，

松崎浩： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究．第 3報．人眼の球後より頭蓋内までの視神経血管に

ついて．第 21回日本神経眼科学会． 10月．倉敷．

26)島厚司，松崎浩：視神経管内視神経の血管構築．

第 1報．視神経被膜とその血管．第 21回日本神経眼科

学会． 10月．倉敷．

IV. 著書

l)松崎 浩： Purtscher外傷性網膜血管症の項分担執

筆．松井瑞夫編：成人病と眼，高血圧．糖尿病の眼，図

説臨床眼科講座．第 1巻．メジカルビュー社．

2)堀内二彦：検眼鏡の使い方の項，網膜出血の種々相

の項，網膜中心静脈閉塞症の項分担執筆．松井瑞夫編：

成人病と眼，高血圧．糖尿病の眼．図説臨床眼科講座第

1巻．メジカルビュー社．

3)松崎浩：眼振の項分担執筆．箇井純編：神経眼

科．図説臨床眼科講座．第 5巻． メジカルビュー社．

4)松崎 浩：頭頸部外傷症候群の項分担執筆．植村恭

夫編：神経眼科 2.新臨床眼科全書．第4巻B.金原出

版．
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耳鼻咽喉科学

教授 ：本 多芳 男 中耳疾患・頭頸部腫瘍

助教授：内田 早華 鼻副鼻腔疾患の臨床と疫

学・顎顔面の外傷

助教授：島田和哉 耳小骨の病変・副鼻腔炎

講師： 梅澤 祐二 中耳真珠腫の病態と手術的

治療

講師： 白幡 雄一 炎症と骨の融解

講師： 堀内 博人 鼻副鼻腔の疾患

研究概要

I. 中耳に関するもの

1. 真珠腫の発育方向と atticoantralspaceの陰

圧

我々の教室における今日までの研究によって，無

穿孔鼓膜の一部が上鼓室より乳突腔に retraction

してゆくのが後天性真珠腫の発生メカニズムと考え

てきた。ところで鼓膜の陥凹部は一部の例外を除き，

すべて鼓膜輪または外耳道への移行部である。鼓膜

の中心部が retractionしてゆくことは極めて稀で

ある。動物実験によって作製できた真珠腫標本で，そ

の原因的操作が耳管の閉塞によるゆえ，中耳腔内が

陰圧となり，それによる鼓膜の retractionなりや，

また鼓膜輪部の肉芽組織の搬痕化に伴う牽引なる

や，何れか解決し得なかった。しかも耳管の閉塞に

よる中耳腔内圧の変化には，陰圧化するものより圧

の変動なきもの，或いは陽圧化することも考えられ

る故，圧変動による真珠腫の陥凹現象は，理論的に

は考察できても，実証の方法が無かった。

これに関する研究は，鼓膜を外耳道側より均等に

微弱剌戟して，鼓膜皮膚上皮細胞の変動を調究した

ものである。この際耳管系には何等処置を下してい

ないので中耳腔は 1気圧の筈である。実験例中，剌

戟を加えても鼓膜穿孔を生じなかった例では，鼓膜

弛緩部の皮膚ならびに中間層に増殖が見られ，①

弛緩部の位置の変動を見ずして皮膚層ならび中間層

の肥厚するもの，②増殖の形が中耳腔内に retrac-

tionするもの，が見られた。しかるに外耳道入口部

皮膚の縫合を行い，外耳道を遮断した例では，①②

の他に③弛緩部が外耳道側へ風船状に膨隆してゆ

くという奇妙な変化を認めることができた。これは

弛緩部の増殖は，中耳腔内圧が外耳道と等しい場合

は②となり中耳腔陰圧となれば retractioncholes-

teatomaとなり，外耳道内圧が陰圧ならば風船状に

膨隆してゆくものと考えられる。すなわち真珠腫は

中耳腔内の陰圧により中耳乳突腔へ侵入してゆくも

のと結論できた。

2. 急性感音難聴と蝸牛窓（正円窓）の破綻

この両者の関連は，不明確な点も少なくないし，殊

にわが国にあっては臨床報告の少ない処より疑心の

点あるをいなめない。

しかし実験的研究以外にも，本教室における臨床

例の確認によって，いわゆる突発性難聴と診断され

る中に相当多数の正円窓膜の破綻のある例が混在し

ていることが確実化して来た。

外傷性の誘因を除外しても，気圧の変動，潜水，｝鼻

鼻， くしゃみと共に難聴の発現する場合，ポッ音に

より始まるもの等は本症を疑う可きであると共に，

変動する感音難聴，特に漸進的に悪化する突発性難

聴様の感音難聴か本症を疑うものであり，検壺結果

にて診断できないだけに，本症の病歴による診断の

璽視される可き事が判って来た。又，手術による聴

力改善は発症後 10日前後以内の手術実施が理想的

である。

3. 耳鳴に対する併用療法

昨年の本欄に紹介した如く，耳鳴に対するキシロ

カイン静注点滴療法中に蝸電図測定による音剌戟の

加重は，耳鳴消失により有効である事が次第に判明

してきた。症例の追加を行っているが，キシロカイ

ン静注と，耳鳴マスカー効果の併用作用と思われる。

現在，症例を追加しつつ実施している。

II. 頭頸部腫瘍の研究

臨床例の治療ならびに摘出標本の病理学的検索，

follow upの続行により，頭頸部腫癌の治癒向上の

為の研究を行っている。殊に喉頭癌，上顎癌の巨大

標本作製は臨床上に有用な研究である。

III. 鼻科学およびその関連領域

1. アレルギー性鼻炎の発症に関する疫学調査

過年度に引き続き，山梨県塩山市および都内の学

童生徒を対象として，アレルギー性鼻炎の地域環境

による発症率の差異につき検討を加えた。すなわち

従来重要視されている大気汚染に注目したことはも

ちろんであるが，この疾患の発症は単にこれのみで

はなく，他の，生活に関与する様々の因子も同時に

調査する必要にせまられ，他学の共同研究の一環と

しても検討を加えている。また調査方法の精度それ

自身にも問題があることから検査方法の標準化の試

案を作成中である。

2. スポーツと鼻疾患に関する研究

昨今小児喘息に対して水泳が奨励されその効果が
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認められているが，水泳によって鼻症状が発現し，あ

るいは既存の鼻疾患が悪化することもしばしば観察

されている。その原因がプールの消毒用塩素と関係

していることが推察されてはいるが， これを実証す

る段階には至っていない。したがってこの機構を究

明するために，動物実験を行いその鼻粘膜への剌戟

性を検討中である。また一方で水泳を実行している

学童生徒の鼻症状の実態も併せ観察中である。

3. 鼻中隔の発育に関する研究

小児の鼻中隔に手術的操作を加えることがその後

の鼻中隔あるいは外鼻の発育に影響するか否かはあ

きらかではない。そこで幼弱家兎を用いて鼻中隔の

骨軟骨を広範囲にあるいは一部分を除去し，その後

の鼻中隔の示す態度につき実験観察を行った。その

結果，手術後の鼻中隔は弯曲する領向にある。また

一度摘出した骨軟骨を再び鼻中隔へ戻しその変化を

組織学的に検索中である。

4. 鼻腔通気度に関する研究

鼻閉の定量的測定に鼻腔通気度計は有用であり，

鼻副鼻腔手術の前後で通気度を測定し手術効果の客

観的指示として役立つかを検討した。またこの器材

を学童集団検診に用うることが可能か否かにつきそ

の応用結果を学会にて報告した。

5. 鼻副鼻腔外傷の治療に関する研究

顔面外傷に併発する副鼻腔損傷を整復するに際

し，シリコンが資材として有用であることを臨床的

に動物実験において実証しこれを報告した。

研 究業績

I. 原著論文

1. 耳科学関係
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麻酔科学

教授：小林建一 麻酔と呼吸・循環

助教授：高木 康 呼吸生理，肺循環

講師 ：天 木嘉 清 筋弛緩薬

講師：谷藤泰正 MAC,肝・腎障害

講師：根津武彦 集中治療医学

講師：永野 修 疼痛管理

研究概要

I. 神経・筋伝達に関する研究

1. NC-45 (Vecuronium bromide)の研究

新しい非脱分極性筋弛緩薬の神経筋接合部での作

用を， ラットの横隔膜神経筋標本と坐骨神経前腔骨

筋による実験から， Pancuronium(P)と比較検討し

た。 Invitroの結果から得られた NC-45とPの効力

比は， 1:1.7である。等量比による invivoの実験で

は， NC-45の効果発現時間，効果持続時間はPの 1/

2であり，また 5回連続投与後の回復係数は， Pの

20％延長に比べ，初回投与後と変化はみられない。

更に両者に相互作用のみられること， Pにみられる

迷走神経遮断作用のないことを明らかにした。

2. PancuroniumとNC-45の相互作用

ラットの invivoの実験で両者間に相互作用のあ

ることが明らかにされた。そこで，その作用部位が

神経筋接合部かどうかを， invitroの標本で検討し

た。 PおよびdTc投与後の NC-45の必要量は， NC

-45の再投与の必要量に比べ，それぞれ 30%,70% 

減少することから，相互作用の部位が，神経筋接合

部であることを明らかにした。

3. 筋弛緩薬の呼吸筋，骨格筋に対する作用につ

いて

非脱分極性筋弛緩薬に対し呼吸筋は抵抗を示す

が， ラットの横隔膜 (D)と排腹筋 (G)に対するブ

ロックから，各薬剤についての呼吸筋に対する

sparing effectを数量的に比較した。検討した弛緩薬

はdTc,パンクロニウム，ガラミン，アルクロニウ

ム， トキシフェリソおよび脱分極薬のサクシニルコ

リンとデカメソニウムである。その結果， ブロック

率を G/Dで比較すると， 1回投与では 1.1-2.2の

間にあり，追加投与では 3.4-8.9と増大し，追加に

よる sparingeffectの増強が明らかにされた。

が抑制されることが明らかにされている。この換気

抑制機序を検討するため，換気抑制のない急性低酸

素血症での CO2応答曲線，換気抑制のある 30分以

上の低酸素での CO2応答曲線，正常での応答曲線の

3種を，健康成人男子について比較した。その結果，

高CO2血症の存在下では，低酸素による換気抑制が

増強することが明らかにされた。

2. 睡眠時無呼吸症候群について

近年，その病因に興味が持たれている本症候群で

あるが，女性の頸髄腫瘍症例についての終夜の呼気

ガス分析により，中枢型睡眠時無呼吸症候群とした。

更に，その原因を検索するため，低酸素換気応答，炭

酸ガス換気応答等について検討し，その結果， これ

らの反応性の低下が本症の発症機序に大きく関与し

ていることを示唆する成績を得た。

III. 痛みとその管理に関する研究

神経ブロックについて

星状神経節ブロック (SGB)は最も頻用されるブ

ロックであるが，手技は一見容易とされながら，術

者により効果は必らずしも一定しない。そこで繰り

返し SGBを受けた症例に， 20に及ぶ質問を同一医

師が行ない，その内容について検討した。その結果，

患者はさまざまな印象をもつこと，手技と効果の関

連など，従来看過ごされていた興味ある成績を得た。

また SGBの適応である顔面神経麻痺に通電針治

療を併用する効果について検討した。

IV. 完全静脈麻酔法に関する研究

アルファジオンによる完全静脈麻酔(TIVA)に併

用する鎮痛薬としてブプレノルフィンを用い，従来

のペンタゾシン， フェンタニールとの比較を，侵襲

に対する内分泌系の反応から検討した。その結果，循

環動態血漿カテコラミン，コルチゾールの変動か

ら， 3者間に有意の差はなく，ブプレノルフィンの有

用性が示唆された。

アルファジオンによる TIVAでは，肝機能に与え

る影響が問題となるが， 80例の臨床例でジアゼパ

ム・ペンタゾシンによる NLA変法と比較検討した。

術後 15日までの肝機能関連酵素の変動は正常範囲

で， NLA変法との間に差は認められず，本法は肝機

能に悪影響を及ぽさないことが推定された。

v. 集中治療に関する研究

II. 呼吸調節に関する研究 1. 開心術後の低心拍出量症候群について

1． 低酸素血症による換気抑制について 管理の進歩にもかかわらず術後の低拍出量症候群

正常人では 30分以上のハイポキシアにより換気 (LOS)は減少しない。そこで， 1981,1982両年の開
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心術 259例中の LOS78例について retrospective

に発現因子を検討した。治療はカテコラミンのみで

なく，血管拡張薬や IABPによる負荷軽減治療が有

効で，特に PCWP20mmHg以下， LVSWI 25 g-m/ 

而以下では， IABPの有効性が示された。また治療

により COが保持されても心仕事量は低く，術後 48

時間でも肺の酸素化能は改善されない。血漿膠質浸

透圧は低値で推移しており，早期からの回復が酸素

化効率の面からも必要であり，また人工換気も酸素

化維持のため必須であることが示された。

2. 開し術後の腎機能について

重篤な患者では，血清クレアチニン値 (Cr)の推

移が，術後の腎機能の指標として重要であることを

すでに指摘した。今回は開心術後例で検討した。そ

の結果，術前 CCrの低い例，手術時間や心肺潅流時

間の長い例ほど，術後の Cr上昇が著しいことが示

され，また LOS例では Crの上昇を招き易く，回復

が遅延することが明らかにされ，術後管理の上での

Crの推移の重要性が確認された。

VI. 麻酔と臓器機能に関する研究

1. 肝硬変に対するハロセンの影響

ハロセンと肝機能の関連は，古くから興味を引い

ているが，臨床上肝硬変のある例で，ハロセン使用

を余儀なくされる例がある。そこで肝硬変とハロセ

ン，エンフルレンの関連を食道静肱瘤手術と四塩化

炭素により作成した肝硬変ラットについて検討し

た。臨床例では，第 1病日に GOT,GPTが一過性に

上昇する。実験例ではチトクローム P-450,病理所

見からハロセン自体や代謝産物より，吸入酸素濃度，

手術操作の影響が大きいとの結果が得られた。

2. 麻酔，手術侵襲と心筋酸素消費量と冠血流量

との関連について

麻酔下特に冠動詠障害例では，心筋酸素消費量

(V02)と冠血流量 (CBF)のバランスを維持するこ

とが重要である。犬を用い，ハロセンの深度を変え，

tail clampによる侵害刺激を与え， V02とCBFの

変動から，侵襲の大きい手術ではハロセン 1.5MAC

が至適濃度であるとの結果を得た。

3. 血中無機弗素と腎障害について

エンフルレンの代謝により産生される無機弗素と

腎障害の関連を， SNPおよび Trimetaphanによる

低血圧麻酔例で検討した。 Trimetaphanでは 80

torr, 3時間まで無機弗素に変化なく，一方 SNPで

は 1時間で有意に増加したことから，腎障害例での

SNP低血圧でのエンフルレン使用の危険を指摘し

た。

4. 悪性高熱症について

本症は死亡率の高い特異な合併症であるが，その

成因は完全に解明されていない。たまたま経験した

2卵性双生子の一方の本症について，その双生児の

一方の兄および長兄，家族について詳細に検討し，特

に筋生検からの標本について，微細構造およびスキ

ンドファイバー法によるカフェイン感受性テストを

始め，内部膜機能について検索し，本症の病因に関

連して貴重な結果を得た。

VII. 肺循環に関する研究

これまで麻酔下の肺循環についての研究を行って

いるが，特に頭高位における SNP低血圧の肺循環，

肺ガス交換に及ぽす影響について臨床的および実験

的に検討した。その結果，臨床例での肺内シャント，

肺胞・動肱血酸素分圧較差の増大が明らかにされた。

研究業績

I. 原著論文

1. 筋弛緩薬に関する研究

l)天木嘉清和田隆子，小山直四，田中和代，小林建ー：

NC-45 (Vecuronium bromide)のラットにおける神

経筋接合部，循環系への作用の検討．麻酔． 32:
737-741 (1983) 

2)天木嘉清：ラットの横隔膜筋と排腹筋に対する各種

筋弛緩薬の感受性の差違 (respiratorysparing effect 

について）．麻酔． 23: 120-124 (1984) 
3)佐竹 司，永野剛蔵：小児のハロセン導入における

サクシニールコリン投与の影響一術後筋肉痛と前投

薬・手術部位の関係について一．臨床麻酔． 7:
630-636 (1983) 

2. 呼吸調節に関する研究

1)上出正之，首藤義幸，景山浩次，石川和仁，香川草平，

小林建ー：正常人における hypoxiaによる換気抑制．

麻酔． 32: S263 (1983) 

3. 静詠麻酔法に関する研究

l)佐竹 司，永野剛蔵，高木康：アルファジオ‘丸り持

続点滴麻酔の術後肝機能に及ぼす影響．麻酔． 32:
554-558 (1983) 

4. 集中治療に関する研究

1)根津武彦，堀口順子：開心術後の lowoutput syn-
drome.循環制御． 4:439-446 (1983) 

2)根津武彦，杉本千寿子，堀口順子，上出正之，景山浩

次，小林建ー：ショック症例に対する大量 Betameth-
asone (S-3433)の効果．基礎と臨床． 18: 
1071-1080 (1984) 

3)堀口順子，上出正之，根津武彦，小林建ー：僧帽弁狭

窄症における体位と呼吸循環動態の変化について．麻

酔． 32: S356 (1983) 

5. 麻酔と臓器機能に関する研究
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1)谷藤泰正，上出正之，首藤義幸，小林建ー，森 義人：

肝硬変患者の術中輸液としての酢酸加リンゲル液と乳

酸加リンゲル液の比較．麻酔． 32:1347-1352 (1983) 

2)杉本千寿子，森永誠子，谷藤泰正，小林建ー：実験的

肝硬変に対するハロセンとハイボキシアの影響．麻酔．

32 : S85 (1983) 

3)大塚正彦，三谷勇雄，景山浩次，谷藤泰正，小林建ー：

SNP低血圧時の血中 CN濃度および投与中止後の高

血圧に対する Nifedipineの影響．麻酔． 32:S145 
(1983) 

4)杉本千寿了，景山浩次，膠 英和，谷藤泰正，雨宮光

比古，酒井聡一，島田和哉，西島博明： 2卵性双生児の

一方にみられた悪性高熱症の一例．麻酔と蘇生，（別冊）

悪性高熱研究の進歩 (VI). 19 : 99-104 0983) 

6. 肺循環に関する研究

1)永野剛蔵：頭高位におけるニトロプルシッド低血圧

の血行動態および肺ガス交換に及ぼす影響について．

東京慈恵会医科大学雑誌． 99:103-112 (1984) 

II. 総 説

l)谷藤泰正： MACの測定法とその意味．麻酔と蘇生．

19 : 245-253 (1983) 

III. 学会発表

l)根津武彦： （シンポジウム）開心術後の lowoutput 

syndrome.第 4回循環制御研究会． 4月．神戸．

2)清水良明，杉本千寿子，谷藤泰正，小林建ー：麻酔深

度および侵害剌激による心筋酸素消費量と冠血流量の

変化．第 30回日本麻酔学会総会． 4月．神戸．

3)小山直四，田中和代，天木嘉清： NC-45とPancur-

onium bromideの相互作用について．第 30回日本麻

酔学会総会． 4月．神戸．

4)三谷勇雄，大塚正彦，景山浩次，谷藤泰正，小林建一：

低血庄麻酔下の Enfluraneの血中 fluorideに及ぽす影

響． SNPおよび Trimetaphanの比較．第 30回日本麻

酔学会総会． 4月．神戸．

5)永野修，膠英和，大高道夫，小林建ー，小泉秀行，

伊介昭弘：星状神経節ブロック (SGB)に関する患者

へのアンケート．第 17回ペインクリニック研究会． 7

月．新潟

6)谷藤泰正： MACとその意味．第 1回麻酔メカニズ

ム研究会． 7月．大阪．

7)上出正之，堀口順子，首藤義幸，小林建ー，香川草平，

本間生夫：中枢型睡眠時無呼吸症候群の一例．第 23回

日本麻酔学会関東甲信越地方会． 9月．東京．

8)小山直四，天木嘉清，田中和代，小林建一： NC-45と

パンクロニウム及び dTc間の相互作用．第 23回日本

麻酔学会関東甲信越地方会． 9月．東京．

9)高木 康： （宿題報告）麻酔と肺循環．第 100回成医

会総会． 10月．東京．

10)永野修，杉本千寿子，磨 英和，大高道夫，小林建

ー：星状神経節プロックと通電針治療を用いた顔面神

経麻痺の治療．第 100回成医会総会． 10月．東京．

11)永野剛蔵，木口百合子，高木康，佐竹 司：各種鎮

痛薬による totalintravenous anesthesiaの検討．第 3

回日本臨床麻酔学会総会． 11月．東京．

12)杉本千寿子，大塚正彦，景山浩次，谷藤泰正，小林建

ー：肝硬変食道静詠瘤手術に対するハロセンとエンフ

ルレン麻酔の術後肝，腎機能への影響．第 3回日本臨床

麻酔学会総会． 11月．東京．

13)堀口順子，上出正之，景山浩次，根津武彦：開心術後

腎機能の障害に関連する因子．第 45回日本臨床外科医

学会総会． 11月．広島．

14)景山浩次，杉本千寿子，谷藤泰正，小林建一，古里征

国，西島博明：悪性高熱患者及び家族の骨格筋の微細

構造と内部膜機能について．第 7回悪性高熱研究会． 11

月．大阪．

15)堀口順子，上出正之，根津武彦，江本秀斗，杉田洋一：

術後低拍出量症候群の呼吸循環管理でみられた問題

点．第 36回日本胸部外科学会総会． 11月．京都．

16)谷藤泰正： （シンボジウム）エンフルレン麻酔下人為

低血圧での血中 inorganic fluorideの変動． SNPと

Trimetaphanの比較．第 5回麻酔薬代謝と肝障害研究

会． 12月．大津．

V. その他

1)小林建ー：医学と生涯教育．大学時報． 32:
100-103 (1983) 

2)大塚正彦，三間伸一，杉本千寿子，谷藤泰正，串田則

章：肺切除術に Robertshawチュープを使用し，完全

気道閉塞を起こしたー症例．第 23回日本麻酔学会関東

甲信越地方会． 9月．東京．

3)永野剛蔵，木口百合子，高木 康，石井正則，梅沢祐

二：上顎神経ブロック後に生じた急性肺水腫の一例．

第 23回日本麻酔学会関東甲信越地方会． 9月．東京．

4)堀口順子，上出正之，根津武彦，谷藤泰正，平井勝也，

小林建ー： 7回に及ぶ再手術の後，軽快した胃，膵，牌，

胆合併切除術の一例．第 1回腹部救急診療研究会． 10

月．東京．
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リハピリテーション科

pramaximalの剌激を坐骨神経に与え不動性萎縮ヘ

の影響をしらべた。タイプ 1から 2への変換の抑制

はみられたが， この条件下では筋線維の細小化，筋

教授 ：米 本恭 三 リハビリテーション医学一 重呈の低下は防げなかった。

般・萎縮筋の病態生理，神 以上の 2つの異なった緊張状態に固定した際に生

経筋疾患，脳循環，腰痛・ ずるひらめ筋重量の増加あるいは減少について蛋白

スポーツ医学 合成に及ぽす影響をしらべた。

講師：青木治人 義肢装具，内部障害に対す Lysosomal enzymesとして Acid maltase, a 

研 究概要

る運動耐容能・スポーツ障

害学

I. 萎縮筋に関する病態生理学的研究

安静あるいは固定により骨格筋には萎縮を生ずる

が，従来実験を通してこの病態の解明をこころみて

いる。成熟ラットの足関節を尖足位に鋼線で固定し，

定期的に卜殺し固定側，非固定側， さらに無処置の

動物よりひらめ筋を採取し検索した。 4~8週経過し

たものについて pH9.4, 4.6, 4.3のpreincubationを

加えた ATPase染色で組織化学的に筋線維タイプ

の分類を行った。この尖足位固定による不動性筋萎

縮の変化としては筋線維の細小化，湿重量の低下の

他にタイプ 1からタイプ 2への変換が生じていた。

単一筋線維を分離しスキンドファイバー法による

生理学的特徴についてしらべた。筋線維タイプの違

いによりストロンチウム濃度に対する張力曲線が異

なること (Takagi,Yonemoto, Sugita: Neurol., 

28: 497. 1978)を利用して識別した。非固定側；無

処置のひらめ筋でぱほとんどがタイプ 1であるのに

対し，固定側ではタイプ 2や中間型が増加していた。

次にスキンドファイバー法でタイプを固定した単一

筋線維を 2次元電気泳動により myosinlight chain 

の分析を行った．中間型のいわゆるタイプXと呼ば

れる筋線維では赤筋，白筋両者 lightchain compo-

nentが存在しており，固定によるタイプの変換に際

しては，既存の筋線維において新しい収縮蛋白がつ

くられ古いものと連続的に置き換ってくると解釈さ

れる。

次に足関節を背屈位すなわちひらめ筋緊張位に固

定し同様の検索を行った。固定後急速に筋重星の減

少 (50-60%)を来たす尖足位固定に対し背屈位で

は1~2週後には逆に菫量の増加がみられ，その後も

緩徐にしか減少しなかった。関節が固定される際ぱ

筋の緊張状態がその後に生じてくる萎縮に大きな因

子となっていることを示している。

尖足位固定をうけたラットの背部皮下に受信機マ

イクロカプセルを埋没し，送信機で 10ヘルツの SU-
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~Galactosidase, Cathepsin D ; Cytosolic enzymes 

として Creatinekinase, Alkaline protease, CANP 

を検索した。その結果，短縮位固定，延長位固定共

にCytosolicenzymesは変化なかったが Lysosom

の酸素活性は冗進していた。この結果より緊張位で

の筋璽量の増加は蛋白の turnoverの不均衡状態に

よるものであろう。

マーカイン筋注による筋線維壊死に関し，スキン

ドファイバーを用いた検索は，筋小胞体機能が障害

される結果，筋細胞内の Caサの上昇を来たし，筋線

維壊死を招来することを示した。

II. 運動生理学的研究

電子伝達系で有酸素的エネルギー代謝に関与して

いる補酵素であるコエンザイム Qlo（以下 CoQ)300 

mg投与が正常者の運動機能に如何なる影響を与え

るか検討した。ダブルブラインドテストとするため

実薬投与，プラセボ投与，運動負荷，非負荷の条件

を組合せ 4群とした。運動負荷量は各人の最大酸素

消費量の 70%とし，週 3回実施した。最大酸素消費

量，運動持続時間は CoQ十運動負荷群，運動負荷の

みの群で増加があり，前者により増加傾向がみられ

た。老年者あるいは障害者の運動療法に際し，効率

よく運動機能を高める方法を探る目的で検討をすす

めている。

筋力の低下， とくに大腿四頭筋やハムストリング

スの筋力低下は歩行能力の低下につながり日常生活

動作の大きな障害となる。これらの筋力低下に対し

サイベックス IIを用いて筋力増強訓練を行ってい

る。症例は膝関節外傷や疾患に起因するものである。

訓練方法は 5RPMで 10回， 3セットとした。膝関節

の伸筋力，屈筋力共に週 2回以上の訓練で効果が上

がり，訓練開始から 4週後までの筋力の増加が著し

い。サイベックスを用いた筋力訓練は筋力の評価を

具体的な数値で患者に示すことが出来，モティベー

ションの上でも価値がある。

III. 内部障害に対する運動耐容能に関する研究

透析療法の進歩は慢性腎不全患者の延命に寄与し



ている。しかし患者に如何なる程度の社会参加が許

されるかの点については詳らかでないのが現状であ

る。多くは自覚症状に頼っている。まずこれらの点

を明らかにする目的で，人工透析患者 67例について

スポーツ，リクリェーション活動について調査した。

透析開始後にも運動を続けているものは全体のわず

かに 12%であり，これはわが国の一般成人スポーツ

実践状態と比較して約 5分の 1に過ぎない。運動を

つづけているものも，自己の判断で行っており， こ

の点についての指導はあまり行われていない。そこ

で， どの程度迄の運動であれば許容されるか，何を

目安として判断すればよいのかという点についてト

レッドミルを用いて患者に定量的に運動負荷を行い

腎機能に与える影響を検討している。

IV. 脳循環動態に関する研究

わが国における高齢者人口の急増にともない，単

なる運動機能の障害と共に老人の精神機能の低下も

無視出来ない問題となっている。そこで，加齢にと

もなう脳循環の変化については超音波定量的血流測

定装置（以下 QFM)を用いて総頸動脈血流を測定

し，知的精神機能に関しては長谷川式スケールで評

価している。男性 22例，女性 28例，平均年齢 78歳

について血流と長谷川式スケールの関係を検索中で

あるが，両者の間に相関を認めている。なお，症例

を増し検討中である。

V. 義肢・装具に関する研究

手部の麻痺による変形に対し装具を作成しその結

果を報告した。義肢・装具に関して新しく研究を開

始している。

VI. その他

第 8回運動療法研究会会長を教授米本恭三が担当

した。

（編集部より） 昭和 58年 4月 1日より， リハビリ

テーション科を診療科目として新設することが

決められ，米本恭三助教授がその責任者として

選出された。なお，米本助教授は 5月 1日付教

授（定員外）となった。

研究業績

I. 原著論文

1. 萎縮筋に関する病態生理学的研究

1)高木昭夫，宮沢 寛，米本恭三，助川卓行，埜中征哉，

石浦章一：不動化による実験的筋萎縮の病態．厚生省

筋シストロフィー症の発症機序に関する臨床研究（三

好班）．昭和 57年度報告書． 57-60(1983) 

2) Miyazawa, H., Ishiura, S., Y onemoto, K., Takagi, 

A. and Sugita, H. : Effect of hind limb immobiliza-

tion on the lysosomal enzyme activity in the rat 

skeletal muscle. Biomedical Research. 4: 597-601 
(1983) 

3)猪飼哲夫．高木昭夫，米本恭三：筋小胞体機能に対す

るマーカインの影響臨床神経学． 24:65-71 (1984) 

III. 学会発表

1)米本恭三： （シンポジウム）骨格筋の廃用性萎縮．第

8回運動療法研究会． 5月．東京．

2)米本恭三，助川卓行，宮沢 寛，猪飼哲夫：廃用性萎

縮筋の病態生理（第 3報）ー電気刺激の及ぽす影響．第

20回日本リハビリテーション医学会総会． 6月．名古

屋．

3)河野照茂，米本恭三，青木治人，徳田紘一，市川武雄，

宮下良一，高麗寿史，奥谷宗昭，乎山次彦：当院におけ

るリハビリテーションの現況．第 53回成医会第三支部

例会． 6月．東京．

4)青木治人，米本恭三，河野照茂，石本二見男：人口透

析患者の日常生活の実態．第 38回関東地方リハビリ

テーション医学懇話会． 10月．東京．

5)青木治人： （シンポジウム）片麻痺のリハビリテー

ションについて．第 100回成医会総会． 10月．東京．

6)米本恭三： （シンポジウム）各科におけるリハビリ

テーション．第 100回成医会総会． 10月．東京．

7)河野照茂，米本恭三，青木治人，奥谷宗昭，徳田紘一，

市川武雄，宮下良一，高麗寿史，平山次彦：運動療法に

おける CybexIIの利用について．第 54回成医会第三

支部例会． 12月．東京．

8)青木治人，米本恭三，河野照茂：手の Splintの小経

験第39回関東地方リハビリテーション医学懇話会．

12月．東京．

9)河野照茂，米本恭三，青木治人：コエンザイム Qの運

動機能におよぼす影響について．第 40回関東地方リハ

ビリテーション医学懇話会． 3月．東京．

10)河野照茂，米本恭三，青木治人：コエンザイム Q1。の

運動耐容能におよぼす影響．第 70回日本体力医学会関

東地方会． 3月．東京．

IV. 著書

l)米本恭三：骨折（とくに老人の骨折）の項分担執筆．

図説臨床整形講座， リハビリテーション． 4-15(1983) 

2)青木治人：腰痛の物理療法の項分担執筆．整形・形成

外科診療Questions & Answers. 1 : 50512-50513 

(1983) 

3)青木治人：腰椎用装具の項分担執筆．整形・形成外科

診療 Questions& Answers. 1: 50514-50517 (1983) 

4)米本恭三：先天性多発性関節拘縮症の項分担執筆．

図説臨床整形講座，神経・筋疾患． 252-255(1984) 

5)米本恭三：進行性化骨性筋炎の項分担執筆．図説臨

床整形講座，神経・筋疾患． 256-261(1984) 

-154-



動を分析し，全調節性咬合器上に術後の顎運動を予

歯 科 想再現し，術後の咬合の安定をはかり，顎顔面の形

態的変化と機能の調和を得ている。

教 授 ： 田 辺 晴 康 口腔外科学・顎発育，口腔

修復 III. 顎関節症

講 師：杉崎正志 口腔外科学・顎運動分析 本症は種々の症状を呈するため，各科で加療され

研 究概要

I. 唇顎口蓋裂の顎口腔の管理

唇顎口蓋裂患者の形成手術後の顎口腔の成長と

歯，咬合の管理については当科の研究主題の 1つと

して，積極的に行っている。

唇顎口蓋裂患者は， 口唇， 口蓋の形成手術による

粘膜搬痕形成のため口腔周囲組織の緊張度が強く，

上顎の劣成長，顎発育不全，顎の狭小化， collapse,

歯列不正など多くの症状のほかに， 口腔内環境の悪

化に伴ったう蝕が幼児期より多発している。

そのため，乳歯列期，混合歯列期，永久歯列期の

各段階ごとの長期的な管理をしなければならない。

すなわち，乳歯列期では顎狭小化に対する顎拡大矯

正，混合歯列期では永久歯の正常方向への歯牙朋出

の誘導，永久歯列期では歯列矯正を行って咬合改善

がなされている。さらに上下顎被蓋関係の改菩され

ないものについては外科的矯正法についても考慮が

はらわれ，その中で，我々が新しく応用した下顎前

歯部骨切り術による下顎後退術は利用価値の高い手

術法として報告している。

さらに顎裂部の処理方法について，検討がなされ

て来た。歯科矯正により咬合改善をはかっても，顎

裂部は装置の除去により狭小化し，結果的に後戻り

の原因となっている。

そこで，我々は歯科矯正後の拡大した顎裂部に骨

移植を行って，裂を閉鎖し，あわせて顎堤をととの

えることを考え，実行にうつしている。これにより，

終末処置として，固定性架エ義歯による保定が容易

になり，咬合関係の修復も完全なものとなってきて

し、る。

II. 顎変形症

本症に対し，外科的に顔貌のみを矯正しても機能

が伴わなければ術後の relapseを起こすことは当然

であり，たとえ relapseを生じないまでも機能と形

態の不調和から種々の障害が発現する可能性は大で

ある。教室では術後の形態と機能の調和を求めるた

め，パソコンを用いた硬・軟組織のセファロ分析装

置を考案し，形態分析を行うとともに，下顎運動を

サフォン下顎運動解析装置を用いて 3次元的に顎運

ることが多いが，その原因の多くは咬合の異常と精

神心理的要因であることが近年明らかにされてい

る。しかし本症に対してはいまだ顎関節腔内注射が

なされている場合も少なくなく，これによる不可逆

性の搬痕も生じている。教室では本症が，咬合異常

による筋の異常運動や運動失調が精神心理的要因と

overlapしたものと考え，本疾患の顎運動を 3次元

的に解析し，顎運動の異常より，各関連諸筋の機能

異常を推察し，各種筋群の筋機能療法を行うととも

に，上下顎咬合時および咀咽時の安定した咬合関係

を再現させ良好な成績をあげている。また，本症は

顎関節部，特に関節円板に器質的変化をもたらしめ

る。そこで関節頭と関節円板の連動を顎関節規格X

線撮影装置を用いて，関節腔内造影下で連続撮影を

行っている。また，顎関節用関節鏡を考案し診断治

療に用いている。

-TVRによる咬合圧測定一

ヒトの骨格筋を 100Hz前後の振動周波数で剌激

すると，同筋は反射性収縮を示す。この反射を緊張

性振動反射 (TonicVibration Reflex) T.V.R.と呼

び，筋中に存在する筋紡錘が振動という伸展に極め

て良く反応し， Ia求心性神経を介し運動神経細胞に

興奮入力を送るため生じるとされている。この緊張

性振動反射は，四肢の筋においてその研究が良く進

んだが咬筋での研究は少ない。

顎関節症，発症の原因は複雑であり，いまだ定まっ

ていないのが現状であるが，咬合不全により引き起

こされる咀咽筋群の筋緊張充進が重要な位置を示し

ていると考えられる。

そこで，我々はこの顎関節症患者群と，正常者群

の比較を咬筋部 T.V.R.による咬合力測定により比

較・検討を加え閉口筋，特に咬筋の調節系を明らか

にし，その病態を把握した。

その結果，正常者群，顎関節症患者群ともに咬筋

部に振動剌激を与えると咬合力の増強が認められ，

100 Hz前後の周波数刺激で最大値を示す頃向がみ

られた。両者とも振動器下面の皮膚を coolingblock 

を行っても咬合力に差は認められず同部の反射性収

縮に於ける皮膚の機械的受容器の関与は認められな

かった。
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また，急性症状のある患者では TVRによる咬合

力は大きく，症状が軽度か慢性に経過している患者

では TVRの強さは，正常人群と変わらないか，低い

値を示す傾向が認められた。

IV. 唾石の研究

唾石の発生とその形成過程における物理化学的性

状の変化について検討し，赤外分光法ならびにレー

ザーラマン分光法を用い分析を行い，含有する無機

組織結晶解石および有機成分の構成を解明し，今日

まだ唾石症の成因に定説がみられないことに対し

て，その唾石の発生機序と種々結石の成長因子を明

らかにする。また， これに引き続き発生の阻止，溶

解など治療面への応用を考える。

l) 唾石の各部を実体顕微鏡で明視し，その部分

の発育過程と構成する成分，無機質，有機質物質を

分子の伸縮および変角振動による赤外線吸収を利用

した赤外分光法 (KBr錠剤法）で分析した。

2) レーザーラマン分光法はアルゴンレーザー光

により散乱される。ラマンバンドを利用し詳細な分

析を行ったが，螢光発生がみられ現在対応法を検討

中である。

3) 上記分析で 2種類の分光法の特徴を生かし得

た情報を整理し，唾石発生機序とその成長過程の分

析を行う。

V. 口腔脩復

歯科学は，歯および周囲組織の何らかの欠損に対

するリハビリテーションとして発展してきた学問で

あり，医学の他の分野には今までみられなかった。そ

の中で，最近 10年の歯科学は急速な発展をとげ，歯

科口腔の治療は大きく変貌している。

欠損に対する人工材料の開発と術式の改良がその

大きな要因となっている。当科においてもその臨床

応用により，咬合の改菩と咀咽機能の回復を計って

し、る。

1. 歯の欠損

歯の欠損に対する処置は従来より義歯にて行われ

ているが，セラミック，ハイドロオキシアパタイト

など人工材料の出現により， これを人工歯根に応用

されてきているが，歯肉との接合に問題が残されて

し、る。

2. 顎骨の欠損

l) 顎骨の吸収の著しい症例には，義歯が維持さ

れない。そのためには歯槽堤形成手術を行って義歯

の安定化を得ている。この顎堤形成手術も，従来，歯

槽縁を下方に移動させることにより顎堤を広げてき

たが，我々は顎骨の矢状骨切り術により顎堤を高く

する新しい術式を採用して，義歯を確実に維持する

方法を行っている。

2) 腫揚等による顎骨の欠損した症例の多くは即

時再建術により，腸骨と金属プレートの複合移植を

行って，顎運動機能に障害をあたえない手術法を採

用している。顎運動機能については術前後を非接触

型サホンビジトレーナーにて検討を加えているが満

足な結果を得ている。

3. 顔面欠損

顎顔面欠損症例は手術による修復処置もあるが，

多くは顔面のエピテーゼによる補綴修復を行ってい

る。当科は症例も多く， 口蓋補綴であるプロテーゼ

と関連をもたせて，その維持方法，装置後の発音に

ついて検討している。

VI. その他

1) 教授田辺晴康は昭和 58年 5月28日に本学高

木講堂で開催された第 8回日本顎顔面補綴研究会総

会の会長となった。

2) 教授田辺晴康は昭和 59年 2月25日に本学中

央講堂で開催された第 128回日本口腔外科学会関東

地方会を主催した。

3) 教授田辺晴康は昭和 58年 9月20日，沖縄県

知事より「沖縄県の重度心身障害者の全身麻酔下歯

科治療」の協力に対して感謝状を授与された。

研究業績

I. 原著論文

l)田辺晴康，杉崎正志，斎藤文明，老沼真一，白川正順，

小泉秀行：下顎骨切除後の即時再建について．顎顔面

補綴． 6:114-115 (1983) 

2)白川正順，秋庭賢司，老沼真一，田辺晴康，下田忠和，

長谷川秀行，河合貴久：家族性大腸ボリボージス患者

の顎骨病変に関する検討．日口外誌． 29: 
1403-1408 (1983) 

III. 学会発表

l)斎藤文明，老沼真一，杉崎正志，田辺晴康，立川哲彦：

下顎骨に発生した巨大な Myxofibromaの1例（下歯

槽神経血管束保存手術症例）．第 37回日本口腔科学会．

4月．大阪．

2)小泉秀行，福崎博生，杉崎正志，田辺晴康，本間生夫：

TVR（緊張性振動反射）による咬合力測定．第 37回日

本口腔科学会． 4月．大阪．

3)野口博嗣，森藤武夫，黒田勇一，河合貴久，長谷川秀

行，白河正順，田辺晴康：シリコン裏装義顎の製作法と

使用例．第 24回日本顎顔面補綴研究会． 5月．東京．

4)須田郁夫，芹田 晃，宇沢俊一，田辺晴康，黒田勇一，
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長谷川秀行，白川正順：顎顔面補綴患者の音声学的検

討．第 24会日本顎顔面補綴研究会． 5月．東京．

5)長谷川秀行，河合貴久，菊池純子，白川正順，杉崎正

志田辺晴康，配島知裕：イリジウム (192lr)線涼に対

する放射線防護装置の検討．第 24回日本顎顔面補綴研

究会． 5月．東京．

6)白川正順，長谷川秀行，河合貴久，斎藤文明，宇沢俊

ー，田辺晴康，山下 孝，望月幸夫：下顎骨の放射線骨

壊死に関する臨床的検討．第 7回日本頭頸部腫瘍学会．

6月．千葉．

7)鮎瀬公彦，小守英一，斉藤 進，杉崎正志，田辺睛康：

東京慈恵会医科大学附属病院歯科における唇顎口蓋裂

患者の臨床的検討．第 7回日本口蓋裂学会． 7月．新潟．

8)田辺晴康，福崎博生，大塚しおり：唇顎口蓋裂患者の

矯正治療後の保定について．第 7回日本口蓋裂学会． 7

月．新潟．

9)田辺晴康，杉崎正志，白川正順，小泉秀行，宇沢俊一，

斎藤文明：人工関節頭を用いた下顎再建後の経過．第

28回日本口腔外科学会． 9月．東京．

10)小泉秀行，伊介昭弘，田辺晴康，大高道夫，永野 修，

膠 英和：星状神経節ブロック及び通電針治療を併用

した顔面神経麻痺の治療成績．第 28回日本口腔外科学

会． 9月．東京．

11)伊介昭弘，小泉秀行，田辺晴康，永野修，膠英和，

大高道夫：顔面神経麻痺における星状神経節ブロック

および針治療の併用について．第 11回日本歯科麻酔学

会． 10月．札幌．

12)長谷川秀行，白川正順，河合貴久，菊池純子，清水

昇，田辺睛康：下顎骨の Monostotic Fibrous 

Dysplasiaの2例．第 28回日本口腔外科学会． 9月．東

京．

13)河合貴久，白川正順，長谷川秀行，菊池純子，清水

昇，小泉秀行：眼症状を伴なった術後性上顎嚢胞の臨

床的検討．第 28回日本口腔外科学会． 9月．東京．

14)岡本哲子，福崎博生，斎藤文明，杉崎正志，田辺晴康，

立川哲彦：正中頸部にみられた黄色肉芽腫の 1症例．

第 126回日本口腔外科学会関東地方会． 5月．松戸．

15)鈴木茂，杉山尚隆，斉藤進，小泉秀行，杉崎正志，

田辺晴康：茎状突起過長症の 1例．第 127回日本口腔

外科学会関東地方会． 10月．鶴見．

16)老沼真一，須田郁夫，伊介昭弘，岡本哲子，田辺睛康：

上顎洞内に生じた巨大な濾胞性歯嚢胞の 1例．第 128

回日本口腔外科学会関東地方会． 2月．東京．

IV. 著 書

l)田辺晴康：子供の小帯手術．歯界展望別冊，歯科小手

術の臨床．医歯薬出版． 217-224(1983) 

V. その他

l)長谷川秀行，河合貴久，白川正順，黒田勇一，老沼真

ー，田辺晴康：スイングロックアタッチメントを用い

た咬合滑面板の臨床的検討．顎顔面補綴． 6(1):

14-18 (1983) 

2) 長谷川秀行，河合貴久，白川正順，伊介昭弘，田辺

晴康：右側頸部に発現をみた石灰化上皮腫一組織成分

と組織形態学的検索ー．日口外誌． 29:1579-

1583 (1983) 

3)河合貴久，白川正順，長谷川秀行，黒田勇一，伊介昭

弘，田辺晴康：術後性搬痕拘縮症に対する治療経験．顎

顔面補綴． 6:13-17 (1983) 
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共用研究施設

附属研究 部

形態研究室

教授： 鈴木 昭男 超微構造病理学・細胞小器

官病理学

講師 ：田 中寿 子 細胞の形態と機能に関する

組織化学的研究

研究概要

I. 超微構造病理学および細胞小器官病理学に関す

る研究

1. ヒト腎臓の近位尿細管上皮細胞にみられる糸

粒体の巨大化とその病理学的ならびに臨床病

理学的意義

種々な病的条件下のヒト腎臓の近位尿細管上皮細

胞には，構造的に極めて特徴のある巨大な糸粒体が

屡々見いだされる（Suzuki,T. et al : Lab. Inv., 33 : 

578. 1975)。今年度内の検索では，慢性糸球体腎炎を

始めとする針生検 10例中 4例に，また腎結石，腎腫

瘍および尿管腫瘍で易U除された腎臓各々 1例の検索

では，腎結石例に巨大糸粒体の発現を認めた。腎腫

瘍および尿管腫瘍例の健常部では陰性であった。近

位尿細管上皮における糸粒体の巨大化現象の意義や

原因については現在全く不明であるが，症例数の大

巾な追加ならびに臨床データとの比較をもとに検討

を重ねている。

2. ヒトおよびラットの腎臓の近位尿細管上皮細

胞における滑面小胞体増殖

種々な毒物や薬物を投与したラットの近位尿細管

上皮細胞には高頻度に滑面小胞体の塊状増殖が見い

だされる（鈴木昭男：日腎誌． 17:668. 1975)。こ

の変化は CCI.やフェノバルビクールを投与した動

物の肝細胞に薬物代謝酵素の誘導を伴って出現する

ものと酷似することから，腎障害物質に対する解毒

的反応に関係する可能性について検討している。今

年度の実験では，塩酸ヒドラジン投与ラット（1.5%

混入飼料を 2日間および 3日間飽食）の腎臓の近位

尿細管上皮細胞にこの滑面小胞体の著しい増殖を認

部長鈴木昭男

めた。また，従来ヒトの腎生検材料ではこの変化は

見いだされていなかったが，腎結石による易l出腎の

電顕的観察では， ラットにみるような滑面小胞体の

増殖塊の多発が確認された。この所見はヒトでの薬

物性腎障害の超微構造病理学的な判定に関係する極

めて重要な所見と考えられる。

3. 単離肝細胞の超微構造と機能の相関に関する

研究

従来の単離肝実質細胞亜分画法の改良によって得

られた単離肝細胞の電顕的観察を行い，細胞の表面

形態は単離後約 24時間保たれること，さらに培養 5

日目まで各分画の超微構造的特徴が保持されること

を確認した。走査電顕による観察では，培養 l日目

の高密度分画細胞の表面特に核の局在部に微絨毛が

密に存在するが，中密度分画細胞では高密度分画の

細胞に較べて若干粗であり，また低密度分画細胞で

はさらに散在性の分布を示した。このような各亜分

画細胞間の表面形状の差異は培養前の表面形状をあ

る程度反映していた。また培養 3日以後では，各亜

分画細胞の表面形態の特徴は消失していた。

透過電顕観察では，培養 1日目にしばしば索状集

塊形成と細胞間に毛細胆管様管腔の形成を認めた

が，未だ明瞭な接着装置の形成はなく，細胞索から

の細胞の離脱や細胞変性なども見られた。培養 3日

目では，多くの細胞が薄層状伸展を示し，細胞間に

は接着斑の形成もしばしば認められた。培養 5日目

には更に細胞の伸展が進み，中間密度細胞は明るい

細胞質，大型糸粒体，グリコーゲン顆粒および大型

の脂肪滴（数個）が目立った。一方，低比重分画細

胞は，遊離リポソームに富む暗調な細胞基質，多数

の小型高電子密度糸粒体および高電子密度滴状物の

発現を特徴とした。これら各亜分画細胞の特徴は培

養5日目まで保持されていた。これら 3種の分画細

胞はその超微形態的特徴から，高密度分画細胞は肝

小葉周辺域の肝細胞に，低密度分画細胞は中心域の

細胞に該当することが明らかにされた。

これらの分画は絶食により大きな変動を示さな

かったが，含有蛋白量およびリパーゼ活性の変動を
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伴っていた。また再生肝では，再生初期には画分不

能であるが，再生の進行に伴って分画が可能となる

ことが示唆された。

II. 牌臓の構造と機能に関する研究

1. 白牌髄周辺域の枠組みの立体構造

白牌髄周辺域にみられる細網組織性枠組みの立体

構造を， ヒト牌臓につき連続切片 SEM法によって

検討した。この枠組み構造は，細網細胞の薄い被覆

層によって覆われかつ種々な量の膠原線維を含む基

底膜様物から成る。プチルメクアクリル樹脂に包埋

した 1.0士O.lμmの厚さの連続切片についてみる

と，白牌髄周辺域の PALS側では中心動脈に対して

同心性層状の配列を示し，最外層は赤色髄との間を

明瞭に仕切っている。一方，濾胞の存在する側では

層状配列が不明瞭で，周辺帯のそれに近い粗な枠組

みを示す。両者の境界域について立体的構造を検討

すると，層状細網織には多くの不連続部および隣り

合った 2層間の連続部があり， これによって隔てら

れる腔は複雑な層状迷路を形成していることが確認

された。

2. モグラ牌臓の微細立体構築

下等哺乳類であるモグラの牌臓を動・静脈圧負荷

灌流固定 (Suzuki,T.,'77)，凍結割断して走査電顕

で観察し，ヒトや高等哺乳動物の場合と比較した。モ

グラ牌臓は多くの高等哺乳類に較べて白牌髄と濾胞

周辺帯との境界が明瞭で， 1～2層の有窓板状隔壁に

よって仕切られ，その外縁に辺縁洞があって濾胞周

辺帯側に開口する。英の発達は良く，動脈周囲リン

パ鞘からの連続と思われる巾の広い細網織の枠組み

が目立つ。牌洞は発達しておらず，被覆細胞ならび

にstomataの大きさや分布も不規則で，ネコにみら

れたような牌索腔との問の開放端が処々に認められ

た。牌索毛細血管の末端部が牌洞に直接連絡するこ

とを示唆する像も見いだされたが，更に検討を重ね

て結論したい。

3. ヒト牌臓における naturalkiller cellの分布

と意義

ヒト牌における naturalkiller (NK)細胞の分布

を単クローン抗体 (HNK-1)を用い免疫組織化学

的，免疫電顕的に検索した。牌に分布する HNK-l+

細胞は分布部位により次の 2群に分けられた。すな

わち白髄周囲から赤髄に分布する群と，胚中心(GC)

に局在する群であった。抗 HNK-1に対する反応は

両群とも細胞膜に局在していた。前者の細胞は類円

形でやや偏在する核を有し核・胞体比の低い単核細

胞（直径 9.5士l.3μm)で，電顕的には高電子密度の

顆粒を有していた。その細胞形態および局在部位（開

放性毛細血管分布部位）より，牌内の循環血中の NK

細胞と考えられた。一方 GC内の HNK-1+細胞は前

者に比べ大きく (11.9士1.lμm)，核・胞体比も大で

あったが，電顕的には同様の顆粒が認められ， NK細

胞の特徴を有していた。しかし分泌小胞が増加し，核

形も未熟リンパ球のそれに類似して，細胞の活動性

の増加が示唆された。 GC内 HNK-F細胞の数は

GCの活動性の充進に伴いその数を増し，本細胞数

とGC内核分裂数，未熟B細胞数， tingible body 

macrophage数との間にそれぞれ正の相関が認めら

れた。以上の所見より， GC内 HNK-1十細胞は芽球

化B細胞の分化，増殖に対し調節機構を果たしてい

るものと推察された。
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4)桐野有爾： （シンボジウム）単離肝細胞の超微構造と 究

機能の相関一透過電顕的研究を主として一．第 100回

成医会総会． 10月．東京．

5)幡場良明： （シンボジウム）単離肝細胞の分画および

亜分画での超微構造上の相違ー走査電顕を中心として

ー．第 100回成医会総会． 10月．東京．

6)田中寿子，高崎 愧：ヒト牌およびリンパ節におけ

るHNK-i+細胞の分布．第 24回日本細胞組織化学会．

10月．名古屋．

7)長瀬すみ，朱宮正剛，江守利博，田中寿子：アゾキシ

メタン (AOH)による無アルプミンラット実験腸腫瘍

の発生．第 42回日本癌学会総会． 10月．名古屋．

IV. 著 書

1)鈴木昭男編著：走査電子顕微鏡の基礎と応用． 日本

電子顕微鏡学会関東支部編．共立出版．東京．（1983)

V. その他

1)鈴木昭男森田淑子，田中寿子，永森静志，衛藤義勝，

桐野有函，幡場良明，小幡 徹：単離培養肝細胞の超微

構造と機能の相関に関する研究．昭和 58年度私学振興

財団学術研究振興資金による研究報告書．

2)鈴木昭男：白牌髄および濾胞周辺帯の立体構築に関

する電子顕微鏡的研究．昭和 58年度文部省綜合研究

(A)「生体防御機構における牌臓の構造の特殊性」報告

書．

研究概要

I. ラット血清中の ACTH作用増強物質に関する

研究

1． ボリアクリルアミドゲル電気泳動による分離

ACTHによるラット副腎遊離細胞のコルチコス

テロン産生を増強する物質がラット血清中に存在す

ることを見いだし，その作用や性質について報告し

て来たが，種々の試みにも拘わらずその分離には到

らなかった。今回，血清抽出物をゲル濾過して得ら

れた増強活性分画を凍結乾燥して試料とし，ポリア

クリルアミドゲル電気泳動により 5個の増強活性を

もつ物質を分離した。 13.5x 10.5 x 0.2 cmの酸性ゲ

ル上に，約 2.5mgの試料の電気泳動を行い，ゲルの

一部を Coomassieblueで染色して，バンドの位置

を確認した後各バンドに相当する部分のゲルから

0.15％酢酸によりそれぞれのペプタイドを抽出し

た。酸性ゲル上でこの試料は約 10個のバンドに分か

れたが，その中 5個のバンドの抽出物に ACTH作

用増強活性が認められた。これら個々の増強物質の

分子量は SephadexG-75ゲル濾過における各々の

溶 出 容 量 (Ve)から， 41,000,24,000, 17,500, 

17,500, 16,000位と推定された。これらの増強物質

は SDSポリアクリルアミドゲル電気泳動により

2~3個のサプユニットに分かれた。またこれら物質

の等電点は最大分子量のものが pl8.5前後で，他は

それに同じかあるいはそれより更に塩基性側にあっ

た。コンカナヴァリン Aーアフィニティクロマトグ

ラフィーの結果から， これら 5個の物質はすべて糖

ペプクイドであった。これらの物質は作用に多少強

弱の差はあるが，蛋白質量として l-2μg/m]で最大

のACTH作用増強活性を示した。

これらの物質はポリアクリルアミド電気泳動によ

る分離後においては， ACTH様生物活性，およびラ

ジオイムノアッセイによる ACTH活性が全く認め

られないにも拘わらず，その後の精製，すなわち

Sephadex G-75や Bio-GelP-60によるゲル濾過

後，それら自身強い ACTH活性を示すことが隈々

観察された。これらの物質は主として下垂体におい

て産生されることをすでに報告したが， これらの物

質の分子中に ACTHの活性部位に似た構造が存在

するのか，あるいはこれらの物質は ACTH前駆体
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そのものであって， ACTHの生物活性部位も免疫活

性部位も最初は何らかの形で被われているのである

か，などに関しては未解決である。この解明が増強

作用の機構の解明につながるのかも知れない。

2. 遊離脂肪細胞における増強作用

遊離脂肪細胞の脂肪動員作用に対する ACTH作

用増強物質の特異性について検討した。試料として

血清抽出物の SephadexG-100ゲル濾過の活性分画

を用いた。この物質は脂肪細胞の ACTHによる脂

肪動員作用を増強したが，エピネフリンによる脂肪

動員作用には影響を与えず， ACTHの作用を特異的

に増強する物質であることが示唆された。

II. ラットの ACTH分泌における内側視床下部神

経切断の影響

交感神経系薬物による血中への ACTH分泌促進

作用は，主に交感神経 al—および a2一の両 a—受容体

を介して作用していることをすでに報告した。今年

度はこれらの薬物による ACTH分泌に対する内側

視床下部の神経切断による影響を検討した。ドン

リュウ系雄ラットを使用し，内側視床下部の切断は

Halaszらの方法を修正して行った。神経の切断から

5~6日後，薬物を腹腔内に投与し，血中 ACTH濃度

を測定した。エピネフリン， ノルエピネフリンおよ

びクロニジンによる ACTH分泌促進作用は，神経

切断により正常群および偽手術群に比べて 80

~90％抑制された。腹腔内に投与された薬物による

作用が内側視床下部の神経切断により，ほぽ完全に

抑制されたことにより，中枢への上行性神経経路が

ACTH分泌において重要であることが示唆された。

しかしながら神経切断後も薬物投与群においては生

理食塩水投与群にくらべて有意差はみられなかった

が，わずかながら ACTH分泌促進作用がみられた

ので， これら薬物による視床下部あるいは下垂体へ

の血流を介しての直接作用も一部関与していると思

われる。

III. コンピュータソフトウエアプログラム『培養

細胞の成長曲線計算と解析』の開発

機能研究室に設置されているミニコンピュータ

(NOV A IIl/12)を用いて，培養細胞の成長曲線計算

と解析のプログラムを開発し，一般研究員の実用に

供した。プログラムは目的に従って以下の 2つに分

かれ，各々の要点は次の通りである。

(1) 1種類 10点の試料で 20種類を最高 10回ま

で測定した結果を分別，記録，保存する。また結果

の入力と平行して種類別の平均，標準偏差を計算し

て各々の成長度を出力する。

(2) 測定実験終了後，測定実験中測定不適になっ

た試料を全測定値より除き，再計算を行い，種類別

に成長曲線および成長指標を計算する。

IV. ラット単離肝実質細胞亜分画におけるリパー

ゼ活性について

コラゲナーゼ灌流法にて得たラット肝実質細胞を

percol密度勾配で遠心すると比重の異なる 4つの

分画に分かれる。これらの細胞が肝組織中のどの細

胞群と対応するかを明らかにする一助として， 4亜

分画細胞のリパーゼ活性の分布を測定した。また

ラットに絶食あるいは肝再生処理を行い，各々の処

理に伴うリパーゼ活性の分布の変化についても調べ

た。正常ラットでは亜分画中の 3つの生細胞分画の

中で，中程度の比重の画分に最も高いリバーゼ活性

が見られたが，絶食処理を行うと，実質細胞全体と

しても活性が高まるが，一番重い比重の画分に高い

リパーゼ活性が見られるようになった。これは細胞

の分画間の移動か，本来の分画細胞に活性が充進し

たのか不明であるが，肝実質細胞の機能解明に 1つ

の示唆を与えるものと思われる。

研究業績

I. 原著論文

1) Morita, Y., Shimizu, K. and Obata, T.: Potentiat-
ing activity of rat serum extract on ACTH-induced 

corticosteroidogenesis in isolated rat adrenal cells. 
Endocrinol. Japon. 31: 217-225 (1984) 
2) Shimizu, K., Obata, T. and Morita, Y.: Effect of 

“I― and a2-adrenoceptor agonists and antagonists 
on ACTH secretion in rats. Japan. J. Pharmacol. 
33(suppl.) : 130(1983) 

II. 学会発表

1)森田淑子，清水久仁子，小幡 徹：ラット血清中の

ACTH作用増強物質について一作用機構に関する研

究ー．第 56回日本内分泌学会総会． 5月．大阪．

2)小幡徹：ラット脂肪細胞における血清中の

ACTH作用増強物質の作用について．第 57回日本薬

理学会総会． 3月．京都．

3)清水久仁子，小幡 徹，森田淑子：交感神経系薬物に

よるラット血中への ACTH分泌についてー内側視床

下部神経切断の影響ー．第 56回日本内分泌学会総会． 5

月．大阪．

4)清水久仁子：ラット ACTH分泌における aI―,

“2―両受容体の関与について．第 100回成医会総会． 10

月．東京．

5)小幡 徹，森田淑子： （シンポジウム）単離肝実質細

胞亜分画におけるリバーゼ活性に関する研究．第 100

回成医会総会． 10月．東京．
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共同利用研究部

教授：平野 正

助教授：入山啓治

講師：滝上 誠

細胞学・遺伝学

植物生理学・分析科学

放射線物理学

部長 平 野 正

原の分布をプラズマ重合膜金属抽出レプリカ法に

よって観察した。実験は，細胞壁溶解酵素（チモリ

アーゼ 60,000)を用いプロトプラスト化した細胞

に， ウサギ抗プロトプラスト血清を第 1抗体として

研究概要 用い，第 2抗体としてフェリチン標識ヒッジ抗ウサ

共同利用研究部は，分析機器室（分析室），電子顕 ギIgM抗体を用いた。この結果，フェリチン粒子が

微鏡室（電顕室）およびアイソトープ研究室 (RI研 プロトプラスト表層一面に付着しているのが観察さ

究室）の 3室より構成されている。次に 3室が実施 れた。また，第 2抗体として，抗ウサギ IgG抗体を

した研究内容について紹介する。 用いた場合には，フェリチン粒子の付着が少ない。こ

の結果から， ウサギ抗プロトプラスト血清に含まれ

〔分析機器室〕 る抗体には lgGよりも IgMが多いことを確かめ

I. 医学に役立つ分析手法の確立に関する研究 た。

HPLC-ECD法による体液および組織中のカテ

コールアミン (CA)の分析手法を確立し，分析サー

ビス項目として軌道にのせた。分析室独自の研究か

ら分析サービスヘと移行した最初の成果である。ま

た HPLC-ECD法による尿酸の分析法の基礎を確

立し，分析項目として採用するための最適化を，東

大，帝京大，北里大などと協力して開発している。

レーザ Raman分光法による眼球中のレンズ蛋白

の研究を行った。 Raman-CTヘ一歩近づいた成果

を得た。光学顕微鏡と上記分光法の組み合せである

顕微 Raman法により，世界で初めて胆石中の構

成々分とその分布について情報を得た。その他生体

関連物質のレーザ Ramanスペクトルの測定をし，

成果をうることができた。

（アイソトープ研究室〕

IV. 液体シンチレーションによる放射能測定に関

する研究

医学・生物学の分野において最も使用頻度の高い

放射性核種である 3H,ucの測定には液体、ンンチ

レーション測定装置が用いられている。この測定法

では放射性試料をシンチレークー溶液に均質分散さ

せて測定を行うが，試料によってはケミルミネッセ

ンスが発生し，放射能決定のさいに大きな誤差を生

ずる。ケミルミネッセンスの発生は時間とともに指

数関数的に減衰するので，通常， この減衰を待って

測定を行うが，ケミルミネッセンスの発生が数時間

から数日間に及ぶ場合も多い。本研究では， この欠

点を解消するために放射線によるシソチレーション

II. その他 のパルス波高分布および，ケミルミネッセンス・パ

学際的立場から新しい医用分析手法の確立のため ルス波高分布，それぞれの特性を調べ，解析的手段

の墓礎的研究を行った。また医用分子エレクトロニ によりケミルミネッセンスを除去し，正確な放射能

クスに関する基礎的研究を行った。これはポスト遺 を求める方法を開発した。本法によると特別な電子

伝子工学として注目されている分子エレクトロニク 回路を必要とせず，測定法ならびに電算機による

スの研究に属するものである。 データー処理が容易なためルーチン測定にきわめて

有効である。

〔電子顕微鏡室〕

III. 酵母プトロプラストの表層抗原の観察 V. たんばく質のヨウ素標識化に関する研究

酵母細胞の融合の方法として，プロトプラストが RI標識化合物は多くのものが市販品により入手

広く用いられているが，プロトプラストの細胞学的 可能であるが，特殊な物質については，それぞれの物

研究は少ない。我々は，細胞融合のしくみを解明す 質に応じた標識方法，および条件を開発する必要が

るために，プロトプラストの表層構造，特に表層抗 ある。本研究では，黄色ブドウ球菌産生毒素の1つで

-162-



あるExfoliativetoxinの生体内代謝の研究を行う

ため，この毒素の放射性ヨウ素， 125Iおよび 131Iによ

る標識化を検討した。標識法として， 1)lactopero-

xidase法， 2)Iodogen法を用いて，いずれの方法

においても，約 3時間の実験操作により 30-40%の

ョウ素取込率が得られた。しかし， Exfoliativetoxin 

はヨウ素の標識化により活性が幾分低下し， トキソ

イド化する傾向が見られるので，今後，取込率の向

上をはかると共に，酵素活性を保持するための手段

を考慮する必要がある。

研究業績

I. 原著論文

1) Yoshiura, M., Iriyama, K., Konishi, M., 

Kawamura, T. and Kurihara, S.: Very rapid and 

simple method for preparing a glucose sensor of 

good quality. Analyst. 1983: 419 (1983) 

2) Iriyama, K., Ozaki, Y., Hibi, K. and Ikeda, T.: 

Raman spectroscopic detection of haemoproteins in 

the eluate from high-performance liquid chromato-

graphy. J. Chromatogr. 254: 285-288 (1983) 

3) Iriyama, K. and Y oshiura, M. : Simple method 

for the spectral control of merocyanine 
photodiodes. Appl. Phys. Lett. 42: 206-207 (1983) 

4) Konishi, M., Kawamura, T., Yoshiura, M., 

Iriyama, K., Kurihara, S., Sakai, T., Matsuda, M. 

and Nagano, M. : Improved enzyme sensor for 

glucose. Jikeikai Med. J. 30: 59-64 (1983) 

5) Iriyama, K., Yoshiura, M. and Iwamoto, T.: 

Determination of catecholamines in rat tissues by 

high-performance liquid chromatography with 

electrochemical detection. Jikeikai Med. J. 30: 35 
-43 (1983) 

6) Ozaki, Y., Nagayama, K., Kyogoku, Y., Hase, T. 

and Matsubara, H.: Resonance Raman spectros-

copic study on the iron-sulfur proteins containing 

[2Fe-2SJ clusters. FEBS Lett. 152 : 236-240 (1983) 

7) Iwamoto, T., Y oshiura, M. and Iriyama, K. : 

Liberation of catecholamines from alumina. Jikei-
kai Med. J. 30: 123-128 (1983) 

8) Iwamoto, T., Yoshiura, M. and Iriyama, K.: Uric 

aicd determination : Reversed-phase liquid 

chromatography with electrochemical detection. 

Jikeikai Med. J. 30: 177 -183 (1983) 

9) Yoshiura, M., Iwamoto, T., Ozaki, Y., Iriyama, 

K., Omasa, R., Watanabe, M., Watanabe, Y., Ada・

chi, J.. Nagata, K., Nakada, M., Nohara, A., 

Yamamoto, W., Iwasaki, T., Nishino, H., Kobaya-

shi, R., Abe, M., Maeda, T. and Murai, S.: A 

method for determining of fecal bile acids by use of 

high-performance liquid chromatography and of 

column from immobilized 3a-hydroxysteroid dehy-

drogenase. Jikeikai Med. J. 30: 207-214 (1983) 

10) ltoh, K., Ozaki, Y., Mizuno, A. and Iriyama, K.: 

Structural changes in the lens proteins of hereditary 

cataracts monitored by Raman spectroscopy. Bio-

chemistry. 22: 1773-1778 (1983) 

11) Iriyama, K., Mizuno, A., Ozaki, Y., Itoh, K. and 

Matsuzaki, H. : An application of laser Raman 

spectroscopy to the study of a hereditary catar-

actous lens ; on the Raman band for a diagnostic 

marker of cataractous signatures. Curr. Eye Res. 2 : 
489-492 (1983) 

12) Sakaguchi, Y., Nakamura, N., Nagatsu, T., 

Tamura, S., Koyama, A., Hara, S., Ono, T., 

Yamamoto, H., Aoki, Y., Kagata, T., Kijima, M., 

Toriumi, T., Nagao, F., Iriyama, K., Iwamoto, T., 

Yoshiura, M. and Ozaki, Y.: Gastric mucosal blood 

flow in the onset of stress-induced ulcers -gastric 

mucosal blood flow, gastric wall microvascular 

structure and norepinephrine in the gastric wall. 

Gastrointestinal Function (Proc. 1st Symp. Reg. 

Disturb. Gastrointest. Func.) : 121-138 (1983) 

13) Yoshiura, M., Iwamoto, T., Iriyama, K., Kanki, 

T., Kato, Y., Sekino, H. and Nakamura, M.: A 

simple method for the determination of uric acid in 

human cerebrospinal fluid by reversed-phase high 

-performance liquid chromatography with electro-

chemical detection. Jikeikai Med. J. 30: 235-238 
(1983) 

14) Yoshiura, M., Iwamoto, T., Iriyama, K., Tokoro, 

T., Eto, Y. and Maekawa, K.: An attempt at the 

diagnosis of neuroblastoma by reversed-phase high 

-performance liquid chromatographic determina-

tion of urinary catecholamine metabolites. Jikeikai 

Med. J. 30: 251-258 (1983) 

15) Nagayama, K., Ozaki, Y., Kyogoku, Y., Hase, T. 

and Matsubara, H. : Classification of iron-sulfur 

cores in ferredoxins by 1 H nuclear magnetic reso-

nance spectroscopy. J. Biochem. 94: 893-902 (1983) 

16) Ozaki, Y., Mizuno, A.. ltoh, K., Yoshiura, M., 
Iwamoto, T. and Iriyama, K.: Raman spectros-

copic study of age-related structural changes in the 

lens proteins of an intact mouse lens. Biochemistry. 

22: 6254-6259 (1983) 

17) Ozaki, Y., Iwamoto, T., Yoshiura, M., Iriyama, 

K., Nakano, M. and Arai, T.: Test of commercial 

digoxine enzyme-immunoassay kit. Jikeikai Med. 

J. 30: 375-380 (1983) 

18) Iwamoto, T., Yoshiura, M. and Iriyama, K.: A 

simple, rapid, and sensitive method for the determi-

nation of rat serum uric aicd by reversed-phase 

high-performance liquid chromatography with 

electrochemical detection. J. Chromatogr. 278: 156 
-159 (1983) 

19) Iriyama, K., Yoshiura, M., Iwamoto, T., Hosoya, 

T., Kono, H. and Miyahara, T.: Determination of 

uric acid in human serum: Reversed-phase liquid 

chromatography with electrochemical detection. J. 
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Liq. Chromatogr. 6: 2739-2746 (1983) 

20) Carey, P.R.m, Ozaki, Y. and Storer, A.C.: Com- II. 総説
parison of the substrate conformations in the active 

sites of pa pain, chymopapain, ficin and. bromelain 

by resonance Raman spectroscopy. Biochem. Bio-

phys. Res. Commun. 117: 725-731 (1983) 

21) Mizuno, A., Ozaki, Y., Itoh, K., Matsushima, S. 

and lriyama, K. : Raman spectroscopic evidence for 

the microenvironmental change of some tyrosine 

residues of lens proteins in cold cataract. Biochem. 

Biophys. Res. Commun. 119: 989-994 (1984) 

22)入山啓治，吉浦昌彦：フェオフィチン単分子膜被覆

酸化スズ (IV)透明電極の簡単な調製法とその光電気

化学的挙動． 日本化学会誌． 1984:365-367 (1984) 
23) Yoshiura, M., Iwamoto, T. and lriyama, K.: 

Comparative study of reversed-phase high-perfor-

mance liquid chromatography with electrochemical 

detection systems for the determination of urinary 

homovanillic acid and vanilylmandelic acid at the 

diagnosis of neuroblastoma. Jikeikai Med. J. 31 : 63 

-69 (1984) 

24) Iwamoto, T., Yoshiura, M. and Iriyama, K.: 

Determination of catecholamines by reversed 

-phase high-performance liquid chromatography 

with electrochemical detection : Comparison with 

fluorescence and ultraviolet absorption detection 

methods. Jikeikai Med. J. 31: 79-84 (1984) 

25) Hirano, T., Yamaguchi, M. and Tanaka, A.: 

Visualization of gold maker at the surface of proto-

plasts and cell wall remnants in yeast Sacchar-

omyces by extraction replica method. Experientia. 

45 (suppl.) : 336-337 (1983) 

26) Ohzu, E., Yamaguchi, M. and Kusa, M. : Notes on 

the failure in the turbidimetry of choriolytic activ-

ity of the hatching enzyme in the rainbow trout 

eggs. Annat. Zoo!. Japan. 56: 73-77 (1983) 

27) Yamaguchi, M., Hirano, T. and Tanaka, A.: 

Visualization of surface antigens of yeast proto-

plast by ferritin extraction replica method. Cell 

Structure and Function. 8 : 451 (1983) 

28) Takiue, M., Natake, T. and Hayashi, M.: Double 

Ratio Technique for Determining the Type of 

Quenching in Liquid Scintillation Measurement. 

Int. J. Appl. Radiation and Isotopes. 34: 1483-1485 

(1983) 

29) Takiue, M., Hayashi, M. and Natake, T.: Elimi-

nation of Chemiluminescence in Liquid Scintillation 

Measurement. Nuclear Instr. and Meth. in Phys. 

Res. 219: 192-195 (1984) 

30) Sako, T., Sawaki, S., Sakurai, T., Ito, S., Y oshiz-

awa, Y. and Kondo, T.: Cloning and Expression of 

the Staphylokinase Gene of Staphylococcus aureus 

in Escherichia coli. Mo!. Gen. Genet. 190 : 271-277 

(1983) 

1)入山啓治，尾崎幸洋，岩本武夫，吉浦昌彦：レーザー

ラマン分光学の生化学への新しい応用．生化学． 55

102-103 (1983) 

2)入山啓治，岩本武夫，吉浦昌彦： HPLC-ECDによる

生体成分の分析法．日立ニュース． 26: 

2256-2261 (1983) 

3)尾崎幸洋：共鳴ラマンラベル法の酵素反応機構研究

への応用．生物物理． 23:299-304 (1983) 

4)尾崎幸洋，水野有武：生体科学へのラマン散乱の応

用． II白内障研究への応用．化学の領域増刊． 140:
101-105 (1983) 

5)平野 正：酵母細胞の電子顕微鏡的研究．東京慈恵

会医科大学雑誌． 98:267-285 (1983) 

6)平野正：酵母のプロトプラスト．細胞． 16(1) ; 

15-21 (1984) 

7)滝上 誠，名竹孝志，林みどり：医学・生物学におけ

るラジオアイソトープの取扱い法．細胞． 15:

313-321 (1983) 

III. 学会発表

l)入山啓治，尾崎幸洋，吉浦呂彦，岩本武夫：ラマン分

光学の医学への応用．日本化学会第 48秋季年会． 8月．

札幌．

2)吉浦昌彦，岩本武夫，尾崎幸洋：電気化学の医学への

応用． 日本化学会第 48秋季年会． 8月．札幌．

3)尾崎幸洋，水野有武，伊藤紘一，吉浦昌彦，岩本武夫，

入山啓治：水晶体の老化と蛋白質の構造変化ーレー

ザーラマン分光法による研究ー．第 10回生体分子の構

造に関する討論会． 7月．大阪．

4) Ozaki, Y., Mizuno, A., Kamada, Y., Itoh, K., 

Iriyama, K. and Matsuzaki, H.: Raman eye (2): 

Change of water content during the formation of 

lens opacity. Second Congress US-Japan Coopera-

tive Cataract Research Group. February. Honolulu. 

U.S.A. 

5)尾崎幸洋，水野有武，伊藤紘一，吉浦昌彦，岩本武夫，

入山啓治：ラマン分光法による insituでの水晶体蛋

白質の構造変化の研究ー白内障と蛋白質の構造変化．

第 34回クンパク質構造討論会． 10月．熊本．

6)入山啓治，吉浦昌彦：メロシアニン Langmuir

-Blodgett膜被覆 Sn02電極の光電気化学的挙動．＇ 83

年電気化学合同秋季大会． 11月．筑波．

7)入山啓治，吉浦昌彦，岩本武夫： HPLC-ECD法によ

る生体物質の微量分析．＇ 83年電気化学合同秋季大会．

11月．筑波．

8)石田英之，嘉本律，石谷徊，尾崎幸洋，入山啓治：

レーザーラマンマイクロプローブ (MOLE)及び FT

_IRによる胆石の分析第 19回応用スペクトロスコ

ピー討論会．東京．

9)吉浦昌彦，岩本武夫，入山啓治，細谷龍男，河野英雄，

池 田 斉 ， 宮 原 正 ： HPLC-ECD法による組織中尿

酸の絶対値測定．第 15回尿酸研究会． 2月．東京．

岩本武夫，吉浦昌彦，入山啓治： HPLC-ECD法による
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体液中尿酸の絶対値測定．第 15回尿酸研究会． 2月．東

京．

10)吉浦昌彦：生体調節物質の HPLC-ECD法による分

析．第 100回成医会総会．神経化学シンポジウム． 10

月．東京．

11)尾崎幸洋：ラマン分光法の医学への応用 白内障

研究を中心として．赤外ラマン研究部会研究会． 12月．

東京．

12)乎野正，山口正視，星野道雄，松本恵美，田中 昭，

関口吉夫：金属抽出レプリカ法による酵母プロトプラ

スト表層の観察．日本電子顕微鏡学会第 39回学術講演

会． 5月．名古屋．〔J.Electron Microscopy. 32: 257 
(1983)〕

13)山口正視，平野正，田中昭，酵母プロトプラスト

の表面抗原．第 16回酵母遺伝集談会． 8月．大阪．

CY east Genetics and Molecular Biology News. 

Japan. 16: 1 (1983)〕

14) Hirano, T., Yamaguchi, M. and Tanaka, A.: 

Visualization of gold maker at the surface of proto-

plasts and cell wall remnants in Yeast Sacchar-

omyces by extraction replica method. 6th Int. 

Protoplast symposium. Aug. Basel. 

15)平野正，山口正視，田中 昭：酵母プロトプラスト

表層における ConA標識全コロイド粒子の直接観察．

第 36回日本細胞生物学会． 12月．京都．〔Cellstructure 
and Function. 8: 450 (1983)〕

16)滝上誠名竹孝志，林みどり：液体シンチレーショ

ン測定による 3H表面汚染密度の正確な評価法．第 18

回日本保健物理学会研究発表会． 5月．東京．

17)藤井張生，滝上 誠，油井多丸，石河寛昭：乳化シン

チレータの改良．第 20回理工学同位元素研究発表会． 7

月．東京．

18)滝上誠林みどり，名竹孝志，石河寛昭：液体シン

チレーション測定法におけるケミルミネッセンスの補

正法．第 27回放射化学討論会． 10月．名古屋．

19)吉沢幸夫，伊藤祥子，近藤 勇，吉川博文，斉藤日向：

スクフィロキナーゼ遺伝子のクローニングとその大腸

苗および枯草菌における発現．第 56回日本細菌学会総

会． 4月．大阪．

20)吉沢幸夫，近藤勇：クイビングファージ T,t,42E

の溶原化に伴う f3溶血素産生の抑制について．第 28

回ブドウ球菌研究会． 10月．京都．
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実験動物運営委員会

委員長 松 葉 三 千 夫

教授：松葉三千夫（兼任）

研究概要

I. 比較内分泌学

1. 副腎組織を用いての研究

ACTHのcorticoidogenicresponse (CR)におけ

るsecond-messengerとしての cAMP説はあまり

にも有名である。 CRにおける cAMPはcytosolの

cholesterol (chol) ester hydrolaseを活性化し，

chol ester poolから freecholの遊離を促進する系

が主要な役割を果たすと考えられている。副腎皮質

細胞中に含まれる cholester量を測定すると， chol

ester量には種族差が認められ，ラットの副腎細胞は

高濃度の cholesterを含有しているのに対し， ウシ

ではわずか，ハムスターにおいては殆ど cholester 

が認められなかった。一方電顕観察において， ラッ

ト，マウス， ウサギ及びサルの副腎皮質束状層細胞

中の lipidgranuleの占有面積は 20-30%と脂肪型

であったのに対し，ハムスター，プク及びウシの場

合は 0-5%と非脂肪型であった。特にハムスターに

おいては， lipid granuleはまったく観察されず

lysosomeが多数観察された。この観察から ACTH

のCRに利用される基質 cholとして lipidgranule 

が重要であるとする従来の考え方は疑問に思われ

た。

2. 遊離副腎細胞を用いての研究

ラット， ウシ及びハムスクーの遊離副腎細胞を用

いて ACTHのCRに対する各種阻碍剤の影響につ

いて検討した。① calmodulin阻碍剤の影響： lipid

granuleにpoolされている cholesterを加水分解

により遊離型にする chol ester hydrolaseは

Ca++ -calmodulin系によって活性化することが知

られているが， calmodulin阻碍剤はラット及びウシ

の細胞の ACTHの CRを 抑 制 し た こ と か ら

ACTHのCRの基質として cholester poo]が利用

され，ハムスター細胞では ACTHのCRに対し，

Ca++--calmodulin阻碍剤がほとんど影響を与えない

ことから Ca++--calmodulin系が ACTHのMCに関

与しないものと思われた。② lysosomalenzyme 

活性阻碍剤の影響： lysosomalenzyme活性阻碍剤

のACTHのCRに対する効果は，細胞外からの

chol供給を絶った状態では，ラット及びウシで，

incubation開始 10-20分， lysosomeの良く発達し

たハムスターの場合でも 1時間まで ACTHのCR

を抑制したことから incubation開始の一時期

lysosome由来の cho]をACTHのCRの基質とし

て利用するものと思われた。③ cholde novo合成

阻碍剤の影響：ラット及びウシ細胞では chol de 

novo合成阻碍剤の ACTHのCRに対する影響が

3-2時間 incubation実験において認められないこ

とから denovo合成系からの基質 chol供給は，少な

くとも 3-2時間 incubationでの ACTHのCRには

関係しないものと思われた，しかしハムスターでは

1時間 incubation以降の ACTHのCRに強く抑制

したことから， lysosome由来の cho]が枯渇した後

の基質供給系に cholde novo合成系が関与するも

のと考えられた。④ steroidogenicprotein合成阻

碍剤の影響： steroidogenicprotein (SP)はmito-

chondria外膜から内膜への cho]の移動を促進し，

Cytochrome P450 secとcho]の飽和度を高めるこ

とにより ACTHのCRを促進するものと推定され

ている。この SPの合成は， ACTHによる細胞膜の

Ca*-channe]から Ca*-influx促進作用によるもの

と考えられている。 SPの合成阻碍剤はラット，ウシ

及びハムスターいずれの細胞の ACTHのCRに対

しても同様の阻碍効果を示した。

これらの比較内分泌学的研究から， ACTHのCR

における基本的な細胞内調節作用は， Ca*-influx促

進による SPの合成促進にもとづく可能性が暗示さ

れた。

研究業績

III. 学会発表

1)岩城隆昌，大野裕治，関本健人，中道 昇，野口昭文，

柳橋和利，川村将弘，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究；ハムスクーにおける ACTHの別腎皮

質ホルモ｀ノ産生促進機構．第 18回実験動物学会． 8月．

神戸．

2)野口昭文，大野裕治，辻和男，岩城隆昌，鶴井雅，

米沢芳子，松葉三千夫： ACTH作用機構に関する研

究； Corticoidogenesisの基質 cholesterol供給系につ

いて．第 57回日本薬理学会総会． 3月．京都．
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研 究 室

宇 宙医学

教授：佐伯 駄 重力生理・環境適応生理・

呼吸循環代謝生理

研究概要

I. 重力生理学の研究

前年度に引きつづき，次の諸項について検討が行

われた。

l. 体力と hypodynamics時の orthostatic耐性

(OST). 

対象体力の範囲を拡大して得た前年度の結果につ

いて 5月の ASMA総会（アメリカ）に於て Dr.San-

dlerらとより詳細に討議して袈同を得た。その後グ

ループ別の平均値と個体の個々の測定値の分布曲線

との差の有意性を統計的に比較検討し， この結果か

ら当研究室の従来からの考え方の正当性を裏付ける

ことに成功した。又広囲体力についての 2次相関曲

線から広囲体力者の hypodynamics時OST曲線と

対応するのは adrenaline排出量の変化率であって，

noradrenalineの場合は，その体力別変化率には有

意差がみとめられない。即ち，前々年度にみとめら

れた Vozmax 40-63程度の比較的低い体力範囲の

場合では adrenalineとnoradrenalineとの関係か

らも一応説明が可能であったが，より広範の対象に

ついては， これでは説明が困難であったものが，今

年の成績から， adrenalineの排出の態度だけによれ

ば，一応説明出来ることになった。

2. Orthostasisとantiorthostasisとの関係につ

いての研究

近年後者の方がより宇宙条件 (OG条件）を simu-

lateするものとされているが，その主流をなす，

Ilyin, Halstead, Musacchia, Popovicらの条件ぱ

head downであるが，複雑不明確な因子を含むもの

であった。当室では，従来より米・ソでも本来の

orthostasisをつくりうる最も基本的条件とされて

いる佐伯式水平懸垂法 (OS条件付用）に対比しうる

甚本的な独自の headdown条件(AOS条件付用）を

つくって，本来の orthostasisとantiorthostasisと

の差異をなす条件因子は何であるかをたしかめるこ

とに重点をおいた。そのために，先ず後者の方が安

静時代謝の低下と利尿反応陽性という点で，より

OG条件に近いことを，即ち佐伯らの単純ー20'head

downによる antiorthostasis条件も，上記諸家のよ

り複雑な条件のもとその主目的の点で一致している

事をたしかめた後佐伯らの AOS条件付の更に基

本となる tilt角度の変化と，その持続時間とを従来

の尾動脈血圧に加えて，大動脈並びに中心静脈での

血圧を佐伯・須藤・河野の改良した popovicカテー

テルの使用によってたしかめ，その結果，体位ー20°

では胸廓内動脈圧は 10分間では不変， 1週間後でも

上昇率は 7%にすぎぬこと。並びに中心静脈圧は同

条件 10分で上昇することがたしかめられ，ー45゚，一

90゚ の場合，静脈還流量と，従って中心静脈容積の増

大がその原因をなすものと推定された。又，十45°,＋ 

90゚ は中心静脈血圧低下の原因となるという墓本的

影響をたしかめ得て，上記の目的に一歩前進し得た。

II. 磁場生理学の研究

須藤はマウスの創傷治癒曲線を logS=a+bt,但

し， S=woundarea (%), t=days of healingで表

わし，個々の創傷別に y軸（対数）と X軸（日数）と

の間に相関直線を得， より正確に電磁場強度の差異

による治癒率の差を示すことに成功した。

III. 酸素の要求と補給に対応する機序に役立つ研

究

hypodynamics時の酸素要求量低下が， 日内変化

という時間生理学的な問題であることの確認が，酸

素の要求と補給の変化に対する夫々の修正対応の機

序の 1つを説明するものとして，呼吸生理の側から

注目された。

IV. その他

教授佐伯 臥は 1983年度も，従来に引きつづき，

又新たに次の国内・国外の諸機構において役職をつ

とめた。

1) 総理府，宇宙開発委員会・宇宙ステーション

計画特別部会専門委員， 2)宇宙開発事業団，スペー

スシャトル利用委員会委員，同有人サポート部会委

員， 3) 日本宇宙航空環境医学会理事，事務局長 4)

日本学術会議生理科学研連委員， 5)国際科学連合，

国際生理科学連合，重力生理学国際委員， 6)国際宇

宙科学アカデミー第 3部会員， 7)国際航宙学連合，

宇宙生体科学委員会チャーターメンバー， 8)国際
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科学連合，宇宙研委員会， F-1部重力生物学委員， 9)

国際航空宇宙医学アカデミー会員， 10) アメリカ航

空宇宙医学会フェロー，同航空輸送医学委員会委員，

11) ヨーロッパ低重力学会欧州外委員， 12)国際宇

宙科学アカデミー理事， 13)国際宇宙科学アカデ

ミー常置委員会員（財務・授賞・会員認定）， 14)国

際宇宙科学アカデミー，科学委員会委員（有人宇宙

航行研究・宇宙救急）。

又前年度より引きつづき 1)国際宇宙医学シンボ

ジウム（第 4回環境医学シンボジウム）（1984.3．ー名

古屋）， 2)第 14回宇宙科学技術、ンンポジウム

(1984.5．ー東京）， 3)第 10回国際生気象学会総会

(1984. 7. ー東京）の組織委員・プログラム委員と

してつとめた。又， 日本学術会議生理科学研連委員

として，同委員会主催の第 30回生理科学シンポジウ

ム「病態の生理学的基礎，第 2部」を司会した。（山

梨， 1983年 11月）

特別の行事： 1)1984年 2月～3月，総理府の宇宙

計画が加速され，教授佐伯は総理府，宇宙開発委員

会宇宙ステーション計画特別部会専門委員として，

しばしば夜を徹してその作業に当たり，研究室員一

同も同様，夜を徹して協力した。 2)1984年 9月か

ら，科学技術庁•海洋開発技術センターで行われる，

日米自然資源利用に関する協同研究 ["Seadragon

VI": U.S.—Japan Cooperative Research Dive 

(31ATA)]のアメリカ側 coordinatorとして State

University of New York at Buffaloの生理学教授

Dr. Suk Ki Hongが， 日本側参加研究者 3名と共に

来室，当宇宙医学研究室，教授室に於て，当研究室

全員と協議し，主要な計画が立てられた。 (1984年 3

月 27日および同 31日の両日）。又この間， 3月 30日

科学技術庁分室に於て，関係者全員の打合せ会がも

たれ，教授佐伯は上 記 実 験 (E-2) Orthostatic 

Responsesの責任者として，又中家優幸並びに須藤

正道の両博士はそのメンバーとして，他の日米学者

と共に今後の上記研究に参加することとなった。

研究業績

I. 原著論文

1. 重力生理学・磁場生理学の領域

l) 須藤正道：低磁場による hypokinesisの変容に関

する生理学的研究．宇宙航空環境医学． 20:82-
96 (1983) 

II. 学会発表

1)須藤正道，中家優幸，河野みはる，佐伯長久： Nor-

modynamic状態の生体に与えられた磁場の生理科学

的影響の特性．第 60回日本生理学会大会． 4月．大阪

［生理誌 35:589 0983) l 
2) Saiki, H. : (Symposium)「Oxygen: Physiologi-
cal adjustments to change in its supply and 
demand」Characteristicsof oxygen uptake during 

and after prolonged hypodynamics exposure. 
-mainly of the dynamics of circadian rhythms-. 
New Zealand Satellite Symposium of The 28th 
IUPS. September. Queens Town. [Proceedings of 
the physiological society of New Zealand. 3 : 108 
(1983)] 

3)佐伯長： （シンボジウム C)「スペースライフサイ

エンス」生体における hypodynamicsモデルとしての

antiorthostasisについて． 10月．岐阜．［生物物理． 23
(SUPPL.) : S-123 (1983)] 

4)佐伯数，中家優幸，須藤正道，阿部瑞穂，河野みは

る：ラットの心循環系機能におよぽす static-orthos-

tasisの影響．第 29回日本宇宙航空環境医学会総会． 11

月．東京．［宇宙航空環境医学． 20: 120 0983) J 
5)河野みはる，須藤正道，中家優幸，佐伯長欠：ラット

のstatic-antiorthostasisに伴なう心循環糸機能の変

化と代射系の態度．第 61回日本生理学会大会． 3月．前

橋．
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医用エンジニアリング

教授：吉村正蔵 内科学（循環器病学）・超音

（兼任） 波医学・脳循環動態・心機

能計測

助教授：古幡 博 血行力学・血管物性・超音

波医学

研究概要

I. 脳動脈硬化度の非侵襲計測に関する研究

1980年，総頸動脈の血圧・血流量情報から脳動脈

硬化度を定量的に無侵襲計測する方法を開発した。

この方法は脳血管系の局所的な硬化度や血管障害部

位を厳密に同定することはできないものの，脳血管

系全体の平均的硬化度，血管狭小化の程度を測定す

ることができる。本法を用い，第 4内科では今日ま

で既に 1,000例近い測定を施行し，血管障害領域の

同定，脳血管物性の加齢に伴う変化，脳血管障害の

評価，薬効判定などに供されている。本年度は主に

測定精度の向上，処理時間の短縮を推進した。

まず本法の概要を述べる。まず独自に開発した超

音波定量的血流量測定装置 (QFMsystem)を用い

総頸動脈血流量を計測する。また同部位の血圧波形

を計測し， コンピュータ内に設定した頭蓋内の脳動

脈系モデルにその圧波形を入力し，頸動脈血流のシ

ミュレーション波形をうる。このシミュレーション

波形と QFMによる波形が最適近似する様にモデル

のパラメータ値を変える。最適値のパラメータ値で

表現される末梢血管抵抗値，末梢血管容量値をもっ

て硬化度，狭小度とする。

このパラメータ同定の際，従来は頸脳動脈系の全

抵抗に対し，末梢血管抵抗の占める割合をほぼ 80%

に仮定していた。この仮定を排し，同値を可変とし

た処理方式を若・高年例，剖検例について検討した。

本法により波形近似度は向上するものの，剖検デー

タとの対応についてはなお検討を要する状況であ

る。

なお，このような多変数パラメータ同定には，パー

ソナルコンピュータレベルのマシンでは相当の処理

時間を有するが， Simplex法を用い，扁速処理化し，

従来 40分～2時問（症例と近似度のレベルによって

変わる）を要した処理が 10分程度で行えるように

なった。

この研究は，未だ内頸動脈血流波形を用いていな

いこと，また椎骨動脈血流も含まれていないことな

ど，未解決な課題も多く，脳血管物性の測定法の確

立のため，今後とも強力に推進するものである。

II. 心大血管系の血流計測と血行力学的研究

1. 2ビ‘ーム・パルスドプラ法による大動脈血流

量の定量計測

臨床適用可能な超音波パルスドプラ血流計を我国

で初めて開発し，世界に先がけて大動脈血流波形を

無侵襲計測して既に久しい。今日では超音波断層法

との複合システムが普及しているが，心機能評価，薬

効，術前後の監視に供しうるような，精度の高い流

量計測法には未だ到達していない。この原因の 1つ

は，大動脈弓部が著しい曲率半径を有する曲管であ

るため， ドプラビーム入射角の設定が難しいことに

ある。従来より，当研究室では， 2本のパルスドプラ

ビームを用いることにより，大動脈弓部における

ビーム入射角の影響を受けることなく，血流量を計

測する精度の高い手法を開発してきた。特に，今年

度は 2本のビームを平行に血流に照射することによ

り，曲率半径計測を不要とした手法を開発した。平

行ビーム用振動子は，計測部位が体表面から 5-10

cmの深部であることを考え， 1辺10mmの矩形と

し，共振周波数を 2.0MHzとした。 2本の乎行ビーム

より算出された血流速絶対値は， Bモード断層像よ

り計測された血管断面積との積により，血流量とし

て表わされる。本法により，臨床計測では，熱希釈

法による心拍出量との比較で相関係数 0.82を得た。

しかし，心拍出量計測の場合の最大許容誤差 200

ml/minを満たすには至っていない。

2. 非侵襲的心機能評価法の研究

心機能評価因子としては，各種の血行力学的評価

指標が用いられている。しかし，その殆どが動脈カ

テーテル法による侵襲的計測によってのみ得られる

指標である。

我々は前章に述べた装置で測定した大動脈血流量

を用いることにより血流加速度 df/dtの臨床的有用

性を検討した。既に， Nobleらにより df/dt,

(df/dt)peakが心機能評価因子として提案されたが，

実際の臨床において導入されることはなかった。こ

れは大動脈血流量の無侵襲計測が困難だったことが

原因であった。

本法においては，被験者は仰臥位とし，胸骨上嵩

より大動脈血流波形 f(t)を計測し，計算機処理にて

df/dtを算出した。運動負荷による df/dtの動的特性

を調べるために，健常人男女計 5名（平均年齢 24歳）

によりエルゴメータ負荷 (1Kp. 2 min)を行い，負

荷前，負荷中，負荷後の変化をみた。この結果， df/

dtのパターンは負荷前後で著明な変化を呈し，特に
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パターンの急峻化が見られた。そして同時に，

(df/dt)peak値の上昇が認められ，同指標が無侵襲的

心機能評価因子となることを確認した。

また 21例の正常者と 6例の心筋梗塞患者との比

較では(df/dt)maxが高齢者ではわずかな減少である

にもかかわらず，疾患例では 30%の著明な減少を示

した。後負荷，前負荷などの検討を要するものの， df/

dtは極めて有用な心機能評価因子と考えられ，発育

期心機能の解明，心疾患の診断，治療効果の判定な

ど広範な応用が期待される。

3. 大動脈血圧波形の無侵襲計測

現在まで，大動脈における血圧波形を圧カテーテ

ル等の直接法を用いることなく，無侵襲に計測する

方法はなかった。

我々は超音波エコートラッキング法により，同部

位における血圧波形を計測する方法を開発した。本

法では，血管壁物性の圧変化による影響がないもの

とし，血圧変化は，血管壁の変化の関数として表示

できるものとしている。本法は，大動脈弓からさら

に先の動脈系など，深部動脈における血庄波形計測

に応用可能な手法である。

具体的に頸部動脈における血管径変化波形を大腿

動脈より挿入したカテーテル先端圧トランスデュー

サによる比較計測した。その結果はリサージュ図形

上極めて良い一致を認め，径変化波形を圧波形とし

て代用しうる見通しを得た。

III. 動脈硬化度判定のための血管壁物性指標の超

音波計測

今まで，生理下での直接計測が不可能とされてい

た動脈硬化指標：Young率(E),IncrementalModu-

lus (H), Stiffness parameter (/J)を超音波エコー・

トラッキング法を応用し，非侵襲的に計測する手法

を開発し，その有用性を検討した。

本法は，対象血管の内径，外径及び外径変化を，超

音波エコー・トラッキング法を用いて計測し，同時

に，同部位より計測した収縮期・拡張期血圧及び平

均血圧から， E.H.{J各値を算出するものである。臨

床実験では超音波定量的血流量計測装置の血管径計

測部を用いて（共振周波数： 7.5MHz,分解能： 0.3

mm)ヒト総頸動脈における生理条件下での E,H,{J 

を求めた。今回は特に，生理条件下での E,H,{Jに，

内圧依存性があるかどうかを，自転車エルゴメータ

により被験者の血圧を上昇させる方法を用いて検討

した。

この結果，本法により無侵襲計測されたE及びH

は，血圧上昇に対し上昇頌向にあり， fJは上昇傾向が

見られないことが判った。また，いずれも invitroの

実験例とほぼ同様の傾向を示し，無侵襲的に動脈硬

化指標を求める方法として，本法を臨床的に活用し

うる見通しを得た。

IV. 超音波断層像の高分解能化に関する研究

現在の超音波断層装置の画質，特に分解能は，物

理的な送信波のパルス幅に制約されている。我々は，

セプストラム解析法を実時間で断層法に応用し，超

音波画像の高分解能化をはかる方法を研究した。理

論的検討の結果，雑音レベル 1/100の条件下で，従

来の 5倍の分解能をうる見通しを得た。今後この理

論を応用した高分解能断層装置の開発を推めたいと

考えている。

V. 超音波法による冠動脈血流の非観血計測に関

する基礎的研究

冠動脈血流量波形を超音波によって無侵襲計測す

るための基礎研究の第一歩として，超音波エコー法

による冠動脈描画法を検討した。

その結果，成人における左冠動脈検出率を，従来

数 10%であったものを 90%以上とし，また，右冠

動脈については，従来ほとんど描画し得なかったも

のを， 90％以上の描画率に高めた。今後解決すべき

問題は多数あるが，冠動脈血流波形計測の第 1段階

を解決した。

IV. その他

教授吉村正蔵は， 1984年4月29日～5月 1日の 3

日間にわたる第 23回日本 ME学会大会の大会長に

任命され，本学にて開催すべく当研究室を事務局と

してその準備をすすめた。
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体 力 医 学

教授：増田 允 環境生理学・体力医学

（兼任）

助教授：倉田 博 体力医学・運動機構

研究概要

I. 運動単位に関する研究

内側広筋，外側広筋及び大腿直筋の単一運動単位

の活動参加閾値張力を各膝関節角度で測定し，意運

動における運動単位の活動特性に検討を加えた。膝

関節角度は 20°~120゚ の範囲で変化させられた。最

大の閾値張力に対する％ MVCによる各関節角度に

おける閾値張力の割合は膝関節角を 120°~20゚に変

えることにより，内側広筋では 10~40％から 100%

に増加し，外側広筋では 30-50%から 100%に増加

したが，大腿直筋では 100%から 20-40%に減少し

た。表面筋電図の積分値は内側広筋及び外側広筋で

は関節伸展位で減少するが，逆に，大腿直筋では屈

曲側で減少した。内側広筋及び外側広筋の脊髄 a運

動ニューロンは膝関節伸展位でより強く抑制を受

け，大腿直筋では屈曲位でそれが顕著であるものと

考えられる。

随意的等尺性収縮中のヒト上肢の小指外転筋

(ADM)総指伸筋 (ED)及び三角筋 (D)の運動単

位の収縮特性及び放電パターンについて検討した。

各運動単位の収縮時間(C.T.）及びピーク張力(P.T.)

が保持張力の加算平均によって得られた単収縮張力

曲線から求められた。 C.T. と閾値張力 (Fth)との

間には有意な相関は認められず，各筋で C.T.が広

範囲にわたって観察された。 FthとP.T. との間に

はADMとD筋においてほぽ直線関係が見られた

が， ED筋の P.T.は20g以内に限られていた。 D筋

においてスパイク問隔の変動は低閾値の運動単位に

おいて小さかったが，高閾値の運動単位において大

であった。 ADM筋においては低閾値の運動単位に

おいてもスパイク間隔の大きい変動が見られた。ED

筋においては低閾値の運動単位のスパイク間隔は変

動が大きく，高閾値の運動単位では変動が小さかっ

た。

運動単位の閾値張力，収縮張力，収縮時間に加え

て筋単位興奮伝搬速度を指標にし，運動単位の収縮

特性の様相を検討した。小指外転筋の運動単位では，

伝搬速度は 2.8-8.7m/sであった。収縮時間と伝搬

速度の関係では，収縮時間の長い運動単位には速い

伝搬速度をもつ運動単位はみられなかった。閾値張
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カ，収縮時間，収縮張力，伝搬速度の関係では，閾

値張力及び収縮張力が小さく伝搬速度 3-5m/sの

範囲に収縮時間が長い運動単位が存在した。また，下

肢の前腔骨筋の運動単位についても検討を加えた。

その結果，閾値の高い運動単位の方が収縮時間が短

かく，大きいピーク張力を持っており，小さい伝搬

速度を持っていた。運動単位の活動参加特性と収縮

特性との関係は上肢の小指外転筋と下肢の前胚骨筋

とでは差違があることが認められた。

種々の皮膚剌激によるヒト単一運動単位の活動参

加閾値の変化を検討するために，随意収縮中の第 1

背側骨間筋の運動単位について検討した。得られた

運動単位は閾値張力が 2-1000gであり，収縮時間

が50-80msで，ピーク張力が 0.3-6.1gであった。

閾値張力は皮膚の電気剌激，圧，冷及び痛剌激によっ

て変化することが観察された。

• Cooling時の内側広筋，外側広筋，上腕二頭筋及び

第 1背側骨問筋の単一運動単位の活動様式について

検討を加えた。第 1背側骨間筋においても内側広筋

と同じく， cooling時に低閾値の運動単位では閾値

張力が増大し，高閾値の運動単位では閾値が減少し

た。上腕二頭筋において， coolingによって運動単位

の放電が抑制される傾向が見られた。内側広筋及び

外側広筋において，素早く小さい筋収縮の際に cool-

ing時に各運動単位が活動参加した時のピーク張力

は低いヒ゜ーク張力で活動参加する運動単位では増大

し，高いピーク張力で活動参加する運動単位では減

少する傾向が認められた。以上の成績より，皮膚の

冷感覚入力は脊髄 a運動ニューロンに対して，弱い

central commandでは抑制効果を及ぼし，強い cen-

tral commandでは興奮性効果を及ぽすものと推測

される。

光剌激による肘関節屈曲反応動作及び膝関節伸展

動作を行った。実験条件は， control,cooling, vibra-

tion及び皮膚電気刺激の条件で行った。その結果，

50% MVCを目標とした肘屈曲反応動作において，

伸展側に張力を発揮しておいた方が屈曲側よりも大

きい反応張力が得られた。小さい反応動作において，

約 2kgの屈曲張力発揮状態で，反応張力が最小にな

る領向が見られた。各運動単位のスパイクが観察さ

れた際のヒ゜ーク張力は cooling時に大であった。以

上の成積により，主動筋あるいは拮抗筋の活動状態，

cooling等によって spinalsynaptic organization 

に変化が生じ， centralcommandは相対的に変容を

受けることが推測される。

自転車ペダリング運動 (0.2-1.5Hz)中のヒト内

側広筋運動単位の放電開始，活動参加順序，放電頻

度及びそ—S 曲線の特性を検討するために，コイル状

の筋内埋入電極により運動単位発射を記録すること

に成功した。ペダリングの速さが増加すると，運動

単位の発射開始の時期はわずかに早くなった。活動

している運動単位の数と発射頻度は共に増大した。

負荷が増大すると，活動している運動単位の数は既

に飽和しており，発射頻度のみがペダリングの速さ

の増加によって増大した。 1周期あたりの運動単位

の発射数は速さが増大すると減少したが， 1.0から

1.5 Hzの速さでは増加した。ペダリング中と等尺性

収縮とのそ—S 曲線において，ペダリングの曲線は等

尺性収縮に較べてより左偏し，急峻であった。

II. 体力医学に関する研究

膝関節角度と筋力ならびに筋活動の変化について

検討した。測定対象は狛江第 7小学校 1~6年生児童

（年齢 7~12歳）各学年男子 10~11名，計 61名の右

脚であった。低学年において，筋力値が 70゚ の膝関節

角度でピークを示し，高学年に学年が進むにつれて

ピークが 90゚ へ移行し，成人のパターンに近づいて

いく傾向が認められた。生長過程において最大筋力

の発現する関節角度に相異があることが見い出され

た。最大筋力発揮時の内側広筋，大腿直筋及び外側

広筋の筋電図の積分値は，大腿直筋では膝関節伸展

時にピークを示し屈曲していくにつれて減少した。

内側広筋と外側広筋は 90°~110゚ でピークを示し，

そこから伸展または屈曲することにより減少した。

このパクーンは全学年を通じて同一であり，学年間

の差異は認められず，成人のパクーンと類似してい

た。神経系におけるこのパクーンはそれ以前に形成

されているものと考えられる。（増田分担研究：筋力

に対する中枢神経支配，文部省特定研究「小野班長：

発育期の体力に関する基礎的研究」）

1年間に渡り，毎月 1回，健康な青年男子を対象と

して，ステップテストを行った。時間帯は， A.M.

9: 00-P.M. 9: 00を選び， 1時間毎に測定した。年

間を通じてのテスト成績の日内変動は， S.D＝士2.49

とかなり少なかった。しかし，昼食後値及び夕食後

値が昼食前値に比べかなり低く，それぞれ P<0.001

~0.1の有意差があった。又，夕食後値が夕食前値に

比べ，かなり低く，それぞれ P<0.05-0.1の有意差

があった。月別のテスト成績の年間変動は， S.D＝士

4.04とやや少なかった。しかし，一番高かった 5月

に比べ， 6月値を除く他のすべての月が P<0.001

-0.1の有意差があった。身体的状況及び環境条件と

テスト成績との相関関係は，安静脈(P<0.001)，体

重 (P<0.01)，湿度 (P<0.02), 体重 (P<O.l)の順
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で相関係数に有意性があった。テスト成績が，昼及

び夕食後に急激に低下し， 2～3時間以上継続する事

や，安静脈，体重，湿度，体温などとテスト成績と

の相関々係に高い有意性がある事などから，食事に

よる体重の増加や代謝九進による体温の上昇及び安

静脈の増加などが，運動後の回復期における心拍反

応に影響を及ぼし，テスト成績の変動を引き起こし

ているものと考えられる。

研究業績

I. 原著論文

1． 運動単位に関する研究

1) Suzuki, S., Watanabe, S., Kurata, H. and Suzuki, 

M. : Discharge patterns of motor units during 

human bicycle movements. Neuroscience letters 
(Elsevier) Neled Suppl, 13: S78 (1983) 

2) Ogawa, Y., Kurata, H. and Masuda, M.: The 

contractile properties and the discharge pattern of 

single motor units in humans. J. Physiol. Soc. 

Japan. 45: 579 (1983) 

3) Kurata, H., Ogawa, Y., Masuda, M. and 

Shibayama. H. : Voluntary single human motor 

units. J. Physiol. Soc. Japan. 45: 579 (1983) 

2. 体力医学に関する研究

1) Usui, S., Harada, K., Tokioka, A. and Sakai, T.: 

The reliability of the static muscular endurance test 

as a function of measuring the work load of extend・

ing arms (hanging down). J. Physiol, Soc. Japan. 

45 : 577 (1983) 

2)碓井外幸，小林啓三，本間生夫，時岡 醇，原田邦彦：

本態性高血圧者の習慣的サウナ浴の危険性についての

生理学的検討．デサントスボーツ科学． 4:178-191 
(1983) 

II. 総説

1. 運動単位に関する研究

1)倉田博： Motorunit levelにおける EMG（特集：

筋電図）． J.J.Sports Sci. 2: 696-707 (1983) 

III. 学会発表

1. 運動単位に関する研究

1)倉田 博，小川芳徳，増田 允，馬詰良樹：運動単位

の活動参加閾値と関節角度変化．第 38回日本体力医学

会． 9月．群馬．

2)小川芳徳，倉田 博，増田 允：ヒト運動単位の伝搬

速度測定について．第 38回日本体力医学会． 9月．群

馬．

3)倉田博，小川芳徳，増田允： Centralcommand 
とspinalsynaptic organizationの相対関係．第 100

回成医会． 10月．東京．

4)倉田博，小川芳徳，増田 允： Cooling時の単一運

動単位の活動特性．第 29回日本宇宙航空環境医学会．

11月．東京．

5)倉田 博，小川芳徳，増田 允：ヒト運動単位活動の

関節角度変化による抑制．第 7回日本神経科学学術集

会． 1月．千葉．

6)小川芳徳，倉田 博，増田 允：ヒト運動単位の活動

収縮特性．第 61回日本生理学会． 3月．群馬．

7)倉田 博，小川芳徳，増田 允：運動単位の随意特

性．第 61回日本生理学会． 3月．群馬．

2. 体力医学に関する研究

1)碓井外幸，勝木道夫，時岡 醇，原田邦彦，酒井敏夫：

ステップテスト指数の日内変動及び年間変動．第 38回

日本体力医学会． 9月．群馬．

2)倉田 博： （シンボジウム）「発育期の体力の問題点」

生理学の立場から．第 100回成医会． 10月．東京．

（文責倉田博）
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進学 課 程

人文・社会系

国文学

教授：原田萬三

研究概要

I. 古典文学における「紀行」の研究

周辺諸作品をあわせながら，主として「問はず語

り」（後深草院二条）を中心に，諸地を「経，巡リ，

辿ル」体験を通して，中世人が仏教の教義を如何に

自己の内部に血肉化してゆくかの過程に考察を加え

てきた。すなわち，「旅」によって中世人が如何に自

己を養い，魂を昇華させ，それを文芸作品に結実さ

せてきたかの道程の考究である。

現状では， この面の資料は必ずしも豊富とは言い

難いが，やがて作品の創作年代を近世にまで拡げる

ことによって，その実相が一層明らかにされるであ

ろうと思われる。（そうして，年代がやや隔たるが，

例えばゲーテの「イクリヤ紀行」などとの比較によっ

て， 日本の古典作品における「旅」の持つ特別な意

義などが，はっきり浮かび上がってくるものと予想

される。）

法学

教授：赤坂昭二 民事訴訟法・医事法

研究概要

I. 訴訟上の和解の波及効

訴訟上の和解は「確定判決と同一の効力」（民訴法

203条）をもつが，他面，訴訟上の和解の集積事例が

必然的に画期的判決を生み出し，立法を形成・促進

する波及効に着眼して，未公判の民事・医事訴訟上

の和解の諸事例を検討。

II. 医事紛争処理システム考

特殊・専門的な現代型医事紛争は， 自ら特殊な審

理方式・紛争処理方式を要請する。

進学課程長 久 志 本 常 孝

専門の医師を審判員に加える医事審判所の設置

案，医療過誤事件の多い大都市の地方裁判所に専門

部を設けて集中的に処理する特別部・専門部設置案，

自主的紛争解決方式としての調停制度の改革的活用

案（調停委員に医事法専門の弁護士，当該事件の専

門医を入れ，職権調査・職権証拠調べの権限一民事

調停規則 12条ーの活用）等の諸提言の是非・実効性

を検討して，実態に適応した迅速・公正な医事紛争

処理システムを考究。

研究業績

V. その他

l)赤坂昭二： 「仮差押えおよび仮処分の命令および手

続の改正に関する意見照会について」（法務省民事局）

の検討会（早稲田大学法学部）に参加。早稲田大学法学

部長中村真澄名で，法務省へ報告書を提出．法学•第

741号．（1984)

外 国

英

教授：野本浩智

研究概要

I. 音声学

語系

語

日本語および英語の発音を，音響音声学的に分析

し，「正しい発音」を具体的にとらえ，その結果を英

語教育に反映させることを研究している。

II. 英語教育法

文字よりも映像により多く親しんでいる世代に属

するのが今日の学生である。映像と文字を止揚する

ことが語学教育法の研究課題のひとつである。手始

めに文字をできるだけ多量読ませるための効果的な

方法を求めている。文字を正しく読み，書くことは

まだまだ必要であると考えられるからである。
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ドイ ツ 語

教授：守永敏夫 ヘルダーリン研究

する場合にその精度を知ることは重要である。各種

の公式について誤差評価を複素積分の方法で評価す

ることを試みた。

助教授：蔵原 惟治 クライスト研究・ドイツ演 II. 生体組織の光学的特性

劇・比較演劇 光を用いて非観血的に血行動態に関する情報を得

研 究概要

I. クライスト研究

Heinrich von Kleistの戯曲と小説を意識の内部

志向性としての状態意識の所産としてとらえ，

Goetheとは異質のその現代性を研究している。

II. ドイツ演劇

ドイツ語圏における 1983年度の演劇動向の展望。

III. 比較演劇

各国における演劇論の比較研究と，類似構造によ

る戯曲の比較研究

IV. 19世紀詩，バロック小説

19世紀ドイツ抒情詩の展開はゲーテ及びロマン

派という極めて個性的かつ 1回的な現象に覆われ，

現代詩への遺産相続過程が不分明のまま残されてき

た。このいわば詩におけるリアリズム確立の様相を，

メーリケ，ケラー， C.F.マイアーといった詩人たち

に検証してみたい。他に 17世紀の一連の世界観小説

（宮廷歴史小説）の，小説論的前提の解明，悪漢小説

との境界設定を模索中。

研究業績

II. 総説

l)蔵原惟治： 1982/1983年のドイツ演劇，「新劇」．

370: 76-79 (1984) 

自然科学系

物理学

教授 ： 藤 城 敏 幸

助教授：丹羽宗弘

講師：佐藤幸一

研究概要

I. 数値計算法

物性理論

医用物理

生物物理学

与えられた方程式の数値解を得ようとするとき，

各種の誤差を考慮する必要がある。積分公式を使用

るため，生体組織の光学的特性を明らかにする。

組織中における光の伝播の解析は， 1)組織が光

学的に不均質な要素から構成されている， 2)

rheologicalな性質を有しているため非常にむずか

しし ‘o

本研究では，流れている血液からの反射光強度角

度分布測定から，赤血球の配向および変形とずり速

度との関係を明らかにするとともに， invivoでの測

定の可能性についても検討した。

III. リン脂質膜の相転移

人工膜モデルとして用いられる DPPC (dipal-

mitoyl phosphatidylcholineの略）の多重層リボ

ソームには，主転移 (Tm)と前転移 (Tp)とが存在

する。本年，われわれは以下の知見を得た。①リン

脂質のミニリン形形成は，さまざまなイオン下にお

いても Tmで起こる。② DPPCの膨潤層およびリ

ポソーム分散液の直接透過光は Tp,Tmで増加する

が，直交ニコール下では， Tpで増加し， Tmで減少

する。③ DPPCのリボソームは Tmで凝集等の変

化を起こす。

研究業績

I. 原著論文

1)丹羽宗弘，金井寛他：流れている血液の反射光強度

角度分布測定一円筒管の湯合． 日本バイオレオロジ一

学会論文集． 6:124-126 (1983) 

III. 学会発表

1)丹羽宗弘，金井 寛：流れている血液の反射光強度

角度分布一血管内血流の場合．第 22回日本 ME学会．

4月．大阪．
2)佐藤幸一，美島 清：リン脂質の相転移での透過光

変化． 日本生物物理学会第 21回年会． 10月．岐阜．

化学

教授：戸澤満智子 天然物有機化学

助教授：高橋知義 有機合成化学
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I. マッコウクジラのミオグロピン (57~96)の合

成

マッコウクジラのミオグロビン中の E,F領域を

ふくむペプチドフラグメントを液相法により合成し

ている。合成は全体を 10個程度のフラグメントにわ

け，現在 WSCD-HOBT法によるフラグメント間の

縮合を検討中である。

II. アザステロイドの合成

ステロイド骨格または側鎖に窒素原子を位置特異

的に導入する方法の 1つとして， a-アジドステロイ

ドケトンの C-C結合の開裂とつづく閉環反応に

よって窒素原子を効率よくとりこむことを見出だし

たので，現在この方法の一般化の条件を種々検討中

である。

III. こけ虫の活性成分

最近， メキシコ産 Bugulaneritinaより抗腫瘍活

性物質が単離され，その構造が決定されたと同時に

日本産の同種こけ虫でも同様の活性分画を得た（共

同研究）ので， これの微量成分の同定を進めている。

研究業績

I. 原著論文

1) Takahashi, T., Nomura, K., Satoh, Y.: C-C Bond 

-Cleavage of a-Azido-Steroidal Ketoximes. J. 
Chem.Soc., Chem. Commun. 1983: 1441 (1983) 

III. 学会発表

l) 高橋知義，佐藤泰夫： 2aーアジドー5a—コレスタン

-3ーオン オキシムの C-C結合開裂反応．日本化学会

第47春季年会． 4月．大阪．

2)佐藤泰夫，高橋知義，野村弘毅：、ンクロヘキサノン類

と塩化鉄 (III)との反応．第 27回香料，テルペンおよ

び精油化学に関する討論会． 10月．長崎．

生物学

教授：新津恒良

助教授：花岡灼雄

講師：寺坂 治

研究概要

細胞生物学

細胞生物学

細胞生物学

I. 紡錘体，動原体，動原体糸の微細構造と機能

従来動原体は銀染色によって光学顕微鏡レベルで

特異的に染色される。電子顕微鏡レベルでも動原体

部位にいちじるしい銀粒子の沈着が見られる。この

実験結果について継続検討中である。

II. 雄性配偶体の核分化とクロマチンの分散

ヒストンアセチル化剤 Sodiumbutylate, DNAメ

チル化阻害剤 5-azacytidineで花粉粒を処理する

と，粒内核分裂軸の方向が乱れ，その結果正常な不

均等分裂，クロマチン分化が阻害される。

ヌマムラサキッュクサの花粉粒ではその発達過程

において特徴的な 2度の核移動がおこり， この移動

は花粉の正常な発達， とくにクロマチン分化には不

可欠である。この核移動の誘発要因を明らかにする

ためにコルヒチン処理をおこなった。この結果， 1回

目の移動はコルヒチンによる影響ではなく（おそら

＜液胞によっておこる）， 2回目の移動は完全に阻害

され，その位置で倍化核を形成する。電子顕微鏡に

よる微細構造変化は検討中である。

III. 医学および歯学進学課程における生物学教育

改革のための基礎的研究に参加した。

IV. 植物学用語標準化の調査研究に参加し 60年

度まで継続中である。

研究業績

IV. 著書

1)寺坂 治：染色体標本作製法の項分担執筆．新津恒

良，沖垣 達編：実験生物学講座 8,細胞生物学．丸善

株式会社．

V. その他

1)新津恒良：医学および歯学進学課程における生物学

教育改革のための基礎的研究．代表者越田 豊：昭和

58年度総合研究 B58305017報告書．

数 学

教授：衣笠泰生 代数

講師：鈴木院之 代数

研究概要

ノンバラメトリックな仮設検定法にウィルコクソ

ンの符号順位検定がある。この検定の基礎となる符

号つき順位の分布表を n~25 まで完成した。

保 健 体 育

講師：原田邦彦 エネルギー代謝・代謝，呼

吸

講師：時間 醇 体育方法・測定評価
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研究概要

I. 体カテストに関する研究

伸腕懸垂仕事量は年齢，体重等のマイナス因子と

握力，持続時間等のプラス因子とが複雑に関与する

が，持続時間との関係 (r=0.932,p<0.001)が最も

高かった。この持続時問には握力よりも体重が大き

く関与することから，体重が，仕事を左右すること

がわかった。しかし，その相関々係は意外に低く，ま

た年齢による影響を殆ど受けないことや，幼児，児

童にも適用できることから静的持久筋持久カテスト

として，十分利用出来うる。

年間を通じてステップテスト成績の日内変動 (9:

00-21: 00, 1時毎）を調べた。テスト前の身体的状

況として体温，体重安静脈，血圧と環境条件の室

温，湿度を測定し，テスト成績への影響を検討した。

年間を通じテスト成績の日内変動は少なかった。し

かし，テスト成績は，食事による体重増加や代謝克

進による体温上昇及び脈拍の増加に影響され，食事

前値より有意な低下がみられ， とくに夕食後値に影

響が大で 2~3時間継続する成績が得られた。

II. 長期鍛練効果に関する研究

長期鍛練を実施したラットの運動後の回復能の差

異が，筋肉中の毛細血管数にあるのではないかと考

え，本年は横浜市立大学体育生理研究室と共同でゼ

ラチ｀ノ加墨リンゲル液の血管灌流後，横断薄切切片

標本 (10μ)を作成し，光学顕徴鏡写真像より毛細

血管数と筋線維数を0.48mm2で6視野計測した。

対照及びトレーニングラットの毛細血管密度はヒラ

メ筋でそれぞれ 750/mm2,699/mm2と遊佐らの成

績(1979)とほぼ一致した。長指伸筋についても 666/

mm2, 635/mm2であり，再筋のトレーニングによる

差は認められなかった。しかし． C/Fratioではヒラ

メ筋で対照ラットの 3.26に対し，トレーニングラッ

トで 4.13と高く，単位筋線維当りの毛細血管が増加

する可能性が認められた。しかし．長指伸筋ではそ

れぞれ 2.72と2.28で両者に差異が余りみられな

かった。対照並びにトレーニングの両筋における Cl
F ratioは高いが，これは本研究に用いたラットの体

重が重く，筋線維の大きさが影響すると報告してい

る玉木 (1981)の成績を支持する結果が得られた。

研究業績

I. 原著論文

l)碓井外幸．小林啓三，本間生夫，時岡 醇．原田邦彦：

本態性高血圧者の習慣的サウナ浴の危険性についての

生理学的検討．デサントスボーツ科学． 4:178-191 
(1983) 

III. 学会発表

1) Usui, S., Harada, K., Tokioka, A. and Sakai, T.: 
The reliability of the static muscular endurance test 
as a function of measuring the work load of extend-
ing arms. 日本生理学雑誌． 45(8,9) : 577 (1983) 

2)碓井外幸，時岡 醇，原田邦彦，橋場裕規男：筋持久

カの測定法に関する一考察．日本体育学会第 34回大会

大会号． 257(1983) 
3)碓井外幸，勝木道夫，時岡 醇，原田邦彦，酒井敏夫：

ステップテスト指数の日内変動及び年間変動．第 38回

日本体力医学会予稿集． 221(1983) 
4)原田邦彦，酒井敏夫，遊佐清有，谷嶋二三男，片尾周

造，里吉政子：ラット骨格筋の毛細血管と長期中等度

運動鍛練について．第 38回日本体力医学会大会予稿

集． 318(1983) 

IV. 著書

1)小野三嗣，木村一彦，鈴木一正，原田邦彦，梶原洋子，

鈴木路子：高等学校保健体育．一橋出版 (1983)
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あとがき

東京慈恵会医科大学教育・研究年報，第 3号， 1983

年版が予定通り刊行されることは，寛に欣快に耐え

ません。執筆の労をとられた教授各位，拉びに編集，

校正等に御努力いただいた皆様には心から謝意を表

する次第です。

本号も，創刊に際しての名取證二前学長の「発刊

にあたり」の辞を尊重し，編集の基本をすべて創刊

号に倣った。この教育・研究年報は，本学の歩みを

内外に報らせるものの外，学内における各分野の実

体を知り講座・研究部等を越えての共同研究を推進

する役目を持つ記録であるとの認識の下に作業が行

われた。

本学の建学精神を基盤とした教育，拉びに研究の

体制は，永年の英知の集約として組み立てられ，エ

夫されて今日にあり，毎年々々特別に事改められる

ことは無い。しかし，制度的には不変でも， これを

運用する過程では，微妙な変化があり，教学上での

カリキュラムには何らかの改善策が講じられてい

る。この僅かな改善が，長期の視点から眺めると大

きな変革と映るであろう。同一人が，原稿執筆とな

ると，兎角ニュアンスの違いがあっても認識の平板

化のため省略の道筋を辿ってしまう。執筆に際して

は，史実を残す意味で常に新鮮な気持で対応したい

ものだ。研究面になると，年度毎の変化は激しい。若

い新鋭の研究者が意欲的な活動をし，学会発表，論

文刊行等を行い止まることを知らないといっても過

言ではない。この様に激しい教室拉びに研究室の姿

は迫力があり，年報の記述が事務的でなく新しい研

編集委員長 酒井敏夫

究の喜び，発見の息吹きが読者に伝わってくる様に

感じられる。

昔，私が留学した TheRockefeller Institute（現

在， ロックフェラー大学）にも AnnualReportがあ

り， 1958-1959版には私の名前も仕事の概要も掲載

されなっかしい思い出の記録となっている。 1959年

には，大学院大学としての第 1回生 6名の卒業式が

あった。この 6名はすでに，各大学の教授職にあっ

たり， deanにもなって活躍している。彼等も時には

年報をとり出し，昔と今の比較をし， 日常の活動の

糧としているであろう。 1984年版は大学院創立 25

周年号にも当り，国際的な立場から興味ある年報と

なった。

本学の年報も常に新しく，常に指導的役割を演じ，

何時かは歴史的意義の高い，誇り得るものになって

欲しいものだ。

年報編集委員会

編集委員長 酒 井 敏 夫

編集委員 石川栄世

宮原 正

町田豊平

小森 亮

なお，編集，出版の実務には富井武寛常勤顧問が

精力的に対応され，先生の下に教学部坂戸伯志事務

長，一般用度課大沢茂夫課長および生涯教育セ｀ノ

ターの藤岡境次氏が協力された。改めて心から深謝

申し上げます。

昭和 59年 8月
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かポ り1

A B 

アフリカツメガエル [l生〕 23 バルビッール酸誘導体 〔2薬J 39 

アイソザイム 〔青内〕 81 ベッコウイモガイ 〔衛〕 53 

アジア寄生虫予防機構 ［寄生〕 59 ベンズアルデヒド 〔放〕 102

アクチン 〔病理〕 43 ベラパシル 〔2生J 26 

アクチン繊維 〔医化J 31 びらん性胃炎 〔分内〕 85 

アクトミオシン 〔青内〕 81 ビタミン B.代謝 〔医化〕 29 

アンポイナ毒のヒトに対する致死量 〔衛〕 53 ビタミン B12 〔青内〕 82 

アンボイナ（ガイ） 〔衛 J 53 ビ` クミン C （公衛〕 55 

アンボイナ剌症 〔衛〕 53 ビタミン D代謝 〔2内〕 69 

アンチザイム 〔栄養〕 33 ブドウ球菌 〔臨検〕 62 

アソチザイム・インヒビクー 〔栄養〕 33 ププレノルフィン 〔麻酔〕 150 

アニリン誘導体 〔公衛〕 55 

アンジオテンシン変換酵素 (ACE) [4内J 78 培養肝癌細胞 〔l内〕 65 

アポ蛋白 〔青内〕 82 培養細胞の成長曲線 〔附研〕 161 

アラキドン酸の遊離 〔医化〕 30 鼻中隔の発育 〔耳鼻〕 148 

アレルギー性鼻炎の地域環境 〔耳鼻J147 鼻副鼻腔の外傷 〔耳鼻〕 148 

アレルギー性鼻炎の発症 〔耳鼻〕 147 鼻腔通気度 〔耳鼻〕 148 

ァロキサン 〔青内〕 81 禰慢性病変 〔放〕 101

アルファジオン 〔麻酔J150 微量生物試料 〔法医〕 57 

アルカリフォスファクーゼ 〔病理〕 43 微細顆粒型肝硬変 〔分内〕 85 

アルコール性肝疾患 〔分内〕 85 微細血管 〔3解〕 22 

アルコール性肝障害 [ 1内J 64 微小胃癌 〔病理〕 44 

アセトアルデヒド 〔分内J 86 微小管 〔医化〕 31 

アスパラギン酸 〔医化〕 30 微小管結合蛋白質 1および 2 〔医化〕 31 

アトピー性皮膚炎 〔皮〕 98 剖検情報電算化 〔病理〕 45 

アゾ化合物 〔公衛J 55 膀脱鏡 〔泌〕 140

膀脱腫瘍 〔泌〕 139

悪性高熱症 〔麻酔〕 151 母乳栄養の新生児行動に及ぽす影響 〔小児〕 93 

悪性線維性組織球腫 〔病理〕 43 房室弁庄較差 〔心外〕 126 

悪性腫瘍 〔放 J101 分離型 〔l産J130 

分泌不全型 〔l産〕 130

acridine~orange 〔衛〕 52 分泌顆粒直径 〔2解〕 18 

actin 〔病理） 43 分子エレクトロニクス 〔共研〕 162 

ACTH 〔l薬〕 36 

〔動委〕 166 benzodiazepine誘導体 〔2薬〕 39 

ACTH分泌 〔附研〕 161 Betamethasone 〔麻酔〕 151 

ACTH作用増強物質 〔附研〕 160 B型肝炎ウイルス 〔分内〕 86 

Adriamycin耐性 subline 〔2産〕 136 Bjork-Shiley弁 〔心外〕 126 

AFP 〔2産〕 135 Bladder implantation 〔公衛〕 55 

AFP heterogeneity 〔1内〕 65 Bradykinin 〔2外〕 109

AFP産生睾丸腫瘍株 〔泌） 139 Bリンパ球の分化 〔附研J159 

Aldose reductase inhibitor 〔3内〕 74 /3ーブロッカー 〔青内〕 81 
ang10.genes1. s ［病理） 43 /3遮断剤 〔2内〕 70 

angiotensin converting enzym inhibi両〔 2内〕 68 佑マイクログロブリン 〔精神〕 90 

antiorthostasis 〔宇宙〕 167 

Arnold-ehiari II型奇形の睡眠・覚醒リズムと C 

無呼吸発作 〔小児〕 94 チトクローム P-450 〔麻酔J151 

A-Vシャント 〔放〕 101 チューブリン 〔医化〕 31 

axonotmesis ［形成J123 

“ープロッカー 〔青内〕 81 着床期 〔1産〕 130
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遅延型 〔1産〕 130 Cis-platinum ［分内〕 86 

鎮咳薬 〔2薬〕 39 clonidine [ 2薬〕 40 

超微構造 〔附研〕 158 CNPase 〔眼〕 143

長母指伸筋 [ 1解〕 16 collapse 〔歯〕 155

超薄隣接切片法 〔2解〕 19 compromized host 〔1産〕 131

聴覚脳幹電位 〔脳外〕 121 Computed Tomography 〔放〕 101

腸管回転異常 〔1解〕 17 co~mutagenic作用 〔公衛〕 54 

直流電流通電 〔放〕 102 co2応答曲線 〔麻酔〕 150 

直視下交連切開術 〔心外J127 co2レーザーメス 〔l外〕 104

超音波断層 〔放〕 101 corticoidogenic response 〔動委〕 166 

超音波ドプラ法 〔4内〕 78 CT画像処理システム 〔2内〕 70 

〔分内〕 86 cyclopyrrolone 〔2薬〕 39 

超音波エコー・トラッキング法 〔ME〕打〇 "C-leucine 〔2解〕 19 

超音波メス 〔1外〕 105

超音波パルスドプラ法 〔4内〕 78 D 

超音波パルスドプラ血流計 〔M町 169 ダイナミックパッチ型人工心筋 CD-PATCH)

超音波心筋刺激法 Ultrasonicmyocardial 〔心外〕 127 
stimulation CUMS) 〔心外〕 126 ダンピング 〔2外〕 109

超音波定量的血流量測定装置 〔4内〕 77 デキサメサゾ‘ノ・テスト 〔精神〕 90 
超音波定量的血流量測定装置 (QFMSystem) ドノバンリーシュマニア 〔寄生〕 58 

〔M町 169 ドプラ断層法 (2-D,Doppler) 〔心外〕 126 
長鎖アミル CoA 〔青内〕 81 

聴性脳幹反応 （精神〕 90 唾液腺腫瘍 〔病理〕 44 

聴性脳幹反応 (ABSR) 〔2内〕 69 大腸癌 〔2外〕 109

長趾伸筋 〔1生〕 25 〔分外〕 113 

長撓側手根伸筋 〔1解〕 16 大腸癌の組織発生 〔l外〕 105

中耳腔内圧 〔耳鼻〕 147 大動脈血圧波形 (ME〕訂〇

中性糖脂質 〔脳外〕 121 大動脈血流 〔4内〕 78 

中枢神経毒性 〔2薬〕 40 大動脈血流波形 〔M町 169

中枢神経系疾患 〔放〕 101 大動脈血流量 〔M即 169

大動脈高 〔3解〕 22 
Ca-ATPase 〔1解〕 16 大動脈弓部 〔ME〕訪9

Calcium-activated neutral protease (CANP) 大動脈弓リンパ節 〔1解〕 15 

〔2薬〕 40 大動脈内皮細胞 〔4内〕 77 

Calcium ion 〔l薬〕 36 大腿動注法 〔放〕 101
Ca• 〔動委〕 166 大腿骨頭無腐性壊死 〔整形〕 117 
Ca＊受容蛋白 〔1産〕 130 代用気管 〔1外〕 105
Ca• 感受性タンパク 〔2生〕 26 大豆たん白質 〔栄養〕 34 

Ca汀吉抗薬 〔2生〕 26 弾性系 〔1生J 23 

Ca汀吉抗剤 〔青内〕 82 唾石 〔歯〕 156
Ca • transient 〔2生〕 26 電顕組織化学 〔1解〕 16 
Ca ＊誘導性 Ca• 遊離 〔2生〕 26 電気光学効果 [1生〕 24 
calmodulin 〔l薬〕 36 士壌伝播性奇生虫 〔寄生〕 59 

〔動委〕 166 動静脈奇型 〔脳外〕 121 
Calmodulin (CM) 〔1産〕 130 動脈血圧の第三級動揺波 〔2薬〕 39 
CAPD 〔2内〕 69 動脈硬化度 〔ME〕訂〇

CAPF療法 〔l産〕 132 動脈の加齢的変化 〔3解〕 22 
Carbamyl transferase (OCT) 〔分内〕 85 同種骨髄移植 〔小児） 94 
Cardioplegia 〔青内〕 81 同種骨髄血輸注療法 〔2内〕 70 

chance蛋白尿・血尿 〔2内J 68 
cheiro-oral症候群 〔脳外〕 121 Debrunカテーテル 〔脳外〕 121 
chemically skinned fiber 〔l産〕 130 de nevo癌 〔l外J105 
cholesterol 〔1薬〕 36 desmin 〔病理〕 43 

〔動委〕 166 diazepam 〔2薬〕 39 
Chronic granulomatous disease (CGD)の病因 dihydroergotamine 〔2薬〕 39 

〔小児〕 94 DOA 〔法医〕 56 
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dorsal respiratory group (DRG) 〔2薬〕 38 Familial polyposis coli 〔1外J 105 

double immunodiffusion 〔1産〕 131 Feta! distress 〔2産J 135 

DSM-III 〔精神〕 89 FHR monitering 〔2産〕 135

Dynamic CT 〔分内〕 86 Flow cytometry 〔1産〕 132

D•oo C2生〕 26 〔2産〕 136

fluoride 〔麻酔〕 152 
E fominoben 〔2薬〕 39 

工~クオリン 〔2生J 26 Forestier病 〔脳外〕 121 

エームス法 〔公衛〕 54 

エンベロープ遺伝子 〔l細〕 49 G 

エンドキサン 〔放〕 101 ガングリオシド 〔脳外〕 120 

エンザイムイムノアッセイ (EIA) 〔臨検〕 62 ガストリン測定法 〔1外〕 104

エピテーゼ 〔歯〕 156 グリオーマ 〔脳外〕 121 

ニポキシ樹脂硬化剤 〔公衛） 55 グルカゴン 〔2外J 110 

エルゴメーク負荷 〔MEJ 169 グルカゴン・インスリン療法 〔1内〕 64 

グルカゴ｀ノ産生細胞株 〔2解〕 20 

液体シンチレーション測定 〔共研J 162 グルコース電極 〔2生〕 27 

遠位側 A-Vシャント 〔分外J 115 グループ研修 〔3解〕 21 

延髄損傷 〔脳外〕 120 グルタミン酸 〔医化〕 30 

壊疸 (3内〕 73 グルクミン酸脱炭酸酵素 (GAD) 〔医化〕 30 

echogemicity 〔放〕 101 外鼻の発育 〔耳鼻〕 148 

ELISA法 〔1細〕 49 外被（繊毛虫の） 〔寄生〕 58 

endometrial adenocarcinoma 〔2解J 20 外皮腫 〔病理〕 43 

entlurane 〔麻酔J 152 外耳道入口部皮膚の縫合 〔耳鼻〕 147 

EPA [1外） 105 概日リズム 〔精神〕 90 

Exfoliative Toxin 〔共研） 162 外受容性振動誘発指屈曲反射 〔形成〕 124 

E-64-c, E-64-d (EST) 〔2薬］ 40 外頚動脈血流量 〔4内〕 77 
E-64 (N-〔N-(Lふ trans-carboxyoxiran-2- 外傷性視神経損傷 〔眼 J 143 

carbonyl)-L-leucy!J-agmatine) 〔2薬〕 40 顎下リンパ節 〔1解〕 15 

学童心臓病集団検診装羅 〔4内〕 78 
F 顎・顔面骨 〔形成〕 123 

ファイバー導光路 (1外J 104 顎発育不全 〔歯〕 155

ファージ型 〔臨検〕 62 顎変形症 ［歯〕 155

フェンタニール 〔麻酔〕 150 顎関節規格X線 〔歯〕 155

フィプリン糊 〔1外〕 105 顎関節症 〔歯〕 155

〔形成〕 123 顎関節用関節鏡 〔歯〕 155

フィラメント 〔1生〕 25 顎二腹筋 〔1解J 16 

フォトイムノバイオセンサー 〔1外〕 104 顎運動機能 〔歯 J 156 

フラクチュエーション試験 〔公衛J 55 眼外傷 〔眼〕 140

フーリエ解析 〔放 J 101 癌原性 〔公衛〕 54 
癌遺伝子 (onco-gene) 〔l細〕 48 

不動性筋萎縮 〔リハ〕 153 眼窓腫瘍 〔脳外J 121 

不完全手術群 [l産J 132 眼球運動 〔眼 J 143 

腹大動脈の臓側枝 (3解〕 22 顔面外傷 〔耳鼻J 148 

複合汚染 〔衛〕 52 〔形成〕 124 

腹腔動脈 〔3解〕 22 顔面神経麻痺 〔麻酔〕 150 

副腎 ［動委〕 166 眼振 〔眼〕 143

副腎皮質細胞 〔l薬J 36 癌胎児関連 a蛋白 〔1産〕 131

副腎遊離細胞 ［附研J 160 癌特異抗原 [ l細〕 49 

副撓側手根伸筋 〔1解〕 16 外科的矯正法 〔歯〕 155

不妊症 〔泌〕 139 原虫惑染 〔寄生〕 58 

不整脈 〔2生〕 26 合指症 ［形成〕 123 

〔4内〕 78 偶発合併症 [ 1産〕 131

不織布人工血管 〔1外〕 105 逆転写酵素 (pol) [ 1細〕 48 

凝固ゲル粘弾性測定装置 [3内J 73 
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発達障害児の早期発見 〔小児〕 94 
GABAの放出 〔医化〕 30 

閉塞性黄疸 〔2外〕 110
GABA ergic neuron 〔医化〕 30 

壁深達度 〔分外〕 113 
GABAレセプター 〔医化〕 30 

変動係数 〔2薬〕 38 
GH 〔2解〕 19 

変角振動 〔歯〕 156
GH • PRL産生腫癌 〔2解〕 19 

片頭痛 〔l内〕 65 
Glutamic dehydrogenase (GLDH) 〔分内〕 85 

非A非B型肝炎 〔1内〕 64 
gonadotrophs 〔2解〕 18 非肥満性肥満 〔栄養〕 34 
gp52 [1細〕 48 比較解剖学 〔1解〕 15 
granulosa cell line 〔2解〕 20 光回折 〔1生〕 24 
GnRH 〔2解〕 19 肥満 〔栄養〕 34 
yーアミノ酪酸 (GABA) 〔医化〕 29 

〔青内〕 82 
y-GTP 〔病理〕 43 

肥満児 〔臨検〕 61 
y-GTP活性 〔病理〕 45 

肥満細胞の分化 〔小児〕 95 

頻度効果 〔2薬〕 39 H 
非侵襲計測 〔M町 169

81 mKr吸入テスト 〔小児〕 95 非ステロイド性炎症剤 〔1内〕 65 
ハイプリドーマ 〔l細〕 50 人コラーゲン抗体 〔形成〕 124 
ハロゲン炭化水素 〔2薬〕 40 

非特異的免疫抑制 〔寄生〕 58 
ノ、ロセン 〔麻酔〕 151 

牌臓 〔附研〕 159 
へモグロビン A1 〔1産〕 131

放電間隔 〔l生〕 24 
ヒキガエル 〔l生〕 23 

放射線腫瘍免疫 〔放〕 101
ヒスタミン 〔2外〕 109 発作性上室性頻拍症 〔4内〕 78 
ヒストン 〔脳外〕 120 

保存手術 〔1産〕 132
ヒトインスリン 〔3内〕 73 

ヒト下垂体腫瘍 〔2解〕 19 HAL 〔分外J114 
ヒト脳血管 〔3解〕 22 HbA1 〔3内〕 73 
ヒト乳頭腫ウイルス 〔皮〕 98 HbF 〔3内J 73 
ヒト・パピローマウイルス 〔1細〕 49 HNK-1 〔附研〕 159 
ホコファイバー型血漿分離装置 〔心外J127 HPLC-ECD 〔共研〕 162 
ホルモン分泌機構 [2解〕 19 Human tumor clonogenic assay 〔3内〕 74 
ホルモンレセプクー 〔l産〕 132 hump 〔病理J 42 
ホルクー心電図法 〔2内〕 70 Huntington氏舞踏病 〔医化〕 30 

Hydrazine化合物 〔公衛〕 55 
胚中心 〔附研〕 159 3H, ＂Cの測定 〔共研〕 162 
肺エミッショ ‘/CT 〔4内〕 78 

肺癌 〔分内〕 86 I 
肺胞性嚢胞 〔1外〕 105 イモガイ（科） 〔衛〕 53 
肺循環障害 〔4内〕 78 イモガイの補食習性～形成 〔衛〕 53 
背筋力 〔2生〕 27 イモガ剌症 〔衛〕 53 
肺高血圧症 〔心外〕 126 インフルエンザウィルス 〔2内〕 69 
肺のリンパ管系 〔l解〕 15 インスリン 〔青内〕 81 
排卵性不妊 〔1産〕 130 インスリン産生細胞株 〔2解〕 20 
胚細胞性腫瘍 〔1産〕 131 インクーフェロン 〔泌〕 139
肺疾患 〔分内〕 87 イオン化 Ca 〔2内〕 70 
肺水腫 〔4内J 78 

肺体血流比 (Qp/Qs) 〔心外〕 126 
胃分泌動態 〔2外〕 108

破格 Cl解J 16 
一次検診 〔4内〕 78 

波形解析 〔1外〕 105
医学部専門課程 1年生の体格 〔3解〕 21 

白血病 ［青内） 82 胃癌 〔病理J 44 
破骨細胞 〔1解〕 16 

〔分内〕 85 
白髄周辺域 〔附研〕 159 

〔2外〕 109
半減期 〔栄養J 33 

〔分外〕 113 
播種性転移 〔1産〕 132

鋳型解剖学的研究 〔3解〕 22 
発癌 〔2外〕 109

胃上部癌 〔分外〕 113 
発育期 〔1生〕 25 異常型幼若赤血球 〔衛〕 52 
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胃潰瘍 〔2外〕 109 人工肛門患者のアフターケアー 〔l外〕 105

胃粘膜 DNA 〔1内〕 64 人工肛門造設術式 〔1外〕 105

胃粘膜血流 [ 2外〕 109 人工歯根 〔歯〕 156

胃粘膜血流量 〔1内〕 64 人工心肺 〔心外〕 127 

医療機関における脳性麻痺受診時の問題点〔小児〕 94 人工透析 〔リハJ 154 

胃切除術 〔2外〕 108 腎細胞癌 〔放〕 101

〔泌〕 139

Ia抗原 〔分内J 87 腎性骨異栄養症 〔2内〕 69 
ICG (Indocyanine green) 〔分内J 86 腎障害 ［麻酔〕 151 

ICG Rmax 〔分内〕 86 時差 〔精神〕 90 

Idiopathic portal hypertension (IPH) 〔分内J 86 示指伸筋 〔l解〕 16 

IgA腎炎 〔病理〕 42 実習教育法 〔3解〕 21 

lgA腎症 〔2内〕 68 自由生活性原虫 〔寄生J 58 

IgE欠損マウス 〔寄生〕 59 持続性吸息 (apneusis) 〔2薬〕 38 

lgE抗体 〔寄生〕 58 上部消化管出血 [ 2外〕 109

IgG抗体 〔共研〕 162 上腸間膜動脈 〔3解〕 22 

lgM抗体 〔共研〕 162 上顎劣成長 〔歯〕 155
impedance pneumography 〔l外〕 105 上皮性卵巣癌関連抗原 〔1産〕 131

Incremental Modulus (H) CM町 170 上気管気管支リンバ節 〔1解J 15 

Interferon 〔1内〕 64 女子アルコール依存症 ［精神〕 91 

intermediate filaments 〔病理〕 43 上腕二頭筋 〔1解〕 16 

Inter-pulse肺 〔心外〕 127 上前縦隔リンパ節 C 1解J 15 

Ionescu-Shiley弁 〔心外〕 126 重複悪性腫癌 〔1外J 106 

IUGR 〔2産〕 135 絨毛 〔寄〕 58 
luxusconsumption 〔栄養〕 34 絨毛癌株細胞 〔2産〕 136
192Ir密封小線源 〔放〕 102 絨毛上皮癌 〔泌〕 139

絨毛性疾患 〔2産〕 136
J 十二指腸潰瘍 〔2外J 108 

ジゴキシンの血中レベル 〔小児〕 94 循環の中枢性統御神経機構 [ 2薬〕 39 

ジルコニアプレート 〔整形〕 116 重力生理学 ［宇宙〕 167 

重症筋無力症 [2外〕 llO

若年性脳梗塞 〔1内〕 65 術後補助療法 〔分外〕 113 

磁場生理学 〔宇宙〕 167 術後の局所換気機能 〔l外〕 105

慈大式蝶番型人工膝関節 〔整形〕 117 

慈大式人工股関節 〔整形〕 116 Jefferson骨折 〔脳外〕 120 

慈大式人工膝関節 〔整形〕 116 JOHYL-1細胞株 [1産〕 132

耳管の閉塞 〔耳鼻〕 147 

時間生物学的研究 〔精神〕 90 K 

実験大腸癌 〔1外〕 105 カーボンファイバー複合材料プレート 〔整形〕 116 

実験化学療法 〔1産〕 131 カフェイン‘ 〔2生〕 26 

実験肝癌 〔2外〕 110 カラ・アザール 〔寄生〕 58 

実験的胃潰瘍 〔3内〕 74 カルチノイド 〔病理〕 44 

実験的冠動脈血栓 〔4内〕 77 カルセイン 〔形成〕 123 

実験的化膿性骨髄炎 〔整形〕 116 カクラーゼ低産生性変異株 〔2細〕 51 

実験的高尿酸血症ラット 〔2内〕 70 カテコールアミン 〔法医〕 57 

自己相関係数 〔2薬〕 38 〔分内〕 87 

耳鳴に対する併用療法 〔耳鼻〕 147 〔2外〕 109

腎動脈 〔3解〕 22 〔脳外〕 121 

腎動脈塞栓術 〔泌〕 139 〔泌〕 139

腎癌 〔病理〕 43 〔共研〕 162 

腎保存 〔泌〕 139 ケミルミネッセンス 〔共研〕 162 

腎イメージング 〔泌〕 140 キシロカイン静注点滴療法 〔耳鼻〕 147 

腎循環 〔2内〕 68 コアグラーゼ低産生性変異株 〔2細〕 51 

腎機能 〔臨検〕 61 コエンザイム Q10 〔リハ〕 153 

人工弁 〔心外〕 126 コネクチン 〔整形〕 117 

腎交感神経活動 〔2薬〕 39 コンピュータシュミレーション 〔放〕 102
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コンピュータソフトウエア 〔附研〕 161 滑面小胞体増殖 〔附研） 158 

コラーゲン [ 2外〕 109 川崎病 〔病理〕 45 

〔整形〕 117 血中無機弗素 〔麻酔〕 151 

コラーゲン動態 〔形成〕 124 血中濃度 〔精神〕 89 

コレステロール系胆石の分類法 〔l内〕 65 頸動脈血流量 〔精神〕 91 

コトランスフェクション 〔1細〕 48 経皮酸素分圧測定装置 〔3内〕 73 

クロールプロマジン/ 〔3内〕 73 経ロ・経静脈性胆道造影 〔放〕 101

螢光染色法 〔衛〕 52 

株化ヒト膵ラ氏島細胞 〔3内〕 73 経口胆嚢造影法 〔放〕 101

下腸間膜動脈 〔3解〕 22 経口胆石溶解 〔1内〕 65 

蝸電図測定 〔耳鼻〕 147 経口的栄養摂取 〔分外〕 113 

蝸牛窓（正円窓）の破綻 〔耳鼻〕 147 形態分析 〔歯〕 155

蛸虫卵の寿命 〔寄生〕 59 継続した世代の人骨 〔3解〕 22 

回転対陰極型発生装置 〔1生〕 25 血管外水分量 〔分外〕 114 

開頭術後出血 〔脳外〕 121 血管壁物性指標 〔M町 170

家系内発生例 〔形成〕 123 血管拡張剤 〔分内〕 87 

核 DNA 〔2産〕 135 血管径変化波形 〔ME〕訂〇

核磁気共鳴 (NMR) 〔放〕 101 血管性腫瘍 〔病理〕 43 

覚せい剤 〔公衛〕 55 顕微分光測光計 (MMSP) 〔2解〕 18 

覚醒剤中毒 〔精神〕 91 顕微X線法 〔形成〕 123 

各種腎疾患の病態・治療に関する研究 〔小児〕 95 血清 guanase 〔1内〕 64 

冠動脈描画法 〔ME〕げ0 血清クレアチニン値 〔麻酔J 151 

冠動脈硬化 〔4内〕 77 血清フ゜ラスマローヂェン 〔4内〕 77 

肝不全 〔1内〕 64 血栓溶解作用 〔4内〕 77 

肝癌 〔2外〕 llO 血漿交換療法 〔1内〕 65 

肝実質細胞 〔附研〕 161 〔2内〕 68 

肝実質細胞亜分画 〔附研〕 158 血漿コレステロール 〔栄養〕 34 

肝循環 〔1内〕 64 血漿膠質浸透圧 〔麻酔〕 151 

〔分内〕 86 血漿膠質浸透圧 (COP) 〔心外〕 127 

感受性試験 [1産〕 131 血液型判定 〔法医〕 57 

冠血流量 〔麻酔〕 151 血液浄化療法 〔2内〕 69 

肝硬変 〔分内〕 85 血液の粘弾性測定装置 〔3内〕 73 

肝内結石症 〔l内〕 65 血流加速度 df/dt 〔M町 169

幹細胞 〔2解〕 18 血糖自己測定 〔3内〕 73 

肝細胞培養 〔附研〕 158 機械弁 〔心外〕 126 

肝細胞癌 〔分外〕 114 気管労リンパ節 〔1解〕 15 

肝性脳症 〔l内〕 64 気管気管支リンバ管網 〔1解〕 15 

〔分内〕 86 気管支ファイバースコープ 〔分内〕 86 

肝性ニューロパシー 〔l内〕 65 緊張性振動反射 〔形成〕 124 

肝線維化 〔病理〕 44 緊張性振動反射 (T.V.R.) 〔歯 J 155 

肝切除 〔1外〕 105 筋電図 〔体力〕 173 

関節滑膜 C1解〕 16 近位尿細管 〔附研〕 158 

関節遊離体 〔整形〕 117 筋ジストロフィー症治療薬 (E-64) 〔2薬〕 40 

肝疾患 〔青内〕 82 筋上皮細胞 〔病理〕 43 

肝疾患の免疫応答 〔1内〕 64 筋解離術 〔整形〕 117 

問質性腎炎 〔病理〕 44 筋温 〔1生〕 25 

肝組織血流量 〔l内〕 64 筋力 〔体力〕 173 

肝予備能 〔分外〕 114 筋節長 〔1生〕 24 

完全静脈麻酔法 〔麻酔〕 150 筋小胞体 〔青内〕 81 

完全手術群 〔1産〕 132 筋収縮性頭痛 〔l内〕 65 

肝臓外科 〔1外〕 104 起立性循環調節障害児の睡眠ポリグラフ的研究

活性型ビタミン D 〔1解〕 16 〔小児〕 94 

活性化マクロファージ 〔寄生〕 58 基礎代謝 （栄養〕 34 

活性化マクロファージの H202遊離 〔寄生〕 58 好中球 （泌〕 140

下腿血行再建 〔分外J 115 好中球遊走因子 （小児〕 95 

滑膜表層細胞 〔1解〕 16 好塩基斑点 〔衛〕 52 
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好塩基斑点赤血球 〔衛〕 52 巨大糸粒体 〔附研〕 158 

抗不安薬 〔2薬〕 39 胸郭内リンパ節 〔1解〕 15 

興奮伝導速度 〔1生〕 24 虚血 〔青内〕 81 

抗不整脈剤 〔4内〕 78 虚血性心疾患 〔放〕 101

ロ蓋 〔形成〕 123 局所脳血流測定 〔2内〕 69 

睾丸胚細胞腫瘍 〔泌〕 139 胸膜癒着 〔1外〕 105

睾丸機能不全 〔泌〕 139 胸水 〔分内〕 86 

膠原病 〔病理〕 45 英毛細血管 〔附研〕 159 

咬合異常 〔歯〕 155 急冷拘縮 〔2生〕 26 

咬合改善 〔歯〕 155 急性感音難聴 〔耳鼻〕 147 

甲状腺機能充進症 〔4内〕 77 急性間質性腎炎 〔2内〕 69 

抗潰瘍剤 〔1内〕 64 急性リンパ性白血球 〔3内〕 74 

交感神経系薬物 〔附研〕 161 

高カロリー輸液 〔2外〕 llO L 

抗けいれん剤投与中にみられる腎障害に関する研究 Leiomyosarcoma 〔2解〕 20 

〔小児〕 95 LHa subunit 〔2解〕 20 

呼気ガス 〔分内〕 86 LH/3 subunit 〔2解〕 20 

抗歯剤 〔泌〕 140 Lung Water Catheter 〔分外〕 114 

骨格筋 [1生〕 25 LV dp/dt （青内〕 81 

口腔修復 〔歯 J156 Lysosomal enzyme 〔リハ〕 153 

呼吸調節の中枢性統御神経機構 (2薬〕 38 

呼吸反射 〔2薬〕 39 M 

呼吸筋麻痺 〔衛〕 53 マクロファー、；； 〔泌〕 140

呼吸リズム形成神経機構 〔2薬〕 38 マスト細胞 〔皮〕 99 

呼吸性ニューロン 〔2薬〕 38 マウス 〔1生〕 25 

鼓膜皮膚上皮細胞の変動 〔耳鼻〕 147 マウス乳癌ウイルス (MMTV) 〔l細〕 48 

鼓膜の retraction 〔耳鼻〕 147 メッセンジャーRNA(mRNA) 〔栄養〕 33 

後毛細管細静脈 〔l解〕 15 メタンフェクミン 〔公衛〕 55 

抗 Nb,lgE抗体産生細胞 〔寄生〕 58 メタ燐酸カルシュームガス 〔整形〕 116 

混合凝集反応 〔法医〕 57 ミオグロビ‘ノ 〔法医〕 56 

構音障害 〔脳外〕 121 〔青内〕 81 

高プロラクチン血症 〔1内〕 64 ミオパチーモデル動物 〔2薬〕 40 

高齢者の気腫性病変 〔1外〕 105 ミオシ` ノ 〔青内〕 81 

交連切開・腱索乳頭筋切開 〔心外〕 126 ミトコンドリア 〔分内〕 85 

好酸球肉芽腫 〔l外〕 106 モグラ牌臓 〔附研〕 159 

光線過敏症 〔皮〕 99 モノクローナル抗体 〔栄養〕 34 

格子間隔 〔l生〕 25 〔1細〕 49 

膠質滲透圧 〔分外〕 114 〔泌 J139 

抗腫痛免疫能 〔放〕 101

酵素調節 〔栄養〕 33 膜型肺 〔心外〕 127 

酵素抗体法 〔法医〕 57 膜性増殖性糸球体腎炎 (MPGN) 〔2内〕 68 

硬組織学的 〔形成〕 123 慢性アルコール中毒 〔2解〕 19 

硬組織ラベリング法 〔形成〕 123 慢性閉塞性肺疾患 〔放〕 101

酵素誘導 〔栄養〕 33 慢性下肢動脈閉塞疾患 〔1外〕 105

抗蛋白尿効果 〔l内J 65 慢性硬膜下血腫 〔脳外〕 120 

抗てんかん薬 〔精神J 89 慢性肉芽腫症 〔2細〕 51 

骨動態 〔形成〕 123 慢性糸球体腎炎 〔放〕 101

骨芽細胞 〔l解〕 16 末梢循環血流 〔1外〕 105

骨欠損 〔脳外〕 120 末梢血管疾患 〔1外〕 105

骨構成細胞 〔1解〕 16 末梢血管抵抗 〔M固 169

骨シンチグラフィ 〔放〕 101 迷切術 〔2外〕 108

骨髄移植 ［病理〕 44 免疫電顕 〔附研〕 159 

骨髄血凍結保存法 〔2内〕 70 免疫賦活剤 〔放〕 101

骨髄性白血病 〔病理） 45 免疫学的パラメーター 〔分外〕 114 

胸部運動障害 〔3内〕 74 免疫グロブリン 〔2細J 50 

巨大不整形顆粒 〔2解〕 19 免疫化学療法 〔2外〕 109
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免疫センサー [1外〕 104 熱帯寄生虫病 〔寄生〕 59 

免疫染色性 [2解〕 18 日本人胎児動脈系 〔3解〕 22 

免疫組織化学 〔2解〕 19 日本人頭蓋の鼻中隔 〔3解〕 22 

〔病理〕 43 妊娠中毒症 〔2産〕 135

〔附研〕 159 妊娠特異蛋白 〔2産〕 135

密封小線源治療 〔放〕 102 二卵性双生子 〔麻酔〕 151 

網膜 〔医化〕 30 脳動脈系モデル 〔M釦 169

門充症 〔2外〕 109 脳動脈硬化 〔4内〕 77 

森田療法 〔精神〕 89 脳動脈硬化度 〔M町 169

森田神経質 〔精神〕 89 脳動脈瘤 〔脳外〕 121 

無鞭毛型 〔寄生〕 58 脳波 〔2薬〕 40 

無症候性高尿酸血症 〔2内〕 70 脳循環 〔4内〕 77 

脳循環動態 ［リハ〕 154 

MAC 〔麻酔〕 150 脳下垂体前葉 C2解〕 18 

malignant schwannoma 〔病理〕 44 脳血管分岐部の形態 〔3解〕 22 

MCNU 〔2産〕 136 脳血管物性 〔M町 169

MDA法による血小板寿命測定 〔小児〕 94 脳血管障害 〔1内〕 65 

Mg-ATPase 〔1解〕 17 〔3内〕 74 

microvibration 〔3内〕 73 〔M町 169

microwave 〔放 J102 脳梗塞 〔放〕 101

minimal brain dysfunction 〔脳外〕 120 〔脳外〕 121 

mitochondria 〔1薬〕 36 脳内モノアミン 〔精神〕 90 

mRNA（メッセンジャーRNA) 〔栄養〕 33 脳脊髄液中の免疫グロブリン ［臨検〕 61 

MTX [2産〕 136 脳神経活動 〔2薬〕 39 

multicellular tumor spheroid [2産〕 136 脳振盪 〔脳外〕 120 

Myosin light chain 〔リハ〕 153 脳腫瘍 〔放〕 101

脳腫瘍の転移 〔脳外J120 
N 尿毒症性ニューロパチー 〔2内〕 69 

2A8株細胞 〔2解〕 20 尿酸 〔共研〕 162 

2ビーム・パルスドプラ法 〔M町 169 乳癌 〔病理〕 43 

2', 3'—環状ヌクレオチドリン酸水解酵素 (CNPase) 〔2外〕 110

〔医化〕 31 乳癌の化学療法 〔分外J114 

24時間ポリグラフ 〔精神〕 89 乳幼児急死症候群 〔法医〕 56 
ニカルジピン 〔2生〕 26 
ニシキミナシ 〔衛〕 53 N-acetyl-/3-D-glucosaminidase (NAG) 〔2内〕 69 
ニトラゼパム 〔精神〕 90 Natural killer cell 〔附研〕 159 
ノルハルマン 〔公衛〕 55 Na+-Ca＊交換系 〔青内〕 81 

ヌードマウス移植株 〔泌〕 139 Na+-K+ ATPase ［青内〕 81 

ヌードマウス自然発生癌 〔分外〕 115 Neely model 〔心外〕 126 
neurapraxia 〔形成〕 123 

長岡藩主牧野家人骨 〔3解J 22 Neuronal Ceroid lipofuscinosisの螢光脂質の特性

内因性急死 〔法医〕 56 ［小児〕 94 

内頸動脈血流量 〔4内〕 77 neuron specific enolase 〔病理〕 44 

内視鏡 〔泌〕 140 neurotmesis 〔形成〕 123 

内視鏡硬化療法 〔2外〕 109 Nifedipine 〔麻酔〕 152 

内視鏡レザー 〔2外） 109 NIH3T3細胞 〔l細〕 48 

内視鏡的エクノール局注 〔分外〕 114 Nippostrongylus brasiliensis 〔寄生〕 58 

内視鏡的乳頭切開 〔分外〕 114 N issen's foundplication [2外〕 109

内視鏡的止血法 〔3内〕 74 NLA変法 〔麻酔〕 150 

内視鏡的色素希釈法 〔1内〕 64 NMR 〔泌〕 140

内側視床下部神経切断 〔附研J161 nuclear body 〔病理〕 43 

鉛中毒 〔衛〕 52 

軟部腫瘍 〔病理J 43 

゜眠け ［精神〕 90 オルニチン脱炭酸酵素 (ODC) 〔栄養〕 33 

粘液分布 〔2外〕 109
粘膜ポテンシャル 〔2外〕 109 横隔神経活動 〔2薬〕 39 
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温熱効果 〔1内J 65 

温熱療法 〔放〕 102 Q 

温熱療法併用放射線治療 〔2産〕 136 QFM 〔4内） 77 

黄色ブドウ球菌 〔2細〕 51 quality of life 〔1外〕 105

〔共研〕 162 

黄体機能 〔1産〕 130 R 

ライソソーム 〔1解J 16 

OC125 〔l産〕 131 〔病理〕 43 

ODC（オルニチ‘ノ脱炭酸酵素） 〔栄養J 33 ラ氏島表面抗体 〔3内〕 73 

ODCーアンチザイム複合体 〔栄養〕 33 ラ氏島細胞抗体 〔3内〕 73 

orthostasis 〔宇宙〕 167 ラテックス凝集および阻止反応 〔臨検〕 61 

レクチン 〔病理〕 43 
p レトロウィルス 〔1細〕 48 

パラレル 〔臨検J 61 レーザー光 [1生〕 24 

パルスドプラ法 (PDE) 〔心外J126 レーザーの蒸酸効果 [ 1外〕 104

パルス療法 〔2内〕 68 レーザーラマン分光法 〔医化〕 31 

パワースペクトル分析 [ 2薬〕 39 〔眼〕 114

ペンタゾシン 〔麻酔J 150 〔歯〕 156

ペーシング負荷法 〔心外〕 126 リンパ系の分化 〔1解〕 15 

ペースメーカー 〔心外〕 127 リバーゼ活性 〔附研〕 161 

ポックリ病 〔法医〕 56 リヒ゜ドーシスの動物モデル 〔小児〕 94 

ボリアクリルアミドゲル電気泳動 〔附研〕 160 リボタンパク 〔3内） 74 

ボリアミン 〔栄養J 33 リボ蛋白 〔青内〕 82 

〔3内J 74 ルーチ` ノ検査 〔放〕 101

〔青内〕 82 るい痩児 〔臨検〕 61 

ボリペプタイド 〔脳外〕 120 ルミノール発光反応 〔1外J 104 

プラスミド PBR322 〔1細〕 49 ループス腎炎 〔2内〕 68 

プラズマ重合膜 〔共研〕 162 
プロラクチン細胞 (PRL) 〔2解〕 19 卵巣顆粒膜細胞腫 〔2産〕 135

プロスクグランディン 〔青内〕 82 連続的心筋内 PHモニクー 〔心外J126 

プロティンA 〔2細〕 50 裂手 〔形成〕 123 

プロテーゼ 〔歯） 156 淋苗 〔泌〕 140

プロトプラスト 〔共研〕 162 淋菌性尿道炎 〔泌〕 140

プールの消毒用塩素 〔耳鼻〕 148 臨床検査データ 〔法医〕 57 

プトレッシン 〔栄養〕 33 老年期脳障害 〔精神〕 91 

累積生存率 〔1産〕 131

Pancuronium 〔麻酔J150 緑内障 〔眼〕 144

PB88 〔2薬〕 39 緑膿菌感染症 〔2内〕 69 

Pedoscopeによる新生児の重心及び行動の研究 硫青酸塩 〔法医〕 57 

〔小児〕 93 
perivenular sheath 〔1解〕 15 radiation HDP 〔整形〕 116 

PGD2 〔2解〕 19 Radioimmunodetection 〔泌〕 139

PGD2 synthetase 〔2解〕 19 Raman分光法 〔共研〕 162 

PGEI 〔1外〕 105 reduction 〔1産〕 132

PGE1の持続動注療法 〔3内〕 73 remodeling 〔1解〕 16 

phosphatidylcholine 〔医化〕 30 reperfusion injury 〔心外〕 126 

phosphatidylinositol 〔医化〕 30 reseal synaptosome membrane 〔医化〕 30 

PPiase活性 〔1解〕 16 respiratory sparing effect 〔麻酔〕 150 

primary chemotherapy 〔2産〕 136 RF波加温 〔放〕 102

primary respiratory neuron 〔2薬〕 39 RIA 〔2解〕 18 

prostatic specific antigen (PA) 〔泌） 139 RIァンジオグラフィーを用いて心位相解析，

proteinA-gold 〔2解〕 18 肺血流配分パクーンの評価法 〔小児〕 94 

PTCD減黄効果 〔分外〕 114 ribosomal RNA 〔衛〕 52 

pyridoxal phosphate (PLP) 〔医化〕 29 RI pneumography 〔1外〕 105

pyrimidine 5'-nucleotidase 〔衛〕 52 RNA 〔衛〕 52 

ruffled border [1解〕 16 
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脊髄腫瘍 〔脳外〕 121 
s 赤血球 〔1生〕 23 

サイベックス II ［リハ〕 153 赤血球変形能 [ 2内〕 69 

サイクリック AMP [2外〕 110 赤血球膜のリチウム輸送 〔精神J 90 

サッカー 〔形成J 124 赤血球の変形能 〔3内J 73 

せん妄 〔精神〕 91 穿剌吸引細胞診 〔l外〕 105

セプストラム解析法 [MEJ 170 染色体異常 〔青内〕 82 

シアル酸 〔脳外J 120 先天性代謝異常症の病因並びに治療法 〔小児〕 94 

シナプトゾーム 〔医化〕 30 線溶療法 〔4内〕 77 

シスプラチン 〔1産J 132 切断肢再接着 〔整形〕 117 

ショック 〔法医〕 57 尺側手根伸筋 〔l解〕 16 

ソマトスタチン産生細胞株 〔2解〕 20 斜指症 〔形成〕 123 

スフェロイド 〔放〕 102 脂肪 〔栄養〕 34 

スキンドファイバー 〔l生〕 24 脂肪動員作用 〔附研〕 161 

スキンドファイバー法 〔リハ〕 153 脂肪肝 〔分内〕 86 

スポーツ外傷 〔形成J 124 脂肪細胞 ［附研J 161 

スボーツと鼻疾患 〔耳鼻J 147 脂肪酸 〔青内〕 81 

スタフィロキナーゼ 〔4内〕 77 脂肪酸組成 〔4内〕 77 

ステップ・テスト 〔体力〕 173 脂肪食肥満 〔栄養J 34 

ステロイドホルモン 〔青内J 82 剌毒貝類 〔衛〕 53 

ステロイドホルモン依存性 〔1産J 132 四塩化炭素 〔麻酔〕 151 

ストレプトゾトシン （青内〕 81 紫斑病性腎炎 〔病理〕 42 

ストレプトゾトシン (STZ)糖尿病のラット 歯科矯正 〔歯〕 155

〔3内〕 74 試験管内免疫法 〔l細J 49 

ストレス潰瘍 〔2外J 109 色覚 〔眼 J 143 

疾患筋筋小胞体膜 〔2生〕 27 

細胞分裂 [2解〕 19 子宮平滑筋 〔1産J 130 

細胞電気泳動 〔3内〕 73 子宮頸癌・体癌 〔2産〕 136

細胞電気泳動試験 〔3内〕 73 子宮内膜症 [2産〕 136

細胞壁溶解酵素 〔共研〕 162 糸球体腎炎 〔病理〕 42 

細胞骨格 〔1生〕 25 糸球体基底膜 〔青内〕 81 

〔l内〕 65 心房・心室順次刺激型ペースメーカー

細胞の機能状態 〔2解〕 18 (A.V. Sequential Pacemaker) 〔心外〕 127 

細胞小器官 〔附研〕 158 深部動脈 〔M町 170

再灌流 ［青内〕 81 心断層エコー・パルスドプラ複合装置 〔心外J 126 

再構築 〔形成〕 123 心電図 R-R間隔 〔精神J 90 

酸性ムコ多糖 〔2外〕 109 振動誘発反射 〔形成〕 124 

左室拡張末期圧 〔4内〕 78 唇顎口蓋裂 〔歯 J 155 

左室局所壁運動 (LVSWM) 〔心外〕 127 真珠腫の発育方向 〔耳鼻〕 147 

左室内マッピング法 〔心外〕 126 神経皮膚症候群 〔整形〕 117 

左室造影自動解析システム 〔心外〕 127 神経接着 〔形成〕 123 

殺～静菌能 〔1産〕 131 神経線維腫症 〔皮〕 99 

左右肺換気機能 〔3内J 74 神経鞘浸潤 〔分外〕 114 

静電・反発力 [1生〕 25 神経終末 〔医化〕 30 

生後発生 [2解〕 18 神経損傷 〔形成〕 123 

正常圧水頭症 〔脳外〕 121 心血管性ニューロン 〔2薬〕 39 

星状神経節ブロック 〔麻酔J 150 心筋保護 （青内〕 81 

生活環 〔2解〕 19 〔心外〕 126 

青酸 〔法医〕 57 心筋梗塞 ［分内〕 87 

性腺胚細胞腫瘍 〔病理〕 43 心筋梗塞患者 〔ME〕げ0

静止張力 〔1生〕 24 心機能評価 〔4内〕 78 

生体弁 〔心外J 126 〔M町 169

生体計測 〔3解〕 21 心機能評価因子 〔ME〕訂〇

赤外分光法 〔歯〕 156 心機能解析プログラム 〔心外〕 127 

咳反射 〔2薬〕 39 心機能曲線 〔心外〕 127 

赤牌髄 〔附研〕 159 心筋酸素消費量 〔麻酔〕 151 
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進行癌 Cl産〕 132 躁うつ病 （精神〕 90 

心肺灌流時間 〔麻酔〕 151 膵癌 〔1内〕 65 

心拍出量 〔M記 169 〔分外〕 113 

心拍出量計測 〔4内〕 78 睡眠時無呼吸症候群 〔麻酔〕 150 

新生児の味覚反応による研究 ［小児〕 93 睡眠・覚醒スケジュール 〔精神〕 90 

深指伸筋 〔1解〕 16 膵の微小循環動態 〔3内〕 74 

心室頻拍 [4内〕 78 水晶体 〔医化〕 31 

心停止液 〔心外〕 126 推定身長 〔3解〕 22 

心予備力 [4内〕 78 

四肢奇形 〔形成〕 123 Salmonella typhimuガum 〔公衛〕 54 

視神経管内視神経 〔眼 J 144 Sarcolemma 〔青内〕 81 

歯槽堤形成手術 〔歯〕 156 Second look operation 〔1産〕 132

室房伝導 〔4内〕 78 serotonin 〔2薬〕 39 

自然気胸 〔1外） 105 〔2外〕 109

小胞星細胞 〔2解〕 18 Shily気泡肺 〔心外〕 127 

消化管内分泌細胞癌 〔病理〕 44 SHR 〔青内〕 81 

小核試験 〔公衛〕 55 shunt造設 〔2内〕 70 

小顆粒性細胞 〔2解〕 19 SIDS 〔法医〕 56 

消化性潰瘍 〔2外〕 108 Simplex法 〔M町 169

笑気 〔青内J 82 single cell plating feeder layer法 〔2解〕 20 

植物状態 〔脳外） 120 Single Photon Emission Computed Tomography 

食道癌 〔2外J 110 〔放〕 101
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